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保健医療学部（看護学科） 
 
著書 

・ 福島道子，河野順子：入院時から始める退院支援・調整，序文，1-2，退院支援・調整の定義と必須要素，19-23，看

護実践のなかで進める退院支援・調整のサイクル，56-77，退院支援・調整のQ&A，167-171，日総研出版，2010 

・ 福島道子，河野あゆみ：改訂 在宅看護論，まえがき iii，在宅看護の目的と理念，1-10，在宅看護の対象としての

家族，21-51，病院と家庭をつなぐ退院支援，225-238，放送大学教育振興会，2011 

・ 郷間悦子（分担執筆）：クエスチョン・バンク 保健師国家試験問題解説 2011年第3版，高齢者の保健指導，112-

121，メディックメディア，2010 

・ 横山重子（分担執筆）：系統看護学講座 成人看護学⑤，薬物療法を受ける患者の看護，胃食道逆流症患者の看護，

他，279, 307 他，医学書院，2010 

・ 横山重子（分担執筆，系統別看護学講座編集室）：系統別看護師国家試験問題 解答と解説／国家試験問題集WEB，

循環器，医学書院，2010 

・ 岩﨑和代（分担）：実践 マタニティ診断ガイドブック第2版，新生児期のマタニティ診断，260-308，医学書院，

2010 

・ 岩﨑和代（分担）：助産師国家試験予想問題集，ハイリスク妊娠・分娩，助産師資格問題研究会，2010 

・ 岩﨑和代：助産雑誌，65，2011(2)，NICUへの長期入院が必要となった児に対する退院支援と連携，192-201，医学書

院，2011 

・ 杉山敏宏（分担執筆）：精神保健看護辞典，アルコール依存症，5-10，株式会社オーム社，2010 

・ 中島紀恵子（監修），伴真由美（編集）谷規久子（分担執筆），桑田美代子，西山みどり 他：高齢者の生活機能の

再獲得のためのケアプロトコール，快便を目指すケア，156-162，166-169，日本看護協会出版会，2010 

・ 糸井裕子，小野崎美幸，菊地祐子：看護記録でも威力を発揮！ナースのための日本語トレーニング，1.間違えやすい

漢字編 2.敬語編 3.二重表現編 4.総合問題編，1-48，看護きろくと看護過程，看護人財教育，特別編集号，日総研，

2010 

 

原著論文 

・ 田尻后子，曽我部美恵子，田村一代：妊産褥婦の尿失禁に関する実態と関連要因について，理学療法科学，25(4)，

551-555，2010 

・ Kimiko Tajiri，Ming Huo，Sumikazu Akiyama，Sigeko Fujisawa，Hitoshi Maruyama：Measurement Reliability and Kinetic 

Chain of the Thickness of the Transverse Abdominal Muscle and Action Potential of the Levator Ani Muscle，J.Phys.Ther.Sci，

22(4)，451-454，2010 

・ Kimiko Tajiri，Ming Huo，Ke Yin，Sumikazu Akiyama，Sigeko Fujisawa，Hitoshi Maruyama：An Approach to Assessment 

of Female Urinary Incontinence Risk using the Thickness of the Transverse Abdominal Muscle during Co-contraction of both the 

Transverse Abdominal Muscle and the Pelvic Floor Muscle，J.Phys.Ther.Sci，23(1)，44-45，2011 

・ 遠藤順子，樋本まゆみ：看護コミュニケーションスキル育成プロググラム効果検証，日本看護学会論文集 看護教育，

41，75-78，2010 

 

総説 

・ 福島道子：家族支援の実際と家族・専門職のパートナーシップ，日本在宅ケア学会誌，14(1)，18-21，2010 

・ 杉山敏宏，木村美智子，谷岡哲也：アルコール依存症と感情障害を抱える人とその家族への支援，The Journal of 
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Nursing Investigation，9(1)，1-6，2010 

・ 塩澤百合子：特別論文，こころの病をもつ患者家族への支援－SAT介入事例分析－，ヘルスカウンセリング学会年報，

16，19-26，2010 

 

研究報告 

・ 郷間悦子，川野英子：1歳6か月児をもつ母親の育児に関する実態，日本地域看護学会 第13回学術集会講演集，98，

2010 

・ 郷間悦子，川野英子，阿久津梢，藤原いづみ，塚本友栄，福島道子：退院調整活動内容と活動上の困難点の現状， 

第14回日本看護管理学会 年次大会講演抄録集，115，2010 

・ 糸井裕子，小川悦代：素肌と衣服の袖の上からの血圧測定値の比較－健康な青年期女子と健康問題を持った老年者の

場合－，日本看護医療学会雑誌，12(2)，35-43，2010 

・ 平野美穂，川野英子，岡本 薫，黒木由里子，高橋多鶴子：在宅における療養生活の指導で生じている訪問看護師と

病棟看護師のミスマッチの要因，第15回訪問看護・在宅ケア研究助成報告書，1-25，2010 

・ 川野英子，猪腰江美子：訪問看護師を対象にした家族看護に関する現任教育の現状，家族看護，9(11)，138-145，

2011 

・ 川野英子，鳥居央子：要介護者と主介護者が家族としてサービス利用を決定する過程，国際医療福祉大学紀要，15(2)，

34-43，2011 

・ 川野英子，平野美穂，猪腰江美子，鳥居央子：訪問看護師が訪問看護活動を継続する環境要因の検討，勇美記念財団

のホームページ，1-12，2011 

・ 重久加代子：がん患者のケアを担う看護師のケアリング行動の実践と職務満足度の関連，看護実践の科学，36(3)，

68-71，2011 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 横山重子：コンフリクトと交渉術，茨城県看護協会認定看護管理者教育（セカンド），茨城県看護協会，茨城県水戸

市，2010.8.30 

・ 横山重子：看護サービス，茨城県看護協会認定看護管理者教育（ファースト），茨城県看護協会，茨城県水戸市，

2010.9.13 

・ 横山重子：看護管理に必要な知識体系，国際医療福祉大学認定看護管理者教育（セカンド），国際医療福祉大学 東

京青山キャンパス，東京都港区，2010.10.9 

・ 横山重子：看護倫理，独立行政法人国立病院機構東京災害医療センター，独立行政法人東京災害医療センター，東京

都立川市，2010.10.15 

・ 横山重子：看護記録，独立行政法人国立病院機構 宇都宮病院，栃木県宇都宮市，2010.11.16 

・ 横山重子：看護・介護用品の改善について，大田原市「産学・医工」ミニフォーラム，大田原市カシマウエディング

リゾート，栃木県大田原市，2010.11.25 

・ 横山重子：相手をひきつけるプレゼンテーション・その方法と理論，塩谷病院看護部，国際医療福祉大学 東京青山

キャンパス，東京都港区，2011.1.13 

・ 横山重子：相手をひきつけるプレゼンテーション・その方法と理論，関連病院看護教育指導者委員会，国際医療福祉

大学 乃木坂ホール，東京都港区，2011.2.26 

・ 岩﨑和代：①助産師国家試験対策セミナー（東京地区），日本助産師会出版，日本助産師会館，東京都文京区，

2010.8.30 
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・ 岩﨑和代：助産師からみた思春期の性的健康，那須塩原・大田原・那須町3地区養護教諭会，金丸北公民館，栃木県

大田原市，2010.11.25 

・ 岩﨑和代：②助産師国家試験対策セミナー（アドバンスコース），日本助産師会出版，日本助産師会館，東京都文京

区，2010.12.18 

・ 岩﨑和代：②助産師国家試験対策セミナー（アドバンスコース），日本助産師会出版，大阪アメジストビル，大阪府

大阪市，2010.12.25 

・ 岩﨑和代（分担）：③助産師国家試験対策セミナー（東京地区），クォリティケア，東京都看護協会，東京都新宿区，

2011.1.30 

・ 岩﨑和代（分担）：④助産師国家試験対策セミナー（大阪地区），クォリティケア，大阪助産師会館，大阪府大阪市，

2011.2.6 

・ 谷規久子：栃木県看護協会ファーストレベル研修，栃木県看護協会，栃木県宇都宮市，2010.7.29-30 

・ 糸井裕子：シンポジウムパネリスト『より添う』看護とは，国際医療福祉大学病院看護部，国際医療福祉大学，栃木

県大田原市，2010.6.15 

・ 糸井裕子，岡田隆夫：健康な女子大生の課題に伴う精神性発汗と性周期の関連，第18回日本発汗学会総会，千里ライ

フサイエンスセンターホール，大阪府千里市，2010.8.28 

・ 糸井裕子：医療事故・訴訟に対応できる看護記録，国際医療福祉大学熱海病院看護部 看護部記録検討委員会主催の

勉強会における講師，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2010.12.10 

・ 塩澤百合子：施設職員のメンタルへルスケアについて，第63回済生会学会施設長会議，ホテルニューイタヤ，栃木県

宇都宮市，2010.10.23 

 

学会発表 

・ 郷間悦子，川野英子，阿久津梢，藤原いづみ，塚本友栄，福島道子：退院調整活動内容と活動上の困難点の現状，日

本看護管理学会第14回年次大会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.8.21 

・ 福島道子（学会委員）：日本看護学会（地域看護）， 大津プリンスホテル，滋賀県大津市，2010.10.14-15 

・ 福島道子（座長）：第30回日本看護科学学会学術集会，札幌市産業振興センター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 福島道子（座長）：第15回日本在宅ケア学会学術集会，県立広島大学三原キャンパス，広島県三原市，2011.3.20 

・ 郷間悦子，川野英子：1歳6か月児をもつ母親の育児に関する実態，日本地域看護学会，北海道立道民活動センター，

北海道札幌市，2010.7.10 

・ 髙森美也子，横山重子：病棟看護師長のMaIN得点に影響を与える要因についての研究－病院経営母体変更体験の有

無と教育背景に注目して－，第41回日本看護学会 看護管理，メッセ朱鷺，新潟県新潟市，2010.10.26 

・ 石川 徹，横山重子：電子カルテを用いたコメディカル養成のための医療情報活用教育，第11回医療情報学会学術集

会，アクトシテイ浜松，静岡県浜松市，2010.11.20 

・ 赤羽由美恵，横山重子：人工膝関節置換術をうけた患者のフットケアが及ぼす影響，第15回栃木県看護学術集会，栃

木県教育会館大ホール，栃木県宇都宮市，2010.11.25-26 

・ 茅根孝子，横山重子：急性期と慢性期の2病院における看護の組織文化と自己の行動評価の比較－報告①，第8回国立

病院看護研究学会学術集会，岡山コンベンションセンター，岡山県岡山市，2010.12.18 

・ 福田淑江，横山重子：急性期と慢性期の2病院における看護の組織文化と自己の行動評価の比較－報告②，第8回国立

病院看護研究学会学術集会，岡山コンベンションセンター，岡山県岡山市，2010.12.18 

・ 岩﨑和代（座長，口演）：一般演題 第10回日本母子看護学学会学術集会，東邦大学，東京都大田区，2010.6.26 

・ 岩﨑和代：母性看護学における協同学習の検討－ジグソー学習法の成果と課題，日本看護学教育学会第20回学術集会，
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大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.7.31 

・ 臼井淳美，岩﨑和代（共同研究），田尻后子：協同学習法を用いた母性看護学方法論の教育効果－学生評価を用いた

一考察，第51回日本母性衛生学会総会，石川県立音楽堂，金沢市アートホール，ホテル日航金沢，石川県金沢市，

2010.11.5-6 

・ 岩﨑和代：産褥早期に退院する産婦の1ヶ月の授乳状況と活動量に関する研究，第25回日本助産学会学術集会，名古

屋国際会議場，愛知県名古屋市，2011.3.6 

・ 今井栄子，世良喜子：A大学看護学科3年生の感染管理･感染予防に関する認識，日本感染看護学会第10回学術集会，

神奈川県総合医療会館，神奈川県横浜市，2010.8.20 

・ 世良喜子，高瀬佳苗：看護師経験がある看護師の重症心身障害児へのケアと思いの変化，第36回日本重症心身障害学

会学術集会，タワーホール船堀，東京都江戸川区，2010.9.30 

・ 村松由紀，樺澤一之，森川奈緒美，臼井淳美，伊沢礼子，川上（佐山）文子，樋本まゆみ，村上貴子，世良喜子， 

糸井裕子，小野崎美幸：看護系大学新入生に対するヒューマンスキル教育プログラムの効果検証，第30回日本看護科

学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.3 

・ 世良喜子，高瀬佳苗：病院での臨床経験がある看護師の重症心身障害児のケアに対するイメージの変化，第30回日本

看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 藤田京子，新野峰子，谷規久子，村松由紀，伊沢礼子，松本郁子，川上（佐山）文子：看護基礎教育における卒前研

修プログラムの構築に向けて－A大学の取り組みと課題－，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンション

センター・札幌産業振興センター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 原田光子：高齢パーキンソン病療養者の重症度別QOLと地域資源の利用について，第15回日本難病看護学会学術集会，

山形県立保健医療大学，山形県山形市，2010.8.27 

・ 村松由紀，森川奈緒美，臼井淳美，樺澤一之，伊沢礼子，藤原いづみ，阿久津梢，川上（佐山）文子：看護コミュニ

ケーションスキル育成プログラムの効果検証，日本看護学教育学会第20回学術集会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，

2010.7.31-8.1 

・ 樋本まゆみ，遠藤順子，村上貴子，村松由紀：看護コミュニケーション育成プログラム実施による学生の学び－学生

レビュー用紙の分析から－，第14回日本看護管理学会年次大会，パシィフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.8.20 

・ 糸井裕子，菊地祐子，小野崎美幸：フットケア演習における学生の学びと教育課題，日本看護学教育学会誌第20回学

術集会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.7.31  

・ 川野英子，平野美穂，猪腰江美子：訪問看護師が職務を継続する要因の検討，第14回日本看護管理学会年次大会，パ

シフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.8.20 

・ 川野英子，平野美穂：介護予防訪問看護の実態と訪問看護師が評価する看護の効果，第69回日本公衆衛生学会，東京

国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.28 

・ 平野美穂，川野英子，岡本 薫，黒木由里子，高橋多鶴子：在宅における療養生活の指導で生じている訪問看護師と

病棟看護師のミスマッチの要因，訪問看護サミット2010，日本教育会館，東京都千代田区，2010.11.6 

・ 川野英子，猪腰江美子，平野美穂，鳥居央子：訪問看護に従事している看護師の家族看護に関する知識・技術の現状，

第15回日本在宅ケア学会，県立広島大学三原キャンパス，広島県三原市，2011.3.20 

・ 塩澤百合子：特定保健指導に求められるカウンセリング技術の必要性，第17回ヘルスカウンセリング学術大会，市川

市文化会館，千葉県市川市，2010.9.18 

・ 南雲陽子，塩澤百合子，佐野幸子，金 佳子，矢島京子：ポスター発表，健康コーチング苦手意識克服のために～第

2報～，第17回ヘルスカウンセリング学術大会，市川市文化会館，千葉県市川市，2010.9.18 

・ 塩澤百合子（座長）：シンポジウムⅡ，SATが動かす家族の関係性，第17回ヘルスカウンセリング学術大会，市川市
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文化会館，千葉県市川市，2010.9.18 

・ 塩澤百合子：交通事故遺族に対するイメージワークの介入効果，国際医療福祉大学グループ関連病院 第6回看護研究

会，国際医療福祉大学 乃木坂ホール，東京都港区，2011.2.26 

・ 遠藤順子，村上貴子，樋本まゆみ：看護コミュニケーションスキル育成プログラムの効果検証，第41回日本看護学会

看護教育学術集会，アルカスSASEBO，長崎県佐世保市，2010.8.19 

・ 瀬戸口ひとみ：認知症高齢者のその人らしさを尊重する関わり方と看護師の背景～パーソンセンタードケアの観点か

ら～，第30回日本看護科学学会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 松永佳子（代表者），藤本 薫，岩﨑和代（連携研究者）：サービスプロフィットチェーンを援用した産褥期のサー

ビスシステム構築に関する研究，平成20年度文部省科学研究費（3年間），基盤(C)，20592517，継 

・ 齋藤益子（代表）青木康子，岩﨑和代，濱嵜真由美：妊娠期におけるマタニティ診断名と診断指標の有用性・妥当性

の検討，平成22年度日本看護診断学会研究助成，採択 

・ 谷規久子，糸井裕子，小野崎美幸，竹中陽子，細井純子：腹腔鏡下胃がん切除術をうけた患者のケア－短期入院患者

に対する社会復帰へのサポートプログラムの開発－，財団法人安田記念医学財団助成金 癌看護研究助成，採択 

・ 村松由紀：看護コミュニケーションスキル育成プログラムの開発と教育実践，科学研究費補助金，基盤研究(C)，

22592412，採択 

・ 川野英子，平野美穂，猪腰江美子：介護予防訪問看護の健康維持・増進に対する効果の検討，文部科学省，継続 

・ 川野英子，平野美穂，猪腰江美子，鳥居央子：在宅で介護する家族にエンパワーメントをもたらす看護を提供できる

研修プログラムの作成，厚生労働省科学研究費，地域医療基盤開発推進研究事業，採択 

・ 川野英子，平野美穂，猪腰江美子，鳥居央子：訪問看護師が訪問看護活動を継続する環境要因の研究，勇美記念財団，

採択 

・ 伊沢礼子：看護コミュニケーションスキル育成プログラムの開発と教育実践，文部科学省科学研究費補助金，基盤研

究(C)，7501，看護学細目番号（基礎看護学），継続 

 
学位取得・研究業績に対する受賞 

・ 南雲陽子，塩澤百合子，佐野幸子，金 佳子，矢島京子：ヘルスカウンセリング学術大会，エクセレント賞，健康コ

ーチング苦手意識克服のために～第2報～，2010.9.18 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 福島道子：日本在宅ケア学会（理事，学会誌編集委員），日本地域看護学会（評議員，学会誌編集委員），日本看護

科学学会（専任査読委員），日本看護管理学会（委員），日本家族看護学会（専任査読委員），日本赤十字看護学会

（評議員），日本ケアマネジメント学会（評議員） 

・ 郷間悦子：日本看護学会（地域看護）（論文集選考委員），日本在宅ケア学会（学会誌査読委員），日本健康教育学

会（実践健康教育士），日本地域看護学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本公衆衛生学会，日本看護管

理学会 

・ 横山重子：日本看護管理学会，日本看護科学学会，日本公衆衛生学会，日本医療病院管理学会，日本医療情報学会 

・ 岩﨑和代：日本助産学会，日本母性衛生学会，日本透析医学会，日本母子看護学会（理事），全国助産師教育協議会 

・ 世良喜子：日本看護科学学会，日本小児看護学会，日本家族看護学学会，日本重症心身障害学会，日本質的心理学会，

日本感染看護学会 
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・ 谷規久子：日本看護学会，日本老年看護学会，日本看護科学学会，日本災害看護学会，日本医療・病院管理学会， 

 日本認知症ケア学会，日本心療内科学会，全国高齢者ケア協会 

・ 村松由紀：日本がん看護学会，日本看護管理学会，日本死の臨床研究会，日本看護学教育学会，日本小児科学学会，

日本看護管理学会 

・ 糸井裕子：日本看護学教育学会，日本看護科学学会，日本看護医療学会，日本発汗学会 

・ 入江浩子：日本集中治療医学会，呼吸療法医学会（呼吸療法認定士），日本口腔ケア学会（口腔ケア認定士），日本

看護科学学会，日本クリティカルケア学会 

・ 大野明美：日本看護科学学会，日本がん看護学会，日本緩和医療学会，日本看護研究学会，日本看護学会（論文査読

委員），日中韓看護学会（抄録選考委員） 

・ 川野英子：日本家族看護学会，日本看護管理学会，日本公衆衛生学会，日本在宅ケア学会，日本地域看護学会 

・ 塩澤百合子：非営利活動法人ヘルスカウンセリング学会（認定ヘルスカウンセラー，認定イメージ療法士，認定ソー

シャルスキルトレーナー）（学会協力員，栃木支部長），一般社団法人日本ソーシャルスキル協会（ソーシャルカウ

ンセラー，健康・栄養カウンセラー） 

・ 重久加代子：日本サイコオンロジー学会，日本緩和医療学会，日本看護協会，日本看護科学学会，日本がん看護学会，

日本ストレス学会 

・ 田尻后子：日本看護研究学会，日本母性衛生学会，日本母性看護学会，日本母子看護学会，日本助産学会 

・ 樋本まゆみ：日本看護管理学会，日本看護科学学会 

・ 臼井淳美：日本母性衛生学会，日本助産学会，日本母乳哺育学会，日本母子看護学会 

・ 瀬戸口ひとみ：日本看護科学学会，日本認知症ケア学会，日本精神保健看護学会 

・ 村上貴子：日本看護科学学会，日本精神保健看護学会，日本看護管理学会，日本看護学教育学会 

・ 伊沢礼子：日本スピリチュアルケア学会，日本看護歴史学会，日本看護科学学会，日本看護学教育学会 

・ 森川奈緒美：日本看護学教育学会，日本看護科学学会 

 

 

 

保健医療学部（理学療法学科） 
 
著書 
・ 丸山仁司：リハ医とコメディカルのための最新リハビリテーション医学，第18章リハビリテーションの需給と医療経

済現況と問題点，316-319，先端医療技術研究所，2010 

・ 丸山仁司：筋骨格系の触診マニュアル，監修，ガイアブックス，2011 

・ 久保 晃：リスク管理，高齢者の運動負荷の決定方法とリスク管理，19-24，文光堂，2010 

・ 金子純一朗（分担執筆）：実践Mook理学療法プラクティス 膝・足関節障害，Ⅱ.活動制限・参加制約に対して 2.歩

行の場合，114-120，文光堂，2010 

・ 金子純一朗（分担執筆，編集）：理学療法学OSCE基準マニュアル第2版，1-65，理学療法共用試験機構，2011 

・ 岸田あゆみ（共同編集）：理学療法学OSCE基準マニュアル第2版，特定非営利活動法人（NPO法人），2010 

・ 倉本アフジャ亜美：2011年版ひとりで学べる理学療法士国家試験問題と詳解，第3章理学療法治療学 

(1)運動療法 ⅳ)小児，289-337，廣川書店，2010 

・ 倉本アフジャ亜美：2011年版ひとりで学べる理学・作業療法士国家試験共通問題と詳解，第4章人間発達学，153-159，

廣川書店，2010 
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・ 小林 薰（分担執筆）介護福祉士試験対策研究会：介護福祉士完全合格テキスト（午前），リハビリテーション論，

121-150，翔泳社，2010 

・ 小林 薰（分担執筆）介護福祉士試験対策研究会：介護福祉士完全合格問題集，リハビリテーション論，99-116，翔

泳社，2010 

 

原著論文 
・ 大藤範之，水上憲昭，薗田 謙，鈴木昌道，勝平純司，丸山仁司：冷却刺激による足底感覚鈍麻が階段昇降動作に与

える影響，理学療法科学，25(3)，407-411，2010 

・ 河西理恵，丸山仁司：PBLの学習効果と学生因子の関係について，理学療法科学，25(2)，203-220，2010 

・ 伊藤芳保，丸山仁司：暗算により生じた筋緊張部位と前腕部への同時軽擦法によるリラクセーション効果の検討，医

学と生物学，154(7)，325-329，2010 

・ 本橋みどり，丸山仁司：ペットボトルを用いた足底加温の検討，医学と生物学，154(7)，330-335，2010 

・ 本橋みどり，丸山仁司：ペットボトルを用いた足底部への温熱と擦過刺激による比較検討，医学と生物学，154(8)，

369-375，2010 

・ 本橋みどり，丸山仁司，伊藤芳保，工藤昌弘：ペットボトルを用いた足底部への温熱擦過刺激がバランスに及ぼす影

響，医学と生物学，154(9)，414-419，2010 

・ 田尻后子，曽我部美恵子，田村一代，藤沢しげ子，丸山仁司：妊産褥婦の尿失禁に関する実態と関連要因について，

理学療法科学，25(4)，551-555，2010 

・ 牛志 馨，霍 明，丸山仁司：膝関節運動における足関節角度の変化への影響について，理学療法科学，25(4)，557-

560，2010 

・ 野村高弘，勝平純司，高野雄太，三木啓嗣，西山卓志，中島勇樹，丸山仁司：前十字靭帯損傷者の階段降段動作にお

ける膝関節モーメントと膝屈伸筋力の関係，理学療法科学，25(5)，667-672，2010 

・ 小貫睦巳，丸山仁司：eラーニング施行前後の理学療法学生の自己効力感尺度の比較研究，理学療法科学，25(5)，

677-681，2010 

・ 堀本ゆかり，丸山仁司：健康成人における足底圧中心軌跡の特徴，理学療法科学，25(5)，687-691，2010 

・ 廣瀬 昇，丸山仁司：身体活動に影響を及ぼす運動感情についての一考察，理学療法科学，25(5)，669-703，2010 

・ 五嶋裕子，刀根彰浩，中村裕貴，丸山仁司，関谷繁樹：大腿骨頸部骨折例の短期的歩行能力を予測する知的精神機能

評価法の検討，理学療法科学，25(5)，717-720，2010 

・ 河西理恵，丸山仁司：教員アンケート調査からみた「理学療法学教育におけるPBLテュートリアル」の現状と課題，

理学療法科学，25(5)，747-754，2010 

・ 伊藤裕介，菅沼一男，芹田 透，榊原僚子，知念紗嘉，丸山仁司：介護予防事業の運動介入が運動機能及び健康関連

QOLに及ぼす影響について，理学療法科学，25(5)，779-784，2010 

・ 加藤勝行，丸山仁司：PNFの持続効果，理学療法科学，25(5)，821-824，2010 

・ Huo M，Yin K，Li D，Maruyama H：Influence on Probe Reaction Time of Rhythmic Stabilization during Sitting，J.Phys Ther 

Sci，22，443-445，2010 

・ Tajiri K，Huo M，Akiyama S，Maruyama H：Measurement Reliability and Kinetic Chain of the Thickness of the Transverse 

Abdominal Muscle and Action Potential of the Levator Ani Muscle，J.Phys Ther Sci，22，451-454，2010 

・ 山野 薫，村上直彦，松永秀俊，秋山純和：中山間地域在住者の血圧脈波検査結果の検討 非糖尿病患者と糖尿病患

者の動向，理学療法科学(1341-1667)，25(5)，761-765，2010 

・ 上村さと美，秋山純和：起立運動負荷の仕事量を自転車エルゴメータ仕事率(W)に換算する式の作成，理学療法科学，
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25(6)，913-918，2010 

・ 原 毅，久保 晃：下肢荷重力測定の再現性に関する研究－健常高齢者と障害高齢者の比較－，日本老年医学会雑誌，

47(1)，70-74，2010 

・ 林 悠太，久保 晃：高齢入院患者の生活意欲とADL，体格との関連，理学療法科学，25(1)，143-146，2010 

・ 原 毅，久保 晃：座位下肢荷重力を用いた障害高齢者の移乗動作自立度判定，日本老年医学会雑誌，47(2)，153-

157，2010 

・ 久保 晃，霍 明，丸山仁司：学生の血圧測定学習に及ぼす因子の検討，リハビリテーション教育研究，15，192-193，

2010 

・ 小澤春香，松崎 崇，中山惟人，中山秀人，高橋典明，渡部恭平，内藤 皓，久保 晃：健常者のトレッドミル歩行

における荷物運搬課題の相違が身体反応へおよぼす影響，理学療法科学，25(6)，909-912，2010 

・ 勝平純司，冨田早基，原口辰也，原田紗希，石川悦子，久保和也，丸山仁司：移乗補助具の使用，種類，使用姿位の

違いが移乗介助動作時の腰部負担に与える影響，人間工学，46(2)，157-165，2010 

・ Junji Katsuhira，Syun Yamasaki，Sumiko Yamamoto，Hitoshi Maruyama：Effects of General Principles of Person Transfer 

Techniqueson Low Back Joint Extension Moment，Industrial Health，48(6)，796-803，2010 

・ 黒川貴志，勝平純司，丸山仁司：脊柱後弯を呈する高齢者の歩行時の運動学・運動力学的分析，理学療法科学，25(4)，

589-594，2010 

・ 大藤範之，水上憲昭，薗田 謙，鈴木昌道，勝平純司，丸山仁司：冷却刺激による足底感覚鈍麻が階段昇段動作に与

える影響，理学療法科学，25(3)，407-411，2010 

・ 石坂正大，金子純一朗，福田真人，坂川昌隆，丸山仁司：回復期リハビリテーションにおける至適運動負荷指標の検

討 ICFに基づく帰結評価を用いた介入比較研究，理学療法学，37(2)，10-111，2010 

・ Huo M，Yin K，Li D，Maruyama H，Akiyama S：Influence on Probe Reaction Time of Rhythmic Stabilization during Sitting，

J Phys Ther Sci，22，443-445，2010 

・ Tajiri K，Huo M，Akiyama S，Fujisawa S，Maruyama H：Measurement Reliability and Kinetic Chain of the Thickness of the 

Transverse Abdominal Muscle and Action Potential of the Levator Ani Muscle，J Phys Ther Sci，22，451-454，2010 

 

総説 
・ 丸山仁司：リハビリテーションにおけるリスクマネジメント，関節外科，29(4)，13-17，2010 

・ 丸山仁司：大学および大学院におけるFDの実践，理学療法ジャーナル，44(6)，499-505，2010 

・ 秋山純和：病態生理と理学療法，日本病態生理学会雑誌，19(2)，28-31，2010 

・ 秋山純和：よくわかる研究法 研究倫理の基礎，理学療法，27(12)，1435-1439，2010 

・ 石井博之：マレーシアでの障がい者支援 2年間の青年海外協力隊活動から，月刊福祉，93(7)，88-91，2010  

・ 石井博之：諸外国の経済･文化的背景とそこからつくられる福祉用具，月刊福祉，93(8)，88-91，2010 

・ 石井博之：ヨルダンでの地域生活障がい者支援，月刊福祉，93(9)，88-91，2010 

・ 勝平純司：移乗介助動作における腰部負担の計測と応用，福祉介護機器technoプラス，3(8)，28-32，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 丸山仁司：運動学，第11回理学療法科学学会国際講習会（NJF），中国深圳，2010.8.29 

・ 秋山純和：地域理学療法，栃木県理学療法士会，鹿沼市民センター，栃木県鹿沼市，2010.6.6 

・ 秋山純和 他：神経筋促通治療法，日本理学療法士協会現職者講習会，聖隷クリストファー大学，静岡県浜松市，

2010.8.7 
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・ 秋山純和，富田 浩：PNF中級講習会，日本PNF学会，首都大学東京，東京都荒川区，2010.8.14 

・ 秋山純和，霍 明：治療技術講習会（PNF），中日理学療法科学学会，長春電力病院，中国長春市，2010.8.27 

・ 秋山純和，中山彰博，上村さと美：心電図講習会，日本理学療法士協会現職者講習会，国際医療福祉大学 小田原キ

ャンパス，神奈川県小田原市，2010.10.30 

・ 秋山純和，中山彰博：呼吸理学療法スペシャリスト実技講習会，理学療法科学学会，帝京科学大学，山梨県上野原市，

2010.12.4-5 

・ 久保 晃：臨床における統計，第5回リサーチ研究会，百日草会館，東京都豊島区，2010.5.10 

・ 久保 晃：体力向上への挑戦，高大連携事業プログラム，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.5.19 

・ 久保 晃：査読に関する情報，第6回リサーチ研究会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，

2011.1.22 

・ 久保 晃：心臓理学療法の評価，理学療法科学学会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，

2011.3.20 

・ 朝原早苗：栃木県車いすユーザーニーズ，とちぎ医療機器産業振興協議会技術情報交流会，国際医療福祉大学，栃木

県大田原市，2011.2.2  

・ 石井博之：国際ヘルスワーカー，国際キャリアセミナー，栃木県青年会館，栃木県宇都宮市，2010.9.4-6  

・ 金子純一朗：職種間連携（呼吸介助），認定看護管理者養成コース（ファーストレベル），国際医療福祉大学 東京

青山キャンパス，東京都港区，2010.7.17 

・ 金子純一朗：Suggestions for the Future from the Perspective of Respiratory Physical Therapy in Japan，第5回北京国際シンポ

ジウム，北京康源瑞廷酒店，中国北京市，2010.10.29-11.1 

・ 下井俊典：信頼性－相対信頼性と絶対信頼性－，第5回リサーチ研究会，百日草会館，東京都豊島区，2010.5.8 

・ 霍 明：第5回リサーチ研究会，理学療法科学学会，百日草会館，東京都豊島区，2010.5.9 

・ 霍 明：NJF理論講習会，理学療法科学学会，百日草会館，東京都豊島区，2010.6.19-20  

・ 霍 明：NJF実技講習会（下肢篇），理学療法科学学会，帝京平成大学，東京都豊島区，2010.7.24-25 

・ 霍 明：第25回理学療法科学学会夏期研修会，理学療法科学学会，百日草会館，東京都豊島区，2010.8.7-8 

・ 霍 明：第11回全国PNFとモビライゼーション講習会，理学療法科学学会，中国吉林省長春リハビリテーションセン

ター（電力病院），中国吉林省長春，2010.8.28-30 

・ 丸山仁司，霍 明：中国南方中日国際シンポジウムならびに第12回神経筋関節促通法（NJF）講習会，理学療法科学

学会，中国広東省深圳第9人民病院，中国広東省深圳，2010.9.1-4 

・ 霍 明：NJF実技講習会（腰椎･仙腸関節篇），理学療法科学学会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.9.25-26 

・ 霍 明：NJF実技講習会（上肢篇），理学療法科学学会，国際医療福祉大学 小田原キャンパス，神奈川県小田原市，

2010.10.23-24 

・ 霍 明：NJF実技講習会（頸，胸椎篇），理学療法科学学会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.11.6-7 

・ 霍 明：NJF理論講習会，理学療法科学学会，百日草会館，東京都豊島区，2010.11.27-28 

・霍 明：NJF実技講習会（下肢篇），理学療法科学学会，国際医療福祉大学 小田原キャンパス，神奈川県小田原市，

2011.2.5-6 

・ 岸田あゆみ：心不全患者の理学療法の実際，理学療法科学学会，百日草会館，東京都豊島区，2011.3.20 

・ 小林 薰：こんなことができるリハナビと応用，理学療法科学学会，理学療法共用試験機構（共催），百日草会館，

東京都豊島区，2010.7.25 
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学会発表 
・ 金子純一朗，佐藤 仁，岸田あゆみ，石井博之，藤沢しげ子，丸山仁司：臨床能力向上を目指した課題目標型口頭試

験の開発，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 河西理恵，丸山仁司：PBLの学習効果と学生因子の関係について，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，

岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 奥 壽郎，廣瀬 昇，加藤宗規，丸山仁司：杖の使用が歩行時体幹・下肢筋筋活動に与える影響，第45回日本理学療

法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 斉藤琴子，丸山仁司，金子純一朗：下肢最大反復運動を用いた歩行能力評価，第45回日本理学療法学術大会，長良川

国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 可児利明，橋本重倫，勝平純司，丸山仁司：体重増加が歩行時の関節角度およびモーメントに与える影響，第45回日

本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 荒川達也，下井俊典，丸山仁司：臨床経験年数の違いによるCraig testの検者間・検者内信頼性の検討，第45回日本理

学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 井川達也，勝平純司，丸山仁司：変形性膝関節症者の階段降段時の運動力学的特徴，第45回日本理学療法学術大会，

長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 細木一成，福山勝彦，鈴木 学，丸山仁司：ロッキングチェアによるリラクゼーション効果について，第45回日本理

学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 鈴木 学，丸山仁司，福山勝彦，細木一成：健常人におけるBridge動作肢位とPuppy positionでの一側上肢挙上肢位で

の大殿筋筋活動について，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 久保 晃，丸山仁司：総合臨床実習の現状に関するアンケート調査，第10回教育FD研究会，百日草会館，東京都豊島

区，2010.7.3 

・ 霍 明，丸山仁司：中国におけるリハビリテーション教育，研究に関する調査研究，第23回教育研究大会，札幌ガー

デンパレス，北海道札幌市，2010.8.19 

・ 金子純一朗，岸田あゆみ，森本優江，丸山仁司：課題目標型臨床能力試験における試験結果の有効性，第23回教育研

究大会，札幌ガーデンパレス，北海道札幌市，2010.8.19 

・ 久保 晃，下井俊典，石井博之，霍 明，丸山仁司：総合臨床実習に対する学生の満足度と総合臨床実習の現状に関

するアンケート調査，第23回教育研究大会，札幌ガーデンパレス，北海道札幌市，2010.8.19 

・ 下重里恵，中野朋儀，丸山仁司，黒澤美枝子：卵巣摘出ラットにおける骨格筋電気刺激時の血圧反応および圧受容器

反射の感受性の検討，第63回日本自律神経学会総会，ワークピア横浜，神奈川県横浜市，2010.10.22-23 

・ Kobayashi K，Maruyama H：Intra-tater and Inter-rater Reliability of Modified Putting Legs Together and Apart，5th Beijing 

International Forum on Rehabilitation，CRRC，中国北京市，2010.10.29-11.1 

・ Huo M，Yin K，Maruyama H：Influence of Probe Reaction Time during Rhythmic Stabilization on Standing Stability for 

Patients with Post-stroke Hemiplegia，5th Beijing International Forum on Rehabilitation，CRRC，中国北京市，2010.10.29-

11.1 

・ Ge M，Huo M，Maruyama H：Immediate Effect of Intervention on Knee Joint Movement by NJF，5th Beijing International 

Forum on Rehabilitation，CRRC，中国北京市，2010.10.29-11.1 

・ 反町 拓，丸山仁司：肩甲骨矯正装具が背筋力に与える影響，第51回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学，

栃木県大田原市，2010.11.6 

・ 貞清秀成，永井良治，石坂正大，下井俊典，丸山仁司：重量物挙上動作の速度と重量情報の有無が脊柱起立筋に与え

る影響について，第51回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.11.6 
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・ 長岡洋平，勝平純司，丸山仁司：振り向き動作における下肢関節機能が骨盤回旋量に与える影響，第32回臨床歩行分

析研究会定例会，豊橋創造大学，愛知県豊橋市，2010.11.27-28 

・ 冨永琢也，勝平純司，丸山仁司：立ち上がり速度の違いが前額面における下肢関節モーメントと膝関節内外反角度に

及ぼす影響，第32回臨床歩行分析研究会定例会，豊橋創造大学，愛知県豊橋市，2010.11.27-28 

・ 水上憲昭，勝平純司，丸山仁司：静止立位における足圧中心位置と関節角度の関係，第32回臨床歩行分析研究会定例

会，豊橋創造大学，愛知県豊橋市，2010.11.27-28 

・ 金子純一朗，丸山仁司：課題目標型臨床技能試験における試験結果の妥当性，第11回教育FD研究会，国際医療福祉大

学 小田原キャンパス，神奈川県小田原市，2011.1.8 

・ 中田幸志，向後美里，霍 明，丸山仁司：変形性膝関節症における神経筋関節促通法（NJF）の即時介入効果，第52

回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学 小田原キャンパス，神奈川県小田原市，2011.1.9 

・ 秋山純和（座長）：理学療法基礎系，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27 

・ 小澤春香，松崎 崇，中山惟人，中山秀人，高橋典明，渡部恭平，久保 晃：健常者における荷物運搬歩行課題の相

違が身体反応へ及ぼす影響，第50回理学療法科学学会学術大会，埼玉医科大学，埼玉県川越市，2010.4.18 

・ Akira Kubo：Ventilatory Responses of Healthy Humans During Level Walking on a Treadmill at Different Speeds and Carriages，

The 5th Beijing International Forum on Rehabilitation，中国リハビリテーション研究センター，中国北京市，2010.10.29-

11.1 

・ 柴 隆広，石坂正大，坂川昌隆，小野田公，大久保玲菜，田波未希，植西香織，貞清秀成，久保 晃：維持期の高齢

者における基本動作能力と生活意欲の関連，第51回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

2010.11.6 

・ 小澤春香，松﨑 嵩，中山惟人，中山秀人，高橋典明，渡部恭平，久保 晃：歩行時の腕振りの有無と内容物が異な

る荷物運搬歩行間での身体反応の違い，第51回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

2010.11.6 

・ 久保 晃：継ぎ足歩行でのTimed up and go testの基礎的検討－健常者が上肢による物品操作を実施した際の影響も含

めて－，第52回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学 小田原キャンパス，神奈川県小田原市，2011.1.9 

・ 久保 晃：日本における理学療法学科4年生の終末期に関する意識とその変化－2000年と2011年での比較－，第9回理

学療法科学学会国際学術大会，西安リハビリテーションセンター，中国西安市，2011.3.26 

・ 霍 明，葛 萌，久保 晃，丸山仁司：筋電図反応時間からみた神経筋関節促通法の肩関節運動への介入効果，第9

回理学療法科学学会国際学術大会，西安リハビリテーションセンター，中国西安市，2011.3.26 

・ 李 徳盛，葛 萌，霍 明，久保 晃，丸山仁司：反応時間からみた神経筋関節促通法の膝関節運動への介入効果，

第9回理学療法科学学会国際学術大会，西安リハビリテーションセンター，中国西安市，2011.3.26 

・ 葛 萌，霍 明，久保 晃，丸山仁司：筋電図反応時間からみた神経筋関節促通法の膝関節運動への介入効果，第9

回理学療法科学学会国際学術大会，西安リハビリテーションセンター，中国西安市，2011.3.26 

・ 若江幸三良：1年間に経験した無床外来診療所における脊髄占拠性病変，第12回圧迫脊髄症研究会，東京医科歯科大学，

東京都文京区，2011.1.22  

・ 堀内和禎，安井 匡，中島博光，勝平純司，山本澄子：抗力を有する継ぎ手付き体幹装具Trunk Solutionの開発，第26

回日本義肢装具学会，川越プリンスホテル，埼玉県川越市，2010.10.23-24 

・ 勝平純司，山本澄子，堀内和禎，安井 匡，中島博光，新井清代，田波未希：抗力を具備した継ぎ手付き体幹装具

Trunk Solutionの運動力学的評価，第26回日本義肢装具学会，川越プリンスホテル，埼玉県川越市，2010.10.23-24 

・ 森永 雄，勝平純司，丸山仁司：移乗介助動作における腰部負担軽減方策－動作の工夫と補助器具使用の有効性－，

第31回バイオメカニズム学会学術講演会，静岡大学，静岡県浜松市，2010.11.6-7 
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・ 岡部高明，遠藤佳章，古手礼子，須藤知哉，高橋由里，山口 茜，森永 雄，勝平純司：異なる移乗動作における被

介助者の下肢関節負担の比較，第25回理学療法科学学会学術講演会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.11.6 

・ 狐塚拓也，青木政宗，伊藤晃洋，關 泰徳，水上憲昭，勝平純司：前額面における各関節角度が左右下肢の荷重差に

及ぼす影響，第25回理学療法科学学会学術講演会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.11.6 

・ 飯島進乃，勝平純司，中島博光，安井 匡，堀内和禎，川口真枝，山本澄子：体幹装具Trunk Solutionを装着した歩行

分析－二次試作品の運動力学的評価－，第31回バイオメカニズム学会学術講演会，静岡大学，静岡県浜松市，

2010.11.6-7 

・ 金子純一朗（座長）：第29回関東甲信越ブロック理学療法士学会，つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.9.18-19 

・ 下井俊典：最小可検変化量を用いた継ぎ足歩行テストの弁別妥当性の検討，第45回日本理学療法学術大会，長良川国

際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 下井俊典（座長）：第3回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会2010，ライフォート札幌，北海道札幌市，

2010.8.11-12 

・ Toshinori Shimoi：Effects of Hallux Valgus on the tandem gait tests，11th International Congress of the Asian Confederation for 

Physical Therapy，Sanur Pradise，Plaza Hotel，Bali Indonesia，2010.10.10-13 

・ 霍 明，丸山仁司：健康高齢者における転倒予測に関する研究－立位PNF時プローブ反応時間を用いて，第45回日本

理学療法学術大会，岐阜県県民文化ホール未来会館，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ Niu Z，Huo M，Maruyama H：The Influence of Different Position of the Ankle Joint in the Movement of the Knee，5th Beijing 

International Rehabilitation Forum，Radegast Lake View Hotel，Beijing, China，2010.10.30-11.1 

・ 粟田真季子，伊藤晃洋，神島遥菜，高井貴行，藤崎志穂，廣澤 匠，霍 明：肩こり症への各介入別治療効果，第51

回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.11.6 

・ 石毛紀江，上杉龍矢，小澤琢也，小堀寛貴，近藤早代，長瀬紘美，霍 明：体幹前後傾角度の変化による上下肢筋ト

ルクへの影響，第51回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.11.6 

・ 黒澤美枝子，丸山貴美子，下重里江：皮膚への触刺激によるラット側坐核でのドーパミン放出増加反応，第87回日本

生理学会大会，盛岡市民文化ホール，岩手県盛岡市，2010.5.21 

・ 下重里江，中野朋儀，黒澤美枝子：卵巣摘出ラットの循環反応，第38回自律神経生理研究会，日本光電工業（株）本

社研修センター，東京都新宿区，2010.12.4 

・ 黒澤美枝子，下重里江，中野朋儀，植西香織，丸山仁司：ラット骨格筋刺激時の循環反応におよぼす卵巣摘出の影響，

第88回日本生理学会大会，第116回日本解剖学会総会・全国学術集会合同大会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2011.3.28（震災のため紙面開催） 

・ 小林 薰，丸山仁司：転倒回数と座位足開閉テスト施行回数の関係，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議

場，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 小林 薰，丸山仁司：10秒間座位足開閉テストを用いた転倒ハイリスク者スクリーニングの試み，転倒予防医学研究

会「第7回研究集会」，ニッショーホール（日本消防会館），東京都港区，2010.10.3 

・ 小林 薰，丸山仁司：座位両足開閉ステッピングの施行回数に関する研究，第9回理学療法科学学会国際学術大会，

西安リハビリテーションセンター，中国西安市，2011.3.26 

・ 森本優江：理学療法専攻大学生におけるComputer Based Testing成績を用いた国家試験合否の予測に関する研究，第9

回理学療法科学学会国際学術大会，陳西省障害者リハビリテーションセンター，中国西安市，2011.3.26 

 
学位取得・研究業績に対する受賞 
・ Huo M，Maruyama H，Akiyama S：2009 Excellent Paper Award, Journal of Physical Therapy Science，An Approach to 
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Assessment of the of Fall Risk for the Elderly by Probe Reaction Time during Walking，J Phys Ther Sci. 2009，21(4) 311-316，

2010.4.18 

・ 下重里江：保健医療学博士，ラット肝グルコース放出におよぼす体性感覚刺激の影響とその自律神経性機序，

2011.3.15 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 丸山仁司：日本理学療法士協会（専門理学療法士（教育管理）） 

・ 秋山純和：日本理学療法士協会（専門理学療法士（理学療法基系，内部障害系，神経系，骨・関節系，生活環境支援

系，教育・管理系）），理学療法科学学会（評議員，研究倫理委員長，理学療法科学編集協力），日本PNF学会（上

級インストラクター）（理事，PNFリサーチ編集協力），呼吸器系理学療法研究会（運営委員），日本病態生理学会

（評議員），日本呼吸器学会，日本福祉学会，肺理学療法研究会，日本老年医学会 

・ 久保 晃：社団法人日本理学療法士協会，（専門理学療法士（内部障害系），編集委員，幹事委員），共用試験機構

（理事），理学療法科学学会（評議員） 

・ 若江幸三良：日本整形外科科学会（専門医，リウマチ認定医，スポーツ認定医，脊椎脊髄病認定医），日本脊椎脊髄

外科学会（脊椎脊髄指導医） 

・ 石井博之：日本理学療法士協会（国際部部員） 

・ 勝平純司：バイオメカニズム学会（学会誌編集委員），日本人間工学会，日本建築学会，日本義肢装具学会 

・ 金子純一朗：日本理学療法士協会（専門理学療法士，神経系），理学療法科学学会（評議員），栃木県理学療法士会

（理事，学術局長） 

・ 霍 明：理学療法科学学会（評議員），日本理学療法士協会，日本PNF学会 

・ 岸田あゆみ：日本循環器学会，理学療法科学学会 

・ 倉本アフジャ亜美：理学療法科学学会，発達障害学会 

・ 下重里江：日本理学療法士協会，理学療法科学学会，日本自律神経学会，日本生理学会，日本神経科学学会 

・ 小林 薰：日本AKA医学会PT・OT会，理学療法科学学会，転倒予防医学研究会，理学療法共用試験機構（臨床技能

教育ワーキンググループ委員） 

 

 

 

保健医療学部（作業療法学科） 
 
著書 

・ 荻原喜茂：作業療法学全書 第5巻 作業治療学2 精神障害，第1章精神保健医療福祉と作業療法Ⅲ精神保健医療福

祉の流れと作業療法の役割，45-54，協同医書出版社，2010 

・ 前田眞治：リハ医とコメディカルのための最新リハビリテーション医学，先端医療シリーズ40，リハビリテーション

関連職の養成とその問題点，324-326，先端医療技術研究所，2010 

・ 前田眞治，清水 忍：新版日常生活活動（ADL）－評価と支援の実際－，伊藤利之，江藤文夫（編），第8章障害別

日常生活活動訓練の実際 Ⅰ片麻痺，137-160，医歯薬出版，2010 

・ 前田眞治（単著）：温泉の最新健康学，悠飛社，2010 

・ 前田眞治：リハビリテーション医学テキスト第3版，脳血管障害，94-113，南江堂，2010 

・ 前田眞治：リハビリテーション概論（改訂第2版），上好昭孝・土肥信之（編），第11章高齢者・健康対策と少子化
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対策，151-164，永井書店，2011 

 

原著論文 

・ Maeda M，Tanaka A：An Electromyographic Study of the Lower-limb Muscle Activities during Water Walking，

J.J.A.Phys.M.Baln.Clim.，72，179-186，2010 

・ 原麻理子，前田眞治：道具の使用障害におけるエラータイプ分類と関連病巣，高次脳機能研究，30(2)，336-348，

2010 

 

総説 
・ 前田眞治：RAと温泉療法，日本RAのリハビリ研究会誌，24，33-36，2010 

・ 前田眞治：関節リウマチの生活障害と代償療法，日本RAのリハビリ研究会誌，24，90-93，2010 

・ 前田眞治：Ⅴ．関節リウマチの治療 ケア 社会的対応，日本臨牀，68，495-499，2010 

・ 池中達央，前田眞治：Ⅱ運動器疾患に対するリハビリテーション実践法，関節リウマチ，関節外科，29(4)，204-214，

2010 

・ 前田眞治：新しい治療戦略が患者の生活に及ぼす影響（特集／関節リウマチ治療 新時代のリハビリテーション），

メディカルリハビリテーション，121，31-35，2010 

・ 前田眞治：リハビリテーションにおける温泉医学，リハビリテーション医学，48，21-27，2011 

・ 前田眞治：温泉が呼吸器疾患や関節リウマチの治療に及ぼす効果，難病と在宅ケア，16(12)，29-31，2011 

 
研究報告 

・ 前田眞治，東 威，甘露寺泰雄，倉林 均，滝沢英夫，光延文裕，猪熊茂子，大塚吉則，鏡森定信，川平和美，田中

信行：1．温泉の禁忌症・適応症・注意事項（平成22年度改定案）作成への経緯，環境省業務報告書 平成22年度温

泉利用に関する掲示内容等についての医学的検討調査 2011年，5-27，2011.3.31 

・ 前田眞治，東 威，甘露寺泰雄，倉林 均，滝沢英夫，光延文裕，猪熊茂子，大塚吉則，鏡森定信，川平和美，田中

信行：2．温泉の禁忌症・適応症および注意事項（平成22年度改定案），環境省業務報告書 平成22年度温泉利用に

関する掲示内容等についての医学的検討調査 2011年，28-32，2011.3.31 

・ 甘露寺泰雄，滝沢英夫，前田眞治：3．飲泉マニュアル（平成22年度改定案），環境省業務報告書 平成22年度温泉

利用に関する掲示内容等についての医学的検討調査 2011年，33-36，2011.3.31 

・ 前田眞治，甘露寺泰雄，滝沢英夫：5．平成22年度案と現行の温泉成分分析書，温泉成分分析表の対比，環境省業務

報告書 平成22年度温泉利用に関する掲示内容等についての医学的検討調査 2011年， 41-78，2011.3.31 

・ 田中信行，川平和美，下堂薗恵，前田眞治，倉林 均，甘露寺泰雄：1．温泉足湯の掲示事項と規制項目に関するア

ンケート調査結果とそれに基づく足湯施設の掲示・規制についての提案，環境省業務報告書 平成22年度温泉利用に

関する掲示内容等についての医学的検討調査 2011年，81-88，2011.3.31 

・ 河野 眞：ウズベキスタンでの事例からCBRの課題を学ぶ，2009年度第2回「CBRと開発」研究会報告書，5-40，2010 

・ 河野 眞：ウズベキスタン共和国タシケント市における地域に根ざした障碍者支援事業を終えて―マハラで共に暮ら

し続けるために，作業療法ジャーナル，44(6)，496-497，2010 

・ 河野 眞：タジキスタンの障害者の生きる道，作業療法ジャーナル，44(8)，856-857，2010 

・ 河野 眞：2010年タジキスタン，リハビリテーション支援の記，作業療法ジャーナル，45(1)，66-67，2011 

・ 河野 眞：アジア太平洋CBR会議2010参加報告～「地域に根ざしたリハビリテーション（CBR）」から「地域に根ざ

したインクルーシブな開発（CBID）」へ，作業療法ジャーナル，45(3)，244-245，2011 
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・ 河野 眞，長谷川豊，陳 霞芬：カンボジアにおける精神疾患患者の受療行動の特徴について，途上国の精神保健を

支えるネットワーク設立十周年記念誌，2011 

・ 藤田和美：学会・研修会印象記 作業療法士のための押し花講習会，作業療法ジャーナル，44(12)，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 荻原喜茂：地域包括ケアにおける作業療法の未来，第12回千葉県作業療法士会学会，千葉県立保健医療大学，千葉県

千葉市，2011.2.27 

・ 谷口敬道：あれ，なんかいい感じ～子どもとの関係がうまくいったなあ…から学ぶこと～，大田原市教育委員会，湯

津上庁舎，栃木県大田原市，2010.10.25 

・ 前田眞治：シンポジウム 温泉医学における温熱効果と健康増進，第47回日本リハビリテーション医学会総会・学術

集会，鹿児島市民文化ホール，鹿児島県鹿児島市，20105.20-22 

・ 前田眞治（座長）：シンポジウム1 温泉・温熱の先端科学をリハビリテーションへ，第47回日本リハビリテーショ

ン医学会総会・学術集会，鹿児島市民ホール，鹿児島県鹿児島市，2010.5.20-22 

・ 前田眞治（会長講演）：温泉の科学の確立を求めて，第75回日本温泉気候物理医学会学術集会，ホテルニュー塩原，

栃木県那須塩原市，2010.6.4-5 

・ 前田眞治：シンポジウム 温泉の禁忌症・適応症および注意事項について：温泉医学の立場から，第75回日本温泉気

候物理医学会学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，2010.6.4-5 

・ 前田眞治（特別講演）：リハビリテーションに利用できる温泉医学，第27回日本リハビリテーション医学会中部・東

海地方会，大正製薬株式会社名古屋支店，愛知県名古屋市，2010.8.28 

・ 前田眞治（座長）：放射能泉について，平成22年度日本温泉気候物理医学会 関東・甲信越地方会，池袋カンファレ

ンスセンター，東京都豊島区，2010.9.23 

・ 前田眞治（特別講演）：リウマチ患者のチーム医療，第7回東京リウマチトータルマネージメント研究会，ホテルメ

トロポリタンエドモント，東京都千代田区，2010.9.25 

・ 前田眞治：シンポジウム 温泉医学，明治鍼灸学院創立85周年記念，明治国際医療大学附属統合医療センター開所式，

記念講演会，京都エミナース，京都府京都市，2010.11.22 

・ 前田眞治：シンポジウム 温泉医学－温泉医療における禁忌症と適応症－，パネルディスカッションⅠ 温泉と健康

のエビデンスを求めて，日本温泉科学会70周年記念大会，全国町村会館，東京都千代田区，2010.12.4 

・ 前田眞治：シンポジウム 人工炭酸泉はなぜ身体に良いのか？，第15回人工炭酸泉研究会，コンファレンススクエ

ア・エムプラス（東京三菱本社ビル10階），東京都千代田区，2010.12.10 

・ 前田眞治（特別講演）：リウマチ性疾患における温泉療法の科学的根拠－入浴事故の実態，入浴事故の原因，防止法

も含めて－，平成22年度石川県リウマチケア研究会学術講演会，金沢エクセルホテル東急，石川県金沢市，2011.2.26 

・ 下田信明：重度障がいをもちながら地域で生活するということ，大田原市男女共同参画講座，大田原市役所，栃木県

大田原市，2010.9 

・ 下田信明：日本と世界の作業療法，栃木県作業療法士会研修会，作新学院大学，栃木県宇都宮市，2010.10 

・ 河野 眞，石井清志，大塚天貴，鈴木さとみ，加藤久美：ワークショップ～途上国で障害のある人たちと共に生きる

ということ，第4回青年海外協力隊まつり「聞こう！話そう！膝つき合わせて！」，JICA地球ひろば，東京都渋谷区，

2010.4.4 

・ 河野 眞：タジクの障害者の生きる道，難民を助ける会，タジキスタン駐在員による活動報告会，難民を助ける会東

京本部，東京都目黒区，2010.4.7 

・ Makoto Kono：Very Basic Rehabilitation for Children with Polio，Ministry of Health of Tajikistan，Bahdat central hospital，
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Bahdat, Tajikistan，2010.7.19 

・ Makoto Kono：Very Basic Rehabilitation for Children with Polio，Ministry of Health of Tajikistan，Abdraf-honijomi central 

hospital，Abdraf-honijomi, Tajikistan，2010.7.19 

・ Makoto Kono：Home Exercise for Amputation，National Research Institute on Rehabilitation，Seminar on Community Life of 

People with Disabilities，National Research Institute on Rehabilitation，Dushanbe, Tajikistan，2010.7.26 

・ Makoto Kono：Home Exercise for Cerebral Palsy and Polio，National Research Institute on Rehabilitation，Seminar on 

Community Life of People with Disabilities，National Research Institute on Rehabilitation，Dushanbe, Tajikistan，2010.7.27 

・ Makoto Kono：Home Exercise for Children with Physical Disabilities，National Research Institute on Rehabilitation，Seminar 

on Community Life of Children with Disabilities，National Research Institute on Rehabilitation，Dushanbe, Tajikistan，

2010.7.28 

・ 河野 眞：子どもの行動の理解と学校への支援，栃木県教育委員会，平成22年度巡回相談員養成研修，栃木県総合教

育センター，栃木県宇都宮市，2010.8.2 

・ 河野 眞（指定発言者）：JOCVリハビリテーションネットワークによる災害支援研究，JANNET研修会，中野サンプ

ラザ，東京都中野区，2010.8.27 

・ Makoto Kono：How to Assist Vocational Development of Children with Disabilities，Kishti，Kishti Rehabilitation Center for 

Children with Disabilities，Dushanbe, Tajikistan，2010.9.8 

・ 田中紗和子，河野 眞，石井博之，加藤久美，大塚天貴：ワークショップ～途上国の障害者と共に私たちができるこ

と，外務省・JICA共催 グローバルフェスタ2010，日比谷公園，東京都千代田区，2010.10.2 

・ 河野 眞：2010年タジキスタン，医療リハビリテーション事情，難民を助ける会タジキスタン活動報告会「障害者の

可能性を広げるために－タジキスタンで活動する，日本唯一のNGOが目指すもの－」，難民を助ける会東京本部，東

京都目黒区，2010.11.2 

・ 河野 眞：リハビリテーション専門職による国際協力について，2010年内閣府障害者週間イベント「途上国の障害者

の状況を知っていますか？－日本の民間を中心とする支援活動の紹介」，明治学院大学，東京都目黒区，2010.12.6 

・ 高村直裕：作業療法における協業・後輩育成，栃木県作業療法士会現職者共通研修，作新学院大学，栃木県宇都宮市，

2010.10.24 

・ 前田眞治，草村礼子，藤田和美（司会）：市民公開講演会「効果抜群 入浴法」「あったかく生きる」，第75回日本

温泉気候物理医学会総会・学術集会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.6.6 

・ 渡邉清美：特別支援学校重複支援学級研修会～学びやすさ，生活しやすさに目を向けた，効果的な指導方法の検討～，

益子特別支援学校，栃木県芳賀郡益子町，2010.7.13 

 

学会発表 

・ 荻原喜茂：ワークショップ事例報告，第14回日本健康福祉政策学会学術ふくしま大会，コラッセふくしま，福島県福

島市，2010.11.6 

・ Fubiao Huang，Daisuke Hirano，Kotaro Takeda，Takamichi Taniguchi，Yoshishige Ogihara：A comparison of the prefrontal 

activation between an added-purpose task and a single-purpose task for upper limbs: A near-infrared spectroscopy study，15th 

World Congress of the World Federation of Occupational Therapists，Santiago Convention and Exhibition Center Chile，

Santiago, Chile，2010.5.4-7 

・ 畦上恭彦，遠藤重典，谷口敬道，平野大輔：書字活動時の語の習熟度の差による脳賦活部位の検討，第13回日本光脳

機能イメージング研究会，星陵会館，東京都千代田区，2010.7.24 

・ 前田眞治（主催者）：第75回日本温泉気候物理医学会総会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，
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2010.6.4-5 

・ 前田眞治，南雲浩隆，市川 勝，原麻里子，和田 尚，櫻井好美：塩化ナトリウム濃度による温熱効果の検討，第75

回日本温泉気候物理医学会総会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，2010.6.4-5 

・ 前田眞治：伝統的入浴法に対する科学的検討（ゆず湯，みかん湯，ドクダミ湯），第75回日本温泉気候物理医学会総

会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，2010.6.4-5 

・ 前田眞治，南雲浩隆，市川 勝，原麻里子，和田 尚，櫻井好美：光トポグラフィーによる入浴中の脳血流の変化，

第75回日本温泉気候物理医学会総会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，2010.6.4-5 

・ 萩原摩里，齋藤雅人，前田眞治：ケイ酸・ケイ酸アルミニウム焼成物の入浴効果について，第75回日本温泉気候物理

医学会総会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，2010.6.4-5 

・ 飯田員頒，前田眞治：41℃カルシウム硫酸塩泉温浴における体屈曲・疼痛閾値の変化，第75回日本温泉気候物理医学

会総会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，2010.6.4-5 

・ 渡部健太郎，増渕正昭，前田眞治：塩類泉を用いたストレッチによる柔軟性持続効果の検討，第75回日本温泉気候物

理医学会総会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，2010.6.4-5 

・ 染谷祐司，宮崎朋美，五味幸寛，前田眞治，加藤宏之：当院におけるALSおよびMSA患者のスイッチ使用状況調査，

第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.11-13 

・ 原麻理子，前田眞治，市川 勝，南雲浩隆，菅原光晴：言語の誤りから誘発された道具の使用障害の一例，第44回日

本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.11-13 

・ 和田 尚，前田眞治，南雲浩隆，原麻理子，三浦慈子：左半側空間無視患者の立体物2等分検査について，第44回日

本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.11-13 

・ Maeda M，Nagumo H，Ichikawa M，Hara M，Wada N，Sakurai Y，Fujita K：A study of thermal effects by concentration of 

sodium chloride，37th Congress of the international society of medical hydrology & Climatology (37th ISMH)，ICP (Paris 

Catholic University)，Paris, France，2010.6.23-26 

・ 菅原光晴，前田眞治，市川 勝，原麻理子：感情コントロール障害を呈した脳外傷例に対する行動変容法の試み，第

34回高次脳機能障害学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.18-19 

・ 原麻理子，前田眞治，菅原光晴，市川 勝：手順の混乱と不要な動作の混入を認めた道具の使用障害の一例，第34回

高次脳機能障害学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.18-19 

・ 前田眞治，市川 勝，原麻理子，櫻井好美，菅原光晴，南雲浩隆：人工炭酸温水浴における血中プロスタグランジン

E2の変化，第15回人工炭酸泉研究会，コンファレンススクエア・エムプラス（東京三菱本社ビル10階），東京都千代

田区，2010.12.10 

・ 下田信明（座長）：教育2，第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.11 

・ 石井利幸，下田信明，小賀野操：認知症3名におけるお茶入れ検査実施時の誤反応パタ－ンの分析，第44回日本作業

療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.12 

・ 石井利幸，下田信明，小賀野操：認知症の実行機能障害評価のために作成したお茶入れ検査の採点基準の検討，第21

回東北作業療法学会，アトリオン，秋田県秋田市，2010.9.25 

・ 下田信明，武田湖太郎，小賀野操，加藤宏之：脳卒中片麻痺患者における手の心的回転課題遂行時の脳活動－近赤外

分光法（NIRS）による検討－，第2回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会，名古屋国際会議場，愛知県名

古屋市，2011.2.12 

・ 河野 眞，金山富美恵，石川由美子，桐本 光：那須塩原市における5歳児発達相談で作業療法士に期待される役割，

第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.11 

・ 桐本 光，田巻弘之，大山峰生，鈴木 誠，河野 眞：経頭蓋直流電流陰極刺激による運動前野または一次運動野の
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機能抑制が視標追跡描円課題の精度に及ぼす影響，第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，

2010.6.11 

・ 河野 眞，田中紗和子，石井清志，安田章子，山田恭子：ワークショップ われわれはなぜ青年海外協力隊を目指す

のか？目指したのか？～そして，作業療法士として何を得たか？，第44回日本作業療法学会，東北大学百周年記念会

館，宮城県仙台市，2010.6.12 

・ 石井清志，河野 眞，田中紗和子，藤田賀子，安田章子：発展途上国の障害者支援をより良いものにする為に～

JOCVリハビリテーションネットワーク設立～，第44回日本作業療法学会，東北大学百周年記念会館，宮城県仙台市，

2010.6.12 

・ Makoto Kono，Kumiko Tanaka，Mirjahon Turdiyev：Children with sever mental disabilities and Community 

－Based Rehabilitation－Case Study from Uzbekistan，Asia-Pacific CBR Convention，Berjaya Times Square，Kuala Lumpur, 

Malaysia，2010.11.13 

・ 高橋きのみ，藤田和美，高橋幸加，谷口敬道：O市の地域支援事業（介護予防特定高齢者施策）への関わり，第44回

日本作業療法学会，仙台国際センター，東北大学百周年記念館，宮城県仙台市，2010.6.11-13 

・ 鈴木幸加，小賀野操，荻原喜茂：臨床教育指導者の思考を学ぶための準備，日本リハビリテーション学校協会第23回

教育研究大会・教員研修会，札幌ガーデンパレス，北海道札幌市，2010.8.19 

・ 高村直裕（事務局）：第75回日本温泉気候物理医学会総会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，

2010.6.4-6 

・ 高村直裕（実行委員）：第1回栃木県作業療法学会，パルティとちぎ男女共同参画センター，栃木県宇都宮市，

2011.2.20 

・ 前田眞治（大会長），藤田和美（事務局長）：学会主題 温泉の科学の確立を求めて，第75回日本温泉気候物理医学

会総会・学術集会，ホテルニュー塩原，栃木県那須塩原市，2010.6.3-5 

・ 藤田和美，杉原素子：急性期・回復期にある脳血管患者への創作活動の効果－20年以上の経験ある作業療法士へのア

ンケートより－，第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，東北大学百周年記念館，宮城県仙台市，2010.6.11-13 

・ 藤田和美，鈴木幸加，下田信明：臨床実習における質問および指導内容理解のしやすさに関する学生の自己認識，日

本リハビリテーション学校協会第23回教育研究大会・教員研修会，ホテル札幌ガーデンパレス，北海道札幌市，

2010.8.18-20 

・ 渡邉清美：情緒障害児短期治療施設那須こどもの家での取り組み実践報告，第1回栃木県作業療法学会，パルティと

ちぎ男女参画センター，栃木県宇都宮市，2011.2.20 

 

研究助成金 

・ 前田眞治：入浴剤の研究開発，クラシエホームプロダクツ（研究寄付金），その他の研究助成金 

・ 下田信明，加藤宏之（研究代表者）：脳卒中急性期リハビリによる大脳運動ネットワーク再構築の促進：fMRIによる

研究，科学研究費補助金，基盤研究(C)，22500473，採択 

 
学位取得・研究業績に対する受賞 

・ 石井利幸，下田信明，小賀野操：第21回東北作業療法学会 学会長賞，認知症の実行機能障害評価のために作成した

お茶入れ検査の採点基準の検討，2010.10 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 荻原喜茂：日本精神障害者リハビリテーション学会 
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・ 谷口敬道：日本作業療法学会（認定作業療法士），栃木県作業療法士会（副会長），日本発達障害学会，日本重症心

身障害学会，光脳機能イメージング研究会 

・ 前田眞治：日本リハビリテーション医学会（認定リハビリテーション専門医，認定リハビリテーション指導責任者）

（評議員），日本温泉気候物理医学会（温泉療法専門医）（学術会議会長，理事，評議員），日本リウマチ学会（認

定リウマチ専門医），日本脳卒中学会（認定脳卒中専門医，t-PA使用可能医師）（評議員），日本高次脳機能障害学

会（評議員），日本神経心理学会，日本義肢装具学会，日本内科学会（認定内科医），日本RAのリハビリ研究会

（世話人），国際リハビリテーション医学会（ISPRM），国際温泉科学会（FEMTEC），国際水治療法学会

（ISMH），日本サウナ・スパ協会（理事），日本温泉協会（理事，学術委員），人工炭酸泉研究会（世話人） 

・ 下田信明：日本作業行動研究会，医療マネジメント学会栃木地方会，日本リハビリテ－ション連携科学学会，日本ヒ

ト脳機能マッピング学会，日本老年社会科学学会，日本神経心理学会，日本在宅ケア学会（編集委員会委員，理事，

評議員） 

・ 藤田 亘：日本作業療法士協会（学会演題審査委員） 

・ 河野 眞：World Federation of Occupational Therapists (Reviewer of the WFOT congress 2010 in Chile)，多文化間精神医学

会，日本国際保健医療学会 

・ 高村直裕：日本精神障害者リハビリテーション学会 

 

 

 

保健医療学部（言語聴覚学科） 
 
著書 
・ 藤田郁代（監修）：標準言語聴覚障害学 聴覚障害学，医学書院，2010 

・ 城間将江，小渕千絵，大金さや香 他：聴覚障害学演習テキスト，監修・人工内耳，国際医療福祉大学，2010 

・ 中村公枝，城間将江，鈴木恵子（編集）：聴覚障害学，医学書院，2010 

・ 城間将江（分担執筆）：聴覚障害学，聴覚機能検査，61-83, 94-101，医学書院，2010 

・ 城間将江（分担執筆）：聴覚障害学，人工内耳，185-205，医学書院，2010 

・ 柴本 勇（分担執筆）：発声発語障害学，原因疾患と発話の特徴，189-197，医学書院，2010 

・ 柴本 勇（分担執筆）：言語聴覚障害学概論，運動障害性構音障害，72-82，医学書院，2010 

・ 田中裕美子，遠藤重典（分担執筆）：ここまでわかった言語発達障害，第3章MRIを用いた言語発達障害の研究，医歯薬

出版，2011 

・ 小渕千絵：標準言語聴覚障害学 聴覚障害学，他覚的聴力検査，84-92，医学書院，2010 

・ 平田 文（分担執筆）：精神科看護らしい口腔ケアへの探求，摂食・嚥下障害にたいするチームアプローチの意義，

164-168，精神看護出版，2010 

 

原著論文 
・ 藤田郁代：言語聴覚士における臨床教育の現状と課題，言語聴覚研究，8(1)，8-16，2011 

・ Obuchi C，Harashima T，Shiroma M：Age-related changes in auditory and cognitive abilities in elderly persons with hearing 

aids fitted at the initial states of hearing loss，Auditory Reserach，1 (e12)，46-49，2011 

・ 新美成二 他：当施設における声帯麻痺症例の検討，日本気管食道科学会会報，61(4)，345-352，2010 

・ Noriaki Yusa，Masatoshi Koizumi，Jungho Kim，Naoki Kimura，Shinya Uchida，Satoru Yokoyama，Naoki Miura，Ryuta 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－20－ 

Kawashima，Hiroko Hagiwara：Second-language Instinct and Instruction Effects: Nature and Nurture in Second-language 

Acquisition，Journal of Cognitive Neuroscience，Early access; Posted online on 21 Jan.，1-15，2011 

・ 小渕千絵，原島恒夫，大賀健太郎：聞き取りにくさを主訴とする成人例における聴覚情報処理に関する検討，言語聴

覚研究，7(3)，184-191，2010 

・ Obuchi C，Harashima T，Shiroma M：Age-related chainges in auditory and cognitive abilities in elderly persons with hearing 

aids fitted at the initial stages of hearing loss，Audiology Research，1(e12)，46-49，2011 

 

総説 
・ 藤田郁代：関連職種連携教育－大田原キャンパスにおける展開，国際医療福祉大学紀要，15(2)，1-5，2011.1 

 
研究報告 
・ 城間将江：思春期から青年期の人工内耳装用児の課題，聴覚障害と高等教育への新たな挑戦：新しい聴覚補償の発展 

（報告書4），33-36，2011.1 

・ 小渕千絵，原島恒夫：成人期のANSD症例における両耳分離聴下の左右側方定位について，厚生労働科学研究（感覚

器障害研究）・研究成果報告書，2011.3 

・ 谷合信一：臨床実習評価における中間評価導入の意義と今後の課題，リハビリテーション教育研究，15，108-110，

2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 藤田郁代：言語聴覚士臨床教育の課題と解決，第11回日本言語聴覚学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，

2010.6.26 

・ 藤田郁代：統語障害の評価・訓練，認定言語聴覚士講習会，慶応大学病院，東京都新宿区，2010.12.12 

・ 磯貝 豊：耳鳴り・めまい，国際医療福祉大学病院市民公開講座，国試医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.8.26 

・ 城間将江：言語聴覚士の臨床，札幌医大耳鼻咽喉科教室，札幌医科大学，北海道札幌市，2010.6.5 

・ 城間将江：日本における言語聴覚士の臨床，MED-EL教育セミナー，韓国済州島，2010.9.9 

・ 城間将江：人工内耳小児の読み書き，研究報告会，東京医療センター，東京都目黒区，2010.11.20 

・ 城間将江：人工内耳効果と，その問題点，聴覚障害児の療育を考える会，練馬公民館，東京都練馬区，2010.12.20 

・ 城間将江：思春期から青年期の人工内耳装用児の課題：風景構成法を用いて，市民公開講座（聴覚障害シリーズ），

東京医療センター，東京都目黒区，2011.1.29 

・ 新美成二：食事は楽しく安全に，那須特別支援学校，栃木県那須塩原市，2010.5.11 

・ 新美成二：耳鼻咽喉科不定愁訴と胃食道逆流症，日本耳鼻咽喉科東京都地方部会城東地区，ホテルイースト21東京，

東京都江東区，2010.9.16  

・ 新美成二：外来での音声検査，長野県言語聴覚士会，長野県松本勤労者福祉センター，長野県松本市，2010.12.5 

・ 新美成二：学校保健での音声言語障害の健診法，日本耳鼻咽喉科学会，東海大学校友会館，東京都千代田区，

2011.1.31  

・ Seiji Niimi：Key note lecture: Recent advance on the observation method of the vocalfold vibration，4th The World Voice 

Congress，Coex Convenion Center，Seoul, Korea，2010.9.6-9 

・ 畦上恭彦：一人一人のニーズに応じた実践教育，埼玉県教育委員会，埼玉県総合教育センター，埼玉県さいたま市，

2010.8.5 

・ 畦上恭彦：早起き早寝朝ごはんそして挨拶読み聞かせ，栃木県保育士部会研修会，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮
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市，2010.11.11 

・ 畦上恭彦：子どもの言語発達とコミュニケーション支援，那須烏山市特別支援教育研修会，那須烏山市合同庁舎，栃

木県那須烏山市，2010.12.20 

・ 畦上恭彦：子どもの心とことばと身体の成長・発達を支えるために，日本公文教育研究会，NOF宇都宮ビル，栃木県

宇都宮市，2011.3.2 

・ 柴本 勇：嚥下とコミュニケーション障害～言語療法の実際～，（財）地域社会振興協会主催リハビリテーション研

修会，自治医科大学，栃木県下野市，（2010.2.13） 

・ 柴本 勇：栄養アセスメントの実際，国際医療福祉大学 実習指導者会議，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

(2010.3.5) 

・ 柴本 勇：食事は楽しく安全に－正しい食事の食べさせ方について，那須特別支援学校教職員研修会，那須特別支援

学校，栃木県那須塩原市，2010.5.10 

・ 柴本 勇：摂食･嚥下訓練のリスクと管理，栃木県言語聴覚士会，栃木県リハビリテーションセンター，栃木県宇都

宮市，2010.5.23 

・ 柴本 勇：摂食･嚥下障害患者のリスクマネジメント，奈良県看護協会研修会，奈良県看護研修センター，奈良県橿

原市，2010.6.14 

・ 柴本 勇：摂食･嚥下リハビリテーションとNST，栃木県NST研究会，宇都宮ポートホテル，栃木県宇都宮市，

2010.7.10 

・ 柴本 勇：栄養アセスメントの実際，国際医療福祉大学病院ハビリテーション研修会，国際医療福祉大学，栃木県大

田原市，2010.7.27 

・ 柴本 勇：経口摂取に向けたプランニングとその実践，国際医療福祉大学言語聴覚学科卒後研修会，国際医療福祉大

学 青山キャンパス，東京都港区，2010.7.26 

・ 柴本 勇：食べる機能の理解と摂食･嚥下障害，天草病院研修会，天草病院，埼玉県越谷市，2010.9.11 

・ 柴本 勇：言語聴覚士からみるVF/VE，天草病院ワークショップ，天草病院，埼玉県越谷市，2010.9.12 

・ 柴本 勇：摂食･嚥下訓練を行う際のリスクマネジメント，多摩リハ学院卒後研修会，多摩リハビリテーション学院，

東京都青梅市，2010.10.31 

・ 柴本 勇：嚥下訓練と食事，ME Groher特別講演会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2011.1.7 

・ 柴本 勇：食事を支援する現場での活動，栃木県栄養士協議会研修会，栃木県リハビリテーションセンター，栃木県

宇都宮市，2011.2.20 

・ 柴本 勇：嚥下障害と肺炎－生涯食事を口からたべるには，小山市歯科医師会市民公開講座，小山市民会館，栃木県

小山市，2011.2.27 

・ 内田信也：言語聴覚療法に必要な中枢神経系の機能解剖学的知識，山梨県言語聴覚士会学術講演会，甲州リハビリテ

ーション病院，山梨県笛吹市，2010.10.8 

・ 内田信也：言語聴覚療法のための中枢神経系の機能と解剖，国際医療福祉大学言語聴覚学科卒後研修会，アクセス青

山フォーラム，東京都港区，2010.10.23 

・ 内田信也：STによる高次脳機能障害者支援，栃木県高次脳機能障害医療従事者研修会，とちぎリハビリテーションセ

ンター，栃木県宇都宮市，2011.2.13 

・ 小渕千絵：小児への補聴器フィッティングと言語指導，平成22年度リオン株式会社新製品セミナー特別講演会，京王

プラザホテル，東京都新宿区，2010.8.11 

・ 小田部夏子，星野悦子：小学校から中学校への移行がスムーズだった学習障害の事例，国際医療福祉大学クリニック

リハビリテーションセンター言語聴覚学科，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2011.2.27 
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・ 平田 文：嚥下障害による肺炎予防の重要性およびコミュニケーション方法，難病患者地域支援従事者研修，矢板健

康福祉センター，栃木県矢板市，2010.12.2 

 

学会発表 
・ 藤田郁代（座長）：言語聴覚士の役割，第11回日本言語聴覚学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，

2010.6.26 

・ 内海景子，藤田郁代：仮名書字障害と音韻能力の関係－Broca失語と伝導失語の比較，第11回日本言語聴覚学会，大

宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.26 

・ 小森規代，藤田郁代，橋本律夫：仮名・漢字失書を呈した球麻痺型ALSの一例，第34回日本神経心理学会総会，京都

大学，京都府京都市，2010.9.9 

・ 藤田郁代（座長）：特別講演 小児聴覚失認の診療－Landau-Kleffner症候群を中心に，第55回日本音声言語医学会総

会・学術講演会，学術総合センター，東京都千代田区，2010.10.14 

・ 佐藤妙子，藤田郁代，内田信也，塙 瑞穂：復唱において語性錯語が頻発したWernicke失語の一例，第34階日本高次

脳機能障害学会学術総会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.18 

・ 藤田郁代（座長）：教育講演 失語：聴覚入力面-聴神経から前頭前野まで，第34回日本高次脳機能障害学会学術総会，

大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.19 

・ 磯貝 豊 他：新製品のビデオ下咽頭スコープ（Pentax製EH-1990STK）を用いた下咽頭スコピーと日帰り喉頭手術

（VELS）の経験，日耳鼻栃木県地方部会第102回学術講演会，関東チサンホテル宇都宮，栃木県宇都宮市，2010.4.11 

・ 磯貝 豊 他：新製品のビデオ下咽頭スコープ（Pentax製EH-1990STK）を用いた日帰り喉頭手術（VELS），第55回

日本音声言語医学会総会・学術大会，学術総合センター，東京都千代田区，2010.10.15 

・ 磯貝 豊 他：フードと持続送気用チャンネルを兼備した新開発のPentax製ビデオ下咽頭スコープ（EH-1990STK)，

第62回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会，別府国際コンベンションセンター，大分県別府市，2010.11.5 

・ 磯貝 豊 他：ABCI 法からみた，日本聴覚医学会編集「聴覚検査の実際」の改訂2版と改訂3版の比較検討－「マス

キング」の項について－，第55回日本聴覚医学会総会・学術講演会，奈良県新公会堂，奈良県奈良市，2010.11.11 

・ 磯貝 豊 他：One day phono-surgery by transparent hood-attached video-endoscope with an enlarged forceps channel of 

2.6mm in diameter-video-endoscopic laryngosurgery(VELS) －(the 3rd report)－，the 7th East Asian Conference on 

Phonosurgery，学術総合センター，東京都千代田区，2010.11.27 

・ Shiroma Masae（座長）：Cochlear Implant Rehabilitation Seminar，ヴュルツブルグ－長崎シーボルト記念シンポジウム，

ハウステンボス，長崎県長崎市，2010.4.3-4 

・ 木暮由季・小渕千絵・城間将江：軽中等度難聴児の言語発達に関する一考察，第11回日本言語聴覚学会，大宮ソニッ

クシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.26-27 

・ 城間将江（座長）：シンポジウム 小児の言語発達支援，第5回日本小児耳鼻咽喉科学会および学術講演会，札幌コ

ンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.27 

・ 川端 文，新谷朋子，氷見徹夫，城間将江 他：Auditory Neuropathyを呈した小児人工内耳症例についての検討，第5

回日本小児耳鼻咽喉科学会および学術講演会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.27 

・ 城間将江（座長）：Med-El人工内耳シンポジウム，札幌医科大学耳鼻咽喉科 教育セミナー，札幌医科大学病院，北

海道札幌市，2010.6.28 

・ Shiroma Masae（座長）：シンポジウム 人工内耳装用児の聴覚活用，World Voice Congress，Seoul, COEX，韓国ソウ

ル，2010.9.7 

・ Shiroma Masae：Music Perception on Cochlear Implant Child，World Voice Congress，Seoul, COEX，韓国ソウル，
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2010.9.7 

・ 城間将江（座長）：聴覚障害児，第55回日本音声言語医学会総会・学術大会，学術総合センター，東京都千代田区，

2010.10.14 

・ 木暮由季，小渕千絵，城間将江：聴覚障害児のイントネーション知覚・再生に関する要因の検討，第55回日本音声言

語医学会総会・学術講演会，学術総合センター，東京都千代田区，2010.10.14 

・ 坂本 圭，池園哲郎，新藤 晋，岩崎千明，城間将江，小渕千絵，大金さや香，大久保公裕：人工内耳装用者の語音

聴取能と背景要因に関する検討，第55回日本音声言語医学会総会・学術大会，学術総合センター，東京都千代田区，

2010.10.15 

・ 村上 健，城間将江：福岡県に在する聴覚障害児の読み・書き能力の向上，第55回日本聴覚医学会総会・学術講演会，

奈良県新公会堂，奈良県奈良市，2010.11.11 

・ 畦上恭彦，遠藤重典，田中裕美子：近赤外光計測法（NIRS）を用いた語の習熟度の違いによる脳賦活の検討，第36回

日本コミュニケーション障害学会学術講演会，姫路市市民会館，兵庫県姫路市，2010.5.29 

・ 畦上恭彦（座長）：自閉性障害，第36回日本コミュニケーション障害学会学術講演会，姫路市市民会館，兵庫県姫路

市，2010.5.30 

・ 庄司友香里，佐藤友貴，畦上恭彦，遠藤重典，小田部夏子 他：発達障害児の学齢期へのST支援～当センターの来所

児調査より～，第11回日本言語聴覚学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.27 

・ 金子 忍，畦上恭彦，田中裕美子：話し言葉と書き言葉の習得困難を呈して年長児への指導，第11回日本言語聴覚学

会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.27 

・ 畦上恭彦，遠藤重典，谷口敬道，平野大輔：書字活動時の語の習熟度の差による脳賦活部位の検討，第13回日本光脳

機能イメージング研究会，星陵会館，東京都千代田区，2010.7.24 

・ 畦上恭彦，遠藤重典，谷口敬道，平野大輔：脳機能イメージング法による語彙習得の情報処理過程研究－語の習熟度

の違いによる脳の賦活領域及び部位の検討－，学内研究発表会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.7.30 

・ 谷合信一，畦上恭彦：臨床実習における成績評価表の自由記載欄の分析―テキストマイニングによる検討，第23回日

本リハビリテーション学校教育研究大会・教員研修会，札幌ガーデンパレス，北海道札幌市，2010.8.19-20 

・ Isamu Shibamoto：Cortical representation during oral and pharyngeal transport in solid and liquid boluses，Dysphagia Research 

Society Meeting 2010，Westin Hotel，New Orleans, USA，(2010.3.5-7) 

・ 柴本 勇：口腔期及び咽頭期における大脳血流増加部位の相違～固形食物と液体を用いた検討，第11回日本言語聴覚

学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.27 

・ 柴本 勇：ME Groher 特別セミナー，浜松グランドホテル，静岡県浜松市，2011.1.9 

・ 前新直志（座長）：第36回日本コミュニケーション障害学会学術講演会，姫路市市民会館，兵庫県姫路市，2010.5.30 

・ 前新直志，原 由紀：発話速度刺激に対する幼児の聴覚印象能力，第11回日本言語聴覚学会，大宮ソニックシティ，

埼玉県さいたま市，2010.6.27 

・ Shinya Uchida，Kiyoshi Nakahara，Akira Midorikawa，Koji Kuraoka，Atsuko Saito，Atsushi Takemoto，Mitsuru 

Kawamura，Katsuki Nakamura：Interhemispheric functional connectivity in a subject with complete agenesis of corpus 

callosum，16th annual meeting of the organization for human brain mapping，Catalonia Palace of Congress，Barcelona, Spain，

2010.6.7 

・ 内田信也：中原 潔，緑川 晶，倉岡康治，齋藤慈子，河村 満，中村克樹：脳梁完全欠損者における半球間機能的

結合性，第33回日本神経科学大会，神戸コンベンションセンター，兵庫県神戸市，2010.9.2 

・ 田中裕美子，遠藤重典 他（主催者）：ワークショップ 広汎性発達障害児の言語の問題とは，第36回日本コミュニ

ケーション障害学会学術講演会，姫路市市民会館，兵庫県姫路市，2010.5.29 
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・ 浦由希子，遠藤重典 他1名：読解に躓きを示す児童におけるプロフィールの検討，第36回日本コミュニケーション

障害学会学術講演会，姫路市市民会館，兵庫県姫路市，2010.5.30 

・ 小田部夏子，遠藤重典 他3名：認知や社会性の発達が幼児期の言語に及ぼす影響，第11回日本言語聴覚学会，大宮

ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.26 

・ Obuchi C，Harashima T，Shiroma M：Age-related chainges in auditory and cognitive abilities in elderly persons with hearing 

aids fitted at the initial stages of hearing loss，Adult Hearing Screening Conference, The first meeting，Villa Erba Congress 

Center，Como lake, Italy，2010.6.11 

・ Harashima T，Obuchi C：Effects of low price binaural hearing aid for elderly persons; Test comprised of two syllable words 

with movies of the lip movements，Adult Hearing Screening Conference, The first meeting，Villa Erba Congress Center，Como 

lake, Italy，2010.6.11 

・ Harashima T，Obuchi C，Katada A：Auditory Middle Latency Responses and Auditory P300 in a Case with Hearing Problems 

- A Case with Abnormal ABR -，15th World Congress of Psychophysiology，Budapest Marriott Hotel，Budapest, Hungary，

2010.9.2 

・ 八田徳高，太田富雄，原島恒夫，小渕千絵：聴覚情報処理障害への適応型GAPテストの試み，日本特殊教育学会第48

回大会，長崎大学，長崎県長崎市，2010.9.19 

・ 小渕千絵：高齢者における両耳競合下の注意機能に関する検討，日本心理学会第74回大会，大阪大学，大阪府吹田市，

2010.9.22 

・ 小渕千絵，原島恒夫，木暮由季，松永達雄：学童期のAuditory neuropathy spectrum disorder (ANSD)症例のコミュニケ

ーション発達に関する一考察，第55回日本音声言語医学会総会・学術講演会，学術総合センター，東京都千代田区，

2010.10.14 

・ 小渕千絵，廣田栄子：単語識別における韻律情報の利用に関する検討，第55回日本聴覚医学会総会・学術講演会，奈

良県新公会堂，奈良県奈良市，2010.11.12 

・ 大金さや香，城間将江，斎藤 宏（座長）：人工内耳装用者と補聴器装用者における旋律知覚の比較検討，第11回日

本言語聴覚学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.25 

・ 小田部夏子：ナラティブ再生発話のミクロ分析－発達障害間の比較－，第36回コミュニケーション障害学会学術講演

会，姫路市市民会館，兵庫県姫路市，2010.5.30 

・ 渡辺紗江子，小田部夏子：ナラティブ再生発話のミクロ分析－年齢群間の比較検討－，第36回日本コミュニケーショ

ン障害学会学術講演会，姫路市市民会館，兵庫県姫路市，2010.5.30 

・ 佐藤妙子，藤田郁代，内田信也，塙 瑞穂：復唱において語性錯語が頻発したWernicke失語の一例，第34回日本高次

脳機能障害学会学術総会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.18 

 

研究助成金 
・ 松永達男，城間将江，小渕千絵 他：小児Auditory Neuropathy の診療指針の確立，厚生労働科学研究費補助金障害者対

策総合研究事業，一般，継続 

・ 加我君孝，城間将江 他：聴覚障害と高等教育への新たな挑戦：新しい聴覚補償の発展，厚生労働科学研究・研究成

果等普及啓発事業，採択 

・ 長南浩人，城間将江 他：人工内耳装用児の音韻発達，平成22年文部科学省，継続 

・ 福島邦博，城間将江 他：聴覚障害児の言語発達症例研究，厚生労働科学研究費補助金：感覚器障害戦略研究・聴覚

分野，継続 

・ 柴本 勇：音声障害の臨床シュミレーションシステムの構築，私学助成金，ハ，10，採択 
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・ 内田信也：MRIによる脳内機能的統合性評価のリハビリテーション科学への応用，文部科学省科学研究補助金，若手

B，21700570，採択 

・ 内田信也：後天性言語障害者におけるquality of life (QOL)の測定，ユニベール財団助成金，採択 

・ 小渕千絵：高齢者への早期補聴器装用指導による認知症予防の効果，文部科学研究費補助研究，若手研究(B)，継続採

択 

・ 原島恒夫（研究代表者），小渕千絵（分担研究）：聴覚処理障害児のスクリーニングおよび評価方法の開発，文部科

学研究費補助研究，基盤研究(C)，継続採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 平田 文：保健医療学博士，食塊特性および加齢が嚥下反射に与える影響：電気生理学的手法および心理測定法を用

いた検討，(2009.3) 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 藤田郁代：日本音声言語医学会（理事，評議員，研修委員会委員），日本神経心理学会（理事，評議員，機関誌編集

委員学会プログラム委員），日本高次脳機能障害学会（理事，評議員，長谷川賞選考委員，機関誌編集委員，倫理委

員会委員，全国実態調査委員会委員，学会プログラム委員），日本リハビリテーション医学会，日本言語聴覚学会

（審議員，学会プログラム委員），言語障害臨床学術研究会（世話人），日本神経疾患医療福祉従事者学会（評議

員），学術誌「言語聴覚研究」（編集委員長），学術誌「総合リハビリテーション」（編集委員） 

・ 磯貝 豊：日本耳鼻咽喉科学会（専門医），日本気管食道科学会（専門医）（専門医制度委員会委員長），日本耳鼻

咽喉科学会栃木県地方部会（専門医）（産業環境保健委員会委員長） 

・ 城間将江：日本言語聴覚士学会（教務委員）（国際部委員），日本聴覚医学会，日本音声言語医学会（評議員），

Society of Asian Pacific Cochlear Implant and Related Sciences，American Speech-Language-Hearing Association，AG Bell 

Association，American Academy of Audiology，Asia Pacific Society For the Study of Speech, Language, and Hearing，

International Phoneatric Logopedic Association（ST養成教育委員），Korean Society of Speech-Language Pathology，

Bulgarian Society of Speech-Language Pathology 

・ 新美成二：日本音声言語医学会（顧問），日本喉頭科学会（顧問），日本気管食道科学会（専門医）（顧問），日本

嚥下医学会（理事），日本耳鼻咽喉科学会（専門医），日本耳鼻咽喉科学会栃木県地方部会（理事），東日本音声外

科研究会（顧問），日本口蓋裂学会（名誉会員），国際音声言語医学会（Bord Member），東アジア音声外科学会

（名誉会員），国際音声外科学会（理事） 

・ 畦上恭彦：日本言語聴覚学会，日本高次脳機能障害学会，日本音声言語医学会，日本特殊教育学会，日本LD学会，日

本摂食・嚥下リハビリテーション学会，日本コミュニケーション障害学会（常任理事），日本赤ちゃん学会，日本発

達心理学会 

・ 柴本 勇：日本摂食・嚥下リハビリテーション学会（摂食・嚥下リハビリテーション認定士）（評議員，査読委員，

学術誌編集委員），（独）国立健康･栄養研究所栄養教育プログラム食介護研究会（世話人），栃木摂食・嚥下研究

会（世話人），東京摂食・嚥下研究会（世話人），Dysphagia Research Society，Human Brain Mapping，Asia Pacific 

Society for the study of Speech, Language, and Hearing，日本音声言語医学会，日本嚥下臨床研究会，日本高次脳機能障害

学会，日本神経心理学会 

・ 前新直志：日本音声言語医学会，日本言語聴覚士協会，日本特殊教育学会，日本コミュニケーション障害学会，日本

聴覚言語障害学会，日本発達心理学会 

・ 内田信也：日本神経科学会，日本神経心理学会，日本高次脳機能障害学会，日本認知心理学会 
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・ 遠藤重典：日本言語聴覚学会，日本コミュニケーション障害学会（理事），日本音声言語医学会，日本特殊教育学会，

日本高次脳機能障害学会，日本教育心理学会，日本LD学会，日本発達心理学会，大宮インリアル研究会（事務局員），

日本コミュニケーション障害学会言語発達障害研究分科会 

・ 小渕千絵：日本心理学会，日本特殊教育学会，日本聴覚医学会，日本音声言語医学会，日本神経心理学会，日本高次

機能障害学会，日本聴覚言語障害学会，日本生理心理学会 

・ 大金さや香：日本言語聴覚学学会，日本音声言語医学会，日本コミュニケーション学会，日本聴覚医学会 

・ 小田部夏子：日本発達心理学会（臨床発達心理士），日本感情心理学会（臨床発達心理士），日本教育心理学会（臨

床発達心理士），日本言語聴覚士協会，日本神経心理学会，日本コミュニケーション障害学会，日本LD学会 

・ 佐藤妙子：日本言語聴覚学会，日本神経心理学会，日本高次脳機能学会，日本保健医療福祉連携教育学会，栃木県言

語聴覚士会 

・ 谷合信一：日本摂食・嚥下リハビリテーション学会（認定士），日本言語聴覚学会，日本音声言語医学会，日本高次

脳機能障害学会 

・ 塙 瑞穂：日本言語聴覚学会（認定言語聴覚士（失語・高次脳機能障害領域）），日本高次脳機能障害学会，日本神

経心理学会，日本音声言語医学会，Asia Pacific Society for the Study of Speech, Language and Hearing 

・ 平田 文：日本摂食・嚥下リハビリテーション学会（認定士），日本言語聴覚士協会（認定言語聴覚士（摂食・嚥下

障害領域，失語・高次脳機能領域）） 

 

 

 

保健医療学部（視機能療法学科） 
 
著書 

・ 伊藤恵子，靱負正雄：障害児心理学，第3章神経系・脳の基礎知識，第4章代表的な発達障害の生理と病理，63-152，

東京未来大学，2010 

・ 三柴恵美子：地域ケアリング，キャリア・アップ！？福祉の資格 視能訓練士，44-49，北隆館，2011 

 

原著論文 

・ 小町祐子，山田徹人，新井田孝裕：ロービジョン者におけるガボールパッチを用いたコントラスト感度測定，あたら

しい眼科，27(12)，1753-1758，2010 

・ 三柴恵美子，平塚英治，小町祐子，鈴木賢治，新井田孝裕：ロービジョン者用視覚補助具の保有状況と有効活用に関

するアンケート調査，日本視能訓練士協会誌，39，233-238，2010 

・ 小町祐子，新井田孝裕，新井智絵，谷口敬道，武田湖太郎：近赤外分光法による後頭葉視覚野脳血流動態の観察，眼

科臨床紀要，4(2)，180-185，2011 

 

研究報告 

・ 鈴木賢治，新井田孝裕，山田徹人，四之宮佑馬，大谷聡子：青年健常者の視力の分布と両眼加算，日本眼科学会雑誌，

114(12)，1044-1045，2010 

・ 四之宮佑馬：医療・福祉・介護の現場のニーズ紹介 視能訓練士の現場ニーズ，国際医療福祉大学紀要，15(1)， 

11-12，2010 
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講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 新井田孝裕：見えるとはどういうことか，第28回神奈川ロービジョンネットワーク研修会，神奈川歯科大学横浜研修

センター，神奈川県横浜市，2010.10.2 

・ 三柴恵美子：快適な視生活を送るために，地域包括支援センター運動機能改善事業，地域包括支援センターグループ

ホーム，栃木県那須塩原市，2010.7.1 

・ 三柴恵美子：高齢期の視生活，那須塩原市地域支援事業 健康教室，南公民館，栃木県那須塩原市，2010.8.8 

・ 三柴恵美子：快適な視生活を送るために，那須塩原市地域支援事業 三島長寿会，三島第一公会堂，栃木県那須塩原

市，2010.10.22 

・ 三柴恵美子：臨床で役立つ弱視治療の知識，みやぎ視能訓練士の会 特別講演会，東北大学病院，宮城県仙台市，

2010.10.30 

・ 三柴恵美子：快適な視生活を送るために，那須塩原市地域支援事業 三島長寿会，東赤田公民館，栃木県那須塩原市，

2010.11.4 

・ 三柴恵美子：眼位検査，社団法人日本視能訓練士協会・新人教育プログラム，帝京大学医療技術学部，東京都板橋区，

2011.1.23 

・ 三柴恵美子：過去3年間の臨地実習アンケート結果の報告－より良い臨地実習を目指して－，臨地実習指導者会議，

国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2011.2.25 

・ 鈴木賢治：“見える”の評価について，第1回発達領域分野別研修会，とちぎリハビリセンター，栃木県宇都宮市，

2010.6.24 

 

学会発表 

・ 小町祐子，新井田孝裕，谷口敬道，武田湖太郎：近赤外分光法による後頭葉視覚野脳血流動態の観察，第66回日本弱

視斜視学会総会，品川プリンスホテル，東京都港区，2010.7.2 

・ 小町祐子，新井田孝裕，靭負正雄，山田徹人，鈴木賢治，谷口敬道，平野大輔，恩田幸子，関森英伸，金子 忍， 

下泉秀夫，青木恭太，村山慎二郎：重症心身障害児・者の療育における視覚を活かす支援の取り組み 1.屈折と眼位，

第19回視覚障害リハビリテーション研究発表大会，中部大学，愛知県春日井市，2010.9.26 

・ Yukie M，Nakahara D，Suenaga T，Yaguchi K，Niida T：Amygdaloid connections with area F5 and other frontal cortex in 

macaque monkeys，7th Forum of European Neuroscience，RAI convention center，Amsterdam, Holland，2010.7.6 

・ 新井田孝裕（座長）：視能矯正学と眼光学の融合，第46回日本眼光学学会総会，パシフィコ横浜会議センター， 

神奈川県横浜市，2010.9.4 

・ 鈴木賢治，新井田孝裕，山田徹人，四之宮佑馬，大谷聡子：健常者における最高視力の検討，第46回日本眼光学学会

総会，パシフィコ横浜会議センター，神奈川県横浜市，2010.9.5 

・ 村山慎二郎，新井田孝裕：学習障害の傾向を持つ生徒に効果的なプレゼンテーション手法とDAISYの機能の比較，日

本特殊教育学会第48回大会，長崎大学文教キャンパス，長崎県長崎市，2010.9.18-19 

・ 小町祐子，三柴恵美子，鈴木賢治，新井田孝裕，平塚英治：地域と連携した視能訓練士教育への取り組み 1.視覚障

害者団体：受け入れ側の反応，第51回日本視能矯正学会，神戸国際展示場2号館，兵庫県神戸市，2010.11.27 

・ 三柴恵美子，新井智絵，柏渕真紀，古川珠紀，新井田孝裕：過去3年間の臨地実習アンケート結果の報告－より良い

臨地実習を目指して－，第51回日本視能矯正学会，神戸国際展示場2号館，兵庫県神戸市，2010.11.27 

・ 新井智絵，山田徹人，新井田孝裕，三柴恵美子，小町祐子，小野里規子，四之宮佑馬，鈴木賢治，永井重之， 

古川珠紀：国際医療福祉大学病院における水平斜視手術の成績，第51回日本視能矯正学会，神戸国際展示場2号館，

兵庫県神戸市，2010.11.27  
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・ Yaguchi K，Morohashi A，Tanaka U，Yukie M，Nakahara D, Tojo Y：Does the autism spectrum disorder show different 

laterality from the typically developed person?:an event related potential (ERP) study，7th Forum of European Neuroscience，

RAI convention center，Amsterdam, Holland，2010.7.4 

・ Edamura M，Hata T，Meng H，Suenaga T，Uchijima M，Suzuki T，Nagata T，Yaguchi K，Yukie M，Koide Y，

Nakahara D：Enhanced locomotor sensitization to cocaine in beta2-microglobulin deficient mice，7th Forum of European 

Neuroscience，RAI convention center，Amsterdam, Holland，2010.7.5 

・ 小町祐子，鈴木賢治，靱負正雄，山田徹人，新井田孝裕，谷口敬道，平野大輔，恩田幸子，関森英伸，金子 忍， 

下泉秀夫，青木恭太，村山慎二郎：重症心身障害児・者の療育における視覚を活かした支援への取り組み，第19回視

覚障害リハビリテーション研究発表大会，中部大学，愛知県春日井市，2010.9.25 

・ Suenaga T，Yukie M，Nakahara D：Sex-dependent morphological changes in the medial prefrontal cortex and hippocampus 

after prenatal stress in rats，40th Annual Meeting of Society for Neuroscience，Convention center，San Diego, USA，

2010.11.15 

 

研究助成金 

・ 新井田孝裕（代表），靱負正雄（研究分担者）：多職種連携による心身障害児・者の客観的視機能評価法の確立と普

及，文科省科学研究費補助金，基盤研究(B)，22330260，採択 

・ 小町祐子：地域社会と連携した視能訓練士教育，文部科学省特別補助「教育・学習方法等改善支援経費」，ニ，

20E0065，継続 

 
学位取得・研究業績に対する受賞 

・ 鈴木賢治：修士（視機能療法学），青年健常者における視力の分布と空間周波数特性の検討，2011.3 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 新井田孝裕：日本眼科学会（専門医），日本神経眼科学会（評議委員，編集委員），日本眼光学学会，日本弱視斜視

学会，日本神経科学学会，日本特殊教育学会，日本眼科手術学会，日本解剖学会 

・ 山田徹人：日本神経眼科学会（評議員），日本眼科学会（専門医），日本眼光学学会，日本視覚学会， 

The Association for Research in Vision and Ophthalmology，The Society for Neuroscience 

・ 靱負正雄：日本心理学会，日本生理心理学会（理事，評議員，編集委員），日本神経科学学会，Society for 

Neuroscience，ヒト脳機能マッピング学会，認知神経科学学会 

・ 三柴恵美子：日本弱視斜視学会，日本眼光学学会 

・ 小町祐子：日本弱視斜視学会，日本神経眼科学会，日本眼光学学会，日本視覚学会，日本ロービジョン学会，日本保

健医療福祉連携教育学会，日本特殊教育学会 

・ 四之宮佑馬：日本弱視斜視学会，日本視覚学会，日本視能矯正学会，栃木県視能訓練士勉強会 

・ 鈴木賢治：日本視能訓練士協会，日本弱視斜視学会，日本眼光学学会 

・ 新井智絵：日本視能訓練士協会，栃木県視能訓練士勉強会 

・ 古川珠紀：日本視能訓練士協会，栃木県視能訓練士勉強会 

 

 

 

 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－29－ 

保健医療学部（放射線・情報科学科） 
 
著書 
・ 佐々木博，小池貴久（分担執筆）：診療放射線技師を目指す学生のためのX線CT工学 平成22年度改訂版，第12章～

第16章，国際医療福祉大学，2011 

・ 阿部一之，樋口清孝，井野賢司（編著）：これで安心！ 診療放射線技師のための よくわかるオートプシー・イメー

ジング（Ai）検査マニュアル ～死亡時画像診断における教育･研修内容のすべて～，「Aiに従事する診療放射線技師

の教育・研修内容 ～本書の目的と使い方について～」「Aiにおける感染防止対策」「Ai検査の進め方と留意点」， 

2-5, 20-22, 24-27，ベクトル･コア，2010 

・ 山本智朗（分筆）：核医学画像処理，その他の定量解析，153-161，日本核医学技術学会，2010 

・ 山本智朗（分筆）：核医学画像処理，画像統計学の基礎，271-285，日本核医学技術学会，2010 

・ 山本智朗（分筆）：医用画像ハンドブック，撮像理論，978-986，オーム社，2010 

 

原著論文 
・ H. Ohshita，S.Uno，T.Otomo，T.Koike，T.Murakami，S.Satoh，M.Sekimoto，T.Uchida：Development of a neutron 

detector with a GEM，Nuclear Instruments and Methods in Physics Research A，623，126-128，2010 

 

研究報告 
・ 粕谷英樹，菊地義信，小池三奈子，堀口利之：ピッチ制御可能な電気式人工喉頭による単語了解度の改善，音声言語

医学，51(1)，86，2010 

・ 小池三奈子，堀口利之，粕谷英樹，菊地義信，鈴木牧彦，岡部早苗，上田綾子，岡本牧人：ピッチ制御可能な電気式

人工喉頭の訓練プログラム案 ‐その2‐，音声言語医学，51(1)，111-112，2010 

・ 小池三奈子，堀口利之，粕谷英樹，菊地義信，鈴木牧彦，岡本牧人：ピッチ制御可能な電気式人工喉頭による3種類

の発話課題の聴覚心理的評価，音声言語医学，52(1)，79，2011 

・ T.Uchida， M.Ikeno，T.Koike，K.Miyama，T.Murakami，E.Nakano，H.Ohwada，M.Sekimoto，M.Shoji，M.Tanaka，

S.Uno，M.Wada：Compact Imaging System for GEM detectors，2010 IEEE Nuclear Science Symposium Conference Record，

N48-228，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 橋本光康：放射線防護・退出基準，第10回日本医学物理士実務講習会，大阪大学，大阪府吹田市，2010.11 27 

・ 樋口清孝：Ai撮影技術・運用「撮像時の留意点について」，札幌医科大学 医学部 放射線医学講座（北海道医師会認

定 生涯教育講座），札幌医科大学 臨床教育研究棟 講堂，北海道札幌市，2010.6.12 

・ 樋口清孝（シンポジスト）：インターナショナルシンポジウム「学生教育の立場から」，（社）日本放射線技師会，

東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.7.3 

・ 樋口清孝：医用画像管理セミナー「個人情報保護」，日本医用画像管理学会，新潟大学駅南キャンパス ときめいと，

新潟県新潟市，2010.7.18 

・ 樋口清孝（主催者）：教育講演「Ai（オートプシー・イメージング）を始めるにあたって」，第12回 医療画像情報

学研究セミナー，益子館 里山リゾートホテル，栃木県芳賀郡益子町，2010.9.4 

・ 樋口清孝：講演「Ai（オートプシー・イメージング＝死亡時画像診断）とは ～現状と今後～」，両毛地区放射線技

術研究会，佐野市民病院 会議室，栃木県佐野市，2010.11.20 
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・ 樋口清孝：第2地区卒後教育講座「Aiにおける放射線技師の役割」，（社）栃木県放射線技師会，獨協医科大学病院，

栃木県下都賀郡壬生町，2011.1.22 

・ 樋口清孝：Ai研修会「Aiにおける感染対策」，オートプシー・イメージング学会，重粒子医科学センター，千葉県千

葉市，2011.2.6 

・ 樋口清孝：医用画像情報管理士 認定資格更新講習会「個人情報保護」，（社）日本放射線技師会，（社）日本放射

線技師会，東京都港区，2011.2.11 

・ 山本智朗：画像の基礎，第3回日本核医学専門技師セミナー，東京医科大学，東京都新宿区，2010.5.23 

・ 山本智朗：核医学技術学に関する知識，第3回日本核医学専門技師セミナー，東京医科大学，東京都新宿区，

2010.5.23 

 

学会発表 
・ 橋本光康（座長）：日本放射線腫瘍学会，東京ベイホテル東急，千葉県浦安市，2010.11.20 

・ 金場敏憲（企画・司会）：JIMTEF国際学生セミナー第19回，国際医療技術交流財団，川崎グランドホテル，神奈川

県川崎市，(2009.12.18-19) 

・ 金場敏憲（評価者）：JICA医療技術集団研修アクションプラン策定，JICA，JICA神戸センター，兵庫県神戸市，

(2010.1.13-14, 2010.3.9-11) 

・ S.Uno，T.Uchida，M.Sekimoto，T.Murakami，K.Miyama，M.Shoji，E.Nakano，T.Koike，K.Morita，H.Satoh，

T.Kamiyama，Y.Kiyanagi：Two-dimensional Neutron Detector with GEM and its Applications，UCANS-I，The Inaugural 

Meeting of the Union for Compact Accelerator-driven Neutron Sources，清華大，北京，Beijing, China，2010.8.15-17 

・ 庄子正剛，星 善元，宇野彰二，内田智久，関本美知子，村上 武，小池貴久，中野英一，宮間恒一：GEM型中性子

検出器の開発，日本物理学会2010秋季大会，九州工業大学，福岡県北九州市，2010.9.11 

・ T.Uchida，M.Ikeno，T.Koike，K.Miyama，T.Murakami，E.Nakano，H.Ohwada，M.Sekimoto，M.Shoji，M.Tanaka，

S.Uno，M.Wada：Compact Imaging System for GEM detectors，IEEE-NSS (Nuclear Science Symposium)，Knoxville 

Convention Center，Knoxville Tennessee, USA，2010.10.30-11.6 

・ 宮間恒一，宇野彰二，内田智久，小池貴久，関本美知子，中野英一，村上 武，庄子正剛，藤原拓也，山本健二， 

長島福太郎：GEMを用いたガンマ線検出器の開発，第7回MPGD研究会，山形大学，山形県山形市，2010.11.26 

・ 庄子正剛，星 善元，宇野彰二，内田智久，関本美知子，村上 武，小池貴久，中野英一，宮間恒一，藤原拓也， 

山本健二，長島福太郎：GEM型中性子検出器の性能評価，第7回MPGD研究会，山形大学，山形県山形市，2010.11.26 

・ 藤原拓也，宇野彰二，内田智久，小池貴久，関本美知子，中野英一，村上 武，庄子正剛，宮間恒一，山本健二， 

長島福太郎：Thick-GEMの基本特性，第7回MPGD研究会，山形大学，山形県山形市，2010.11.26 

・ 山本健二，宇野彰二，小池貴久，宮間恒一，庄子正剛，長島福太郎，藤原拓也：硬X線検出器の開発，日本物理学会

第66回年次大会，新潟大学，新潟県新潟市，2011.3.25（震災の影響で会は開催されなかったが発表は成立） 

・ 長島福太郎，庄子正剛，星 善元，宇野彰二，内田智久，関本美知子，村上 武，小池貴久，中野英一，宮間恒一，

藤原拓也，山本健二：GEM型中性子検出器の性能評価，日本物理学会第66回年次大会，新潟大学，新潟県新潟市，

2011.3.25（震災の影響で会は開催されなかったが発表は成立） 

・ 小暮貴之，樋口清孝：胃X線二重造影像における新たなフラクタル次元解析アルゴリズムの検討，第38回日本放射線

技術学会秋季学術大会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.10.16 

・ 山本智朗（大会長）：核医学技術の進歩～診断と治療～，第27回日本核医学技術学会関東地方会総会，栃木県総合文

化センター，栃木県宇都宮市，2010.5.14-15 

・ 横塚記代（主催実行委員）：第27回日本核医学技術学会関東地方会総会，栃木県総合文化センター，栃木県宇都宮市，
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2010.5.15 

・ 横塚記代（主催者）：第1回RT学科会 11期12期合同勉強会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.8.28 

・ 横塚記代（主催者）：第1回RT学科会 卒後研究会，国際医療福祉大学 乃木坂ホール，東京都港区，2010.10.23 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 菊地義信（分担），北里大学小池三奈子先生（総括）：韻律制御可能な電気式人工喉頭の訓練プログラムの開発研究，

文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，20500163，継続 

・ 菊地義信（分担），宇都宮大学粕谷英樹先生（総括）：音声障害の音響的評価法の標準化に向けた基盤的研究，文部

科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，22500147，採択 

・ 菊地義信（分担），大阪芸術大学田中裕美子先生（総括）：音読・読解困難の認知・言語的要因を解明するための縦

断研究，文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(B)，22330265，採択 

・ 横塚記代：99mTc製剤の実践的な放射化学的純度測定法の検討，厚生労働省科学研究費，H22-医薬-若手-017，

10103437，採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 横塚記代：平成21年度学内研究費研究発表会「優良賞」，99mTc-HMDPの簡易標識率測定法の検討，2010.9.21 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 勝俣健一郎：日本医用画像工学会（常任幹事），日本CT検診学会 

・ 大嶽 達：日本医学放射線学会（専門医），日本核医学会（認定医） 

・ 西木雅行：日本放射線技術学会 

・ 橋本光康：日本医学放射線学会（医学物理士），日本放射線腫瘍学会（放射線腫瘍学認定技師），日本医学物理学会，

日本放射線技術学会，日本物理学会，放射線治療品質管理機構（放射線治療品質管理士），日本保健医療福祉連携教

育学会 

・ 菊地義信：音声言語医学会，日本音響学会 

・ 金場敏憲：日本放射線技術学会，日本国際保健医療学会，日本ＭＥ学会，日本アイソトープ協会，放射線防護連絡協

議会 

・ 冨沢比呂之：日本化学会，錯体化学会，日本アイソトープ協会 

・ 小池貴久：日本物理学会，日本中性子科学会，日本放射線技術学会，日本核医学技術学会関東地方会（第27回総会 

財務委員長），総合医用画像技術研究会 

・ 樋口清孝：日本胃癌学会，日本消化器がん検診学会，日本高齢消化器病学会，日本医用画像管理学会（学術研究理

事），日本放射線技術学会，オートプシー･イメージング学会，小児放射線技術研究会，総合医用画像技術研究会 

・ 室井健三：日本放射線技術学会，日本放射線技師会，日本ヒト脳機能マッピング学会，日本磁気共鳴医学会，総合医

用画像技術研究会（幹事） 

・ 山本智朗：日本医学放射線学会（医学物理士），放射線治療品質管理機構（放射線治療品質管理士），核医学専門技

師認定機構（核医学専門技師）（試験問題作成委員），日本放射線技術学会（核医学分科会委員），日本核医学技術

学会関東地方会（幹事，大会長）（学術調査委員長），神奈川PET/SPECT研究会（世話人），総合用画像技術研究会

（幹事），日本医学物理学会，日本核医学技術学会（評議員），日本心臓核医学会，日本ヒト脳機能マッピング学会，

医療放射線防護連絡協議会，Medical Olympic Association（Advisor of Japan Scientific Committee） 

・ 丸山純人：日本放射線技術学会，日本磁気共鳴医学会，日本医学物理学会 
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・ 横塚記代：日本放射線技術学会，日本磁気共鳴医学会，日本核医学技術学会関東地方会 

・ 岡野員人：日本放射線技術学会，日本放射線技師会，栃木放射線技師会 

・ 座間佳男：日本医学物理学会（医学物理士），日本放射線技術学会，日本放射線腫瘍学会，日本医学放射線学会 

 

 

 

医療福祉学部（医療福祉・マネジメント学科） 
 
著書 
・ 山本康弘：医療経営士中級（一般講座）テキスト7，事務管理／物品管理，1-41，55-78，96-107，日本医療企画，

2010 

・ 小林雅彦 他（分担執筆）：地域福祉～理論と方法～，NPOとボランティア，217-221，ミネルヴァ書房，2010 

・ 小林雅彦（監修）：介護福祉士完全合格テキスト，全ページ監修，翔泳社，2010 

・ 小林雅彦（分担執筆）：地域福祉の理論と方法，税制優遇と助成金の活用，206-209，中央法規出版，2010 

・ 上島国利（監修）：よくわかる強迫性障害，まえがき，2-3，主婦の友社，2010 

・ 上島国利（監修）：治療者のための女性のうつ病ハンドブック，はじめに，3-4，金剛出版，2010 

・ 上島国利：介護福祉士完全合格テキスト，第10章 精神保健，65-94，翔泳社，2010 

・ 上島国利：完全合格問題集，第10章 精神保健，289-307，翔泳社，2010 

・ 上島国利（総監修）：うつ病薬物療法のエクセレンス，はじめに，3-4，アルタ出版，2010 

・ 上島国利 他（編）：EBM精神疾患の治療（2011～2012），序，中外医学社，2011 

・ 上島国利，樋口輝彦（監訳）：精神科薬物相互作用ハンドブック（Sandoson著），監訳の序，5-6，医学書院，2010 

・ 大西正利：レセプト請求の全技術，（単独執筆），医学通信社，2010 

・ 大西正利，杉本恵申，長面川さより，㈱日本医療事務センター（分担執筆・編集）：診療報酬請求事務能力認定試験

「受験対策と予想問題集」（前期版），オリジナル実技問題，118-144，実技問題／解説と解答，161-166，181-186，

201-207，224-230，246-262，267-273，医学通信社，2010 

・ 絹木憲司（介護福祉士養成講座編集委員会）：新・介護福祉士養成講座6 生活支援技術Ⅰ，安心で快適な生活の場

作り，84-102，中央法規出版，(2009) 

・ 絹木憲司（介護福祉士試験対策研究会）：介護福祉士完全合格テキスト・午前，レクリエーション活動援助法，194-

224，翔泳社，2010 

・ 絹木憲司（介護福祉士試験対策研究会）：介護福祉士完全合格テキスト・午後，介護概論，98-140，翔泳社，2010 

・ 絹木憲司（介護福祉士試験対策研究会）：介護福祉士完全合格問題集，レクリエーション活動援助法，154-180，介護

概論，310-348，翔泳社，2010 

・ 絹木憲司：ホームヘルパー講座2級過程テキスト・改訂5版 介護の理念と社会的役割，第9章 介護事例検討，381-

402，日本医療企画，2010 

・ 絹木憲司（東京都介護福祉士会）：うかる介護福祉士合格コーチ上，第6章 精神保健，288-333，日本経済新聞社，

2010 

・ 小嶋章吾（分担執筆）：社会福祉援助技術論Ⅱ（2011年版），相談援助における記録，299-328，全国社会福祉協議会，

2011 

・ 小嶋章吾（分担執筆）：ソーシャルワーク実践の基礎理論（改訂版），ソーシャルワーク実践における記録，211-239，

有斐閣，2011 
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・ 小嶋章吾（編著）：社会保障論（第2版），第6章 第17回医療保険制度の概要，162-171，第8章医療保険制度の具体

的内容，258-283，久美出版，2011 

・ 須藤昌寛（分担執筆）：社会福祉士国家試験過去問解説集，心理学 科目別ポイント，11，中央法規出版株式会社，

2010 

・ 須藤昌寛（分担執筆）：介護福祉士完全合格テキスト，老人・障害者の心理，226-258，翔泳社，2010 

・ 須藤昌寛（分担執筆）：介護福祉士完全合格問題集，老人・障害者の心理，182-209，翔泳社，2010 

・ 松永千惠子（分担執筆）：系統別看護師国家試験問題解答と解説2011年版，問題2，7，33，34，35、4、64，85，医

学書院，2011 

・ 松永千惠子（分担執筆）：発達障害児・者の支援・教育・療法ハンドブック，ソーシャルプランニング（障害者基本

計画、都道府県・市町村障害福祉計画を含む），日本発達障害学会，2011 

・ 松永千惠子（分担執筆）：うかるぞ社会福祉士過去＆予想問，第1章人体の構造と機能及び疾病，10-13，第16章 障

害者に対する支援と障害者自立支援制度，372-394，第18章就労支援サービス，428-444，週刊住宅新聞社，2010 

・ 山本康弘（編著），降旗光太郎（分担執筆）：事務管理／物品管理，診療情報管理，42-54，施設・設備管理，79-95，

日本医療企画，2010 

・ 大石剛史（分担執筆）：うかるぞ社会福祉士過去＆予想問，地域福祉の理論と方法，週刊住宅新聞社，2010 

・ 林 和美（分担執筆）：介護支援専門員受験対策研究会編集，介護支援専門員実務研修受講試験 模擬問題集，介護

保険制度のキーワード，介護支援分野，実践問題，及び解答解説，1-79，166-173，182-219，278-284，中央法規出版，

2010 

・ 林 和美（監修，主演）：「ビデオで学ぶ ケアマネジャー試験2010」介護支援分野，DVD132分，中央法規出版，

2010 

・ 木納聖子，介護福祉士試験対策研究会（分担執筆）：介護福祉士完全合格テキスト 午後，第12章介護技術，142-189，

翔泳社，2010 

・ 木納聖子，介護福祉士試験対策研究会（分担執筆）：介護福祉士完全合格問題集，第12章介護技術，350-363，翔泳社，

2010 

・ 若倉 健（分担執筆）：社団法人日本社会福祉士養成校協会編 社会福祉士国家試験過去問解説集，地域福祉の理論

と方法，43-52，中央法規，2010 

・ 若倉 健（分担執筆）：樋口キエ子，式恵美子編 退院支援から在宅ケアへ，第1部第4章4節経済状況の調整，101-

104，第2部第1章11節，経済状況を考慮した方の支援事例，181-191，第2部第2章第7・8節成年後見制度 日常生活自

立支援事業，211-217，筒井書房，2010 

・ 若倉 健，介護福祉士試験対策研究会（分担執筆）：介護福祉士完全合格問題集，第2章，42-75，老人福祉論，479-

483，翔詠社，2010 

・ 若倉 健（分担執筆）：社団法人日本社会福祉士養成校協会編 社会福祉士国家試験模擬問題集2011，地域福祉の理

論と方法，14-18，80-83，146-150，中央法規，2010 

・ 大友崇義（監修），若倉 健（分担執筆）：うかるぞ社会福祉士過去＆予想問，第6章福祉行財政と福祉計画，121-

144，週刊住宅新聞社，2010 

 

原著論文 
・ 西堀眞弘，朝山 均，木村 聡，高城靖志，萩原三千男，藤原睦憲，米山彰子，渡邊 卓：臨床検査室医療評価指標

計算プログラムの開発，臨床病理，58(9)，891-899，2010 

・ 上島国利 他：日本人パニック障害患者を対象としたセルトラリンとパロキセチンの無作為化二重盲検非劣性試験，
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臨床・精神薬理，13，1943-1951，2010 

・ 大石剛史：主体形成を促進する福祉教育推進プラットフォームのあり方に関する考察，日本福祉教育・ボランティア

学習学会年報，12，53-62，2010 

・ 野村晴美：特別養護老人ホームにおける肺炎とその予防ケアの実態＜研究Ⅰ＞，自立支援介護学，3(2)，156-162，

2010 

 

総説 
・ 上島国利（編・著）：働く人のうつ病（巻頭言），日本医師会雑誌，138，2225，2010 

・ 上島国利：現代病の実態－情報社会が引き起こす社会不安障害－，人間会議，2010冬，68-73，2010 

・ 大西正利：第32回診療報酬請求事務能力認定試験 実技問題/解答と解説，月刊保険診療，65(8)，123-128，2010 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療，65(9)，120-123，2010 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療，65(11)，128-131，2010 

・ 大西正利：第33回診療報酬請求事務能力認定試験 実技問題/解答と解説，月刊保険診療，66(1)，134-139，2011 

・ 大西正利：点数算定実践講座，月刊保険診療，66(2)，128-131，2011 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（4）米国の高齢者終末期ケアの動向③終末期の意思決

定（上），病院，69(4)，298-301，2010 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（5）米国の高齢者終末期ケアの動向④終末期の意思決

定（下），病院，69(5)，375-378，2010 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（6）米国の高齢者終末期ケアの動向⑤看護師による死

亡確認・死亡診断，病院，69(6)，467-469，2010 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（7）米国の高齢者終末期ケアの動向⑥なぜ高齢者住宅

やナーシングホームで最期を迎えることができるのか？，病院，69(7)，554-556，2010 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（8）「終末期ケア戦略」に基づいて進む国，病院，

69(8)，629-631，2010 

・ 岡村世里奈，開原成允：医療ツーリズム（国際受診）の課題－国際医療福祉大学・国際シンポジウムから，病院，

69(8)，624-627，2010 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（9）英国の高齢者終末期ケアの動向②「終末期ケア戦

略」の概要（上），病院，69(9)，726-728，2010 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（10）英国の高齢者終末期ケアの動向③「終末期ケア戦

略」の概要（下），病院，69(10)，797-799，2010 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（11）英国の高齢者終末期ケアの動向④判断能力の不十

分な者と終末期の意思決定，病院，69(11)，894-896，2010 

・ 岡村世里奈：より良い高齢者終末期ケア体制の構築に向けて（12・最終回）より良い高齢者終末期ケア体制構築のた

めに求められる条件－諸外国の取り組みを通して，病院，69(12)，985-987，2010 

・ 小嶋章吾：医療・福祉制度へのナースコール 第4回「難しい病気」と言われた患者への支援制度を知っておこう，

看護技術，56(4)，71-74，2010 

・ 小嶋章吾：医療・福祉制度へのナースコール 第5回被害に遭遇したときの補償について知っておこう，看護技術，

56(6)，73-76，2010 

・ 小嶋章吾：医療・福祉制度へのナースコール 第6回円滑な退院のために何が必要か知っておこう，看護技術，56(7)，

71-74，2010 
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・小嶋章吾：医療・福祉制度へのナースコール 第7回自宅へ帰りたいという希望を叶えたい，看護技術，56(8)，66-69，

2010 

・ 小嶋章吾：医療・福祉制度へのナースコール 第8回「自宅で暮らしたい」という患者の支援のために，看護技術，

56(9)，66-69，2010 

・ 小嶋章吾：医療・福祉制度へのナースコール 第9回連携に必要な福祉サービスを学ぼう，看護技術，56(10)，64-67，

2010 

・ 小嶋章吾：医療・福祉制度へのナースコール 第12回後遺症を抱えたまま退院する患者に必要な医療・福祉制度を学

ぼう，看護技術，56(14)，76-79，2010 

・ 須藤昌寛：社会福祉士国家試験の講評「心理学理論と心理的支援」，福祉新聞，10月4日号，3，2010 

・ 須藤昌寛：介護職員の身体的負担と福祉機器使用の可能性，国際医療福祉大学紀要，15(1)，15，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向38），医道の日本，4月号，2010 

・ 中田健吾：日本メディアが伝える日本の鍼灸事情，医道の日本，5月号，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向39），医道の日本，6月号，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向40），医道の日本，7月号，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向41），医道の日本，8月号，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向42），医道の日本，9月号，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向43），医道の日本，10月号，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向44），医道の日本，11月号，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向45），医道の日本，12月号，2010 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向46），医道の日本，1月号，2011 

・ 中田健吾：世界メディアの読み方（世界メディアが伝える「鍼灸」最新動向47），医道の日本，2月号，2011 

 

研究報告 
・ 小澤 温，高橋孝雄，坪田一男，松永千惠子：医薬品の副作用による健康被害実態調査報告書，〔保険福祉事業〕医

薬品の副作用による健康被害実態調査報告書，独立行政法人医薬品医療機器総合機構，1-31，2011 

・ 中田健吾：広報コミュニケーション評価による医療と行政の質評価，日本広報学会行政コミュニケーション研究会 

第3期（2009年度）研究会報告 行政コミュニケーションの展望，3(1)，49-55，2010 

・ 若倉 健：高齢者虐待防止に向けた地域の取り組みについて，那須烏山市，1-15，2010 

・ 若倉 健：介護現場での虐待とは何か，栃木県介護福祉士会，1-22，2011 

・ 若倉 健：栃木県における地域福祉後見の促進について（厚生労働省 地域福祉後見促進支援事業報告書），社会福

祉法人 栃木県社会福祉協議会，3-34，2011 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 山本康弘：明日から使える病院統計～現場で役に立つ統計ツールについて～，第64回福島県診療録管理研究会，母畑

温泉八幡屋会議室，福島県郡山市，2010.11.26 

・ 山本康弘：診療報酬の概要とソーシャルワーカーの役割，栃木県医療社会事業協会県北ブロック担当研修会，大田原

市ふれあいの丘／シャトー・エスポワール会議室，栃木県大田原市，2011.1.22 

・ 上島国利：抗不安薬と睡眠薬の使い方，東京都病院薬剤師会，東医保健会館，東京都新宿区，(2010.1.29) 

・ 上島国利：うつと不安のcomorbidity，第10回阪神不安気分障害研究会，ホテル阪急インターナショナル，大阪府大阪

市，(2010.2.20) 
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・ 上島国利：うつ病の早期発見と治療，浅草・下谷医師会合同学術講演会，浅草ビューホテル，東京都台東区，

(2010.2.23) 

・ 上島国利：アリピプラゾールによるうつ病の治療について，長崎ADMIRE研究会，ホテルニュー長崎，長崎県長崎市，

(2010.3.10) 

・ 上島国利：抗うつ薬をめぐる最近の話題，第6回臨床精神医学総話会，旭川グランドホテル，北海道旭川市，2010.5.7 

・ 上島国利：抗うつ薬をめぐる最近の話題，岡山県精神神経科診療所協会，ホテルグランヴィア岡山，岡山県岡山市，

2010.6.24 

・ 上島国利：うつと不安のcomorbidity，第8回城北臨床精神医学会，ホテルメトロポリタン，東京都豊島区，2010.7.13 

・ 上島国利：抗うつ薬をめぐる最近の話題，レメロン錠発売1周年記念講演，高知新阪急ホテル，高知県高知市，

2010.7.23 

・ 上島国利：うつ病治療をめぐる最近の話題，第14回日本摂食障害学会総会，政策研究大学院大学，東京都港区，

2010.10.2 

・ 上島国利：パニック障害－この30年の軌跡－，第51回中四国精神神経学会，米子コンベンションセンター，鳥取県米

子市，2010.11.19 

・ 上島国利：パニック障害－この30年の歩み－，第15回日本心療内科学会総会，岡山コンベンションセンター，岡山県

岡山市，2010.11.21 

・ 上島国利：パニック障害の診断と治療，第4回女性の心と身体研究会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2011.1.18 

・ 上島国利：パニック障害の最新の診断と治療，第11回日精診チーム医療・地域リハビリテーション研究会，帝京平成

大学，東京都豊島区，2011.1.30 

・ 岡村世里奈：メディカル・ツーリズムの国際的動向と日本の現状，東京青年医会早朝勉強会，新宿京王プラザホテル，

東京都新宿区，2010.12.3 

・ 岡村世里奈：沖縄医療ツーリズム・成功への鍵，沖縄県・沖縄医療ツーリズム事業セミナー，沖縄コンベンションセ

ンター，沖縄県宜野湾市，2010.12.16 

・ 岡村世里奈：県内外から見た，沖縄ウェルネス産業の可能性と課題，内閣府沖縄総合事務局・沖縄ウェルネス産業国

際フォーラム，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，2011.2.19 

・ 岡村世里奈：沖縄の医療ツーリズムとその可能性，沖縄県・沖縄医療ツーリズム事業セミナー，那覇ポートホテル，

沖縄県那覇市，2011.3.17 

・ 加藤尚子：もう一つのハンセン病史－共に生きる社会の実現のために－，平成22年度芳賀地区小中学校人権教育研修

会，真岡市公民館，栃木県真岡市，2010.11.8 

・ 加藤尚子：もう一つのハンセン病史－ケアする人と人権－，平成22年度第2回小教研人権教育部会研修会，栃木県佐

野市，2010.11.26 

・ 浅香 勉：子ども虐待と子ども家庭福祉制度，平成22年度児童福祉司任用研修会，栃木県中央児童相談所，栃木県宇

都宮市，2010.9.13-16 

・ 浅香 勉：子ども・家庭養護のまなざし，那須塩原市要保護児童家庭対策地域協議会，那須塩原市子育て支援センタ

ー，栃木県那須塩原市，2011.1.27 

・ 浅香 勉：少子・高齢社会を支える子育て支援制度，黒羽刑務所職員研修会，黒羽刑務所講堂，栃木県大田原市，

2011.3.1 

・ 須藤昌寛：働き続けるためのストレスマネジメント①，認知症介護実践研修（栃木県），とちぎ福祉プラザ，栃木県

宇都宮市，2010.6.7 

・ 須藤昌寛：3つの心と「ねばならない」私，那須塩原市立東小学校教員研修会，那須塩原市立東小学校，栃木県那須
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塩原市，2010.6.18 

・ 須藤昌寛：公共職業訓練講座，高齢者等の心理，大田原地域職業訓練センター，栃木県大田原市，2010.7.26 

・ 須藤昌寛：公共職業訓練講座，高齢者，障害者（児）の心理，大田原地域職業訓練センター，栃木県大田原市，

2010.8.2 

・ 須藤昌寛：働き続けるためのストレスマネジメント②，認知症介護実践研修（栃木県），とちぎ福祉プラザ，栃木県

宇都宮市，2010.9.3 

・ 須藤昌寛：心理学理論と心理的支援，栃木県社会福祉士会・社会福祉士受験対策講座，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇

都宮市，2010.10.10 

・ 須藤昌寛：思春期の子をもつ親として～子へのかかわり方～，手をつなぐ親の会，那須塩原市西那須野中学校，栃木

県那須塩原市，2010.11.25 

・ 須藤昌寛：高齢者虐待とストレスマネジメント，栃木県老人福祉施設協議会，栃木県教育会館，栃木県宇都宮市，

2010.11.29 

・ 須藤昌寛：働き続けるためのストレスマネジメント③，認知症介護実践研修（栃木県），とちぎ福祉プラザ，栃木県

宇都宮市，2011.1.14 

・ 須藤昌寛：レビー小体型認知症について，特別養護老人ホーム生きいきの里，特別養護老人ホーム生きいきの里，栃

木県那須塩原市，2011.1.25 

・ 須藤昌寛：高齢者虐待について，佐野市地域包括支援センター，佐野市民病院，栃木県佐野市，2011.2.22 

・ 松永千惠子：障害のある子の保護者・支援者・関係者へ「見る・知る・学ぶシンポジウム」，NPO法人Lights，埼玉

トヨタ，埼玉県さいたま市，2010.10.1 

・ 降旗光太郎：医師事務作業補助講習会，日本医療マネジメント学会，日本医科大学，東京都文京区，2010.5.22-23，

5.29-30 

・ 降旗光太郎：医師事務作業補助講習会，日本医療マネジメント学会，日本医科大学，東京都文京区，2010.11.13-14，

5.27-28 

・ 福井康江：精神障害者の地域生活支援について，県北地区地域移行支援事業研修会，黒磯地区公民館，栃木県那須塩

原市，2010.11.9 

・ 若倉 健：認知症高齢者の生活支援の方法，栃木県，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮市，2010.6.7 

・ 若倉 健：様々な困難事例を通しての基本的な捉え方，うつのみやケアマネージャー協会，栃木県看護協会 看護研

修センター，栃木県宇都宮市，2010.8.7 

・ 若倉 健：認知症高齢者の生活支援の方法，栃木県，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮市，2010.9.3 

・ 若倉 健：保健医療福祉の基礎理解（社会資源活用），社会福祉法人とちぎ健康福祉協会，とちぎ健康の森，栃木県

宇都宮市，2010.10.4 

・ 若倉 健：認知症高齢者の生活支援の方法，栃木県，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都宮市，2011.1.13 

・ 若倉 健：高齢者虐待の実態，那珂川町，那珂川町馬頭健康管理センター，栃木県那須郡那珂川町，2011.1.21 

・ 若倉 健：高齢者虐待の理解と対応について，真岡市，真岡市二宮コミュニティセンター，栃木県真岡市，2011.3.9 

 
学会発表 
・ 中田健吾，田中千絵，降旗光太郎，丸木一成：医療機関で必要とされる事務系人材についての考察－栃木県内の医

療機関調査による予備的研究，第48回日本医療・病院管理学会学術総会，広島国際会議場，広島県広島市，

2010.10.15-16 

・ 西堀眞弘（司会）：臨床検査に必要な統計処理法の理論と使い方の実際，日本臨床検査医学会第57回学術集会 
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EBLM委員会教育セミナー，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.9.12 

・ 山本康弘，高橋 泰：救急現場の診療記録上の病名は信頼できるか？，第36回日本診療情報管理学会学術大会，ホク

ト文化ホール，長野県長野市，2010.9.17 

・ 山本康弘，高橋 泰：時間外来院が救急車搬送患者の受入れに及ぼす影響，第48回日本医療・病院管理学会学術総会，

広島国際会議場，広島県広島市，2010.10.15 

・ 山本康弘（座長）：外科系学会社会保険委員会連合によるKコード見直しについて，日本診療情報管理学会・生涯教

育研修会，岩手産業会館，岩手県盛岡市，2010.11.13 

・ 山本康弘（座長）：診療情報をめぐる電子カルテの現状と課題，日本診療情報管理士会・関東甲信越地区研修会，昭

和大学，東京都品川区，2010.11.14 

・ 上島国利（座長）：パニック障害，精神科アドバンスフォーラム，ザ・プリンスパークタワー，東京都港区，

(2010.3.7) 

・ 上島国利（座長）：うつ病の光トポグラフィー，CNS symposium，ホテルパシフィック東京，東京都港区，2010.5.29 

・ 上島国利（座長）：うつ病の診断と治療，第1回日本プライマリ・ケア連合学術大会，東京国際フォーラム，東京都

千代田区，2010.6.26 

・ 上島国利（座長）：慢性疼痛に対する抗うつ薬の使い方，第1回日本プライマリ・ケア連合学術大会，東京国際フォ

ーラム，東京都千代田区，2010.6.27 

・ 上島国利（座長）：今注目される医療，Club Paxil 2010 精神医療フォーラム，ホテルオークラ，東京都港区，

2010.7.4 

・ 上島国利（座長）：Impact of Antipsychotic Treatment on subjective Well-being，Winter Forum 2011，グランドプリンスホ

テル新高輪，東京都港区，2011.2.26 

・ 関口 潔：うつ病患者の服薬コンプライアンスと自殺リスクの経時的モニタリング，第7回日本うつ病学会総会，石

川県立音楽堂，石川県金沢市，2010.6.11 

・ 関口 潔：抗うつ薬治療における患者の副作用認知とその背景因子に関する研究，第26回日本ストレス学会学術総会，

九州大学医学部百年講堂，福岡県福岡市，2010.11.6 

・ 加藤尚子，近藤正英，長谷川敏彦，大久保一郎：開設者別にみた一般病床の平均在院日数の推移，第48回日本医療・

病院管理学会学術総会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.10.15 

・ 嶌末憲子，小嶋章吾：介護福祉実践における生活場面面接の理論と演習についての検討，第18回日本介護福祉学会大

会，岡山県立大学，岡山県総社市，2010.9.19 

・ 小嶋章吾（主催者，座長）：社会福祉専門職養成教育における職業教育としての基盤をどう整えるか，日本社会福祉

教育学会 第1回春季研究集会，大妻女子大学千代田キャンパス，東京都千代田区，2011.3.6 

・ 若倉 健，須藤昌寛：地域における権利擁護の実践を推進していくために～成年後見制度活用を中心に～，日本地域

福祉学会第24回新潟大会，敬和学園大学，新潟県新発田市，2010.6.12-13 

・ 松永千惠子，大石剛史：地域で生活する高齢視覚障害者の現状と課題～T県におけるインタビュー調査の結果～，

2010年日本地域福祉学会 第24回新潟大会，敬和学園大学，新潟県新発田市，2010.6.12-13 

・ 田中千絵，中田健吾，藤野 裕：電子カルテシステム導入が患者満足度へ与える影響，第12回日本医療マネジメント

学会学術総会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.12 

・ 滝澤雅美，鳥羽克子，田中千絵，國分厚志：電子カルテ移行時の業務内容と取り組み，診療情報管理士の役割につい

て，第36回診療情報管理学会学術大会，ホクト文化ホール（長野県県民文化会館），長野県長野市，2010.9.16-17 

・ 田中千絵，開原成允：病院の国際化－日本の病院における外国人患者の受診実態に関する研究（診療に関わる費用に

ついて）－，第48回日本医療・病院管理学会学術総会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.10.15-16 
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・ 降旗光太郎：電子カルテのリプレースに際する病院職員の意識について，日本診療情報管理学会，ホクト文化ホール，

長野県長野市，2010.9.17 

・ 福井康江：実習評価表から見る実習指導への課題と対策，栃木県精神保健福祉士会 実践報告会，とちぎ福祉プラザ，

栃木県宇都宮市，2010.12.4 

・ 福井康江：精神障害者への虐待に関する現状と課題，とちぎソーシャルワーク学会，とちぎ福祉プラザ，栃木県宇都

宮市，2011.2.26 

・ 大下勇二，坂上 学，東健太郎，池田享誉，久持英司，村井秀樹，廣橋 祥：日本における社会関連会計研究の態様

に関する研究（中間報告），日本社会関連会計学会，神戸大学，兵庫県神戸市，2010.11.20 

・ 野村晴美：特別養護老人ホームにおける肺炎とその予防ケアの実態＜研究Ⅰ＞，日本自立支援介護学会，銀座ブロッ

サム，東京都中央区，2010.5.23 

・ 西田崇大，相原和子：ソーシャルワーク実践力評価のためのOSCE～卒後研修における導入の試み～，第20回日本医

療社会福祉学会大会，日本女子大学，東京都文京区，2010.9.12 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 加藤尚子：医療福祉施設職員のための｢ケアのマナー｣の構築と教育体制の確立，平成21年度三菱財団研究助成，社会

福祉事業-11，継続 

・ 加藤尚子（分担），長谷川敏彦（主任研究者）：病院内の連携構築に係る病院管理マネジメントに関する研究，平成

22年度厚生労働省地域医療基盤開発推進研究事業，H22－医療－指定－046，採択 

・ 河井孝仁，宮田 穣，高橋輝子，石川慶子，中田健吾，大野 伸：行政コミュニケーション研究，日本広報学会テー

マ研究助成，自由研究，採択 

・ 福井康江：精神障害者の家族相談体制整備に向けての研究，三菱財団社会福祉事業・研究助成金，社会福祉，27，採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 田中千絵，開原成允：第48回日本医療・病院管理学会学術総会ベストポスター賞，病院の国際化－日本の病院におけ

る外国人患者の受診実態に関する研究（診療に関わる費用について）－，2010.10.16 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 丸木一成：日本医療・病院管理学会，医療の質・安全学会，日本医療マネジメント学会，日本品質管理学会 

・ 西堀眞弘：日本臨床検査医学会（認定臨床検査専門医）（評議員，EBLM委員会副委員長，編集委員会査読委員），

日本医療情報学会（編集委員会査読委員，医療情報技師検定試験出題委員，医療情報技師育成指導者，上級医療情報

技師育成指導者），デジタルバイオカラー研究会（総務担当常任理事，出版委員会副委員長），遺伝子検査精度保証

研究会（総務担当理事），テーラーメード健康管理研究会（総務担当理事） 

・ 山本康弘：日本医療・病院管理学会（評議員），日本診療情報管理学会（診療情報管理士指導者），日本医療経営学会 

・ 小林雅彦：地域福祉学会（栃木県委員），日本認知症ケア学会（関東甲信越地域部会委員） 

・ 岡村世里奈：社会保障法学会，医事法学会，日本医療・病院管理学会 

・ 加藤尚子：日本病院管理学会（評議員），日本医療マネジメント学会 

・ 絹木憲司：日本地域福祉学会，キリスト教社会福祉学会，玩具福祉学会 

・ 浅香 勉：日本子ども虐待防止学会，日本社会福祉学会，日本福祉教育・ボランティア学習学会，日本子ども家庭福

祉学会，日本社会事業大学社会福祉学会 

・ 小嶋章吾：日本社会福祉学会（社会福祉学 査読委員），日本介護福祉学会（介護福祉学 編集幹事），日本社会福
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祉教育学会（理事，事務局長），M-GTA研究会（世話人） 

・ 須藤昌寛：日本心理学会，日本福祉心理学会，日本カウンセリング学会（認定カウンセラー），日本老年行動科学会，

日本社会福祉学会，日本地域福祉学会 

・ 松永千惠子：日本社会事業大学社会福祉学会（幹事），日本社会福祉学会，日本発達障害学会，日本グループホーム

学会，障害学会，日本福祉のまちづくり学会 

・ 田中千絵：日本内科学会，日本医療・病院管理学会，日本医学教育学会，日本医療マネジメント学会，日本医療情報

学会 

・ 中田健吾：日本広報学会，全日本鍼灸学会，日本伝統鍼灸学会（理事（国際部副部長）），日本医療マネジメント学

会，日本医療・病院管理学会，Health Care Executives of Southern California 

・ 降旗光太郎：日本診療情報管理学会，日本医療マネジメント学会 

・ 大石剛史：日本地域福祉学会，日本福祉教育・ボランティア学習学会（論文査読委員） 

・ 林 和美：日本社会福祉学会，日本地域福祉学会，日本ケアマネジメント学会（認定ケアマネジャー），（評議員，

学会誌編集委員，認定ケアマネジャー試験委員，選挙管理委員） 

・ 福井康江：日本芸術療法学会，日本精神障害者リハビリテーション学会 

・ 廣橋 祥：日本社会関連会計学科 

・ 木納聖子：日本介護福祉学会 

・ 野村晴美：日本自立支援介護学会，介護福祉教育学学会，日本介護福祉学会 

・ 若倉 健：日本社会福祉士会社会福祉学会（相談援助実習 実習指導者），日本社会福祉学会，日本地域福祉学会，

日本医療社会事業学会，日本高齢者虐待防止学会 

・ 滝澤雅美：日本診療情報管理学会，日本診療情報管理士会 

 

 

 

薬学部（薬学科） 

 

著書 

・ 武田弘志，辻 稔（分担執筆）：疾病の成り立ちと回復の促進薬理学（第2版第3刷），第4章脳・神経の疾患，150-

170，医歯薬出版，2011 

・ 武田弘志，辻 稔（分担執筆）：疾病の成り立ちと回復の促進薬理学（第2版第3刷），第5章精神の疾患，171-182，

医歯薬出版，2011 

・ 宮本謙一，旭満里子，真野泰成，廣澤伊織 他（分担執筆，編集）：薬学生・薬剤師のための疾患別薬物療法管理マ

ニュアル，薬学的視点から臨む薬物療法管理管理＆全編，1-16，編集全編，じほう，2010 

・ 小瀧 一（編集，分担）：疾患と治療薬 第6版，内分泌疾患の治療薬，425-445，神経疾患の治療薬，759-779，南江

堂，2010 

・ 小瀧 一（編集，分担）：臨床検査データブック2011-2012，血中薬物濃度モニタリング（TDM），731-751，医学書

院，2011 

・ Konno R，Hamase K，Maruyama R，Zaitsu K（分担執筆）：D-Amino Acids in Chemistry, Life Sciences, and 

Biotechnology，Mutant mice and Rats Lacing D-Amino Acid Oxidase，129-137，Wiley-VCH，2011 

・ Fumito Tsuchiya：Advances in Human Factors and Ergonomics in Healthcare，How to prevent medication errors，219-227，

CRC Press，2010 
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・ 原 明義（分担執筆）：薬剤師国家試験参考書「薬理」，循環器系に作用する薬，164-208，薬学ゼミナール，2010 

・ 小暮健太朗，後藤 了（編著）：エピソード物理化学，1-532，京都廣川，2011 

・ 辻 稔（分担執筆）：疾病の成り立ちと回復の促進 薬理学（第2版第3刷），第4章脳・神経の疾患，150-170，医歯薬

出版，2011 

・ 辻 稔（分担執筆）：疾病の成り立ちと回復の促進 薬理学（第2版第3刷），第5章精神の疾患，171-182，医歯薬出版，

2011 

・ 真野泰成（分担執筆）：疾患と治療薬－医師・薬剤師のためのマニュアル（改訂第6版），消化管疾患の治療薬，220-

253，南江堂，2010 

・ 真野泰成，廣澤伊織，旭満里子（分担執筆）：薬学生・薬剤師のための疾患別 薬物療法管理マニュアル，感覚器疾

患に対する薬物療法「副鼻腔炎」「扁桃炎」，225-248，じほう，2010 

・ 真野泰成，旭満里子（分担執筆）：病気と薬パーフェクトBOOK 2011 ，「肝炎」，「肝硬変」，「NASH」，南山堂，

2011 

・ 髙石雅樹（分担執筆）：レアメタル便覧，レアメタルと生態系・健康，Ⅲ，587-641，丸善，2011 

・ 廣澤伊織，山田治美（分担執筆）：疾患と治療薬―医師・薬剤師のためのマニュアル（改訂第6版），妊娠関係疾患，

婦人科疾患の治療薬，930-948，南江堂，2010 

・ 廣澤伊織，旭満里子（分担執筆）：病気と薬パーフェクトBOOK 2011，胆石症，膵炎，原発性胆汁性肝硬変・原発

性硬化性胆肝炎，自己免疫性肝炎，南山堂，2011 

 

原著論文 

・ Miyagawa K，Tsuji M，Fujimori K，Saito Y，Takeda H：Prenatal stress induces anxiety-like behavior together with the 

disruption of central serotonin neurons in mice，Neuroscience Research，70(1)，111-117，2011 

・ Mikio Fujii，Machiko Ono，Miyuki Sato，Hiroyuki Akita：Enzymatic resolution of methyl (2E,4R*,5S*)-4-(N-benzyl-N-

methyl)amino-5-hydroxyhex-2-enoate，Journal of Molecular Catalysis B: Enzymatic，69，21-26，2011 

・ 小林美亜，池田俊也，藤森研司：臨床指標とDPCデータ，医療と社会，20(1)，5-22，2010 

・ 吉田正貴，後藤百万，岡田 弘，曽根淳史，本間之夫，舛森直哉，辻村 晃，山口 脩，村上房夫，池田俊也：新規

夜間頻尿QOL質問票（N-QOL）日本語版の反応性の検討 前立腺肥大症患者の夜間頻尿に対するタムスロシンの治療

効果，泌尿器外科，23(7)，917-925，2010 

・ 池田俊也，小林 慎：2型糖尿病患者に対するスルホニル尿素薬＋メトホルミン併用療法とスルホニル尿素薬＋ピオ

グリタゾン併用療法の費用対効果分析，糖尿病，53(7)，469-475，2010 

・ 楠山敏行，池田俊也，森 有子，宮本 真，佐藤剛史，浅香明日美，中川秀樹，田村悦代，新美成二，福田宏之：声

帯嚢胞の臨床的検討 類表皮嚢胞と貯留嚢胞の比較を中心に，音声言語医学，51(4)，318-323，2010 

・ 山口久美子，池田俊也，佐藤貴一郎：中規模病院の経営改善に関する事例研究 ベッドコントロールにみる看護部門

のマネジメントのあり方，日本医療経営学会誌，4(1)，29-41，2010 

・ A.Kinoshita，H. Yamada，H. Kotaki，M.Kimura：Effects of anti-malarial drugs on the electrocardiographic QT interval 

modelled in the isolated perfused guinea pig heart system，Malaria Journal，9，318，2010 

・ Zhang M，Ballard ME，Basso AM，Bratcher N，Browman KE，Curzon P，Konno R，Meyer AH，Rueter LE：Behavioral 

characterization of mutant mouse strain lacking D-amino acid oxidase activity，Behavioural Brain Research，217，81-87，

2011 

・ Xin YF，Li X，Hao B，Gong N，Sun WQ，Konno R，Wang YX：Indispensable but insufficient role of renal D-amino acid 

oxidase in chiral inversion of NG-nitro-D-arginine，Chemistry & Biodiversity，7，1413-1423，2010 
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・ Saito T，Tezuka T，Konno R，Fujii N：Protective effects of metallothionein I and II against metal- and ultraviolet radiation-

induced damage in cultured lens epithelial cells，Japanese Journal of Ophthalmology，54，486-493，2010 

・ F.Tsuchiya，M.Kimura et al.：Analysis on a Questionnaire Data Concerning a Bar Code Printed on the Ampoule Label，Drug 

Information Journal，44(6)，693-701，2010 

・ Kuriyama S，Kashiwagi H，Yuhki K，Kojima F，Yamada T，Fujino T，Hara A，Takayama K，Maruyama T，Yoshida A，

Narumiya S，Ushikubi F：Selective activation of the prostaglandin E2 receptor subtype EP2 or EP4 leads to inhibition of platelet 

aggregation，Thrombosis and Haemostasis，104(4)，796-803，2010 

・ 谷口由香里，岩本晃明，平野泰子，山田治美，旭満里子：hCG/r-hFSH自己注射により精液所見が正常化した低ゴナド

トロピン性性腺機能低下症の一例，日本受精着床学会雑誌，28(1)，40-45，2011 

・ Hidaka S，Tokumura T，Tomono K，Suzuki T，Ueda H，Nagai T，Nagaoka M，Nakane R，Machida Y：Effect of B-

Cyclodextrin on the Degradation Rate of Amoxicillin in Acidic Solution，Yakugaku Zasshi，130(6)，889-893，2010 

・ Kubodera M，Tokumura T，Machida Y：Are the optimum pharmaceutical preparations used for the second-line eradication 

therapy for Helicobacter pylori infection in Japan? –A discussion from a simulation for the amount of antibiotics in stomach based 

on the data of dissolution studies–，Journal of Basic and Clinical Pharmacy，1(4)，231-237，2010 

・ Yokoyama H，Ishida S，Ogata T：In vivo temporal EPR study using a region-selected intensity determination method to 

estimate cerebral reducing ability in rats treated with olanzapine，Magn. Reson. Imag，28，898-902，2010 

・ Toh T，Yokoyama H，Noda H，Yuguchi Y：Antioxidant Capacity of Lignin from Green Tea Waste，J. Food Biochem，34，

192-206，2010 

・ Yokoyama H：Twin LC resonator system for EPR measurements operating at radiofrequency，Appl. Magn. Reson，38，501-

509，2010 

・ Kato H，Yoshimoto K，Ikegaya H：Two cases of oral aspirin overdose，Journal of Forensic and Legal Medicine，17(5)，280-

282，2010 

・ Kato H，Yoshimoto K，Kobayashi M，Sakabe M，Funaki H，Ikegaya H：Oral administration of ethanol with aspirin 

increases the concentration of salicylic acid in plasma and organs, especially the brain, in mice，European Journal of 

Pharmacology，635(1-3)，184-187，2010 

・ Ijiri S，Todoroki K，Yoshida H，Yoshitake T，Nohta H，Yamaguchi M：Sensitive determination of rhodamine 110-labeled 

monosaccharides in glycoprotein by capillary electrophoresis with laser-induced fluorescence detection，Journal of 

chromatography A，1217(18)，3161-3166，2010 

・ Suzuki Y，Yanagisawa M，Yagi H，Nakatani Y，Yu RK：Involvement of beta1-integrin up-regulation in basic fibroblast 

growth factor- and epidermal growth factor-induced proliferation of mouse neuroepithelial cells，J Biol Chem，285(24)，18443-

18451，2010 

・ Yagi H，Yanagisawa M，Suzuki Y，Nakatani Y，Ariga T，Kato K，Yu RK：HNK-1 epitope-carrying tenascin-C spliced 

variant regulates the proliferation of mouse embryonic neural stem cells，J Biol Chem，285(48)，37293-37301，2010 

・ Yamaguch T，Yamanaka M，Ikehara S，et al.：Generation of IFN-r-producing cells that recognize the major piroplasm surface 

protein in Theileria orientalis-infected bovines，Veterinary Parasitology，171，207-215，2010 

 

総説 

・ 宮川和也，辻 稔，武田弘志：がん疼痛治療薬の副作用マネジメント−④ 副作用対策薬・鎮痛補助薬による副作用，

薬局，61(10)，3117-3122，2010 

・ 宮川和也，辻 稔，藤森完爾，武田弘志：ストレス制精神疾患の病態研究とエピジェネティクス制御，日本神経精神
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薬理学雑誌，30(4)，153-160，2010 

・ 辻 稔，竹内智子，宮川和也，竹井由紀，藤森完爾，武田弘志：ストレス適応に関与する脳内メカニズム－5-HT7受

容体を中心に－，ストレス科学，25(3)，190-200，2010 

・ 辻 稔，宮川和也，武田弘志：基礎研究者の立場からみたがん緩和医療と適応障害，日本緩和医療薬学雑誌，3(4)，

101-107，2010 

・ 吉田正貴，池田俊也：夜間頻尿QOL質問票（ICIQ-Nqol）N-QOLの日本語版の開発，泌尿器外科，23(6)，833-838，

2010 

・ 池田俊也：DPCと臨床指標，病院，69(9)，686-690，2010 

・ 北里博仁，池田俊也，泉 和生，岡畑純江，門脇 孝，中山健夫，野田光彦，佐藤敏彦：診療報酬明細書（レセプ

ト）データベースから2型糖尿病合併症および大血管症の病期進展と医療費の関係を明らかにするための患者情報を

抽出する方法の検討，Q&Aでわかる肥満と糖尿病，9（別冊9），48-64，2010 

・ 安倍孝治，篠原信夫，池田俊也，武藤正樹：健康保険組合マネジメント評価指標の開発 評価指標開発の経緯，社会

保険旬報，2441，18-25，2010 

・ 安倍孝治，篠原信夫，池田俊也，武藤正樹：健康保険組合マネジメント評価指標の開発 評価指標の妥当性検証，社

会保険旬報，2442，22-28，2010 

・ 種市摂子，杉森裕樹，赤沢 学，五十嵐中，須賀万智，佐藤敏彦，池田俊也：予防接種における医療経済評価 肺炎

球菌ワクチン，医療と検査機器・試薬，33(6)，749-755，2010 

・ 池田俊也：医療における質の評価，総合リハビリテーション，3(12)，1119-1123，2010 

・ 池田俊也，北里博仁，野田光彦，中山健夫，佐藤敏彦：医療データベースの薬剤経済評価への応用，臨床薬理，41(6)，

281-286，2010 

・ Konno R，Hamase K，Maruyama R，Zaitsu K：Mutant mice and rats lacking D-amino acid oxidase，Chemistry & 

Biodiversity，7，1450-1458，2010 

・ Ikehara Y，Yamanaka M，Yamaguchi T：Recent Advancements in Cytotoxic T Lymphocyte Generation Methods Using 

Carbohydrate-Coated Liposomes，Journal of Biomedicine and Biotechnology，2010，1-8，2010 

 

研究報告 

・ 井関 健，大谷道輝，木平健治，後藤伸之，佐々木忠徳，佐藤 博，澤田康文，中村敏明，政田幹夫，安部好弘， 

池田俊也，岩月 進，松山賢治，柳川忠二：平成21年度学術委員会学術第6小委員会報告 後発医薬品に関する調査

研究，日本病院薬剤師会雑誌，46(8)，1007-1008，2010 

・ 辻 稔：ストレス適応の形成ならびに破綻機構における5-HT7受容体の機能的役割の解明，科学研究費補助金研究成

果報告書，2010 

・ 舟木宏直，小林正樹，加藤英明，吉本寛司，池谷 博：HPLCを用いた全血中クレアチニン測定，日本法医学雑誌，

64(1)，85，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 旭満里子：これからの薬物療法を担う薬剤師の育成－今，何をすべきか？－，第18回臨床薬剤師のための講習会，金

沢市アートホール，石川県金沢市，2010.7.3 

・ 旭満里子：上手な薬剤師とのかかわり方，平成22年度国際医療福祉大学イブニングタイム公開講座，国際医療福祉大

学，栃木県大田原市，2010.10.7 

・ 新藤由梨，浅野 哲，日比野康英 他：2型糖尿病マウスにおける霊芝菌糸体培養培地抽出物（MAK）の肝糖代謝に
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及ぼす影響，第131回日本薬学会，静岡コンベンションセンター他，静岡県静岡市，2011.3.28-31（東日本大震災によ

り学会開催自体は中止，発表は成立） 

・ 池田俊也：大規模データベースを用いて何ができるのか？～医療経済研究への利用可能性と課題～，第4回ヘルスア

ウトカムリサーチ支援事業（CSP-HOR）年会，東京大学弥生講堂，東京都文京区，2010.7.3 

・ 池田俊也：がん治療における医療経済，第11回臨床腫瘍夏期セミナ，東商ホール，東京都千代田区，2010.7.22 

・ Shunya Ikeda：Healthcare Database in Japan，International Society for Pharmacoeconomics and Outcomes Research (ISPOR) 

4th Asia-Pacific Conference，Hilton Phuket，Phuket, Thailand，2010.9.7 

・ 池田俊也：心疾患スクリーニングにおけるBNP検査の経済的意義，第58回日本心臓病学会学術集会，東京国際フォー

ラム，東京都千代田区，2010.9.17 

・ 池田俊也：臨床指標を用いた医療の質評価，日本医療マネジメント学会第9回島根支部会，大社文化プレイス うら

ら館，島根県出雲市，2010.9.25 

・ 池田俊也：医療の質評価と臨床指標，第98回近畿病歴管理セミナー，テクスピア大阪，大阪府泉大津市，2010.11.12 

・ 佐藤拓夫：大田原産の野菜（薬用植物）を原材料とするトクホ食品の創出，第1回大田原市農商工連携ミニフォーラ

ム，いわいや，栃木県大田原市，2010.11.19 

・ 佐藤拓夫：地域ネットワーク活動とクロロゲン酸抽出法，第1回大田原市農商工連携勉強会，大田原市総合文化会館，

栃木県大田原市，2011.3.9 

・ 土屋文人：処方せん記載方式変更への対応に関する諸課題，日本薬学会（医療薬学フォーラム），広島国際会議場，

広島県広島市，2010.7.11 

・土屋文人：内服薬処方せん記載の標準化について，第43回日本薬剤師会学術大会，ホクト文化ホール，長野県長野市，

2010.10.10 

・ 原 明義：狭心症と心筋梗塞のくすり，国際医療福祉大学イブニングタイム公開講座 「くすりと健康」，国際医療

福祉大学，栃木県大田原市，2010.10.14 

・ Hillary Prescott，山田治美（座長）：米国のがん治療における薬剤師の役割とその教育システムについて，「全人的な

がん医療の実践者養成」国際セミナー，自治医科大学，栃木県下野市，2010.9.10 

・ Hillary Prescott，河原昌美，山田治美（座長）：日米のがん治療における薬剤師の役割とその育成について，「全人的

ながん医療の実践者養成」国際セミナー，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.9.11 

・ 徳村忠一：医薬品の製剤製造所におけるGMP教育訓練のポイントと留意点，情報機構，きゅりあん，東京都品川区，

2010.10.8 

・ 徳村忠一：溶解性スクリーニングは創薬に寄与しているか－1995年と今－，日本薬剤学会 経口吸収フォーカスグル

ープ第一回合宿検討会，KKR沼津 はまゆう，静岡県沼津市，2011.2.14-15 

 

学会発表 

・ Miyagawa K，Tsuji M，Takeuchi T，Takeda H：Prenatal stress induces anxiety-like behavior together with structural and 

functional disruption of central serotonin neurons in mice，WorldPharma2010，Bella Center，Copenhagen, Denmark，

2010.7.17-23 

・ Takeda H，Miyagawa K，Takeuchi T，Tsuji M：Increase in hippocampal synaptosomal-associated protein 25 in mice adapted 

to chronic variable stress，WorldPharma2010，Bella Center，Copenhagen, Denmark，2010.7.17-23 

・ Tsuji M，Miyagawa K，Takeuchi T，Takeda H：The 5-HT7 receptor mediates fear conditioning through the amygdaloid 

extracellular signal-regulated kinase signaling in mice，WorldPharma2010，Bella Center，Copenhagen, Denmark， 

2010.7.17-23 
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・ 藤森完爾，宮川和也，齋藤愛穂，辻 稔，武田弘志：胎生期ストレスによるストレス適応形成障害と脳内5-HT神経発

達異常，第40回日本神経精神薬理学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.9.15-17 

・ 竹井由紀，辻 稔，竹内智子，宮川和也，武田弘志：Single-prolonged stress が誘発する恐怖記憶の消去障害と5-HT7

受容体-ERK経路との関連性，第40回日本神経精神薬理学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.9.15-17 

・ 武田弘志（座長）：情動，第40回日本神経精神薬理学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.9.15-17 

・ 武田弘志（座長）：年会長講演 みんなでふくらまそうこころでつなぐ緩和医療，第4回日本緩和医療薬学会年会，

鹿児島市民文化ホール，鹿児島県鹿児島市，2010.9.25-26 

・ 宮川和也，藤森完爾，齋藤愛穂，加藤英明，辻 稔，武田弘志：ヒストン脱アセチル化酵素阻害薬の脳室内投与によ

るストレス抵抗性の形成，第123回日本薬理学会関東部会，自治医科大学地域医療情報研修センター，栃木県下野市，

2010.10.23 

・ 宮川和也，竹内智子，藤森完爾，齋藤愛穂，辻 稔，武田弘志：ストレス抵抗性の形成メカニズムにおけるエピジェ

ネティクス制御，第26回日本ストレス学会，九州大学医学部百年講堂，福岡県福岡市，2010.11.5-6 

・ 辻 稔，竹内智子，藤森完爾，齋藤愛穂，宮川和也，武田弘志：生薬配合内服液活蔘28および活蔘28ROYALの抗疲

労効果に関する行動薬理学的解析，第26回日本ストレス学会，九州大学医学部百年講堂，福岡県福岡市，2010.11.5-6 

・ 宮川和也，辻 稔，藤森完爾，齋藤愛穂，加藤英明，武田弘志：5-HT1A受容体刺激によるストレス抵抗性の獲得とヒ

ストンアセチル化，第84回日本薬理学会年会（震災のため誌上開催） 

・ 中谷善彦，天野 託，宮川和也，加藤英明，辻 稔，武田弘志：グリア細胞増殖に及ぼすコルチコステロンの影響と

その特徴，第84回日本薬理学会年会（震災のため誌上開催） 

・ 竹内智子，辻 稔，竹井由紀，宮川和也，加藤英明，武田弘志：ストレス適応マウスにおける脳内の5-HT7受容体-

ERK経路の役割，第84回日本薬理学会年会（震災のため誌上開催） 

・ 加藤英明，辻 稔，天野 託，武田弘志：慢性ストレス負荷がアルコール依存形成に及ぼす影響，第84回日本薬理学

会年会（震災のため誌上開催） 

・ 加藤芳徳，衛藤祐子，真野泰成，齊藤重光，今成得恵，田島正教，大内かおり，廣澤伊織，山田治美，小瀧 一， 

旭満里子：小児耳鼻科領域における抗菌薬適正使用推進のための調査研究，第54回日本薬学会関東支部大会，東京薬

科大学，東京都八王子市，2010.10.2 

・ 笠井 拓，山田治美，廣澤伊織，真野泰成，田島正教，大内かおり，加藤芳徳，旭満里子，小瀧 一：トリアゾラム

の小腸および肝代謝に及ぼすEFVによるCYP3A誘導の影響，日本薬物動態学会第25回年会，大宮ソニックシティ， 

埼玉県さいたま市，2010.10.7-9 

・ 加藤芳徳，衛藤祐子，真野泰成，齊藤重光，今成得恵，田島正教，大内かおり，廣澤伊織，山田治美，小瀧 一， 

植木 充，生野 登，旭満里子：小児耳鼻科領域における抗菌薬使用調査と急性中耳炎再発に及ぼす関連因子の解析，

日本薬学会第131年会，ツインメッセ静岡，静岡県静岡市，2011.3.28-31（震災の為中止，発表は成立） 

・ 石川真衣，廣澤伊織，崔 吉道，山田治美，旭満里子，小瀧 一，宮本謙一：血漿中クレンブテロール光学異性体の

定量法の確立および静注後の体内動態，日本薬学会第131年会，ツインメッセ静岡，静岡県静岡市，2011.3.28-31（震

災の為中止，発表は成立） 

・ 旭満里子（座長），杉浦宗敏：一般口演 O12-006～010，第20回日本医療薬学会年会，幕張メッセ，千葉県千葉市，

2010.11.13-14 

・ 浅野 哲（座長，評議員会）：毒性病理（呼吸器毒性），第27回日本毒性病理学会総会・学術集会，大阪国際交流セ

ンター，大阪府大阪市，2011.1.27-28 

・ 天野 託，高見 浩，箱守英雄，織田一衛，森川龍一：オランザピン服用患者における糖負荷試験後のインスリン分

泌の増加，第106回日本精神神経学会学術総会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.5.21 
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・ 大出浩子，宮川和也，竹内智子，中谷善彦，横山秀克，天野 託，原 明義：国際医療福祉大学薬学部における血圧

測定の応用実習（第3報）－カフェインの血圧上昇作用－，日本薬学会第131年会，グランシップ・ツインメッセ静岡

他，静岡県静岡市，2011.3.31（震災の為中止，発表は成立） 

・ 清水隆明，池田俊也，長田 恵，高塚志保：特定保健指導によるメタボリックシンドローム改善効果と改善ケースの

患者特性，第83回日本産業衛生学会，フェニックスプラザ福井，福井県福井市，2010.5.26-28 

・ 北里博仁，池田俊也，泉 和生，門脇 孝，野田光彦，佐藤敏彦：診療報酬明細書から見た2型糖尿病患者の糖尿病

合併症と医療費の関係（第3報）冠動脈疾患と脳卒中の急性期を医療費から定義する，第53回日本糖尿病学会年次学

術集会，ホテルグランヴィア岡山，岡山県岡山市，2010.5.27-29 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん診療連携拠点病院等におけるがん地域連携クリティカルパス調査

（第2報），第12回日本医療マネジメント学会学術総会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.11-12 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん診療連携拠点病院等におけるがん診療の連携の課題，第12回日本

医療マネジメント学会学術総会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.11-12 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん地域連携クリティカルパスの理解度と連携実務者に期待する役割，

第12回日本医療マネジメント学会学術総会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.11-12 

・ 平尾智広，池田俊也，小林美亜，兼児敏浩，藤田 茂，長谷川友紀，長谷川敏彦：GTT(Global Trigger Tool)日本版の

開発について，第12回日本医療マネジメント学会学術総会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市， 

2010.6.11-12 

・ 吉田正貴，後藤百万，岡田 弘，曽根淳史，本間之夫，舛森直哉，辻村 晃，山口 脩，村上房夫，池田俊也：夜間

頻尿QOL質問票（N-QOL）日本語版の反応性の検討 前立腺肥大症患者に対するα1遮断薬による治療，第17回日本

排尿機能学会，甲府冨士屋ホテル，山梨県甲府市，2010.9.29-10.1 

・ 吉田正貴，辻村 晃，村上房夫，本間之夫，岡田 弘，後藤百万，曽根淳史，舛森直哉，山口 脩，池田俊也：過活

動膀胱患者の夜間頻尿に対する抗コリン薬の効果についての検討 夜間頻尿QOL質問票（N-QOL）日本語版を用いて

の検討，第17回日本排尿機能学会，甲府冨士屋ホテル，山梨県甲府市，2010.9.29-10.1 

・ Shunya Ikeda，Mia Kobayashi，Misa Sakaguchi：Incidence of adverse events among hospital patients in Japan，The 

International Society for Quality in Health Care (ISQua) 27th International Conference，Marriott Rive Gauche Hotel，Paris, 

France，2010.10.10-13 

・ 寺崎 仁，大道 久，遠矢雅史，安田信彦，池田俊也，小林美亜：わが国の病院における医療安全に係るコストに関

する研究 医療安全管理業務に要する人件費について，第48回日本医療・病院管理学会学術総会，広島国際会議場，

広島県広島市，2010.10.15-16 

・ 須賀万智，池田俊也，五十嵐中，小林美亜，杉森裕樹，種市摂子，田倉智之，平尾智広，和田耕治，佐藤敏彦：水痘

ワクチンの定期接種化の費用対効果，第48回日本医療・病院管理学会学術総会，広島国際会議場，広島県広島市，

2010.10.15-16 

・ 武村真治，曽根智史，池田俊也，福田 敬：がん検診の費用と効果に対する受診率向上の影響，第69回日本公衆衛生

学会総会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29  

・ 須賀万智，池田俊也，佐藤敏彦，杉森裕樹，平尾智広：水痘ワクチンの定期接種化に関する文献的考察，第69回日本

公衆衛生学会総会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29 

・ 平尾智広，池田俊也，兼児敏浩，小林美亜，鈴江 毅，藤田 茂，長谷川友紀：Global Trigger Tool（トリガーツー

ル）日本版について，医療の質・安全学会第5回学術集会，幕張メッセ，千葉県千葉市，2010.11.27-28 

・ Hamase K，Miyoshi Y，Ueno K，Masuyama K，Konno R，Okamura T，Mita M，Lindner W：Simultaneous enatiomer 

separations of all proteinogenic amino acids using a fully automated 2D-HPLC system and the study on accumulation of D-form 
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in the D-amino-acid oxidase deficient animals，22nd International Symposium on Chirality，札幌コンベンションセンター，

北海道札幌市，2010.7.13 

・ 三次百合香，上野恭子，韓 海，益山 慶，金野柳一，東條洋介，浜瀬健司：神経活性アミノ酸光学異性体の二次元

HPLC一斉分析法開発とマウス脳内含有解析，日本分析化学会第59年会，東北大学川内北キャンパス，宮城県仙台市，

2010.9.15 

・ 三次百合香，上野恭子，平野潤三，東條洋介，金野柳一，笹部潤平，相磯貞和，三田真史，浜瀬健司：セリンラセマ

ーゼ及びD－アミノ酸酸化酵素二重欠損マウスにおける遊離D-Ser及びD-Alaの同時分析，第6回D－アミノ酸研究会学

術講演会，富山国際会議場，富山県富山市，2010.9.17 

・ 笹部潤平，鈴木将貴，浜瀬健司，金野柳一，相磯貞和：脊髄運動神経におけるD－セリン調節とD－アミノ酸オキシ

ダーゼの役割，第6回D－アミノ酸研究会学術講演会，富山国際会議場，富山県富山市，2010.9.17 

・ 金野柳一（座長）：第6回D－アミノ酸研究会学術講演会，富山国際会議場，富山県富山市，2010.9.17 

・ 佐藤拓夫：在校生と卒業生を巻き込んだ就職支援ネットワークの構築と展開，平成22年度大学教育改革プログラム合

同フォーラム，秋葉原コンベンションホール，東京都千代田区，2011.1.25 

・ 佐藤拓夫：本邦におけるアジア臨床試験の現状について，日本薬学会第131年会，ツインメッセ静岡，静岡県静岡市，

2011.3.30（震災の為中止，発表は成立） 

・ 川久保篤，今野慶一，片山奈穂，Somjai K，石丸直樹，角南明彦：抗不整脈薬結合部位の同定と機能の決定－心筋Na

チャネル膜貫通領域（ドメインI/III，S6）アミノ酸（N406，L1462）の役割－，日本薬学会第131年会，ツインメッセ

静岡，静岡県静岡市，2011.3.30（震災の為中止，発表は成立） 

・ 土屋文人，泉谷 聡 他：ヒューマンエラーを防止するための薬剤の表示方法の検討，日本人間工学会，北海道大学，

北海道札幌市，2010.6.19 

・ Fumito Tsuchiya（座長）：How to prevent medication errors，International Conference of Applied Human Factors and 

Ergonomics 2010，Miami，FL/Miami，2010.7.19 

・ 土屋文人（座長）：処方せん記載方法変更への対応状況と課題，日本医療情報学会，アクトシティ浜松，静岡県浜松

市，2010.11.21 

・ 浅野誠斗，毛利  愛，木村彩乃，芦川貴広，五十嵐絢香，原 明義：マウス心臓ホモジネートを用いたスタチン系薬

の抗酸化作用の評価，日本薬学会第131年会，2011.3.30（震災により誌上開催） 

・ 今堀由賀里，田島正教，岡庭 健洋，猿田かな子，五十嵐信智，落合 和，山田治美，杉山 清：High dietary fat 

feeding during pregnant development of mice alters cytochrome P450 of progeny，第33回日本分子生物学会年会，第83回

日本生化学会大会 合同大会，神戸ポートアイランド，兵庫県神戸市，2010.12.7-10 

・ 辻 稔（座長）：第12回応用薬理シンポジウム，崎陽軒本店，神奈川県横浜市，2010.9.18-19 

・ 辻 稔（座長）：第4回日本緩和医療薬学会年会，鹿児島市民文化ホール，鹿児島県鹿児島市，2010.9.25-26 

・ 辻 稔（座長）：第123回日本薬理学会関東部会，自治医科大学地域医療情報研修センター，栃木県下野市，

2010.10.23 

・ 徳村忠一，久保寺舞，町田良治：ラットにおける経口投与後のメトロニダゾールとアモキシシリンの胃内薬物量推移，

日本薬学会第131年会，静岡県立大学，グランシップ，ツインメッセ静岡，静岡県静岡市，2011.3.29（震災の為中止，

発表は成立） 

・ 横山秀克 他：リコピンを経口投与したラットの腎臓における還元能のin vivo ESR法による評価，第63回日本酸化ス

トレス学会，横浜薬科大学，神奈川県横浜市，2010.6.24 

・ 横山秀克：周波数可変250MHz共振器によるESR計測，第38回日本磁気共鳴医学会大会，つくば国際会議場，茨城県

つくば市，2010.9.30 
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・ 横山秀克：250MHz水晶発振器を用いたESR計測，第49回電子スピンサイエンス学会年会，名古屋大学，愛知県名古

屋市，2010.11.11 

・ 横山秀克（座長）：一般講演2B01-04，第49回電子スピンサイエンス学会，名古屋大学，愛知県名古屋市，2010.11.12 

・ 舟木宏直，小林正樹，加藤英明，吉本寛司，池谷 博：HPLCを用いた全血中クレアチニン測定，第94次日本法医学

会学術全国集会，東京（タワーホール船堀），東京都江戸川区，2010.6.23-25 

・ 今堀由賀里，田島正教，岡庭健洋，猿田かな子，五十嵐信智，落合 和，山田治美，杉山 清：妊娠中の高脂肪食摂

取が仔のCytochrome P450の発現に影響を及ぼす，第83回日本生化学会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.12.9 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 武田弘志（代表）：ストレス抵抗性形成機構におけるエピジェネティックな遺伝子発現制御の解明，平成22年度文部

科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，22590086，採択 

・ 天野 託：オピオイドの新規標的分子・視床細胞のナトリウムチャネルを介する鎮痛制御機構の解明，平成22年度科

学研究費補助金交付，基盤研究(C)，22600014，採択 

・ 天野 託：オピオイドの新規標的分子・視床ニューロンNa+チャネルを介する鎮痛作用機序の解明，医科学応用研究

財団研究助成金，採択 

・ 曽根智史（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：がん対策の医療経済的評価に関する研究，厚生労働科学研究費

補助金 がん臨床研究事業，継続 

・ 廣田良夫（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：平成22年度厚生労働科学研究インフルエンザ及び近年流行が問

題となっている呼吸器感染症の分析疫学研究，厚生労働科学研究費補助金 新型インフルエンザ等新興・再興感染症

研究事業，継続 

・ 渋谷健司（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：危険因子介入と疾病負担予防に関する包括的評価，科学研究費

補助金 基盤研究(B)，採択 

・ 松田晋哉（研究代表者），池田俊也（研究分担者）：包括払い方式が医療経済及び医療提供体制に及ぼす影響に関す

る研究，厚生労働科学研究費補助金政策科学総合研究事業，継続 

・ 池田俊也（研究代表者）：医療技術評価（Health Technology Assessment, HTA）の政策立案への活用可能性と課題に関

する研究，公益財団法人医療科学研究所 自主研究，継続 

・ 佐藤拓夫（取組責任者）：在校生と卒業生を巻き込んだ就職支援ネットワークの構築と展開，文部科学省平成21年度

「大学教育・学生支援推進事業」学生支援推進プログラム，文部科学省，21文科高第12号，継続 

・ 土屋文人（研究代表者）：医療事故防止に向けた薬剤師の取り組みと医療上の評価に関する研究，厚生労働省科学研

究費補助金，採択 

・ 土屋文人（分担研究者）：薬務関連に関わる情報管理及び提供方法の実施方策の調査・検討，厚生労働省科学研究費

補助金，採択 

・ 土屋文人（分担研究者）：薬剤部門における事故情報の利活用，厚生労働省科学研究費補助金，採択 

・ 山田治美：白金系抗がん剤の神経障害の発症メカニズムに関する動態学的アプローチおよび副作用回避に関する研究，

国際医療福祉大学薬学部 先端漢方医薬学教育研究センター研究費，採択 

・ 辻 稔（分担）：ストレス抵抗性形成機構におけるエピジェネティックな遺伝子発現制御の解明，平成22年度科学研

究費補助金，基盤研究(C)，22590086，採択 

・ 辻 稔（代表）：ストレス適応研究を基盤とした神経精神科領域で用いる漢方薬の薬理学的特徴の解明，平成22年度

国際医療福祉大学 薬学部先端漢方医薬学教育研究センター研究費，採択 

・ 横山秀克：野菜摂取による腎疾患抑制のメカニズムの解明・腎疾患抑制作用を有する野菜素材の検索，共同研究（カ
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ゴメ株式会社）採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 武田弘志：日本薬理学会（財務委員，学術評議員），日本神経精神薬理学会（理事，財務委員長，編集委員，評議

員），日本ストレス学会（理事，基本問題検討委員，学術賞選考委員，評議員），日本緩和医療薬学会（会長，理事，

財務委員長，評議員），日本病態生理学会（評議員），日本神経化学会（評議員），Current Pharmacology（編集委

員） 

・ 旭満里子：医療薬学会（認定薬剤師，指導薬剤師）（代議員，学会奨励賞・学術貢献賞選考委員会委員），医薬品情

報学会（幹事），日本緩和医療薬学会，日本薬剤疫学会，日本薬学会薬学教育協議会（薬学共用センターOSCE実施

委員会委員），日本病院薬剤師会（生涯履修認定実務実習指導薬剤師） 

・ 尾能満智子：日本薬学会，有機合成化学協会，日本女性科学者の会 

・ 浅野 哲：日本毒性病理学会（JSTP認定毒性病理専門家，評議員） 

・ 天野 託：日本薬理学会（評議員，学術評議員），日本アルコール・薬物医学会（評議員，編集委員），日本神経精

神薬理学会（評議員），日本神経精神学会（指導医，認定医，専門医） 

・ 池田俊也：International Society for Pharmacoeconomics and Outcomes Research (ISPOR)（日本部会会長），日本医療・病

院管理学会（理事，学会誌編集委員長），日本薬剤疫学会（評議員，学会誌副編集委員長），日本医療マネジメント

学会（評議員，査読委員，用語検討委員会委員），日本クリニカルパス学会（評議員），日本ジェネリック医薬品学

会（評議員，編集委員），医療の質・安全学会（評議員），日本公衆衛生学会（査読委員），日本糖尿病学会，日本

耳鼻咽喉科学会 

・ 小瀧 一：日本薬学会，日本医療薬学会（評議員），日本薬物動態学会 

・ 金野柳一：D－アミノ酸研究会（監事），日本生化学会，日本分子生物学会，日本遺伝学会，無菌生物ノートバイオ

ロジー学会 

・ 佐藤拓夫：日本薬理学会（学術評議員，代議員） 

・ 白石昌彦：日本薬学会，日本分子生物学会，日本生化学会，日本癌学会 

・ 角南明彦：日本薬理学会（学術評議員），日本生理学会（評議員），日本薬学会，Biophysical Society (US)， Society 

of General Physiologists (US)，The Physiological Society (UK)  

・ 土屋文人：日本人間工学会（人間工学専門家）（評議員），日本医療情報学会（医療情報技師育成指導者）（理事） 

・ 原 明義：日本薬理学会（学術評議員），日本臨床薬理学会，日本薬学会，日本循環薬理学会 

・ 山田治美：日本薬学会，日本薬物動態学会，日本医療薬学会，日本緩和医療薬学会 

・ 吉川博治：日本生物工学会 

・ 渡邊敏子：日本薬学会（関東支部幹事），日本化学会 

・ 辻 稔：日本薬理学会（学術評議員，代議員），日本神経精神薬理学会（学術評議員），日本ストレス学会（学術評

議員，編集委員会委員），日本緩和医療薬学会（学術評議員，編集委員会副委員長，企画教育委員会委員，優秀論文

賞選考委員長），神経行動薬理若手研究者の集い（世話人），日本薬学会 

・ 徳村忠一：日本薬学会（代議員），日本薬剤学会，シクロデキストリン学会 

・ 横山秀克：日本磁気共鳴医学会（代議員），日本酸化ストレス学会（評議員），電子スピンサイエンス学会，医学物

理学会 

・ 加藤英明：日本薬理学会，日本精神神経薬理学会，日本薬学会，日本法医学会，日本緩和医療薬学会，日本アルコー

ル・薬物医学会，アルコール医学生物学研究会，日本鎮痛薬・オピオイド研究会 

・ 清水貴壽：日本薬学会，日本生化学会，日本癌学会 
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・ 真野泰成：日本医療薬学会（認定薬剤師），日本病院薬剤師会（生涯履修認定，実務実習指導薬剤師），日本薬学会，

日本医薬品情報学会，日本緩和医療薬学会，日本薬剤疫学会 

・ 井尻聡一郎：日本薬学会，日本分析化学会 

・ 大内かおり：日本薬学会，日本医療薬学会，日本病院薬剤師会，日本静脈経腸栄養学会 

・ 髙石雅樹：日本薬学会，日本トキシコロジー学会 

・ 竹内智子：日本薬理学会，日本ストレス学会，日本神経精神薬理学会，日本緩和医療薬学会，日本薬学会 

・ 廣澤伊織：日本医療薬学会，日本薬学会，日本緩和医療薬学会 

・ 宗像達夫：日本薬学会 

・ 山中将敬：日本生化学会，日本薬学会，日本糖質学会 

・ 田島正教：日本医療薬学会，日本薬物動態学会 

・ 大出浩子：日本薬学会 

 

 

 

福岡リハビリテーション学部（理学療法学科） 
 
著書 

・ 金子秀雄：運動療法学テキスト，リラクセーションテクニック，37-46，南江堂，2010 

 

原著論文 

・ 金子秀雄，永井良治，吉住浩平：最大吸気圧測定の反復に伴う呼吸筋活動の変化，理学療法科学，25，487-492，2010 

・ Kaneko H，Otsuka M，Kawashima Y：The effect of upper chest wall restriction on diaphragmatic function，Journal of 

Physical Therapy Science，22，375-380，2010 

・ 松田憲亮，吉住浩平，永井良治，金子秀雄，梅津重治，井上明生：荷重量増加に伴う中臀筋活動の周波数領域の検討，

Hip Joint，36(Suppl.)，118-120，2010 

・ 吉住浩平，松田憲亮，永井良治，金子秀雄，梅津重治，井上明生：歩行開始動作における股関節外転筋群の筋活動の

時間的特性，Hip Joint，36(Suppl.)，54-56，2010 

・ Suzuki K，Takigawa W，Tanigawa K et al.：Detection of Mycobacterium leprae DNA from Archaeological Skeletal Remains 

in Japan Using Whole Genome Amplification and Polymerase Chain Reaction，PLoS one (E-Journal)，5(8)，1-8 (e12422)，

2010 

・ 川﨑東太：肢位の違いが下肢皮膚灌流圧に与える影響，日本下肢救済・足病学会誌，2(1)，53-58，2010 

 

研究報告 

・ 瀧川 渉：第六～九次調査における矢本横穴墓群出土の人骨，矢本横穴墓群Ⅱ（宮城県東松島市教育委員会）， 

239-261，2010 

・ 瀧川 渉：利府町硯沢窯跡出土の火葬骨について，硯沢窯跡（宮城県利府町教育委員会），2011 

・ 堤よりこ，白石伸也，梅津重治，堤 聖，百瀬あずさ，永井良治，吉住浩平，井上明生：Chiari+大腿骨外反骨切り術

後の免荷（安静）時期リハビリテーションの提案，Hip Joint，36(Suppl.)，186-188，2010 
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講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 瀧川 渉（講演，オーガナイザー），川久保善智：古人骨から見た東北古代人，第64回日本人類学会大会骨考古学分

科会シンポジウム 骨考古学から見た古代蝦夷・隼人，だて歴史の杜カルチャーセンター，北海道伊達市，2010.10.2 

・ 米田 穣，瀧川 渉，竹中正巳，向井人史：同位体でみた古墳時代から古代の食生態とその地域性，第64回日本人類

学会大会骨考古学分科会シンポジウム 骨考古学から見た古代蝦夷・隼人，だて歴史の杜カルチャーセンター，北海

道伊達市，2010.10.2 

・ 永井良治：PNFの原理，骨盤帯パタ－ン，NPO法人日本PNF協会第5期定期勉強会福岡会場第1回，国際医療福祉大学 

大川キャンパス，福岡県大川市，2010.7.25 

・ 永井良治：PNF Gait &Mats，NPO法人日本PNF協会第5期定期勉強会福岡会場第3回，柳川リハビリテ－ション病院，

福岡県柳川市，2011.1.23 

 

学会発表 

・ 金子秀雄，大野正也，金子由佳，諸富誠一，永井良治，吉住浩平，松田憲亮：腹部呼吸介助が呼吸機能と横隔膜機能

に及ぼす効果，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場・都岐阜ホテル，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 金子秀雄（座長）：理学療法基礎系25，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場・都岐阜ホテル，岐阜県岐

阜市，2010.5.27-29 

・ 吉住浩平，松田憲亮，永井良治，金子秀雄：歩行開始時における立脚側骨盤側方安定化メカニズムについて，第45回

日本理学療法学術大会，長良川国際会議場・都岐阜ホテル，岐阜県岐阜市，2010.5.27-29 

・ 金子秀雄，堀江 淳：若年健常者における胸腹部の呼吸運動，第20回日本呼吸ケア・リハビリテーション学術集会，

長崎ブリックホール，長崎県長崎市，2010.10.1-2 

・ 金子秀雄（座長）：検査・測定③，第32回九州理学療法士・作業療法士合同学会，沖縄コンベンションセンター，沖

縄県宜野湾市，2010.11.27-28 

・ 野中 賢，山下義己，金子秀雄：膝屈曲制限がシャトルウォーキングテストに与える影響 総歩行距離と酸素摂取量

に着目して，第32回九州理学療法士・作業療法士合同学会，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，

2010.11.27-28 

・ 野中 繁，川波真紀子，金子秀雄：寝返り動作と肩甲骨可動性との関連，第32回九州理学療法士・作業療法士合同学

会，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，2010.11.27-28 

・ 大堀洋平，今泉拓也，小城真貴子，金子秀雄，黒田 良：ヒールパッドが骨盤移動と傾斜に及ぼす影響，第32回九州

理学療法士・作業療法士合同学会，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，2010.11.27-28 

・ 鈴木幸一，谷川和也，瀧川 渉 他：遺跡で発掘されたハンセン病疑い人骨からのらい菌DNAの証明，第83回日本ハ

ンセン病学会総会・学術大会，かごしま県民交流センター，鹿児島県鹿児島市，2010.5.28 

・ 伊達元成，瀧川 渉，小杉 康：海洋リザーバー効果を考慮した北海道小幌洞窟・岩陰遺跡出土人骨の年代学的検討，

第64回日本人類学会大会，だて歴史の杜カルチャーセンター，北海道伊達市，2010.10.2 

・ 德江 武：機能言語学と視覚情報を用いて，理学療法テクストの理解を助ける指導，第16回English for specific 

purposes研究会，長崎県立大学，長崎県長崎市，2011.3.14 

・ 青木雄介，矢倉千昭，岡崎倫江，中原雅美：通所リハビリテーションを利用する軽度要介護認定者における主観的健

康感の関連因子，第50回近畿理学療法学術大会，和歌山県民文化会館，和歌山県和歌山市，2010.11.21 

・ 中原雅美，矢倉千昭，丹羽 敦：特定高齢者に対する運動器機能向上事業の取り組み，第32回九州理学療法士・作業

療法士合同学会，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，2010.11.27-28 

・ 下田武良，岡真一郎，山下夕佳里，江口日登見，中原雅美，甲斐 悟，田原弘幸：高齢者における二重課題条件下で
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の歩行と注意機能の関係，第32回九州理学療法士・作業療法士合同学会，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野

湾市，2010.11.27-28 

・ 吉住浩平，中原雅美，柗田憲亮，久保下亮，川﨑東太，岡真一郎，下田武良，田原弘幸：評価実習を前にした実習対

策セミナーの試み，第32回九州理学療法士・作業療法士合同学会，沖縄コンベンションセンター，沖縄県宜野湾市，

2010.11.27-28 

・ 貞清秀成，永井良治，石坂正大，下井俊典，丸山仁司：重量物挙上動作の速度と重量情報の有無が脊柱起立筋に与え

る影響について，第51回理学療法科学学会学術大会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2010.11.6 

・ 川﨑東太：肢位の違いが下肢皮膚灌流圧に与える影響～健常人とCLI患者のSPPを用いた検討～，第2回日本下肢救

済・足病学会，六本木アカデミーヒルズ40＆49，東京都港区，2010.4.24 

・ 川﨑東太：健常成人における肢位の違いが安静時の下肢皮膚灌流圧に与える影響，第45回日本理学療法学術大会，岐

阜メモリアルセンター，岐阜県岐阜市，2010.5.28 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 金子秀雄：呼吸運動評価スケールの開発と応用，科学研究費補助金，基盤研究(C)，20433617，採択 

・ 瀧川 渉（代表）：筋骨格ストレスマーカーから探る縄文時代人の生活史，平成22年度文部科学省科学研究費補助金，

若手B，22700847，採択 

・ 瀧川 渉（代表）：先史から古代にかけての人間の身体的特徴および健康状態の時代変化に関する基礎的研究－生物

考古学の手法による定点観測的検討－，財団法人三菱財団平成22年度助成金，人文科学，採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 藤城直二：日本生理学会（評議員），日本動物学会 

・ 金子秀雄：理学療法科学学会，日本義肢装具学会，日本靴医学会，日本呼吸ケア・リハビリテーション学会，3学会

合同呼吸療法認定士認定委員会（3学会合同呼吸療法認定士） 

・ 瀧川 渉：日本人類学会（評議員） 

・ 德江 武：英語授業研究学会，九州英語教育学会，全国英語教育学会，全国語学教育学会，大学英語教育学会，東北

英語教育学会，日本医学英語教育学会，日本機能言語学会，日本教育カウンセラー協会（初級教育カウンセラー） 

・ 永井良治：日本理学療法士協会（専門理学療法士（運動器）） 

・ 安本誠一：日本物理学会，情報処理学会，日本天文学会 

・ 久保下亮：日本理学療法士協会，整形外科リハビリテーション学会 

・ 川﨑東太：日本理学療法士協会，日本下肢救済・足病学会，日本フットケア学会，日本褥瘡学会，日本物理療法学会 

 

 

 

福岡リハビリテーション学部（作業療法学科） 
 
著書 

・ 日田勝子（分担執筆）：人間発達学，学童期の発達，61-76，メディカルプレス，2010 

 

原著論文 

・ Piao H，Minohara M，Kawamura N，Li W，Mizunoe Y，Umehara F，Goto Y 他7名：Induction of paranodal myelin 
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detachment and sodium channel loss in vivo by Campylobacter jejuni DNA-binding protein from starved cells (C-Dps) in 

myelinated nerve fibers，J Neurol Sci，288(1-2)，54-62，2010 

・ Bekku Y，Vargova L，Goto Y 他8名：Bral 1 - its role in diffusion barrier formation and conduction velocity in the CNS，J 

Neurosci，30(8)，3113-3123，2010 

・ Goto Y 他2名：Innovation for Visual Stimuli: From the Retina to Primary Visual Cortex，IEEE，2010，142-146，2010 

・ 吉田 健，後藤純信，中山広宣，森田喜一郎：探索眼球運動を指標とした脳血管障害者の視覚情報処理機能，臨床神

経生理学，38(6)，371-378，2010 

・ 後藤和彦，杉 剛直，後藤純信，山崎貴男，飛松省三，中村政俊：正弦波パターンと矩形波パターンの2種類の刺激

パターンによる視覚誘発電位の定量解析，臨床神経生理学，39(1)，10-17，2010 

・ Yamasaki T，Fujita T，Ogata K，Goto Y 他3名：Electrophysiological evidence for selective impairment of optic flow 

perception in autism spectrum disorder，Res Autism Spectrum Disorders，5(1)，400-407，2011 

・ Kirimoto H，Ogata K，Onishi H，Oyama M，Goto Y，Tobimatsu S：Transcranial direct current stimulation over the motor 

association cortex induces plastic changes in the ipsilateral primary motor and somatosensory cortices，Clin Neurophysiol，

112(4)，777-783，2011 

・ Mistudo T，Kamio Y，Goto Y，Nakashima T，Tobimatsu S：Neural responses in the occipital cortex to unrecognizable faces，

Clin Neurophysiol，112(4)，708-718，2011 

・ Onouchi Y，Ozaki K，Buns JC，Shimizu C，Hamada H，Honda T，Terai M，Honda A，Takeuchi T，Shibuta S，Suenaga 

T，Suzuki H，Higashi K，Yasukawa K，Suzuki Y，Sasago K，Kemmotsu Y，Takatsuki S，Saji T，Yoshikawa T，Nagai T，

Hamamoto K，Kishi F，Ouchi K，Sato Y，Newburger JW，Baker AL，Shulman ST，Rowley AH，Yashiro M，Nakamura 

Y，Wakui K，Fukushima Y，Fujino A，Tsunoda T，Kawasaki T，Hata A，Nakamura Y，Tanaka T：Common variants in 

CASP3 confer susceptibility to Kawasaki disease，Human Molecular Genetics，19，2898-2906，2010 

 

総説 

・ 後藤純信，吉田 健，山崎貴男，中山広宣：半側空間失認の病態生理，認知神経科学，12(2)，101，2011 

・ 石橋英恵，富岡詔子：時流 第29回作業療法士連盟代表者会議の報告，作業療法，29(5)，562-567，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ Yamasaki T，Goto Y 他2名：Visual Agnosia and Cerebral Akinetopsia，NeuroTalk-2010，Singapore EXPO，Singapore，

2010.6.17 

・ Goto Y：Innovation for Visual Stimuli: From the Retina to Primary Visual Cortex（シンポジウム），2010 IEEE/CME 

International Conference on Complex Medical Engineering，University of Southern Queensland，Gold Coast, Australia，

2010.7.15 

・ 後藤純信：半側空間無視の病態生理（シンポジウム），第15回認知神経科学会，松江テルサ，島根県松江市，

2010.7.17 

・ 後藤純信：モデル動物の視機能評価－黎明期の経験から（シンポジウム），第58回臨床視覚電気生理学会，いわて県

民情報交流センター，岩手県盛岡市，2010.10.8 

・ 後藤純信：VEP（視覚誘発電位）（レクチャーマラソン），第40回日本臨床神経生理学会学術大会，神戸国際会議場，

兵庫県神戸市，2010.11.1 

・ 後藤純信：脳を語ろう，アカデミックカフェ（福岡県大学連盟），イムズ12階 Xiang Garden，福岡県福岡市，

2010.11.25 
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・ 後藤純信：脳機能へのアプローチ－半側空間失認を中心に－，平成22年度池友会系リハビリテーション研修センター

講習会，和白病院大会議室，福岡県福岡市，2011.2.10 

・ 後藤純信：「健康教室」脳卒中，平成22年度第3回川口校区高齢者学級，川口コミュニティ・センター，福岡県大川

市，2011.2.23 

・ 新川寿子：アジアの作業療法の発展（中華人民共和国の場合），第44回日本作業療法学会 ワークショップ，仙台国

際センター，宮城県仙台市，2010.6.11 

・ 日田勝子：障害児保育教育充実研修会ステップアップ研修，熊本市障害保健福祉課，熊本市発達支援センター，熊本

県熊本市，(2009.10.16-17) 

・ 日田勝子：発達障害をもつ子ども達の支援～感覚運動特性がもたらす行動面・学習面・対人面の理解と対応から， 

第9回福岡県LD等研究会，国際医療福祉大学 大川キャンパス，福岡県大川市，2010.8.5 

・ 日田勝子：感覚統合と特別支援教育，熊本市教育センター，熊本市教育センター，熊本県熊本市，2010.8.18 

・ 日田勝子：特別支援教育士養成セミナー 感覚・運動面の指導，全国LD学会特別支援教育士認定協会，つくば国際会

議場，茨城県つくば市，2010.8.28 

・ 日田勝子：こどもの発達と感覚統合，日本感覚統合学会主催 第8回感覚統合研究大会，北海道札幌市かでる21，北

海道札幌市，2010.10.31 

・ 日田勝子：特別支援教育における作業療法の可能性，第46回作業療法全国研修会 高知県立ふくし交流プラザ，高知

県高知市，2010.11.6 

・ 日田勝子：障害児支援実技研修「感覚統合」，熊本県発達支援センター，熊本県自閉症・発達障害支援センター，熊

本県菊池郡大津町，2010.11.28 

・ 日田勝子：特別支援教育における作業療法の可能性，日本作業法士協会主催 第47回作業療法全国研修会 つくば会

場，つくば国際会議場，茨城県つくば市，2011.2.5 

・ 日田勝子：専門研修 特別支援教育研修会～感覚統合基礎と実践～，日本作業療法士協会，大阪医療専門学校，大阪

府大阪市，2011.2.6 

・ 日田勝子：こどもの発達を促す遊び～個の能力と遊び活動の適用～，鹿児島県作業療法士会，神村学園医療福祉専門

学校，鹿児島県鹿児島市，2011.2.20 

 

学会発表 

・ 後藤純信（座長）：シンポジウム，第15回認知神経科学会学術集会，松江テルサ，島根県松江市，2010.7.17 

・ 後藤純信（座長）：一般演題，第22回臨床神経生理研究会，長崎大学良順会館，長崎県長崎市，2010.8.22 

・ Goto Y 他3名：Utility of exploratory eye movements in patients with neurological and psychiatric diseases，29th International 

Congress of Clinical Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.29 

・ Goto K，Sugi T，Goto Y 他3名：Quantitative analysis of VEP on difference between sinusoidal pattern and rectangular 

pattern，29th International Congress of Clinical Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.29 

・ Yamasaki T，Fujita T，Ogata K，Goto Y 他3名：Neural basis of familiar voice recognition in preschool children: A near-

infrared spectroscopic study，29th International Congress of Clinical Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際会議場，兵庫県

神戸市，2010.10.29 

・ Yamasaki T，Goto Y 他：Aging of the parallel visual pathways in humans，29th International Congress of Clinical 

Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.29 

・ Mitsudo T，Kamio Y，Goto Y 他2名：Face-sensitive neural responses in the occipital cortex without visual awareness，29th 

International Congress of Clinical Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.29 
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・ Kirimoto H，Ogata K，Onishi H，Oyama M，Tamaki H，Goto Y 他1名：Transcranial direct current stimulation over the 

motor association cortex induces plastic changes in the ipsilateral sensory-motor cortices，29th International Congress of Clinical 

Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.30 

・ Takeichi H，Mitsudo T，Nakajima Y，Remijn GB，Goto Y 他1名：Electrophysiological Correlate of Auditory Temporal 

Assimilation between Two Neighboring Time Intervals: A Principal Component Analysis，29th International Congress of 

Clinical Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.30 

・ 後藤純信（座長）：レクチャーマラソン 脳波関連「頭蓋内脳波の臨床」，第40回日本臨床神経生理学会学術大会，

神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.11.1 

・ Mizuno K，Okamoto T，Ikeda T，Goto Y：Changes in visual evoked magnetic fields during mental arithmetic task，29th 

International Congress of Clinical Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.11.1 

・ Yoshida T，Nakayama H，Goto Y：Visual information processing in patients with unilateral spatial neglect (USN): A study of 

the evaluating an exploratory eye movement，29th International Congress of Clinical Neurophysiology (ICCN2010)，神戸国際

会議場，兵庫県神戸市，2010.11.1 

・ 池田拓郎，水野健太郎，後藤純信：高頻度反復刺激を用いた視覚誘発脳磁場反応の電流源推定，第40回日本臨床神経

生理学会学術大会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.11.2 

・ 深澤隆治，阿部正憲，渡邊 誠，薗部友良，濵岡建城，濱本邦洋，上砂光裕，勝部康弘，小川俊一：Data Mining法に

よる川崎病の遺伝子多型解析，第30回川崎病学会学術集会，京都国際会議場，京都府京都市，2010.10.10-11 

・ 尾内善広，寺井 勝，鈴木啓之，佐地 勉，安川久美，濱本邦洋，中村好一，羽田 明：川崎病罹患感受性と相関す

るCASP3遺伝子多型の同定，第30回川崎病学会学術集会，京都国際会議場，京都府京都市，2010.10.10-11 

・ 石橋英恵（座長）：アジアの作業療法の発展～社会的な観点からの比較，第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，

宮城県仙台市，2010.6.11 

・ Hisako Shinkawa，Nobuhiro Nara，Motoko Sugihara：Cooperation for the improvement of rehabilitation services in Mainland 

China，15th WORLD CONGRESS OF THE WORLD FEDERATION OF OCUPATIONAL THERAPISTS，Santiago 

Convention and Exhibition Center Chile，Santiago, Chile，2010.5.7 

・ Toshihiro Kato，Katsuko Hida，Ryoichiro Iwanaga，Atsushi Ota：Development of the Japanese Playful Assessment of 

Neuropsychological Abilities: Correlations between test scores and age in eye-hand coordination and visual perception tests, and 

praxis tests，WFOT 15th International of the world Federation of occupational Therapists，Santiago, Chile，2010.5.5 

・ Ryoichiro Iwanaga，Atsushi Ota，Toshihiro Kato，Katsuko Hida：Development of the Japanese Playful Assessment of 

Neuropsychological Abilities: Correlations between test scores and age in equilibrium tests, antigravity posture tests and of 

somato-sensory tests，WFOT 15th International of the world Federation of occupational Therapists，Santiago, Chile，2010.5.5 

・ 長谷麻由：深呼吸によるストレス緩和効果，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，

2010.5.29 

・ 長谷麻由：左利きと右利きにおける書字動作の比較，第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，

2010.6.12 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 後藤純信：半側空間無視に対する経頭蓋直流電流刺激を用いた長期的リハビリテーション法の確立，文部科学省科学

研究費補助金，基盤C（一般（代表）），22500474，新規 
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所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 後藤純信：日本脳神経外科学会（専門医）（評議員），認知神経科学会（評議員），日本臨床神経生理学会（認定医

（脳波分野，筋電図・神経伝導分野）） 

・ 濱本邦洋：日本小児科学会（専門医）（代議員），日本小児循環器学会（専門医）（評議員），日本循環器学会， 

日本未熟児新生児学会 

・ 新川寿子：日本感覚統合学会，日本作業行動研究会，日本レクリエーション協会 

・ 日田勝子：日本LD学会（特別支援教育認定協会認定，特別支援教育士スーパーバイザー（S.E.N.S-S.V）），日本感

覚統合学会（学会認定講師，感覚統合認定セラピスト）（副会長，常任理事），認知神経科学会，日本作業療法教育

研究会，全国地域作業療法研究会 

・ 長谷麻由：日本作業行動研究会，日本作業科学研究会 

 

 

 

福岡リハビリテーション学部（言語聴覚学科） 
 
著書 

・ 深浦順一（分担執筆）：言語聴覚士テキスト 第2版，言語聴覚障害学総論，241-248，医歯薬出版株式会社，2011 

・ 爲数哲司（分担執筆）：よくわかる歯科医学口腔ケア，摂食・嚥下障害の基礎知識，114-117，医学情報社，2011 

 

原著論文 

・ 爲数哲司，庄司紘史，新福尚隆，松尾 充：アルツハイマー病患者の言語理解の特徴について，老年精神医学雑誌，

21(10)，1121-1127，2010 

 

総説 

・ 深浦順一：音声治療の実際，日本医師会雑誌，139(4)，835-838，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 深浦順一：協会の活動と今後の課題，熊本県言語聴覚士会総会，アークホテル熊本，熊本県熊本市，2010.5.30 

・ 深浦順一：新生児聴覚スクリーニングの果たす役割，九州難聴言語障害教育研究会，武雄市文化会館，佐賀県武雄市，

2010.8.6 

・ 深浦順一：言語聴覚療法部門の課題と展望，第33回総合リハビリテーション研究大会，東京大学安田講堂，東京都文

京区，2010.9.4 

・ 深浦順一：協会活動と今後の課題，言語聴覚士九州地区合同学術集会，佐賀アバンセ，佐賀県佐賀市，2010.10.9 

・ 深浦順一：発見の遅れた難聴児から言えること，佐賀県新生児聴覚スクリーニング研究会，佐賀大学医学部，佐賀県

佐賀市，2011.3.18 

・ 安立多惠子：言語聴覚障害の基礎知識，筑後地区難聴・言語聴覚障害等教育連絡協議会研修会，久留米市立金丸小学

校，福岡県久留米市，2010.7.5 

・ 安立多惠子：口腔形態の変化と機能の発達，筑後地区難聴・言語聴覚障害等教育連絡協議会研修会，筑後市立古川小

学校，福岡県筑後市，2011.1.17 
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学会発表 

・ 安立多惠子，深浦順一，福井恵子：比喩文と皮肉文の読解時間に差が生じた対人関係に問題のある児童例，第11回日

本言語聴覚学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.27 

・ 森本邦子，佐藤慎太郎，深浦順一 他：音声障害と嚥下障害をきたした間質性肺炎の一例，日本耳鼻咽喉科学会佐賀

県地方部会学術集会，ホテル創世，佐賀県佐賀市，2010.12.4 

・ 山野貴史，中川尚志，深浦順一 他：急性期嚥下評価プロトコール導入の試み，第34回日本嚥下医学会，東京慈恵会

医科大学，東京都港区，2011.2.4-5 

・ 爲数哲司：アルツハイマー病患者の言語機能の年次変化について，第11回日本言語聴覚学会，大宮ソニックシティ，

埼玉県さいたま市，2010.6.26 

・ 徳田和恵：学童期臨床への一考察－書字困難と行動上の問題を示した2例から，第11回日本言語聴覚学会，大宮ソニ

ックシティ，埼玉県さいたま市，2010.6.27 

・ 徳田和恵：就学前から就学へとつなぐ場への保育者の参加意識，日本LD学会第19回大会，愛知県立大学長久手キャン

パス，愛知県愛知郡長久手町，2010.10.10 

・ 引地由香理，岩﨑裕子 他：記憶障害に対するメモリーノートの活用状況と認知機能の発達，第34回日本高次脳機能

障害学会学術総会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.19 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 深浦順一：日本音声言語医学会（理事），日本高次脳機能障害学会（評議員），日本嚥下医学会（評議員），日本摂

食・嚥下リハビリテーション学会（評議員），日本ニューロリハビリテーション学会（世話人），日本喉頭科学会，

日本神経心理学会，日本聴覚医学会，日本耳鼻咽喉科学会 

・ 安立多惠子：日本音声言語医学会，日本小児神経学会，日本発達障害学会 

・ 爲数哲司：日本音声言語医学会，日本高次脳機能障害学会，日本摂食・嚥下リハビリテーション学会 

・ 徳田和恵：日本臨床発達心理士会（臨床発達心理士），日本咀嚼学会（健康咀嚼指導士） 

・ 岩﨑裕子：日本高次脳機能障害学会，日本神経心理学会，日本摂食・嚥下リハビリテーション学会，日本音声言語障

害学会，日本言語聴覚障害学会（認定言語聴覚士（高次脳機能障害・失語症領域）） 

・ 福井恵子：日本高次脳機能障害学会，日本音声言語医学会，日本摂食・嚥下リハビリテーション学会 

 

 

 

小田原保健医療学部（看護学科） 
 
著書 
・ 荒木田美香子（編著）：発達障害の子どもの理解とかかわり方入門－広汎性発達障害・ADHDの幼児期から学童期の

支援，3章気づきから支援のシステムへ，75-108，大阪大学出版会，2010 

・ Mikako Arakida：Asian Perspectives and Evidence on Health and Promotion and Education，Japan’s Current Health Issues and 

Health Promotion in the Community Setting：Focus on Public Health Nurses’ Activities，315-321，Springer，2010 

・ 吉岡一実（分担執筆）：老年看護学 概論と看護の実践，特徴的な疾患と看護 7) 感染症・感覚器系疾患・歯科疾患，

388-402，ヌーヴェルヒロカワ，2010 

・ 内野聖子（分担執筆）：コミュニケーション技術，身体障害を有する人とのコミュニケーション，66-72，ミネルヴァ

書房，2010 
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・ 内野聖子（分担執筆）：病態生理ビジュアルマップ4 膠原病自己免疫疾患，感染症，神経筋疾患，精神疾患（脳血

管性認知症・アルツハイマー病），170-171，医学書院，2010 

・ 清水清美（翻訳，編集）：わたしのものがたり，My Story IAN COOKE，1-32，すまいる親の会，2010 

・ 清水清美：周産期ナーシング 第2版，正常な出産，367-373，緊急帝王切開術による出産，377-384，ヌ－ヴェルヒロ

カワ，2011 

 

原著論文 
・ 菊池有紀，薬袋淳子，島内 節：在宅重度用介護高齢者の排泄介護における家族介護者の負担に関する要因，国際医

療福祉大学紀要，15(2)，13-23，2010 

・ 小野恵子，片倉直子，島内 節：学生へのアンケート調査による在宅看護概論の評価，日本地域看護学会誌，12(2)，

64-69，2010 

・ 遠山寛子，島内 節：在宅高齢者を看取った家族の悲嘆に対するケア内容の検討，家族看護学研究，15(3)，18-29，

2010 

・ 麻原きよみ，大森純子，小林真朝，平野優子，鈴木良美，荒木田美香子，大木幸子，岡本玲子，奥山則子，海原逸子，

須藤裕子，長江弘子，宮崎美砂子，村嶋幸代：保健師教育機関卒業時における技術項目と到達度，日本公衆衛生雑誌，

57(3)，184-194，2010 

・ 大塚敏子，荒木田美香子，三上 洋：高校生の将来喫煙のリスクからみた特徴の分析 喫煙防止教育の検討に向けて，

日本公衆衛生雑誌，57(5)，366-380，2010 

・ 渡邊里香，荒木田美香子，鈴木純恵：若手看護師における離職の予測要因の検討，日本管理学会，2010 

・ 荒木田美香子，佐藤 潤，臺 有佳，山下瑠璃子，青柳美樹，津島ひろ江：幼児を持つ母親の幼稚園および保育所の

選択条件に関する調査－看護師・養護教諭の配置の影響－，小児保健研究，69(4)，525-533，2010 

・ Matsushita M，Adachi H，Arakida M，Namura I，Takahashi Y，Miyata M，Kumano-Go T，Yamamura S，Shigedo Y，

Suganuma S，Mikami A，Moriyama T，Sugita Y：Presenteeism in college students : reliability and validity of the 

Presenteeism Scale for Studens，Qual Life Res，20(3)，439-446，2010 

・ Hayashi M，Arakida M，Ohashi K：The effectiveness of a sex education program facilitating social skills for people with 

intellectual disability in Japan，J. Intellect Dev. Disabil，36(1)，11-19，2011 

・ 荻野 雅，田代 誠：長期在院精神障害者の退院援助評価スケールの開発と有効性の検証，日本精神保健看護学会誌，

19(1)，55-62，2010 

・ 吉岡一実，本江朝美，村松 仁，伊藤尚子，杉山洋介，有馬義貴，中澤寛元，沢崎健太，吉岡多美子：洗髪の練習回

数と患者役の主観的・客観的評価との関連，淑徳大学看護学部紀要，2，59-65，2010 

・ 野村佳代，渡辺久美，寺島朋恵：入院中の要介護高齢者の家族との相互理解に向けた看護師の関与の過程，日本看護

研究学会雑誌，33(1)，103-109，2010 

・ Tamura U，Tanaka T，Okamura T，Kadowaki T，Yamato H，Tanaka H，Nakamura M，Okayama A，Ueshima H，Minai J， 

Yamagata Z，HIPOP-OHP research group：Changes in Weight, cardiovascular risk factors and estimated risk of coronary heart 

disease following smoking cessation in Japanese male workers: HIPOP-OHP study，J Atheroscler Thromb，17(1)，12-20，

2010 

・ Hozawa A，Okamura T，Tanaka T，Miura K，Kikuchi Y，Kadowaki T，Yoshita K，Takebayashi T，Tamaki J，Minai J， 

Tada T，Chiba N，Okayama A，Ueshima H：Relation of Gamma-glutamyltransferase and alcohol drinking with incident 

diabetes: the HIPOP-OHP study，J Atheroscler Thromb，17(2)，195-202，2010 

・ 相原洋子，菊池有紀，薬袋淳子：口腔体操と高齢者の嚥下機能，身体，精神的健康への効果 介護予防支援事業の取
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り組みから，保健の科学，52(7)，499-502，2010 

・ Aihara Y，Minai J，Aoyama A，Shimanouchi S：Depressive Symptoms and Past Lifestyle Among Japanese Elderly People，

Community Mental Health J，56(7)，32-37，2010 

・ Oba M，Lee JS，Kawakubo K，Haruna Y：Effects of 20 days of bed rest and concomitant resistance training on basal energy 

expenditure and body composition，Japanese Journal of Health and Human Ecology，76(3)，120-129，2010 

・ 焦 麗娟，飯坂真司，須釜淳子，松尾淳子，福田汐里，大場美穂，峰松健夫，田端恵子，杉山 徹，真田弘美：療養

型病院入院高齢者における皮膚と栄養状態の関連 栄養スクリーニングのための工学的皮膚評価，日本創傷・オスト

ミー・失禁管理学会誌，14(2)，239-246，2010 

・ 須釜淳子，真田弘美，仲上豪二朗，井上 歩，繁田佳映，大場美穂，紺家千津子，松尾淳子，田端恵子：高齢者用前

側吸収尿失禁パッドにおける尿吸収状態の評価，日本創傷・オストミー・失禁管理学会誌，14(2)，247-251，2010 

・ Iizaka S，Sanada H，Minematsu T，Oba M，Nakagami G，Koyanagi H，Nagase T，Konya C，Sugama J：Do nutritional 

markers in wound fluid reflect pressure ulcer status?，Wound Repair Regen，18(1)，31-37，2010 

・ Koichi R，Miyamoto Y：Reliability and validity of the Japanese semi-structure interview version of the Early Signs Scale (ESS-

JI) for outpatients with schizophrenia (Study 1)，International Journal of Mental Health Nursing，20(2)，144-151，2011 

・ Yoko Aihara，Junko Minai：Barriers and catalysts of nutrition literacy among elderly Japanese People，Health Promotion 

International，Online，2011 

 

総説 
・ 荻野 雅：看護基礎教育における倫理のあるべき姿，精神科看護，38(2)，26-30，2011 

・ Keiko Yamamoto：Physiological and psychological evaluation of the Wrapped Warm Footbath as a complementary nursing 

therapy to induce relaxation in hospitalized patients with incurale cancer : A pilot study，CANCER NURSING，34(3)，182-195，

2011 

・ 安田美弥子，伊藤美和：自治体職員のメンタルヘルス～心の健康を守る～職場復帰支援について，自治フォーラム， 

5，21-26，2010 

 

研究報告 
・ 島内 節，太田恵一郎，野村美香，薬袋淳子，満尾 朗，内田恵美子，和田洋子，木下朋雄：がん患者の病院から在

宅ケア移行における退院基準と連携システムの開発，平成22年度鈴木謙三記念財団法人 医科学応用研究財団の助成

による研究成果報告書，平成22年度版，1-30，2011 

・ 勝田仁美，二宮啓子，西脇由枝，加藤令子，小室佳文，奈良間美保，丸 光恵，平林優子，新家一輝：特支援学校に

勤務する看護師への支援プロジェクト平成21年度報告，日本小児看護学会すこやか親子21推進事業，2010 

・ 加藤令子，小室佳文，沼口知恵子：特別支援学校における災害対策－特別支援学校用災害シミュレーションパッケー

ジの開発活用効果－，小児看護，34(2)，224-228，2011 

・ 衣川さえ子：評価から始める教育活動の意義と課題，看護教育，51(6)，512-516，2010 

・ 薬袋淳子，吉岡名保恵，山縣然太朗：2010年度における健やか親子21公式ホームページの展開，厚生労働科学研究費

補助金（子ども家庭総合研究事業）健やか親子21の推進のための情報システム構築および各種情報の利活用に関する

研究 平成19年度分担研究報告，1，19-24，2011 

・ 篠原百合子，伊藤美和，水野芳子，小林美子，安田美弥子：道北地域における断酒会の取り組みと今後の課題，道北

地域研究所 地域と住民，27号別刷，19-28，2010 

・ 相原洋子，菊池有紀，薬袋淳子：口腔体操と高齢者の嚥下機能，身体，精神的健康への効果 介護予防支援事業の取
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り組みから，保健の科学，52，499-502，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 荒木田美香子：日本における産業看護の動向，日本中国韓国産業保健懇談会，栃木県文化センター，栃木県宇都宮市，

2010.6.10 

・ 荻野 雅：看護研究講義，茅ヶ崎市立病院看護研究講義，茅ヶ崎市立病院，神奈川県茅ヶ崎市，2010.6 

・ 荻野 雅：看護研究講評，日本精神科看護技術協会千葉県支部 第35回看護研究発表会，千葉市ハーモニープラザ，

千葉県千葉市，2010.10.2 

・ 荻野 雅：看護研究講評，千葉県精神科医療センター看護研究発表会，千葉県精神科医療センター，千葉県千葉市，

2011.2.22 

・ 加藤令子（企画，ファシリテーター），三宅一代，錦織正子，古川頼子，小室佳文：テーマセッション 医療を必要

とする子どもを災害から守る－病院・在宅・特別支援学校での毎日のイメージトレーニング，日本小児看護学会第20

回学術集会，ポートピアホテル，兵庫県神戸市，2010.6.27 

・ 五十嵐孝子，衣川さえ子：看護師が行う配薬タスクにおけるマイクロスリップの分析，日本生態心理学会第3回大会

シンポジウム，京都ノートルダム女子大学ユニソン会館，京都府京都市，2010.9.11 

・ 内野聖子：グループ回想法の基本，語りと回想研究会，東洋大学，東京都文京区，2010.7.3 

・ 内野聖子：認知症高齢者への看護，神奈川病院研究会，神奈川病院，神奈川県秦野市，2010.7.5 

・ 内野聖子：高齢者の社会保障，湯河原厚生年金病院，神奈川県足柄下郡湯河原町，2010.9.6 

・ 内野聖子：認知症高齢者への看護，小田原市立病院研究会，小田原市立病院，神奈川県小田原市，2010.9.7 

・ 内野聖子：事例展開，湯河原厚生年金病院，神奈川県足柄下郡湯河原町，2010.9.13 

・ 清水清美：日本のAID事情，第22回すまいる勉強会，すまいる親の会，慶應義塾大学 日吉キャンパス，神奈川県横

浜市，2010.9.23  

・ 清水清美：AIDを実施する前に考えておくこと，第23回すまいる勉強会，すまいる親の会，慶應義塾大学 日吉キャ

ンパス，神奈川県横浜市，2011.1.30 

・ 野村佳代：NANDAについて，防衛医科大学病院看護研修，防衛医科大学病院，埼玉県さいたま市，2011.2 

・ 薬袋淳子：在宅福祉サービスチーム研修会，小田原市，マロニエ会館，神奈川県小田原市，2010.8 

・ 薬袋淳子：特定高齢者の選定・把握について理解と実践 介護予防健診のありかた等，平成22年度介護予防研修会

（山梨県福祉保健部），山梨大学医学部，山梨県中央市，2010.9 

・ 船越明子，アリマ美乃里：児童思春期精神科看護の専門性～看護師だからできること～，第20回精神保健看護学会，

聖路加看護大学，東京都中央区，2010.6.19-20 

 

学会発表 
・ 島内 節，成 順月，薬袋淳子：がん患者の在宅エンドオフライフの開始期と臨死期におけるケアニーズ－看護師と

家族による評価－，第13回日本地域看護学会学術総会，北海道立道民活動センター，北海道札幌市，2010.7.10 

・ 成 順月，島内 節，薬袋淳子：在宅エンド・オフ・ライフケアにおけるグリーフケアと患者遺族のうつ状態の関連，

第13回日本地域看護学会学術総会，北海道立道民活動センター，北海道札幌市，2010.7.10 

・ 島内 節，杉山洋介，和田洋子，岡本玲子，河野あゆみ：安全・安定期訪問看護サービス・環境的リスク状況と改善

への政策課題の検討，第30回日本看護科学学会学術集会，北海道コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 根岸茂登美，荒木田美香子：タクシードライバー組織特性評価尺度（Organizational Characteristics Assessment Scale for 

Taxi Drivers）の作成，第83回日本産業衛生学会，福井県国際交流会館，フェニックスプラザ，福井県福井市，
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2010.5.26-28 

・ 森田理江，荒木田美香子，佐藤 潤，山下留理子，青柳美樹，伊藤範子，中元健吾，鈴木志津江，浜辺郁子，巽あさ

み：メタボリックシンドロームを対象とした継続的な保健指導における効果の検討，第83回日本産業衛生学会，福井

県国際交流会館，フェニックスプラザ，福井県福井市，2010.5.26-28 

・ 大谷喜美江，古宇田敦子，守谷昭彦，橋本正敏，志和忠志，荒木田美香子：就労者へのリラクセーション教育による

行動変容に関する内容分析，第83回日本産業衛生学会，福井県国際交流会館，フェニックスプラザ，福井県福井市，

2010.5.26-28 

・ 松田有子，荒木田美香子：産業看護職の一次救命処置（Basic Life Support）研修プログラムの開発に向けた基礎的研

究，第83回日本産業衛生学会，福井県国際交流会館，フェニックスプラザ，福井県福井市，2010.5.26-28 

・ 荒木田美香子，和田耕治，山下留理子，青柳美樹，佐藤 潤：日本語版presentteismの標準化の試み，第69回日本公衆

衛生学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29 

・ 山下留理子，荒木田美香子，青柳美樹：特定保健指導のアウトソーシングにおける行政保健師の連携の実態，第69回

日本公衆衛生学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29 

・ 永井亜貴子，田中太一郎，松浦賢長，山崎嘉久，尾島俊之，玉腰浩司，市川香織，荒木田美香子：健やか親子21の評

価指標の変化（第2回）子どもの虐待 育児不安，第69回日本公衆衛生学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2010.10.27-29 

・ 田中太一郎，永井亜貴子，松浦賢長，山崎嘉久，尾島俊之，玉腰浩司，市川香織，荒木田美香子，山縣然太朗：母子

保健事業と健やか21評価指標の変化（第1報）妊娠・出産 小児医療（会議録），第69回日本公衆衛生学会，東京国

際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29 

・ 山縣然太朗，松浦賢長，山崎嘉久，尾島俊之，玉腰浩司，市川香織，荒木田美香子：健やか21評価指標の変化（第2

回），第69回日本公衆衛生学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29 

・ 山本恵子，小野聡枝，荒木田美香子：湘南西地区における地域・職域連携推進への取組み（第1報）ワーキング活動

結果から（会議録），第69回日本公衆衛生学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29 

・ 小野聡枝，山本恵子，荒木田美香子：湘南西地区における地域・職域連携推進への取組み（第2報）メンタルヘルス

情報冊子作成（会議録），第69回日本公衆衛生学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29 

・ 荻野 雅（座長）：日本精神保健看護学会第20回学術集会，聖路加看護大学，東京都中央区，2010.6.20 

・ 荻野 雅（座長）：日本精神科看護技術協会神奈川県支部看護研究発表会，ウィリング横浜，神奈川県横浜市，

2010.10.26 

・ 荻野 雅（座長）：精神障害者家族の介護負担感の関連要因，日本看護科学学会第30回学術集会，札幌コンベンショ

ンセンター，北海道札幌市，2010.12.3 

・ 加藤令子，小室佳文，沼口知恵子，片田範子，三宅一代，錦織正子：特別支援学校教職員の災害への備え－災害シミ

ュレーションパッケージ導入前アンケート調査より，日本小児看護学会第20回学術集会，ポートピアホテル，兵庫県

神戸市，2010.6.27 

・ 吉野雅人，加藤令子：小児病棟に勤務する男性看護師の役割認識，日本小児看護学会第20回学術集会，ポートピアホ

テル，兵庫県神戸市，2010.6.27 

・ 小野智美，加藤令子，今野美紀，佐野美香，中村伸枝，西田志穂，藤原千恵子，村田惠子：日本小児看護学会第20周

年記念事業 学会の知の集積，日本小児看護学会第20回学術集会，ポートピアホテル，兵庫県神戸市，2010.6.26-27 

・ 錦織正子，田村麻里子，加藤令子，小室佳文，沼口知恵子：医療的ケアが必要な子どもとその家族の在宅における災

害への備えを促す支援の検討，第69回日本公衆衛生学会総会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.28 

・ 加藤令子（座長）：看護教育，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌市産業振興センター，北海道札幌市，
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2010.12.3 

・ 加藤令子，小室佳文，沼口知恵子，片田範子，三宅一代，錦織正子：特別支援学校教職員の災害への備えの認識と現

状－災害シミュレーションパッケージ 導入前・後の分析より，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンシ

ョンセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 沼口知恵子，加藤令子，小室佳文，錦織正子：看護師の災害への備えの認識－小児病棟用ケアパッケージ 導入前・

後の分析から－，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 錦織正子，田村麻里子，加藤令子，小室佳文，沼口知恵子：訪問看護師の災害への備えに対する認識の変化－在宅支

援者用ケアパッケージ 活用前後の分析－，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海

道札幌市，2010.12.4 

・ 衣川さえ子，石川倫子，古村ゆかり，渡邊淳子，島田千恵子，平賀元美，高口みさき：看護教員養成カリキュラムに

おける教育目標の到達度に対する受講生の認識，日本看護学教育学会第20回学術集会，大阪国際会議場，大阪府大阪

市，2010.8.1 

・ 石川倫子，衣川さえ子，倉田貴子，古村ゆかり，菱谷純子，梅津靖江：看護教員養成における授業の観察演習の効果，

日本看護学教育学会第20回学術集会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.8.1 

・ 衣川さえ子，石川倫子，金子あけみ，梅津靖江：受講生から見た看護教員養成講習会における教育目標の達成度と学

習ニーズ，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.3 

・ Keiko Yamamoto：Wavelet analysis of egg potential fluctuations is effective for quantitative and continuous plan monitoring in 

healthy volunteers and cancer inpatients，The 13th World Congress on Pain，Palais des congrès de Montréal，Montreal Canada，

2010.8.30 

・ 山本敬子：末期がん患者のウェーブレット解析による自律神経活性の検討－中年期健康者との比較－，第30回日本看

護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.3-4 

・ 内野聖子，浅川典子，橋本志麻子，三好理恵：グループ回想法実施時に発揮されている力～回想法実践者へのグルー

プインタビュー結果から～，第11回日本認知症ケア学会，神戸国際展示場，兵庫県神戸市，2010.10.23-24 

・ 内野聖子，野中恭子，中嶋恵美子 他：参加高齢者に効果的なグループ回想法における実施者の関わり～回想法実施

場面の観察調査結果から～，日本老年看護学会第15回学術集会，ベイシア文化ホール，群馬県前橋市，2010.11.6-7 

・ 内野聖子，浅川典子，橋本志麻子，三好理恵：4回以上実施者へのインタビューから得られたグループ回想法の継続

的実施の促進・困難条件，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.3-4 

・ 清水清美（座長）：不妊症看護認定看護師の病院での役割から感じたこと，日本生殖看護学会，徳島大学，徳島県徳

島市，2010.9.12 

・ 清水清美（主催者）：なぜ子どもに真実告知が必要なのか？，第23回すまいる勉強会，すまいる親の会，慶應義塾大

学 日吉キャンパス，神奈川県横浜市，2010.9.23 

・ 清水清美（主催者）：出自を知る権利がなぜ重要なのか？，非配偶者間人工授精の現状に関する調査研究会，明治学

院大学，東京都港区，2010.9.25  

・ 野村佳代：小児がん患者の発症期における家族支援の検証，第30回日本看護科学学会，札幌コンベンションセンター，

北海道札幌市，2010.12.3-4 

・ 野村佳代：小児がん発症における家族支援の検討 入院初期の親の心情に焦点を当てて，第8回日本小児がん看護学

会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.12.18 

・ R.Yamashita，M.Negishi，M.Arakida，M.Aoyagi（ポスター）：Standardization of the Japanese version of Stanford 

Presenteeism Scale，ICOHN and ACOHN Joint Conference，Workoia Yokohama，神奈川県横浜市，2010.8.7 

・ 臺 有桂，荒木田美香子，青柳美樹，佐藤 潤，津島ひろ江，山下留理子：市町村・保育所・幼稚園間の幼児の健康
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管理情報提供のあり方1 情報提供の必要性と実態，日本地域看護学会，北海道立道民活動センター，北海道札幌市，

2010.7.10 

・ 荒木田美香子，青柳美樹，佐藤 潤，津島ひろ江，臺 有桂，山下留理子：市町村・保育所・幼稚園間の幼児の健康

管理情報提供のあり方2 ネットワークの状況と情報提供の関係，日本地域看護学会，北海道立道民活動センター，

北海道札幌市，2010.7.10 

・ 青柳美樹，荒木田美香子，佐藤 潤，津島ひろ江，臺 有桂，山下留理子：市町村・保育所・幼稚園間の幼児の健康

管理情報提供のあり方3 市町村規模別の情報提供促進に関わる要因，日本地域看護学会，北海道立道民活動センタ

ー，北海道札幌市，2010.7.10 

・ 伊藤美和，水野芳子，小玉正博：就労者の個人内要因が日常的健康行動に及ぼす影響（1）－個人内要因に関連する

尺度開発の試み－，日本ヒューマン・ケア心理学会第12回大会，日本赤十字看護大学，東京都渋谷区，2010.7.18-19 

・ 伊藤美和，水野芳子，小玉正博：就労者の個人内要因が日常的健康行動に及ぼす影響（2）－就労者を対象とした健

康観調査における今後の課題－，日本ヒューマン・ケア心理学会12回大会，日本赤十字看護大学，東京都渋谷区，

2010.7.18-19 

・ 伊藤美和，水野芳子，篠原百合子：断酒会会員及び家族の医療機関への要望と今後の課題，第69回日本公衆衛生学会

総会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2011.11.27 

・ 伊藤美和，水野芳子：北海道地域における就労者の健康管理意識と健康習慣の検討，第251回日本産業衛生学会 関

東地方会例会，早稲田大学，東京都新宿区，2011.12.11 

・ 谷山 牧，伊藤美和，島内 節：退院支援看護実習の展開方法と評価 地域連携室での学習とその効果，第15回日本

在宅ケア学会学術集会，県立広島大学，広島県三原市，2011.3.20 

・ 伊藤美和，成 順月，島内 節，谷山 牧：在宅で看取った遺族へのビリーブメントケア実施に関する研究：死別後

の調査結果から，第15回日本在宅ケア学会学術集会，県立広島大学，広島県三原市，2011.3.20 

・ 平出由紀，伊藤美和，谷山 牧：家族介護者が感じる困難と退院支援のあり方，第15回日本在宅ケア学会学術集会，

県立広島大学，広島県三原市，2011.3.20 

・ 清野純子，石川利江，沢宮容子，井上真弓：看護師特有のビリーフとストレス反応との関連，第12回日本ヒューマ

ン・ケア心理学会大会，日本赤十字看護大学，東京都渋谷区，2010.7.18 

・ Junko Seino，Rie Ishikawa，Mayumi Inoue：Analysis of Factors Forming the Resilience of Japanese Nurses，European Health 

Psychology (24th)，Cluj, Rumania，2010.9.1 

・ 谷山 牧，佐藤正美，江守陽子 他：優れた授業実践のための7つの原則 看護教育分野での実践状況，日本看護学

教育学会第20回学術集会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.8.1 

・ 山岸まなほ：米国ナースプラクティショナーの職域確立についての考え，第30回日本看護科学学会，札幌コンベンシ

ョンセンター，北海道札幌市，2010.12.4  

・ 山岸まなほ，國江慶子：看護師が医師との協働スキルを獲得する過程，第14回日本看護管理学会年次大会，パシフィ

コ横浜，神奈川県横浜市，2010.8.20-21 

・ Rie M，Arakida M，Tatsumi A，Otsuka T，Mikami H，Yamashita R，Aoyagi M：An examination of the effect of 

continuous health consultation for Japanese male workers with the metabolic syndrome，The 3rd International Conference on 

Occupational Health Nursing The 2nd Asia Conference on Occupational Health Nursing，Workpia Yokohama，Yokohama, 

Kanagawa，2010.8.8-9 

・ 相原洋子，菊池有紀，薬袋淳子，島内 節：後期高齢者における二重課題法を用いた効果の検証：運動機能におよぼ

す影響，第13回日本地域看護学科，北海道立道民活動センター かるで2･7，北海道札幌市，2010.7.11 

・ 薬袋淳子，菊池有紀，相原洋子，島内 節：後期高齢者における二重課題法を用いた効果の検証：認知機能におよぼ
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す影響，第13回日本地域看護学科，北海道立道民活動センター かるで2･7，北海道札幌市，2010.7.11 

・ 菊池有紀，薬袋淳子，相原洋子，島内 節：後期高齢者における二重課題法を用いた効果の検証：うつ傾向の改善に

およぼす影響，第13回日本地域看護学科，北海道立道民活動センター かるで2･7，北海道札幌市，2010.7.11 

・ 相原洋子，薬袋淳子：後期高齢者における食品摂取の多様性と関連要因，第21回日本疫学会総会，北海道立道民活動

センター かるで2･7，北海道札幌市，2011.1.21  

・ アリマ美乃里，関 佳子：児童精神科病棟における家族看護の実態調査，日本家族看護学会第17回学術集会，ウィン

ク愛知，愛知県名古屋市，2010.9.18-19 

・ 船越明子，アリマ美乃里：児童思春期精神科におけるケア内容，第41回日本看護学会小児看護学術集会，三重県総合

文化センター，三重県津市，2010.11.5-6 

・ 船越明子，アリマ美乃里：児童・思春期精神科看護における患者・看護師関係を構築するためのケア，第30回日本看

護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.3-4 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 島内 節，薬袋淳子：経度要介護高齢者が自宅でできる自立促進ケアプログラムの介入効果の検証と教育ツールの開

発，平成22年度文部科学研究費，基盤(B)，70124401，継続 

・ 荒木田美香子：生活習慣病予防に対する保健指導の横断的な質の評価－評価指標と方法の開発，平成22年度科学研究

費補助金，文部科学省，20390571，継続 

・ 津島ひろ江，荒木田美香子：養護教諭のコーディネーション能力育成プログラムの実践とモデル構築，平成22年度文

部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，20592646，継続 

・ 山縣然太郎，荒木田美香子：健やか親子21を推進するための母子保健情報の利活用および思春期やせ症防止のための

学校保健との連携によるシステム構築に関する研究，厚生労働科学研究費補助金，厚生労働省，19130801，継続 

・ 横山徹爾，荒木田美香子：特定保健指導の質の確保・維持・向上のための支援方法の類型化及び評価指針に関する研

究，厚生労働科学研究，採択 

・ 荻野 雅（研究代表者）：精神科看護師の倫理観と影響要因に関する国際比較研究－韓国と日本の比較－，平成22年

度文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)，22592612，採択 

・山本敬子：痛みの訴えが困難ながん患者に対する痛みの客観的評会に関する研究，平成22年度文部科学省科学研究費，

基盤研究(B)，21390581，継続 

・ 山本敬子：心電図電子変動のスペクトル解析によるがん性疼痛定量システムの有効性，奨学寄付金（大日本住友製薬

株式会社），継続 

・ 山本敬子：糖転移へスペリジンの循環促進作用に関する検討，共同研究費（江崎グリコ株式会社），採択 

・ 内野聖子：グループ回想法実践能力尺度の開発，文部科学省，基盤研究(C) 地域・老年，22592615，採択 

・ 清水清美：AIDを選択した親と産まれた子どもが共に幸せになるための情報提供に関する研究，平成21-23年度科学研

究費補助金，基盤研究(C)，70323673，継続 

・ 清水清美：非配偶者間人工授精（AID）を選択するカップルのエンパワメントに関する研究－事前準備セミナーの効

果検証－，日本生殖看護学会，平成22年度研究助成，採択 

・ 野村佳代：小児がん発症期の家族に対するサポート体制の構築，文部科学省科学研究費，基盤研究(C)，19592489， 

継続 

・ 薬袋淳子（主任）：高齢者の自立生活維持に与える要因をエビデンスにした自立促進ケアプログラムの開発，文部科

学研究費補助金，基盤研究(C)，19592605，採択 

・ 薬袋淳子（分担）：健やか親子21推進のための情報システム構築及び各種情報の利活用に関する研究，厚生労働科学
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研究費補助金，子ども家庭総合，19130801，採択 

・ 大場美穂：客観的指標を用いた糖尿病性足潰瘍の予測方法の開発－炎症所見に着目して－，平成21年度科学研究費補

助金，挑戦的萌芽研究，21659507，継続 

・ 谷山 牧：看護師のコミュニケーションスタイルが患者の自己開示や自己決定に与える影響研究，科学研究費補助金，

若手研究(B)，19791736，継続 

・ 山岸まなほ：医師－看護師，看護師－介護職の臨床判断と協働関係のあり方，日本学術振興会科学研究費，若手研究

(B)，21790507，採択 

・ 相原洋子：後期高齢者のヘルスリテラシーの実態と健康行動との関連要因，文部科学省研究助成，若手研究(B)，

21792341，継続 

・ アリマ美乃里：児童思春期精神科における家族看護のためのアセスメントツールおよびプログラムの開発（H21年度

~H23年度），文部科学省科学研究費，若手研究(B)，21792277，継続 

・ 今村美代子：死産に引き続く妊娠を経験した父親の語り，科学研究2009-2010，若手研究(B)，21792276，継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 小柳礼恵，大場美穂，飯坂真司，真田弘美，大桑麻由美，須釜淳子，榮木実枝：日本褥瘡学会 大塚賞，特定機能病

院における褥瘡予防対策評価の質指標の検討，2010.8.20 

・ 小市理恵子：平成22年度看護学研究奨励賞（日本私立看護系大学協会），Awareness of early warning signs and help-

seeking behaviours among patients with schizophrenia who utilize social rehabilitation facilities in Japan，2010 

・ 相原洋子：学位取得，医学博士，Depressive symptoms and past lifestyle among Japanese elderly people，2011.3.25 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 島内 節：日本ケアマネジメント学会（副理事長），日本在宅ケア学会（理事，査読委員），日本地域看護学会（理

事，査読委員），日本看護系学会協議会（理事），看護系学会等社会保険連合会看護政策あり方委員会（在宅部リー

ダー），杉並区介護保険運営協議会（会長），横浜市保健医療協議会（学職経験者委員），私立看護系大学協会（理

事），日本看護系大学協議会専門看護部在宅看護カリキュラム（認定審査委員），Nursing and Health Science（編集委

員），日本看護科学学会（査読委員） 

・ 荒木田美香子：日本地域看護学会（評議員，編集委員会委員），日本公衆衛生学会（評議員，編集委員），日本産業

衛生学会（代議員，副編集長），日本産業精神保健学会（評議員），日本看護科学学会（専任査読委員），国際家族

看護学会（企画委員） 

・ 荻野 雅：日本精神保健看護学会（査読委員），日本看護学学会（和雑誌編集委員専任査読委員） 

・ 加藤令子：日本小児看護学（評議委員），日本看護科学学会，日本看護学教育学会，日本行動科学学会，日本管理学

会，日本小児保健協会，日本子ども学会，日本災害看護学会，日本公衆衛生学会 

・ 衣川さえ子：日本看護学教育学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本母性衛生学会，日本カウンセリング

学会，日本生態心理学会，医療の質・安全学会 

・ 山本敬子：日本看護協会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護学教育学会，日本カウンセリング学会，

日本生理人類学会，日本自立神経学会，Oncology Nursing Society（ONS:米国腫瘍看護学会），International Association 

for the Study of Pain（IASP:国際疼痛学会） 

・ 吉岡一実：日本看護学教育学会，日本生理学会，日本栄養改善学会 

・ 内野聖子：日本看護科学学会，日本老年看護学会（査読者），日本認知症ケア学会（認知症ケア専門士），日本老年

社会科学会，日本看護研究学会，日本看護管理学会，お茶の水医学会，日本老年行動科学会，日本高齢者虐待防止学
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会，日本在宅ケア学会，日本ケアマネジメント学会 

・ 清水清美：日本生殖看護学会（理事，総務，看保連担当，論文査読担当），日本助産学会（論文査読担当），日本周

産期・新生児医学会（新生児蘇生法講習修了認定），日本母性衛生学会，日本思春期学会，日本生命倫理学会，日本

医学哲学倫理学会，日本助産師会，日本アロマ環境学会 

・ 野村佳代：日本小児看護学会，日本看護科学学会 

・ 薬袋淳子：日本公衆衛生学会，日本疫学会，日本小児保健学会，山梨県小児保健学会，日本看護科学学会，在宅ケア

学会，老年医学会，老年看護学会 

・ 青柳美樹：地域看護学会，日本公衆衛生学会，日本看護科学学会，日本産業衛生学会，日本国際保健医療学会，日本

渡航医学会，国際地域看護学会，国際看護研究会（14回国際看護研究会委員），小児保健研究会 

・ 伊藤尚子：日本国際保健医療学会，日本災害看護学会，日本赤十字看護学会，国際看護研究会 

・ 伊藤美和：日本産業衛生学会，日本公衆衛生学会，日本ヒューマン・ケア心理学会，日本健康心理学会，日本老年看

護学会，日本在宅ケア学会，日本看護研究学会 

・ 大場美穂：日本看護科学学会，日本糖尿病教育・看護学会，日本民族衛生学会，日本褥瘡学会，日本公衆衛生学会，

看護実践学会，日本創傷・オストミー・失禁管理学会，Editor of BioScience Trend 

・ 小市理恵子：日本看護科学学会，日本精神保健看護学会，日本公衆衛生学会 

・ 杉山洋介：日本集団災害医学会（セミナーインストラクター），日本看護教育学会，日本看護技術学会，日本救急看

護学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会 

・ 清野純子：日本看護科学学会，日本看護協会，日本健康心理学会，日本ヒューマン・ケア心理学会，日本パーソナリ

ティ心理学会，日本クリティカルケア看護学会 

・ 谷山 牧：日本在宅ケア学会，日本看護学教育学会，日本看護研究学会，日本医療・病院管理学会，医学教育学会 

・ 山岸まなほ：日本医療マネジメント学会，日本看護科学学会，日本医療･病院管理学会，日本産業衛生学会，日本看

護管理学会 

・ 山下留理子：日本公衆衛生学会，日本地域看護学会，日本看護科学学会，日本家族看護学会，日本看護研究学会， 

日本小児保健学会，日本産業衛生学会，国際看護交流協会，国際看護研究会 

・ 相原洋子：国際保健医療学会，地域看護学会，日本公衆衛生学会，日本疫学会，日本老年社会科学学会 

・ アリマ美乃里：日本精神保健看護学会，日本看護科学学会，日本精神科看護技術協会，日本家族看護学会 

・ 今村美代子：日本助産学会，日本遺伝看護学会，日本学校保健学会 

・ 亀石千園：千葉看護学会，日本看護科学学会 

・ 窪田光枝：日本がん看護学会，日本緩和医療学会，日本看護科学学会 

 

 

 

小田原保健医療学部（理学療法学科） 
 
著書 
・ 黒澤和生，赤坂清和，斎藤昭彦（監訳）：メイトランド四肢関節マニピュレ－ション，医学映像教育センター，2010 

・ 黒澤和生，細田多穂（監修）：運動学テキストシンプル理学療法学シリ－ズ，14 肘前腕の運動障害，169-174，南江

堂，2010  

・ 柳澤 健，谷 浩明（分担執筆）他：運動療法学改訂第2版，運動学習，113-121，金原出版，2011 

・ 柊 幸伸（分担執筆）：シンプル理学療法学シリーズ 運動療法学テキスト，全身調整訓練 運動と代謝 運動療法
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による持久力の維持と改善，229-243，南江堂，2010 

 

原著論文 
・ 佐藤 仁：固有受容器神経筋促通手技（PNF）の学内教授活動の変遷と現状，理学療法科学，23(4)，483-486，2010 

・ 上村さと美，秋山純和：起立運動負荷の仕事量を自転車エルゴメータ仕事率（W）に換算する式の作成，理学療法科

学，25(6)，913-918，2010 

・ 上村さと美，秋山純和：起立運動を用いた運動負荷法の生理的運動強度，理学療法科学，26(1)，89-93，2011 

・ Satomi Kamimura，Sumikazu Akiyama：The Relationship between Sit-to-stand Frequency and Anaerobic Threshold 

Determined by Cycle Ergometer，J.Phys.Ther.Sci，23，53-55，2011 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 黒澤和生：軟部組織モビリゼーションとEBM，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，

2010.5.27-29 

・ 黒澤和生，安藤正志：運動理学療法スペシャリスト講習会，理学療法科学学会，国際医療福祉大学 小田原キャンパ

ス，神奈川県小田原市，2010.4.24-25 

・ 黒澤和生，安藤正志：運動理学療法スペシャリスト講習会，理学療法科学学会，法政大学 八王子キャンパス，東京

都八王子市，2010.5.22-23 

・ 黒澤和生，安藤正志：運動理学療法スペシャリスト講習会，理学療法科学学会，法政大学 八王子キャンパス，東京

都八王子市，2010.7.24-25 

・ 黒澤和生，浅田啓嗣，瓜谷大輔：触診セミナ－，徒手的理学療法研究会，畿央大学，奈良県北葛城郡広陵町，

2010.8.7-8 

・ 黒澤和生：痛みのとらえ方－臨床的推論－，徳島県理学療法士会，徳島文理大学，徳島県徳島市，2010.9.26 

・ 黒澤和生，安藤正志：運動理学療法スペシャリスト講習会，理学療法科学学会，国際医療福祉大学 小田原キャンパ

ス，神奈川県小田原市，2010.10.2-3 

・ 黒澤和生，浅田啓嗣，瓜谷大輔：触診セミナ－，徒手的理学療法研究会，国際医療福祉大学 小田原キャンパス，神

奈川県小田原市，2010.11.27-28 

・ 黒澤和生，安藤正志：運動理学療法スペシャリスト講習会，理学療法科学学会，法政大学 八王子キャンパス，東京

都八王子市，2011.1.15-16 

・ 谷 浩明：統計の基礎から応用まで，第5回リサーチ研究会，百日草ホール，東京都豊島区，2010.5.8 

・ 谷 浩明：注意 教示と運動学習，第2回卒後研修会，中部リハビリテーション専門学校，愛知県名古屋市，

2011.1.15 

・ 谷 浩明：学習効果の評価方法 フィードバックの重要性，日本理学療法士協会 現職者講習会，前橋プラザ元気21，

群馬県前橋市，2011.2.3 

・ 谷 浩明：運動学習 モーターコントロール，静岡県理学療法士会第3回研修会，富士リハビリテーション専門学校，

静岡県富士市，2011.2.6 

・ 谷 浩明：口頭 教示は運動学習を助けるのか 邪魔するのか，埼玉県理学療法士会 第2回研修会，埼玉県立大学，

埼玉県越谷市，2011.2.13 

・ 昇 寛：操体法とその理論仮説，理学療法科学学会夏季研修会，百日草ホール，東京都豊島区，2010.8.8 

・ 佐藤 仁：PNFの臨床応用，埼玉東京神奈川PNF研究会，久我山病院，東京都世田谷区，2010.7.4 

・ 佐藤 仁：PNFの臨床応用，埼玉東京神奈川PNF研究会，久我山病院，東京都世田谷区，2010.8.29 
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・ 佐藤 仁，原田恭宏，弓場裕之：日本PNF学会講習会初級Aコース，日本PNF学会，愛知医療学院短期大学，愛知県

清洲市，2010.9.4-5 

・ 佐藤 仁：シンポジウム PNFをいかに伝えるか？，第11回日本PNF学会学術集会，ひめぎんホール別館，愛媛県松

山市，2010.10.3 

・ Sato H：The application of PNF，The 5th beijing international forum on rehabilitation，北京康源瑞廷酒店，中国北京，

2010.10.31 

・ 佐藤 仁：PNFの臨床応用，埼玉東京神奈川PNF研究会，久我山病院，東京都世田谷区，2010.11.28 

・ 籾山日出樹：理学療法士が具備すべき教育的関係作りの基礎理論，理学療法科学学会，国際医療福祉大学 小田原キ

ャンパス，神奈川県小田原市，2011.1.9 

・ 渡邉観世子：理学療法教育の現状と問題点－教員長期講習会から－，理学療法共用試験機構，百日草ホール，東京都

豊島区，2010.7.4 

 

学会発表 
・ 五島史行，伊藤泰明，黒澤和生：めまい外来リハビリテーションとその治療効果，第45回理学療法学術大会，岐阜メ

モリアルセンター，岐阜県岐阜市，2010.5.27-28 

・ 渡邉観世子，黒澤和生，谷 浩明，廣瀬真人，樋口貴広，今中國泰：下肢の整形疾患患者における体重移動課題の正

確性－体重移動下肢（患側・健側）と荷重量（体重の1/3・2/3）からの検討－，第29回関東甲信越ブロック理学療法

士学会，つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.9.18 

・ Watanabe M，Kurosawa K，Tani H，Higuch T，Imanaka K：An effective strategy to precisely shift the body-weight while 

performing a partial weight bearing task，11th International Congress of the Asian Confederation for Physical Therapy，Sanur 

Paradise Plaza Hotel，Bali, Indonesia，2010.10.11 

・ 昇 寛（発表者）：The effect of the Toe-Heel Pedal movement device for ergometer-Stady of the iEMG，The 5th Beijing 

International Rehabilitation Forum on rehabilitation，China Rehabilitation Center，Beijing, China，2010.10.29 

・ 昇 寛（発表者）：Invention and Making of the Placing Pedal Movement Device，The 8th International Meeting of Physical 

Therapy Science，Xian Rehabilitation Center，Xian, China，2011.3.26 

・ 柊 幸伸：Effects of side slope surfaces on the knee joint，11th International Congress of the Asian Confedaration of Physical 

Therapy，Bali, Indonesia，2010.10.11 

・ 柊 幸伸：Effects of side slope surfaces in the walk，The 5th Beijing International Forum on Rehabilitation，Beijing, China，

2010.10.31 

・ 金子純一朗，佐藤 仁，岸田あゆみ，石井博之，藤沢しげ子，丸山仁司：臨床能力向上を目指した課題目標型口頭試

験の開発，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27 

・ 佐藤 仁（座長）：第23回日本リハビリテーション学校協会教育研究大会，札幌ガーデンパレスホテル，北海道札幌

市，2010.8.19 

・ 佐藤 仁（座長）：第29回関東甲信越ブロック理学療法士学会，つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.9.18 

・ Sato H：CURRENT STATE OF PROPRIOCEPTIVE NEUROMUSCULAR FACILITATION EDUCATION IN PHYSICAL 

THERAPY SCHOOLS IN JAPAN，11th International Congress of the Asian Confederation for Physical Therapy，Sanur 

Paradise Plaza Hotel，Bali, Indonesia，2010.10.11 

・ 佐藤 仁（主催者）：PNFインストラクター講習会，埼玉東京神奈川PNF研究会，久我山病院，東京都世田谷区，

2011.1.23 

・ 佐藤 仁（座長）：第28回神奈川県理学療法士学会，川崎市産業振興会館，神奈川県川崎市，2011.3.6 
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・ 藤井菜穂子（座長）：教育・管理系理学療法3，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，

2010.5.27 

・ Hideki Momiyama：Investigation of the Shoulder Joint Impingement Following Abduction - Difference in angle of shoulder 

rotation-，11th International Congress of Asian Confederation for Physical Therapy，Sanur Paradise Plaza Hotel，Bali, 

Indonesia，2010.10.11 

・ 上村さと美（座長）：理学療法基礎系，第45回日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27 

・ 上村さと美，秋山純和：起立－着座動作を応用した運動負荷と自転車エルゴメータにおける仕事量の換算式，第45回

日本理学療法学術大会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.27 

・ 上村さと美，重政朝彦：附属病院との連携による理学療法学科生を対象とした心臓リハビリテーション教育の要点の

検討，第16回日本心臓リハビリテーション学会，かごしま県民交流センター，鹿児島県鹿児島市，2010.7.17 

・ Miura N，Kurosawa K：Change of soleus muscle spinal motor nerve exitability of sports habits and gender discrimination in 

helthy adults，11th International Congress of the Asian Confederation for Physical Therapy，Sanur Pradise Plaza Hotel，Bali, 

Indonesia，2010.10.12 

・ 三浦 和（座長）：実践報告（5例），第18回海外技術協力セミナー，第8回国際協力セミナー，JICA東京国際センタ

ー，東京都渋谷区，2011.1.22 

・ 渡邉観世子，樋口貴広，今中國泰：下肢整形疾患患者と健常者における体重移動課題の荷重量調節方略とパフォーマ

ンス，日本スポーツ心理学会第37回大会，福山大学，広島県福山市，2010.11.20 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 黒澤和生：日本理学療法士協会（理学療法学雑誌編集協力者），日本リハビリテーション医学会，日本人間工学会，

日本運動療法研究会，日本理学療法科学学会（理事，評議員），日本徒手的理学療法研究会（幹事，雑誌編集委員），

日本めまい平衡医学会，日本整形徒手療法協会，日本臨床神経生理学会 

・ 谷 浩明：日本人間工学会，日本体力医学会，日本生理人類学会，理学療法科学学会，運動学習研究会，スポーツ心

理学会，日本物理療法学会，日本私立医科大学理学療法士学会，日本VR医学会 

・ 昇 寛：日本理学療法士協会，理学療法科学学会（評議員），認知神経科学会，発明学会，人体科学会，日中学術交

流研究振興学会，日本レジャー・レクリエーション学会，（財）日本レクリエーション協会（公認レクリエーション

インストラクター） 

・ 柊 幸伸：日本理学療法士学会，日本理学療法科学学会（評議員），日本体力医学会，臨床歩行分析研究会 

・ 佐藤 仁：理学療法士協会（専門理学療法士（基礎系，教育・管理系，神経系，運動器系））（査読委員），理学療

法科学学会（評議員），日本PNF学会（認定インストラクター）（編集委員），埼玉東京神奈川PNF研究会（代表），

全国大学理学療法学教育研究会 

・ 武田 要：理学療法科学学会（評議員），臨床歩行動作分析研究会 

・ 藤井菜穂子：日本理学療法士協会（理学療法学（学術誌），編集委員），理学療法科学学会（評議員），理学療法科

学（学術誌）（査読委員），生理人類学会，日本体力医学会，小児保健協会 

・ 籾山日出樹：日本理学療法士協会（専門理学療法士（教育，管理，基礎理学療法）） 

・ 上村さと美：日本理学療法士協会，理学療法科学学会，日本心臓リハビリテーション学会，日本循環器学会，日本病

態生理学会 

・ 三浦 和：日本理学療法士協会（専門理学療法士（生活支援系）），集団災害医学会 

・ 渡邉観世子：理学療法科学学会，日本ボバース研究会，日本赤ちゃん学会，日本スポーツ心理学会 
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小田原保健医療学部（作業療法学科） 
 
著書 
・ 菅原洋子（分担執筆）：身体障害作業療法学第2版，頚髄損傷，199-217，医学書院，2011 

・ 菅原洋子（分担執筆）：作業療法評価学第2版，頚髄損傷の評価，360-370，医学書院，2011 

・ 鈴木孝治（編集，分担執筆）：作業療法ケースブック作業療法評価のエッセンス，作業療法における評価，2-16，医

歯薬出版，2010 

・ 鈴木孝治，岸本光夫，横田昌代（編集，分担執筆）：作業療法ケースブック作業療法評価のエッセンス，脳血管障害

による高次脳機能障害～空間認知障害により日常生活に混乱をきたした事例～，122-129，医歯薬出版，2010 

・ 鈴木孝治，岩崎也生子，日向寺妙子（編集，分担執筆）：作業療法ケースブック作業療法評価のエッセンス，クモ膜

下出血により意識障害を呈した事例～情動の重要性～，130-140，医歯薬出版，2010 

・ 鈴木孝治，岩崎也生子，白井沙緒里（編集，分担執筆）：作業療法ケースブック作業療法評価のエッセンス，意識障

害と失語症を呈した事例～把握しづらい生活能力～，141-150，医歯薬出版，2010 

・ 鈴木孝治，桑野美鳥，石崎侑里（編集，分担執筆）：作業療法ケースブック作業療法評価のエッセンス，右半球損傷

による高次脳機能障害～着衣という日常生活への影響～，151-158，医歯薬出版，2010 

・ 鈴木孝治，桑野美鳥，中村美圭（編集，分担執筆）：作業療法ケースブック作業療法評価のエッセンス，脳梗塞によ

る失行症の疑い～感覚障害も併発しセルフケアが困難であった事例～，159-166，医歯薬出版，2010 

・ 鈴木孝治（分担執筆）：作業療法学全書 改訂第3版第8巻 作業治療学5 高次脳機能障害，認知の障害 視覚失認，

81-88，協同医書出版，2011 

・ 森田千晶（分担執筆）：義肢学，上肢の運動学とバイオメカニクス，237-252，医歯薬出版，2010 

・ 長雄眞一郎，山路博文（分担執筆）：精神障害領域の作業療法，認知行動療法，147-148，中央法規，2010 

・ 森田（阿部）浩美：作業療法学ゴールド・マスター・テキスト7 発達障害作業療法学，姿勢と運動へのアプローチ，

脳性麻痺を中心に，92-137，メジカルビュー社，2011 

 

総説 
・ 出口弦舞：認知機能の低下に配慮した福祉用具であるために，リハビリテーションエンジニアリング，26(1)，31-34，

2011 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 菅原洋子：治療・訓練用具，日本作業療法士協会福祉用具研修会，名古屋医療福祉専門学校，愛知県名古屋市，

2010.9.4 

・ 鈴木孝治：日常生活に障害をもたらす高次脳機能障害～注意・記憶障害を中心に～，茨城県リハビリテーション病院

懇話会，茨城県立健康プラザ，茨城県水戸市，2010.7.24 

・ 山路博文：うつの理解，小田原市社会福祉協議会，小田原市社会福祉協議会，神奈川県小田原市，2010.6.11 

・ 山路博文：免疫力アップ心も体もリラックス，小田原市保健センター，神奈川県小田原市，2010.12.10  

・ 森田（阿部）浩美，鎌倉矩子：ワークショップ 手のかたち・手の動き～その基本類型の理解～，NOMAハンド・ラ

ボ，第44回日本作業療法学会，仙台市博物館，宮城県仙台市，2010.6.13 

・ 森田（阿部）浩美：作業療法士から見た作業のとらえ方・用い方，小田原養護学校主催研修会，小田原養護学校，神

奈川県小田原市，2010.8.26 
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学会発表 
・ 糸数由夏，菅原洋子：福祉施設における不全頚髄損傷者の自立活動の拡大，第44回日本作業療法学会，仙台国際セン

ター，宮城県仙台市，2010.6.12 

・ 菅原洋子：福祉用具に対するリウマチ患者の認識，第12回神奈川リウマチのリハ・ケア研究会，崎陽軒本店，神奈川

県横浜市，2011.1.22 

・ 菅原洋子：介護職とOTの協力によりADL拡大ができた重度頸損者の一事例，第12回リハビリテーション連携科学学

会，県民交流センターピア淡海，滋賀県大津市，2011.3.13  

・ Suzuki T，Nishikata H，Furuta T，Kurosawa Y，Mizuno T：Usefulness of OSCE (Objective Structured Clinical Examination) 

for Occupational Therapy Education-Based on OSCE, Intramural Lesson and Clinical Training-，15th Congress of the World 

Federation of Occupational Therapists，Santiago Convention and Exhibition Center Chile，Santiago, Chile，2010.5.7 

・ 黒澤也生子，鈴木孝治，佐島 毅：脳卒中後うつ状態の介入に対する作業療法士の意識，第44回日本作業療法学会，

仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.11 

・ 鈴木孝治，伊藤文香，松田智行，上岡裕美子，木下由美子：地震を想定した在宅療養者に対する避難練習の試み， 

第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.12 

・ 鈴木孝治（座長）：認知機能9，第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.13 

・ Inoue C，Suzuki T，Furuta T，Kurosawa Y，Mizuno T：Efforts in the field of OSCE for Occupational therapy education in 

Japan，An International Association For Medical Education Conference 2010，Scottish Exhibition and Conference Centre，

Glasgow, UK，2010.9.7 

・ Suzuki T，Inoue C，Furuta T，Kurosawa Y，Mizuno T：The validity of OSCE using standardized patients in the occupational 

therapy education，An International Association For Medical Education Conference 2010，Scottish Exhibition and Conference 

Centre，Glasgow, UK，2010.9.8 

・ Suzuki T：What can be effective indexes to evaluate patients with mild disturbance of consciousness?，5th Beijing International 

Forum on Rehabilitation，Radegast Hotel Beijing Lake View，Beijing, China，2010.10.31 

・ 山路博文：Mindfulness approach in Japan : two case studies，World Congress of Behavior and Cognitive Therapy 2010，

Boston, U.S.A.，2010.6.5 

・ 山路博文：脳卒中の心理的援助，Beijing International Forum on Rehabilitation，中国北京，2010.10.31  

・ 窪田 聡，遠藤 豊，窪田光枝，山本澄子：ファーラー位における上部体幹屈曲角度の違いが心血管系へ及ぼす影響，

第31回バイオメカニズム学術講演会，静岡大学 浜松キャンパス，静岡県浜松市，2010.11.7 

・ 出口弦舞：左片麻痺者の注意障害と車いすブレーキとフットサポートの操作忘れについて，第44回日本作業療法学会，

仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.12 

・ 出口弦舞：ブレーキかけ忘れ防止装置開発における注意喚起についての検討，第25回リハ工学カンファレンスin仙台，

仙台市情報・産業プラザ・アエル，宮城県仙台市，2010.8.27 

・ Huang F，Hirano D，Takeda K，Taniguchi T，Ogihara Y：A comparison of the frontal activation between an added-purpose 

task and a single-purpose task for upper limbs: a near-infrared spectroscopy study，15th World Congress of the World Federation 

of Occupational Therapists，Santiago Convention and Exhibition Center Chile，Santiago, Huechuraba，2010.5.4-7 

・ 畦上恭彦，遠藤重典，谷口敬道，平野大輔：書字活動時の語の習熟度の差による脳賦活部位の検討，第13回日本光脳

機能イメージング研究会，星稜会館，東京都千代田区，2010.7.24 

・ 小町祐子，鈴木賢治，靭負正雄，山田徹人，新井田孝裕，谷口敬道，平野大輔，恩田幸子，関森英伸，金子 忍， 

下泉秀夫，青木恭太，村山慎二郎：重症心身障害児・者の療育における視覚を活かす支援への取り組み 1. 屈折と眼

位，第19回視覚障害リハビリテーション研究発表大会in東海，中部大学 春日井キャンパス，愛知県春日井市，
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2010.9.25-26 

・ 岩上さやか：自発性に焦点を当てた料理教室～参加する為に自ら動く集団プログラム～，第44回日本作業療法学会，

仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.12 

 
研究助成金 
・ 窪田 聡：心血管機能を中心とした多面的生体負担評価に基づくギャッチベッド背上げ構造の提案，文部科学省科学

研究費補助金基礎看護学，若手研究(B)，22792159，採択 

 
学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 池淵歓斗：修士，精神障害者の就労に対する企業と就労支援施設との認識の違い－精神障害者・企業・支援者の協力

体制に向けて－，2011.3 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 菅原洋子：日本作業療法学会，作業療法教育研究会，日本リハビリテーション連携科学学会，リハビリテーション工

学協会，質的心理学会，県西地区リハビリテーション連携協議会（監事） 

・ 鈴木孝治：高次脳機能障害作業療法研究会（世話人） 

・ 森田千晶：日本義肢装具学会（理事），日本リハビリテーション工学協会，ヒトと動物の関係学会，日本動物病院福

祉協会，国際義肢装具学会（ISPO） 

・ 森田（阿部）浩美：日本作業療法学会 

・ 三浦慈子：日本高次脳機能障害学会 

・ 窪田 聡：バイオメカニズム学会，日本人間工学会，日本人間工学会看護人間工学部会，日本リハビリテーション工

学協会，日本作業療法士協会，神奈川県作業療法士会（社会保障制度対策委員） 

・ 出口弦舞：日本リハビリテーション工学協会（協会誌編集委員） 

・ 平野大輔：日本作業療法士協会（認定作業療法士） 

・ 岩上さやか：日本作業行動学会 

 

 

 

小田原保健医療学部（医学・一般教育） 
 
著書 
・ 田中美子，南井紀子，宮崎路子，柳澤順一，齋藤智恵，田村 雅，神戸百合香，千葉礼子：Core Spirit of IUHW，

Cengage Learning，2011 

・ 中村陽市（分担執筆）：スンクスの生物学，9-4皮膚の構造，225-230，学会出版センター，2011 

 
原著論文 
・ K. Ogawa，K. Harada，Y. Endo，S. Sagawa，M. Inoue：Heterogeneous levels of oxidative phosphorylation enzymes in rat 

adrenal glands，Acta Histochemica，113，24-31，2011 

・ 南井紀子，齋藤智恵，千葉礼子：モバイルe-learningの可能性と今後の課題， 国際医療福祉大学紀要，15(2)，24-33， 

2011 
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・ 高篠 智，宮木孝昌，中村陽市，伊藤正裕，松村譲兒，佐藤善宣：スンクス（Suncus Murinus）における肺内微細構

造の組織学的観察，形態科学，13，41-45，2010 

・ 寺山隼人，内藤宗和，平井宗一，曲 寧，小川夕輝，中村陽市 他5名：少人数で進める能動的体験医学としての基

礎医学実習の維持，形態科学，13，47-53，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 窪田 聡，遠藤 豊，窪田光枝，山本澄子：ファーラー位における上部体幹屈曲角度の違いが心血管系に及ぼす影響，

第31回バイオメカニズム学術講演会，静岡大学，静岡県浜松市，2010.11.7 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 井上 豊：情報処理学会 

・ 遠藤 豊：日本生理学会（評議員），歯科基礎医学会 

・ 千葉礼子：日本中世英語英文学会，大学英語教育学会（JACET），外国語教育メディア学会（LET），中世ヨーロッ

パ学会 

・ 中村陽市：日本解剖学会（評議員），日本リンパ学会（評議員），人類形態学研究会（選挙管理委員，監査） 

 

 

 

小田原保健医療学部（在宅地域ケア研究センター） 
 

原著論文 
・ Cheng S，Maeda T，Sakakihara Y，Yamagata Z，Yamagata Z，Tomiwa K，Japan Children’s Study Group：Early Television 

Exposure and Children’s Behavioral and Social Outcomes at Age 30 Months，Journal of Epidemiology，20(sup2)，482-489，

2010 

・ Cheng S，Maeda T，Tomiwa K，Yamakawa N，Koeda T，Anme T，Yamagata Z，Japan Children’s Study Group：

Comparison of Factors Contributing to Developmental Attainment of Children between 9 and 18 Months，Journal of 

Epidemiology，20(sup2)，452-458，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 成 順月，島内 節，薬袋淳子：在宅エンド・オフ・ライフケアにおけるグリーフケアと患者遺族のうつ状態の関連，

第13回日本地域看護学会学術集会，北海道立道民活動センター，北海道札幌市，2010.7.10 

・ 島内 節，成 順月，薬袋淳子：がん患者の在宅エンドオフライフの開始期と臨死期におけるケアニーズ－看護師と

家族による評価－，第13回日本地域看護学会学術集会，北海道立道民活動センター，北海道札幌市，2010.7.10  

・ 成 順月，前田忠彦，山縣然太朗：30ヶ月時子どもの行動問題と向社会性に影響を与えるリスク要因，第69回日本公

衆衛生学会学術集会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27-29 

・ 薬袋淳子，成 順月，山縣然太朗：後期高齢者のうつ傾向の改善に寄与する自発的取組み－山梨県K市の前向き縦断

研究から第1報－，第21回日本疫学会学術総会，かでる2.7北海道立道民活動センター，北海道札幌市，2011.1.21 

・ 成 順月，薬袋淳子，山縣然太朗：農村地域に暮らす後期高齢者の介護予防に寄与する要因－山梨県K市の前向き縦

断研究から第2報－，第21回日本疫学会学術総会，かでる2.7北海道立道民活動センター，北海道札幌市，2011.1.21 
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所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 成 順月：日本公衆衛生学会，日本疫学会，日本小児保健学会，日本看護科学学会，日本地域看護学会，日本老年看

護学会 

 

 

 

福岡看護学部（看護学科） 
 
著書 

・ 岡﨑美智子，角濱春美（編著）：根拠がわかる在宅看護技術（第2版），序論 在宅看護の考え方，1-18，在宅看護の

基本技術，在宅看護過程，56-63，退院支援・連携・協働，日常生活援助技術 食事，134-161，メヂカルフレンド社，

2010 

・ 小田正枝（編集，執筆）：看護理論を看護過程に活かす本，看護理論と看護過程の関係 看護実践に必要な理論的知

識，2-11，照林社，(2008) 

・ 小田正枝（編集，執筆）：症状別アセスメント・看護計画ガイド，便秘のアセスメントと問題関連図，23-45，照林社，

(2008) 

・ 小田正枝（監修）：プチナース（3年間シリーズ），解剖整理と病態生理がつながる疾患別看護過程－気管支喘息・

食道がん・大腸がん－他，43-58，照林社，2010 

・ 小田正枝（編集，執筆）：看護学原論－看護の本質的理解と創造性を育むために－，看護の対象となる個人・家族・

地域の理解，32-64，南江堂，2010 

・ 濱嵜真由美（分担執筆）：助産師国家試験予想問題 2010，助産診断・技術学Ⅰ（相談・教育・援助活動の基本），

146-150，クオリティケア，2010 

・ 濱嵜真由美（分担執筆）：実践マタニティ診断 第2版，妊娠期のマタニティ診断，32-116，医学書院，2011 

・ 脇﨑裕子：看護学生，これで分かる看護の展開 統合失調症患者の看護，31-36，メヂカルフレンド社，2011 

 

原著論文 

・ 梶谷佳子，岡﨑美智子：臨床看護師の看護学実習環境に関する意識調査，京都橘大学研究紀要，36，169-193，2010 

・ 小田正枝：Jonson4分割表を用いた臨床倫理カンファレンスが医師と看護師に与える影響，日本がん看護学会誌，

25(2)，140-147，2010 

・ 小田正枝：同種造血幹細胞移植直後の患者・家族が退院後に医療者に望む支援，臨床血液，増刊号，139-146，2010 

・ 鷲尾昌一，豊島泰子，今村桃子，東 治道，荒井由美子，井手三郎：九州地区における透析患者のインフルエンザ罹

患，施設内流行と職員ワクチンの接種，臨床と研究，87(3)，94-99，(2010) 

・ 今村桃子，橋口ちどり，鷲尾昌一：保健師課程卒業生のワクチンに関する知識と意識－インフルエンザワクチン，肺

炎球菌ワクチンならびにヒトパピローマウイルスワクチンについて，臨床と研究，87(12)，77-82，2010  

・ Kuroki T，Ohta A，Sherriff-Tadano R et al.：Imbalance in the Stress-Adaptation System in Patients With Inflammatory 

Bowel Disease，Biol Res Nurs，Nov 26，Epub ahead of print，2010 

・ Matsuura E，Ohta A，Suematsu R，Inoue H，Koarada S，Tada Y，Sherriff-Tadano R et al.：Functional disturbance of the 

stress-adaptation system in patients with scleroderma，Modern Rheumatology，Epub ahead of print，2011 

・ 山﨑真紀子，入山茂美，濱嵜真由美，本多洋子：産褥早期の母親のSense of Coherence（SOC）と母乳育児自己効力感

および母乳育児負担感の関係，長崎大学紀要，22(2)，45-50，2010.7.21 
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・ Tamura T，Hirata K et al.：Lymphoepithelioma-like carcinoma of the stomach with epithelioid granulomas，Case Rep 

Gastroenterol，4，361-368，2010 

・ 田村利尚，平田敬治 他：FOLFOX, FOLFIRI療法に抵抗性となったS状結腸癌，腹膜播種に対してBevacizumab併用化

学療法が奏功した1例，癌と化学療法，37(9)，1813-1816，2010 

・ Shibao K，Hirata K et al.：The type III inositol 1, 4, 5-trisphosphate receptor is associated with aggressiveness of colorectal 

carcinoma，Cell Calcium，48(6)，315-323，2010 

・ 藤野成美，脇﨑裕子：精神科病院に長期入院中である統合失調症患者が捉える老いの認識と自己の将来像，日本精神

保健看護学会誌2010，19(1)，105-115，2010 

・ 岡山寧子，小松光代，山縣恵美，山田陽介，仲前美由紀，木村みさか：高齢者における熱中症予防のための対処方法

－熱中症既往のない高齢女性を対象とした夏期における飲水行動調査から－，日本セーフティプロモーション学会誌，

3(1)，55-61，2010 

・ 増滿 誠：看護場面における沈黙に関する看護研究の動向と課題，国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部・

福岡看護学部紀要，6，21-29，2010 

 

総説 

・ 平田敬治：施設紹介 医療福祉社団高邦会 福岡山王病院，日本内視鏡外科学会ニュースレター，6，8，2010 

・ 長弘千恵，前野有佳里，波止千惠，Bevan宏美：日本の介護保険の現状と課題－介護予防の視点から－，韓国老年学

研究 Korean Journal of Research in Gerontology，19，37-50，2010 

・ 井上 都，安部 猛，宮崎彰吾，萩原明人：症例報告に基づくうつ症状を呈するホワイトカラー従業員への復職支援

に関する検討，産業衛生学雑誌，52(6)，267-274，2010 

 

研究報告 

・ 生野繁子，岡﨑美智子：介護保険施設における看護職の配置と実施している医療ケアに関する現状と問題点，日本看

護福祉学会誌，16(1)，27-51，2010 

・ 岡﨑美智子（研究代表者）：（和文）新人看護師の臨床判断能力を促進する学習支援システムの開発，（英文）The 

Development of a Learning SupportSystem to Improve New Nurses Clinical Judgements，独立行政法人 日本学術振興会

（Web報告），基盤研究(B)，研究期間2007-2009，19390554，A4. 6，2010.6.17 

・ 大森眞澄，岡﨑美智子：地域園芸活動に4年間参加した看護学生の学びの特徴，日本看護福祉学会誌，16(2)，141-150，

2011 

・ 小田正枝：継続的支援のための同種造血幹細胞移植患者の退院後に関する質的研究，臨床血液，52(4)，32-39，2010 

・ 古川秀敏，下舞紀美代，中西順子，小田正枝：ロイ適応看護理論における行動のアセスメントとNANDA－I看護診断

における診断指標の一致性－身体可動性障害に焦点を当てて－，国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部・福

岡看護学部紀要，6，61-66，2010 

・ 岡﨑美智子，下條三和，濱嵜真由美，シェリフ多田野亮子，安藤敬子，仲前美由紀，永井あけみ，平川静江，波止千

惠，脇﨑裕子，上田智之，井上 都，小田正枝：初年次教育における基礎ゼミナールⅠ・Ⅱのあり方，国際医療福祉

大学福岡リハビリテーション学部・福岡看護学部紀要，6，49-60，2010 

・ 小田正枝：電子カルテ稼働中の施設における看護師の思考過程の分析，日本看護診断学会誌，13(1)，89-99，2010 

・ 鷲尾昌一，井手三郎，今村桃子，高山直子，野口房子：福岡県筑後地区におけるインフルエンザワクチンの接種行動

に関する調査，厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症小研究事業）インフルエンザ及び近年流行が問題とな

っている呼吸器感染症の分析疫学研究，平成21年度総括・分担研究報告書，66-69，(2010) 
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・ 豊島泰子，鷲尾昌一，今村桃子，井手 信，荒巻和代，古賀由紀，金子仁美，斎藤由香，村岡京子：妊婦の喫煙習慣

の調査，聖マリア学院大学紀要，1，41-44，2010 

・ 鷲尾昌一，豊島泰子，今村桃子，西地令子，大町福美，竹元仁美，井手三郎，井手 信：助産師コース学生の喫煙の

実態と助産師教育の課題－保健師コース女子学生との比較より－，日本循環器病予防学会誌，46(1)，64-69，2011 

・ 松下智美，下舞紀美代，今村恭子，上田智之，下條三和：教員間のコミュニケーションおよび自律を促進する協働的

学習関係の構築，国際医療福祉大学福岡リハビリテーション・看護学部紀要，6，79-85，2010 

・ 今村恭子，下舞紀美代，松下智美，上田智之，下條三和：成人看護学領域における授業運営，国際医療福祉大学福岡

リハビリテーション・看護学部紀要，6，87-92，2010 

・ 赤司千波，大島 操，中山晃志：介護付有料老人ホームにおける終末期ケアおよび看取りケアの実態，第41回日本看

護学会論文集 老年看護，121-124，2011 

・ 渡邉晴美：病気の子どもの遊びに関する看護学生の認識，国際医療福祉大学福岡リハビリテーション・看護学部紀要，

6，73-79，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 岡﨑美智子：臨床における教育・指導者としてのあり方，関西医科大学卒後臨床研修センタ－「看護実践支援部門」，

関西医科大学附属枚方病院，大阪府枚方市，2010.7.31 

・ 小田正枝：看護研究の実際，髙木病院看護部研修，高木病院，福岡県大川市，2010.6-10 

・ 小田正枝：看護の意義と看護過程の展開，徳島大学病院看護管理者研修，徳島大学病院，徳島県徳島市，2010.9.10 

・ 小田正枝：看護理論と看護過程との深い関係，徳島看護協会レベルⅢ講習会，徳島県看護協会，徳島県徳島市，

2010.9.11 

・ 小田正枝：看護論・看護論演習，長崎県実習指導者講習会，長崎県看護協会，長崎県諫早市，2010.10-11 

・ 小田正枝：看護管理者を対象とした研修会，看護診断と看護過程，福岡県医師会主催看護キャリアレベルⅢ研修，福

岡県医師会館，福岡県福岡市，2010.10.1-2 

・ 小田正枝：ロイ適応看護理論，石川県立看護大学，看護教員および修士課程2年生を対象とした講義，石川県立大学

大学院，石川県石川郡野々市町，2010.12.10 

・ 青木康子，岩﨑和代，片山美津子，菊地敦子，熊澤美奈好，斉藤益子，濱嵜真由美，山崎トヨ：母性看護領域の看護

診断・助産診断，第16回日本看護診断学会学術大会（交流セッション），神戸国際フォーラム，兵庫県神戸市，

2010.6.6 

・ 平田敬治：切除不能進行・再発大腸癌治療におけるXELOX+アバスチン療法での著効例，がん化学療法セミナーin福

岡，ホテル日航福岡，福岡県福岡市，2010.10.22 

・ 脇﨑裕子，福原百合，増滿 誠：リーダーシップを学ぶ，日本精神科看護技術協会福岡県支部，福岡精神病院協会会

館，福岡県福岡市，2010.7.20 

・ 増滿 誠：関係論および教育論を学ぶ『家族援助の実際』，日本精神科看護技術協会福岡県支部，福岡精神病院協会

会館，福岡県福岡市，2010.8.13 

・ 増滿 誠，脇﨑裕子：看護教育概論，日本精神科看護技術協会熊本県支部，熊本婦人会館，熊本県熊本市，2010.8.23-24 

・ 増滿 誠：小論文の書き方ナビ，日本精神科看護技術協会福岡県支部，福岡精神病院協会会館，福岡県福岡市，

2010.12.12 

 

学会発表 

・ 岡﨑美智子（口演，座長）：看護管理，第23回日本看護福祉学会学術集会，日本赤十字広島看護大学，広島県廿日市
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市，2010.7.4 

・ 大森眞澄，岡﨑美智子：地域園芸活動に4年間参加した看護学生の学びの特徴，第23回日本看護福祉学会全国学術大

会，日本赤十字広島看護大学，広島県廿日市市，2010.7.4 

・ 那須潤子，岡﨑美智子：学士課程における看護技術経験の推移，第20回日本看護学教育学会学術集会，大阪国際会議

場，大阪府大阪市，2010.7.31 

・ 岡﨑美智子（口演，座長）：嚥下援助，第9回日本看護技術学会学術集会，ウインクあいち（愛知県産業労働センタ－），

愛知県名古屋市，2010.10.23 

・ 小田正枝（座長）：看護診断のプロセスと間違いやすい看護診断用語，第16回日本看護診断学会学術大会，神戸国際

展示場，兵庫県神戸市，2010.6.6 

・ 小田正枝（座長）：理事長諮問会議の活動，第16回日本看護診断学会学術大会，神戸国際展示場，兵庫県神戸市，

2010.6.6 

・ 横田宣子，村上智彦，小田正枝：小血液内科病棟終末期患者におけるJonsen4分割表を用いた臨床倫理カンファレンス

の分析，第15回日本緩和医療学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.6.18 

・ 柏木公一，黒田裕子，山勢博彰，小田正枝：電子カルテからの情報収集に必要な機能－患者情報収集場面の撮影結果

より－，第14回日本看護管理学会，横浜国際会議場，神奈川県横浜市，2010.8.21 

・ 北 素子，中木高夫，柏木公一，黒田裕子，小田正枝：看護師の勤務開始前情報収集時における病院情報システムの

評価フレームワークの開発，第30回医療情報学連合大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19 

・ 小田正枝（主催者）：看護教育・看護実践から学びを拓く，第15回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，国

際医療福祉大学 福岡天神キャンパス，福岡県福岡市，2010.11.20 

・ 横田宣子，村上智彦，小田正枝：同種造血幹細胞移植後の患者が退院後に家族に及ぼす影響，第15回日本看護研究学

会九州・沖縄地方会学術集会，国際医療福祉大学 福岡天神キャンパス，福岡県福岡市，2010.11.20 

・ 小田正枝：障害者病棟における看護師が抱えるストレスの内容とコーピング，第15回日本看護研究学会九州・沖縄地

方会学術集会，国際医療福祉大学 福岡天神キャンパス，福岡県福岡市，2010.11.20 

・ 小田正枝：看護支援システムからの情報収集とアセスメントの視点および中堅看護師と新卒看護師の思考の違い，第

35回日本看護科学学会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 小田正枝：共通言語としての看護診断－世界の動向・日本の動向－，第35回日本看護科学学会，札幌コンベンション

センター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 横田宣子，村上智彦，小田正枝：同種造血幹細胞移植後の患者・家族が退院後に望む支援，第25回日本がん看護学会

学術集会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2011.2.12 

・ 今村桃子，鷲尾昌一，豊島泰子，馬場季子：乳幼児健診受診対象児の母親の喫煙の関連要因，第46回日本循環器予防

学会，東京大学医学部棟，東京都文京区，2010.5.28 

・ 豊島泰子，鷲尾昌一，今村桃子，井手 信，荒巻和代，古賀由紀，金子仁美，斎藤由香，村岡京子：妊婦の喫煙習慣

の調査，第46回日本循環器予防学会，東京大学医学部棟，東京都文京区，2010.5.28 

・ Toko Iamura，Masakazu Washio，Yasuko Toyoshima：The Smoking status of Nurses Working at a General Hospital in 

Fukuoka, Japan，第3回国際産業看護・第2回アジア産業看護ジョイント学術集会，Workpia YOKOHAMA，神奈川県横

浜市，2010.8.6-9 

・ 今村桃子，鷲尾昌一，馬場季子，宮崎みゆき，豊島泰子：乳幼児健診受診者の母親の喫煙とその関連要因，第69回日

本公衆衛生学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27 

・ 豊島泰子，今村桃子，鷲尾昌一：九州7県における在宅神経難病療養者に対する訪問看護の実態，第69回日本公衆衛

生学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.10.27 
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・ Toko Iamura，Yasuko Toyoshima，Kazumi Iyonaga，Masakazu Washio：EDUKEATION ABOUT INFECTION CONTROL 

IN HOME NURSING FOR NURSING COLLEGE STUDENTS IN JAPAN，14thEast Asian Forum of Nursing Scholars 

EAFONS 2011，Seoul Olympic Parktel，Seoul, Korea，2011.2.11 

・ シェリフ多田野亮子，緒方文子，吉田俊明，尾原多津子，上田智之，河野 史：アスベスト外来を受診する初診群と

フォローアップ群の不安とうつ状態の比較，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海

道札幌市，2010.12.4 

・ 入山茂美，濱嵜真由美，山﨑真紀子，本多洋子：産褥早期の母乳育児自己効力感と母乳育児継続意図の関係，第52回

母性衛生学会学術集会，石川県立音楽堂，石川県金沢市，2010.11.6 

・ 永田直幹，平田敬治 他：胃癌術前化学療法に対するパクリタキセル（TXL）／シスプラチン（CDDP）weekly併用

化学療法の検討，第110回日本外科学会定期学術集会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.4.8-10 

・ 清永英利，平田敬治 他：子宮内膜症による腸閉塞の一例，第95回日本消化器病学会九州支部例会，北九州国際会議

場，福岡県北九州市，2010.6.18-19 

・ 豊永敬之，平田敬治 他：CT検査にて診断しえた魚骨による消化管穿孔の2例，第89回日本消化器内視鏡学会九州支

部例会，北九州国際会議場，福岡県北九州市，2010.6.18-19 

・ 平田敬治（座長）：研修医 大腸，第95回日本消化器病学会九州支部例会，北九州国際会議場，福岡県北九州市，

2010.6.18-19 

・ 清永英利，平田敬治 他：肥満外来の立ち上げと高度肥満に対する治療について，平成22年度日本産業衛生学会九州

地方会学会，ヒューマンメディア財団ビル，福岡県北九州市，2010.6.18-19 

・ 永田直幹，平田敬治 他：腹腔鏡下幽門側胃切除（LDG）におけるcircular staplerを用いた再建法の工夫，第65回日本

消化器外科学会総会，海峡メッセ，下関市民会館他，山口県下関市，2010.7.14-16 

・ 村山良太，平田敬治 他：胆嚢摘出後の総胆管結石症に対する腹腔鏡下手術の工夫，第65回日本消化器外科学会総会，

海峡メッセ，下関市民会館他，山口県下関市，2010.7.14-16 

・ 清永英利，平田敬治 他：当院における肥満外来の立ち上げと肥満症治療，第3回日本肥満症治療学会学術集会，学

術総合センター，東京都千代田区，2010.9.10-11 

・ 鬼塚幸治，平田敬治 他：結腸に発生したMALTリンパ腫の1例，第8回日本消化器外科学会大会（第18回日本消化器

関連学会週間，2010JDDW），パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.10.15-16 

・ 平田敬治 他：メシル酸イマチニブによる術前補助療法が奏功し肛門温存手術が可能となった直腸GISTの1例，第35

回日本大腸肛門病学会九州地方会，長崎新聞文化ホール，長崎県長崎市，2010.11.6 

・ 永田直幹，平田敬治 他：高度進行胃癌に対して術前化学療法，パクリタキセル／シスプラチンweekly併用化学療法

後にsequential S-1補助化学療法の検討，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.11.21-23 

・ 平田敬治（座長）：一般演題（口演）大腸12，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.11.21-23 

・ 豊永敬之，平田敬治 他：特徴的な超音波所見を呈した痔瘻癌の四例，第65回日本大腸肛門病学会学術集会，アクト

シティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.26-27 

・ 壬生隆一，平田敬治 他：便失禁診療の標準化は可能か，第65回日本大腸肛門病学会学術集会，アクトシティ浜松，

静岡県浜松市，2010.11.26-27 

・ 豊永敬之，平田敬治 他：肛門超音波検査による痔瘻と痔瘻癌の鑑別，第13回福岡大腸疾患研究会，博多都ホテル，

福岡県福岡市，2010.12.1 

・ 山田陽子，平田敬治：マイルズ術後のストーマ狭窄により下行結腸で再造設した一事例 再造設部位の検討，第28回
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日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2011.2.4-5 

・ 中藤三千代，下舞紀美代，山田紋子，林みよ子，古川秀敏，菊池麻由美，杉田理恵，小泉純子，棚橋泰之，津田泰伸，

黒田裕子：看護援助を必要とする「腹部膨満感」という患者現象の明確化－消化器系疾患患者に焦点をあてて－，第

16回日本看護診断学会学術大会，神戸国際展示場，兵庫県神戸市，2010.6.6 

・ 古川秀敏（座長）：第10群，第41回日本看護学会 成人看護Ⅱ 学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，

2010.8.31 

・ 赤司千波，大島 操，中山晃志：介護付有料老人ホームにおける終末期ケアおよび看取りケアの実態，第41回日本看

護学会 老年看護 学術集会，なら100年会館，奈良市男女共同参画センターあすなら，奈良県奈良市，2010.9.11 

・ 赤司千波，大島 操，中山晃志：終末期ケア・看取りケアにおける看護に関する研究－九州地区の介護付有料老人ホ

ームへの質問紙調査－，日本老年看護学会 第15回学術集会，ベイシア文化ホール（群馬県民会館），群馬県前橋市，

2010.11.7 

・ 赤司千波，大島 操，中山晃志：終末期ケアおよび看取りケアに取り組んでいる介護付有料老人ホームの実態－九州

地区の調査から－，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター・札幌市産業振興センター，北

海道札幌市，2010.12.3 

・ 脇﨑裕子，松枝美智子：精神科長期入院高齢者の老いを生きる意味に影響を与える因子，第20回日本精神保健看護学

会学術大会，聖路加看護大学，東京都中央区，2010.6.20 

・ 藤野成美，脇﨑裕子：精神科看護師の身体合併症ケアにおける臨床判断の特徴，第36回日本看護研究学会学術集会，

岡山コンベンションセンター，岡山県岡山市，2010.8.21 

・ 脇﨑裕子（座長）：精神看護（3演題），第15回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，国際医療福祉大学 福

岡天神キャンパス，福岡県福岡市，2010.11.20 

・ 藤野成美，脇﨑裕子：精神科看護師における目標達成行動と属性に関する検討，第30回日本看護科学学会学術集会，

札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.3 

・ 脇﨑裕子，藤野成美：精神障害をもちながら老いを生きる長期入院高齢者の希望，第30回日本看護科学学会学術集会，

札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 仲前美由紀，岡山寧子，木村みさか，山田陽介：自立・虚弱高齢女性における体内水分量と腋窩皮膚水分の関連，第

36回日本看護研究学会学術集会，岡山コンベンションセンター，岡山県岡山市，2010.8.21 

・ 道重文子，仲前美由紀，恩幣宏美：血液透析患者の口渇と対処方法についての縦断的調査，第7回日本口腔ケア学会

総会・学術大会，大阪国際交流センター，大阪府大阪市，2010.11.27-28 

・ 丹羽さよ子，杉野朋子，松田史代，白川真紀，増滿 誠，榊間春利：壮・老年者の運動視機能と活動状況の関係，日

本老年社会科学会第52回大会，あいち健康プラザ，愛知県知多郡東浦町，2010.6.17 

・ 増滿 誠：精神科看護師が語った患者との沈黙場面における沈黙経験の意味（第3報）場に規定される沈黙の意味解

釈と対応の相違，第15回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，国際医療福祉大学天神キャンパス，福岡県福

岡市，2010.11.20 

・ 増滿 誠：精神科看護師が語った患者との沈黙場面における沈黙経験の意味（第1報）沈黙の意味の解釈と対応，第

30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 増滿 誠：精神科看護師が語った患者との沈黙場面における沈黙経験の意味（第2報）沈黙の解釈と対応の変化要因，

第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.4 

・渡邉晴美：子どもの遊びに関する看護学生の認識～臨地実習前の認識～，第41回日本看護協会 看護教育 学術集会，

アルカスSASEBO，長崎県佐世保市，2010.8.20 

・ 渡邉晴美：病気の子どもの遊びに関する看護学生の認識～臨地実習の変化～，第41回日本看護協会 小児看護 学術
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集会，三重県総合文化センター，三重県津市，2010.11.5 

・ 上田智之：看護師の感情労働とバーンアウト警句との関連，第36回日本看護研究学会学術集会，岡山コンベンション

センター，岡山県岡山市，2010.8.21 

・ 上田智之：精神科看護師の感情労働とメンタルヘルスとの関連，第30回日本看護科学学会，札幌コンベンションセン

ター，北海道札幌市，2010.12.3 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 黒田裕子，中木高夫，山勢博彰，北 素子，上澤悦子，小泉雅也，明神哲也，中山栄純，立野淳子，下舞紀美代， 

伊東美佐江，小田正枝，柏木公一，石井 真，安藤敬子 他（分担研究）：看護実践の質向上を導く看護支援システ

ム構築に関する研究，文部科学省，基盤B，7501，継続 

・ 安酸史子，小田正枝，東 玲子 他：戦略的大学連携支援事業「看護系大学から発信するケアリングアイランド九

州・沖縄構想」，文部科学省，総合的連携型（区分B），継続 

・ シェリフ多田野亮子：アスベスト外来受診者の不安とうつ状態の悪化と免疫能の変化について，科学研究費補助金，

基盤研究(C)，21592852，継 

・ 濱嵜真由美：マタニティ診断・診断名と指標の妥当性の検討，看護診断学会委託研究，採択 

・ 平田敬治（代表）：イノシトール3リン酸受容体発現と大腸癌における転移，術前化学療法との関連について，科学

研究費，基盤研究(C)，20591598，継続 

・ 藤野成美，脇﨑裕子：身体合併症ケア能力強化のための精神科看護師実践プログラムの開発とその評価，文科省科学

研究費補助金，基盤C，FAG1592896，継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 

・ 波止千惠：看護学修士，介護支援専門員の基礎資格の相違による利用者の自己決定を支える合意形成の現状と課題 

－看護職と介護職の職種間比較－，2011.3.15 

・ 松下智美：保健学修士，2型糖尿病の遺伝に関する知識が患者の予防行動および糖尿病の看護に及ぼす影響，

2011.3.22 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 岡﨑美智子：日本看護技術学会（選挙管理委員，査読委員，第11回日本看護技術学会学術集会企画委員），日本看護

福祉学会（理事長），日本看護系学会等社会保険連合会（診療報酬・介護報酬あり方検討会委員），日本看護学教育

学会（査読委員，評議員），日本看護研究学会・九州沖縄地方会（第15回九州・沖縄地方会企画委員），日本看護歴

史学会（査読委員），日本赤十字看護学会（第12回日本赤十字看護学会企画委員長（大会長）），日本カリキュラム

学会，日本老年学会，日本音楽療法学会 

・ 小田正枝：日本看護診断学会（理事長），日本看護科学学会（評議員），日本看護学教育学会（評議員，査読委員），

日本看護研究学会（評議員，査読委員），九州看護理論研究会（会長），日本がん看護学会，日本看護協会（施設代表） 

・ 今村桃子：日本在宅ケア学会（査読委員） 

・ 下條三和：日本看護学会（看護管理者セカンドレベル），日本看護管理学会，医療マネジメント学会，日本看護研究

学会，日本看護学教育学会，医療の質・安全学会，日本メディエーター協会（医療メディエーター），医療事故・紛

争対応研究会 

・ 平田敬治：World Journal of Gastroenterology（Member of the Editorial Board），日本外科学会（指導医，専門医），日

本消化器外科学会（専門医，消化器がん治療認定医），日本消化器病学会（指導医，専門医），日本大腸肛門病学会
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（指導医，専門医），日本消化器内視鏡学会（指導医，専門医），日本救急医学会（専門医），日本がん治療認定医

機構（暫定教育医），日本大腸肛門病学会九州地方会（評議員），九州外科学会（評議員） 

・ 古川秀敏：九州看護理論研究会，日本看護診断学会（研究推進委員），日本看護研究学会（第15回九州・沖縄地区学

術集会実行委員），日本看護科学学会，日本公衆衛生学会，日本老年社会科学会，日本老年看護学会，日本在宅ケア

学会，日本認知症ケア学会 

・ 安藤敬子：日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護教育学会，日本看護診断学会，日本保健医療社会学会，

日本公衆衛生学会，日本医史学会 

・ 中山晃志：日本統計学会，日本計量生物学会，日本看護科学学会 

・ 永井あけみ：国際看護研究会 

・ 波止千惠：日本地域看護学会，日本看護学教育学会，全国高齢者ケア協会，日本看護協会 

・ 平川静江：九州思春期研究会（思春期保健相談士） 

・ 脇﨑裕子：日本看護協会，日本精神科看護技術協会，日本看護教育学会，日本看護診断学会，日本精神保健看護学会，

日本看護科学学会，日本看護研究学会（地方学会企画委員），日本看護倫理学会 

・ 中西順子：日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護学教育学会，日本小児保健協会，日本赤ちゃん学会 

・ 仲前美由紀：日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護学教育学会，日本看護福祉学会，日本看護診断学会 

・ 橋本茂子：日本看護学教育学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，千葉看護学会 

・ 増滿 誠：日本精神保健看護学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護学教育学会，日本心理学会 

・ 渡邉晴美：日本小児看護学会 

・ 井上 都：産業衛生学会 

・ 上田智之：日本看護研究学会九州地方会（実行委員） 

・ 松下智美：日本看護研究学会，日本糖尿病教育・看護学会，日本遺伝看護学会 

 

 

 

基礎医学研究センター 
 
著書 

・ 黒澤美枝子（分担訳）：ギャノング生理学（原書23版），11章体性感覚の経路，205-213，丸善，2011 

・ 黒澤美枝子（分担訳）：ギャノング生理学（原書23版），17章自律神経系，308-320，丸善，2011 

・ 黒澤美枝子（分担訳）：トートラ人体解剖生理学（原書8版），21章泌尿器系，539-557，丸善，2011 

・ 長谷川薫（分担執筆）：日本生理学会教育委員会編集，看護師国家試験「解剖生理学クリアブック」第1版第4刷，内

分泌系による調節，124-139，医学書院，2011 

 

原著論文 

・ Fujita E，Dai H，Tanabe Y，Zhiling Y，Yamagata T，Miyakawa T，Tanokura M，Momoi MY，Momoi T：Autism 

spectrum disorder is related to endoplasmic reticulum stress induced by mutations in the synaptic cell adhesion molecule, CADM1， 

Cell Death Dis，1，e47，2010 

・ Takayanagi Y，Fujita E，Yu Z，Yamagata T，Momoi MY，Momoi T，Onaka T：Impairment of social and emotional 

behaviors in Cadm1-knockout mice，Biochem. Biophys. Res. Commun，396，703-708，2010 

・ Hibino T，Fujita E，Tsuji Y，Nakanishi J，Iwaki H，Katagiri C，Momoi T：Purification and characterization of active 
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caspase-14 from human epidermis and development of the cleavage site-directed antibody，J. Cell Biochem，109，487-497，

2010 

 

総説 

・ Lundeberg T，Kurosawa M (Eds)：Special issue: Acupuncture from a physiological and clinical perspective，Autonomic 

Neuroscience: Basic and Clinical，157，1-100，2010 

 

研究報告 

・ 黒澤美枝子：体性感覚刺激による脳神経伝達機能変化と情動・自律反応相関，文部科学省 平成21年度科学研究費補

助金実績報告書（研究実績報告書） 

 

講演 

・ 黒澤美枝子：鍼灸の自律神経に対する効果－体性自律神経反射，第61回日本東洋医学会学術総会シンポジウム，名古

屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.6.6 

・ 黒澤美枝子：タッチケアの自律神経系に及ぼす影響，第32回日本疼痛学会シンポジウム，国立京都国際会館，京都府

京都市，2010.7.3 

・ 桃井 隆：The impaired Purkinje cell development in the Foxp2(R552H)-KI mice - linkage to autism spectrum disorder-， 

Global COE International Synposium，慶應義塾大学 三田キャンパス北館ホール，東京都港区，2011.3.2 

 

学会発表 

・ 黒澤美枝子，丸山貴美子，下重里江：皮膚への触刺激によるラット側坐核でのドーパミン放出増加反応，第87回日本

生理学会大会，盛岡市民文化ホール，岩手県盛岡市，2010.5.21 

・ 黒澤美枝子（座長）：特別講演，第63回日本自律神経学会総会，ワークピア横浜，神奈川県横浜市，2010.10.22 

・ 黒澤美枝子（座長）：体性自律神経反射，第63回日本自律神経学会総会，ワークピア横浜，神奈川県横浜市，

2010.10.23 

・ 下重里江，中野朋儀，丸山仁司，黒澤美枝子：卵巣摘出ラットにおける骨格筋電気刺激時の血圧反応および圧受容器

反射の感受性の検討，第63回日本自律神経学会総会，ワークピア横浜，神奈川県横浜市，2010.10.23 

・ 下重里江，中野朋儀，黒澤美枝子，卵巣摘出ラットの循環反応，第38回自律神経生理研究会，日本光電工業（株）本

社研修センター，東京都新宿区，2010.12.4 

・ 黒澤美枝子（座長）：セッション2，第38回自律神経生理研究会，日本光電工業（株）本社研修センター，東京都新

宿区，2010.12.4 

・ 黒澤美枝子，下重里江，中野朋儀，植西香織，丸山仁司，ラット骨格筋刺激時の循環反応におよぼす卵巣摘出の影響，

第88回日本生理学会大会 第116回日本解剖学会総会・全国学術集会合同大会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2011.3.28（震災のため，誌上開催） 

・ 徳永亮太，下重里江，大久保真人，黒澤美枝子：体性感覚刺激によるラット扁桃体セロトニン放出の変化，第88回日

本生理学会大会 第116回日本解剖学会総会・全国学術集会合同大会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.3.28

（震災のため，誌上開催） 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 黒澤美枝子：体性感覚刺激による脳神経伝達機能変化と情動・自律反応相関，文部科学研究費補助金，基盤研究(C)，
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20590216，継続 

・ 黒澤美枝子：ライソゾーム病に対するケミカルシャペロン療法の確立，厚生労働科学研究費補助金，こころの健康科

学研究事業，H20 －こころ－ 一般-022，継続（研究協力） 

・ 桃井 隆：FOXP2遺伝改変マウスを用いた脳構造機能の進化と言語獲得の分子基盤の研究，文部科学省科学研究費，

新学術領域研究，21200011，継続 

・ 桃井 隆：Cad1機能シナプス形成に関与するタンパク複合体の解析と機能障害の研究，文部科学省科学研究費，基盤

(C)，21500334，継続 

・ 桃井 隆：興奮性，および抑制性シナプス制御の分子機能と脳発達障害について，文部科学省科学研究費，特別研究

員奨励費，2008628，継続 

・ 桃井 隆：筋ジストロフィーおよびその関連疾患の分子病態解明，診断法確立と薬物治療の開発に関する研究，精

神・委託研究開発費，20B-3，継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 

・ 戸田寛子，丸山仁司，ブライアンバジェル，黒澤美枝子：日本生理学会循環生理学優秀論文賞，Responses of dorsal 

spinal cord blood flow to noxious mechanical stimulation of the skin in anesthetized rats，2010.5.20 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 黒澤美枝子：日本生理学会（常任幹事，評議員，編集広報委員，学術委員），日本自律神経学会（理事，国際渉外委

員，編集委員，広報委員），日本神経科学会（専門会員），自律神経生理研究会（幹事），Autonomic Neuroscience

（Associate Editor），Journal of Physiological Sciences（Associate Editor） 

・ 長谷川薫：日本生理学会（評議員），日本細胞生物学会，日本組織培養学会，日本動物学会，インビトロ・バイオロ

ジー学会（USA），New York Academy of Science (USA)  

・ 桃井 隆：日本分子生物学会，日本神経科学会 

・ 小室正人：日本解剖学会（評議員），日本組織細胞化学会 

 

 

 

総合教育センター 
 
著書 

・ 南井紀子，田中美子，柳澤順一，宮崎路子，千葉礼子，野中 泉，齋藤智恵，田村 稚，神戸百合香：Core Spirit of 

IUHW，センゲージラーニング社，2011 

・ 野中 泉（分担執筆）：映画で学ぶ英語学，1章音声学，2-15，3章形態論と音韻論，73-76，くろしお出版，2011 

・ 本名信行，猿橋順子，竹下裕子，米岡ジュリ，齋藤智恵，松本明子，柴田亜矢子：国際言語管理の意義と展望，第3

章医療分野の言語ニーズと対応，61-79，第6章日本企業における言語ニーズとその対応，121-138，株式会社アルク，

2011 

 

原著論文 

・ 南井紀子，齋藤智恵，千葉礼子：モバイルe-learningの可能性と今後の課題，国際医療福祉大学紀要，15(2)，24-33，

2011 
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総説 

・ 柳澤順一：書評 Confessions of a Japanologist，D. Keene, Asahi Press, 1982，Double Vision，12，183-186，2010 

・ Chie Saito：The 27th National Conference of the Japanese Association for Asian Englishes，Asian Englishes，13(2)，82-84，

2010 

 

学会発表 

・ 野中 泉：映画を使ったリスニング指導，映画英語教育学会東日本支部7月例会，麗澤大学，東京都新宿区，

2010.7.26 

・ Chie Saito：A Study of Diversity in Japan’s Linguistic Environment: Focusing on the Langscape in the Kanto Region，The 16th 

IAICS (International Association for Intercultural Communication Studies) Conference，South China University of Technology，

中国広州，2010.6.19 

・ Chie Saito：A Study of Linguistic Auditing in Japan’s Linguistic Environment，SHNU 2010 International Conference of 

Intercultural Communication，Shanghai Normal University，中国上海，2010.12.28 

・ Kambe Y：A Pragmatic Factor that Affects the Utterances of Adjuncts，The First International Conference on Language, 

Literature and Cultural Studies The Said and the Unsaid，University of Vlora，Vlora, Albania，2010.9.12 

・ Kambe Y（座長）：The First International Conference on Language, Literature and Cultural Studies The Said and the Unsaid，

University of Vlora，Vlora, Albania，2010.9.12-14 

 

研究助成金 

・ 大田悦子，齋藤智恵：Dictationテストは学習者のどのような力を測ることができるのか，外国語教育メディア学会，

継続 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 森田耕喜：日本哲学会，ヘーゲル研究会，西田哲学会，日本独文学会，日本臨床死生学会， 

・ 南井紀子：日本医学英語教育学会，大学英語教育学会，外国語教育メディア学会 

・ 柳澤順一：オセアニア教育学会，IRICE英語学会，国際教育研究所 

・ 野中 泉：映画英語教育学会（東日本支部立ち上げ委員），日本時事英語学会，大学英語教育学会，全国語学教育学会 

・ 宮崎路子：日本医学英語教育学会 （JASMEE），日本英学史学会（会計委員），国際ユーモア学会（ISHS），IEEE 

PCS（Professional Communication Society），大学英語教育学会（JACET） 

・ 齋藤智恵：日本「アジア英語」学会（理事），関東甲信越英語教育学会，全国英語教育学会，外国語教育メディア学

会，大学英語教育学会，International Association for Intercultural Communication Studies 

・ 神戸百合香：筑波英語学会，日本英語学会，日本語用論学会，英語語法文法学会，International Pragmatics Association 

 

 

 

情報教育センター 
 
著書 
・ 外山比南子（分担執筆）：医療におけるIT（情報技術）の活用，コメディカル教育のための情報リテラシーとコンピ

ュータの基礎，186-213，共立出版，2010 
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・ 外山比南子（監修，分担執筆）：医療情報の活用，診療情報管理分析学－がん登録をめざして－，国際医療福祉大学，

2011 

・ 今田敬子，石川 徹，黒田史博，外山比南子，長谷川高志（分担執筆）：コメディカル教育のための情報リテラシー

とコンピュータの基礎，3章情報リテラシー，全17ページ，共立出版，2011 

 

総説 
・ 外山比南子：診療情報管理士への期待，新医療，37(10)，135-140，2010 

 

研究報告 
・ 外山比南子 他：コメディカル養成のための教育用電子カルテシステムの構築と実践，平成22年度研究報告書，2011 

・ 今田敬子：語のイメージと情報環境の変化の関係，医療情報学，30(Suppl.)，267-270，2010 

・ 石川 徹，中國秀章，江田哲也，黒田史博，横山重子，外山比南子：コメディカル養成のための電子カルテを用いた

医療情報活用教育とその評価，第30回医療情報学連合大会論文集，医療情報学30 (Suppl.)，1260-1261，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 今田敬子：医学文献の動向と文献の活用，三田病院学術図書委員会，国際医療福祉大学三田病院，東京都港区，

2010.7.9 

・ 今田敬子：司書の役割，日本看護図書館協会第6回新人研修会，国際医療福祉大学 小田原キャンパス，神奈川県小

田原市，2010.11.6 

 

学会発表 
・ 外山比南子：Inter-university Clinical informatics education program for co-medical students，13th World Congress on Medical 

and Health Informatics (MEDINFO 2010)，CapeTown International Convention Centre，ケープタウン，南アフリカ，

2010.9.13 

・ 外山比南子，篠原信夫：Establishment of an Education System for Working Graduate School Students Using a Distance 

Education System，13th World Congress on Medical and Health Informatics (MEDINFO 2010)，CapeTown, International 

Convention Centre，ケープタウン, 南アフリカ，2010.9.13 

・ 外山比南子，大川喜代美：筋萎縮性側索硬化症における在宅療養の研究，第36回診療情報管理学会学術大会，ホクト

文化ホール（長野県県民文化会館），長野県長野市，2010.9.16 

・ 外山比南子，染谷香央里：気象と救急疾患発生との関連性に関する調査，第36回診療情報管理学会学術大会，ホクト

文化ホール（長野県県民文化会館），長野県長野市，2010.9.16 

・ 外山比南子，伊藤由美：臨床，病院経営における診療データの有効活用に向けて（第2報），第36回日本診療情報管

理学会学術大会，ホクト文化ホール（長野県県民文化会館），長野県長野市，2010.9.17 

・ 外山比南子，坂本千枝子：がん登録教育のためのサマリー様式および登録シートの検討，第36回日本診療情報管理学

会学術大会，ホクト文化ホール（長野県民文化会館），長野県長野市，2010.9.17 

・ 外山比南子：DPC調査データに見る核医学検査の実態，第50回日本核医学会学術総会，大宮ソニックシティ，埼玉県

さいたま市，2010.11.11-13 

・ 外山比南子：電子カルテを用いた教育のための教材データベースの開発－7大学連携による戦略的大学教育改革支援

プログラム，第30回医療情報学連合大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，江田哲也：チーム医療教育における電子カルテ利用時に使用する授業用手順書の作成法，第30回医療情
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報学連合大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，篠原信夫：電子カルテ実習教育における講義映像配信環境の整備，第30回医療情報学連合大会，アクト

シティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，清水隆明：DPCデータを用いた併存症および合併症の影響分析，第30回医療情報学連合大会，アクトシ

ティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，坂本幸平：DPC対象病院におけるジェネリック医薬品の使用状況について，第30回医療情報学連合大会，

アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，福田容幸：救急搬送から見たクモ膜下出血について，第30回医療情報学連合大会，アクトシティ浜松，

静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，高哈斯宝力高：日常診療の中から経営指標を求めるための研究，第30回医療情報学連合大会，アクトシ

ティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，坂本千枝子：がん登録教育のためのがん登録システムの構築，第30回医療情報学連合大会，アクトシテ

ィ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，大塚敬義：レセコン学習授業における履修前後の受講者の意識変化について，第30回医療情報学連合大

会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 外山比南子，石川 徹，中國秀章，江田哲也，黒田史博，横山重子：コメディカル養成のための電子カルテを用いた

医療情報活用教育とその評価，第30回医療情報学連合大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.20 

・ 中國秀章，外山比南子，石川 徹，横山重子，江田哲也：大学間連携による電子カルテシステムの教育向け拡張，第

30回医療情報学連合大会（第11回日本医療情報学会学術大会），アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.20 

・ 外山比南子（座長）：セッション2-I-4 DPC1，第30回医療情報学連合大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，

2010.11.20  

・ 今田敬子：看護基礎教育における看護研究の実際とリテラシー教育，第36回日本看護研究学会学術集会，岡山コンベ

ンションホール，岡山県岡山市，2010.8.22 

・ 今田敬子：語のイメージと情報環境の変化の関係，第30回医療情報学連合大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，

2010.11.19 

・ 石川 徹，中國秀章，江田哲也，黒田史博，横山重子，外山比南子：電子カルテを用いたコメディカル養成のための

医療情報活用教育，平成22年度ICT利用による教育改善研究発表会，上智大学四谷キャンパス，東京都千代田区，

2010.8.7 

・ 中國秀章，外山比南子，石川 徹，横山重子，江田哲也：大学間連携による教材整備とVPNによる電子カルテ教育の

実現，社団法人私立大学情報教育協会 平成22年度ICT利用による教育改善研究発表会，上智大学四谷キャンパス，東

京都千代田区，2010.8.7 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 今田敬子：日本医療情報学会，日本看護研究学会，日本図書館情報学会，情報メディア学会 

・ 石川 徹：日本睡眠学会 

・ 中國秀章：電子情報通信学会，人工知能学会，日本医療マネジメント学会，日本クリニカルパス学会 

 

 

 

 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－87－ 

国際交流センター 
 
原著論文 

・ 石鍋 浩：医療福祉専攻留学生を対象とした専門科目ノートテイキング授業の実践，茨城大学留学生センター紀要，

9，57-68，2011 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 陳 霞芬：日本病院管理学会，日本公衆衛生学会，日本産業衛生学会，日本ストレス学会，栃木県マネジメント学会，

岩手公衆衛生学会 

・ 石鍋 浩：日本語教育学会，日本教育工学会，専門日本語教育学会，日本音声学会，日本脳機能光イメージング研究

会，第二言語習得研究会 

 

 

 

大学院医療福祉学研究科 
 
著書 
・ 竹内孝仁（共著）：MINERVA社会福祉士養成テキストブック20－人体の構造と機能及び疾病，医学的リハビリテー

ションにおいて留意すべき点，193-195，ミネルヴァ書房，2010 

・ 竹内孝仁（分担執筆）：地域連携コーディネーター養成講座，ケアマネジメントの立場から，95-101，日本医学出版，

2010 

・ 勝俣暎史，曹洞宗こころの問題研究プロジェクト，自死問題研究班（共同執筆）：自死に向き合う－今、私にできる

こと－，15，曹洞宗総合研究センター，2011 

・ 岡野憲一郎：わかりやすい解離性障害入門，岩崎学術出版社，2010  

・ 高橋 泰，遠藤征也，木村隆次：医療と介護の連携のための疾患別ケアマネジメント基礎講座1，巻頭と巻末部分を

除く前ページ，1-181，日本介護支援専門員協会，2010 

・ 鳥羽克子（分担執筆）：医療・病院管理用語事典新版，がん登録，69，市ヶ谷出版社，2011 

・ 中野重行（編集）：CRCのための臨床試験スキルアップノート，全体の編集と二つの章（被験者保護とIRBのあり方

参加体験型ワークショップの記録），200-207，225-232，医学書院，2010 

・ 中野重行：CRCのための臨床試験スキルアップノート，オーバービュー，1-7，医学書院，2010 

・ 水巻中正：介護ビジョン，介護行政の先を読む，12，日本医療企画，2010, 2011 

・ 水巻中正：ニューリーダー，新成長戦略 医療ツーリズムの光と影，15，はあと出版，2010 

・ 武藤正樹（著，編集）：地域連携コーディネーター養成講座 地域連携クリティカルパスと退院支援，日本医学出版，

2010 

・ 武藤正樹（著）：看護師のための「医療材料」の事故防止・安全管理のポイント，ぱる出版，2010 

・ 山本澄子，石井慎一郎，江原義弘：基礎バイオメカニクス，医歯薬出版，2010 

・ 小野寺敦志（分担執筆）：認知症ライフパートナー検定試験応用検定公式テキスト，第1章認知症の主な疾患と特徴，

1-18，中央法規出版，2010 

・ 小野寺敦志（分担執筆）：メンタルヘルス・ライブラリー26 高齢者の妄想－老いと孤独の一側面－，妄想と高齢者 

援助者との関係－認知症を中心に，69-78，批評社，2010 
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・ 安齊順子，小畠秀吾（編著）：わかりやすい犯罪心理学，文化書房博文社，2010 

・ 森田正治（分担執筆），加藤征治（編集） 他10名：からだの動きの解剖生理学，1章-3人体の運動，8-11，3章筋肉

の構成と収縮運動，34-51，4章-1頭頚部・頚椎の運動，53-55，金芳堂，2011 

・ 白井明美，小西聖子，上島邦利（監修），平島奈津子（編著）：治療者のための女性のうつ病ガイドブック，暴力被

害女性とうつ，128-136，金剛出版，2010 

・ 白井明美，日本心理臨床学会（監修），同支援活動プロジェクト委員会（編）：危機への心理支援学，喪失と喪の作

業，31，遠見書房，2010 

・ 白井明美，日本更生保護協会（編）：被害者担当保護司サポートブック，被害者の心理，44-53，日本更生保護協会，

2010 

 

原著論文 
・ 福島芳子，中原綾子，中野重行：CRC業務遂行上の不安緊 張傾向と関与する要因，薬理と治療，38(1)，69-80，

2010 

・ 権藤多栄，操 華子：集中治療室における手指衛生遵守へのコンピュータ画像メッセージ（スクリーンセーバ画像）

による効果，環境感染誌，26(1)，13-18，2011 

・ 今井康人，飯島 肇，蓮沼智子，山田好則，渡邉 誠，武藤正樹，鈴木順子，伊藤智夫：抗がん剤ジェネリック医薬

品の適正使用への問題点と問題解決への新たな視点 医療関係者が呈する問題点への企業側の対応について，医療経

済研究，22(1)，109-121，2010 

・ 今井康人，飯島 肇，蓮沼智子，山田好則，渡邉 誠，武藤正樹，鈴木順子，伊藤智夫：抗がん剤後発医薬品の適正

使用にむけた現状での問題と問題解決への視点（第3報）薬剤師を中心としたアンケート調査の結果から，臨床医薬，

26(6)，425-433，2010 

・ 瀬戸僚馬，石神久美子，三谷嘉章，渡辺明良，武藤正樹，開原成允：欧米の医師事務作業補助者が担う診療情報関連

業務，診療情報管理，22(1)，65-68，2010 

・ 瀬戸僚馬，若林 進， 石神久美子，瀬戸加奈子，池田俊也，武藤正樹，開原成允：医療関係職種および事務職員等

による処方オーダリングシステムの代行入力の現状，医療情報学，29(1)，31-36，2010 

・ 今井康人，飯島 肇，蓮沼智子，山田好則，渡邉 誠，武藤正樹，鈴木順子，伊藤智夫：抗がん剤後発医薬品の適正

使用への問題点と問題解決への新たな視点（第1報）アンケート調査からみた抗がん剤後発医薬品を考える，臨床医

薬，26(4)，297-306，2010 

・ 瀬戸僚馬，蓮岡英明，三谷嘉章，山下小百合，若林 進，渡辺明良，石神久美子，武藤正樹，開原成允：医師事務作

業補助者の業務と電子カルテ等への代行入力の現状，医療情報学，29(6)，265-272，2011 

・ 上條史子，山本澄子：脳卒中片麻痺者における体幹アライメントと歩行自立度との関係，理学療法科学，25(4)， 

543-549，2010 

・ 武田正則，山本澄子：脊髄損傷者における車いす上除圧・減圧姿勢の検討，総合リハビリテーション，38(6)， 

563-569，2010 

・ Katsuhira K，Yamasaki S，Yamamoto S，Maruyama H：Effects of general principles of person transfer techniques on low 

back joint extension moment，Industrial Health，48，796-803，2010 

・ 早川裕子，山本澄子，坂本里佳，伊佐美由紀，前野 豊：片麻痺者の体幹機能観察ポイントの検討－座位における非

麻痺側上肢のリーチ姿勢分析の試みから－，作業療法，29(6)，773-779，2010 

・ 糸数昌史，山本澄子：二分脊椎者の歩容改善を目的とした底背屈制動機能つき短下肢装具の検討，理学療法科学，

26(1)，97-98，2011 
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・ 河口洋行，橋本英樹，松田晋哉：DPCデータを用いた効率性測定と病院機能評価に関する研究，医療と社会，20(1)，

23-34，2010 

・ 河口洋行，井伊雅子：低所得世帯における社会保険と生活保護の現状に関する研究，医療経済研究，22(1)，91-108，

2010 

・ 森田正治，荒木真由美，吉村美香，清水和代，宮崎至恵，松崎秀隆，山口 寿，玉利 誠，漆川沙弥香：入学後の学

業成績に影響を及ぼす要因－入学後の満足度及び学業への取り組みの影響－，リハビリテーション教育研究，16，

151-152，2011 

・ 荒木真由美，森田正治，吉村美香，清水和代，宮崎至恵，松崎秀隆，山口 寿，玉利 誠，漆川沙弥香：メンタルヘ

ルスに影響を与える要因，リハビリテーション教育研究，16，161-162，2011 

・ 吉村美香，森田正治，荒木真由美，清水和代，宮崎至恵，松崎秀隆，山口 寿，玉利 誠，漆川沙弥香：非暴力的性

格傾向と職業的アイデンティティとの関連，リハビリテーション教育研究，16，163-164，2011 

・ 白井明美，中島聡美，真木佐知子，辰野文理，小西聖子：犯罪被害者遺族における複雑性悲嘆及びPTSDに関連する

要因の分析，臨床精神医学，39(8)，1053-1062，2010 

 

総説 
・ 江幡芳枝：大学院ではどんな事が学べるの？国際医療福祉大学大学院，助産雑誌，医学書院，2010，64，1070-1071，

2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－水の威力（2）水の基礎知識を学ぶ，月刊老施協，4月号，18-21，2010 

・ 竹内孝仁：介護の専門性確立への力強い手応え，月刊老施協，4月号，22-23，2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－水の威力（3）水の生理学，水のはたらき，月刊老施協，5月号，20-23，

2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－〔夜はグッスリ眠ろう〕静かな夜勤のすすめ，月刊老施協，6月号，16-

19，2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－水は自立の特効薬，月刊老施協，7月号，22-25，2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－これで賃金が上がるわけないよなァ，月刊老施協，8月号，20-23，2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－決まったことを実行しないあの手この手，月刊老施協，9月号，20-23，

2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－おむつ外し・排泄自立の第一弾「排便をトイレで」，月刊老施協，10月

号，16-19，2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－おむつ外しのための「排便」の基礎知識，月刊老施協，11月号，28-31，

2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－全員「常食」のケアでわかったこと，月刊老施協，12月号，28-31，2010 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－「歩く」ためのケア，月刊老施協，1月号，30-33，2011 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－リハビリテーション病院で歩行が自立できなかった脳卒中例が介護施設

で自立，月刊老施協，2月号，26-29，2011 

・ 竹内孝仁：自立支援ケアマネジメント講座－学習理論にもとづく歩行練習，月刊老施協，3月号，22-25，2011 

・ 高橋 泰：高齢者医療を根本から考える，日本医業経営コンサルタント協会機関誌，6月号，12-16，2010 

・ 高橋 泰：フランス医療に学ぶ1 フランスの外来医療 健康でなければ病気にもなれない？，ジャパンメディスン，

10月15日号，12，2010 

・ 高橋 泰：フランス医療に学ぶ2 フランスの終末期医療 10年間で死に方が劇的に変わった，ジャパンメディスン，
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10月22日号，12，2010 

・ 高橋 泰：フランス医療に学ぶ3 フランスの救急医療 あるべき救急医療のお手本，ジャパンメディスン，10月29

日号，12，2010 

・高橋 泰：フランス医療に学ぶ4 フランス人の価値観と自国医療に対する満足度，ジャパンメディスン，11月5日号，

12，2010 

・ 高橋 泰：フランス人と日本人の高齢者医療と終末期の介護に対する考え方の違い，健保連海外医療保障，1-9，2010 

・ 高橋 泰：自立型の老，自然死の勧め，ウェッジ，1月号，72-74，2011 

・ 高橋 泰，石川雅俊，柏原純一：2次医療圏をもとに日本の医療提供体制を考える第1回 2次医療圏データベースの

紹介，社会保険旬報，1月11日号，5-9，2011 

・ 高橋 泰，石川雅俊，柏原純一：2次医療圏をもとに日本の医療提供体制を考える第2回 2次医療圏にはどの程度の

格差があるのか，社会保険旬報，1月21日号，12-19，2011 

・ 高橋 泰，石川雅俊，柏原純一：2次医療圏をもとに日本の医療提供体制を考える第3回 地域特性医療提供状況レベ

ルにより2次医療圏を区分する，社会保険旬報，2449，18-24，2011 

・ 高橋 泰，石川雅俊，柏原純一：2次医療圏をもとに日本の医療提供体制を考える第4回 2次医療圏別医療需要の将

来予測，社会保険旬報，2450，16-28，2011 

・ 高橋 泰，石川雅俊，柏原純一：2次医療圏をもとに日本の医療提供体制を考える第5回 2次医療圏別介護需要の将

来予測，社会保険旬報，2452，44-56，2011 

・ 高橋 泰，石川雅俊，柏原純一：2次医療圏をもとに日本の医療提供体制を考える第6回 2030年までに要介護高齢者

用のベッド新たにどの程度用意すべきか，社会保険旬報，2453，22-32，2011 

・ 中野重行：医療コミュニケーションの学習と模擬患者（SP），薬理と治療，38(12)，1077-1088，2010 

・ 安倍孝治，篠原信夫，池田俊也，武藤正樹：健康保険組合マネジメント評価指標の開発（上）評価指標開発の経緯，

社会保険旬報，2441，18-25，2010 

・ 安倍孝治，篠原信夫，池田俊也，武藤正樹：健康保険組合マネジメント評価指標の開発（下）評価指標の妥当性検証，

社会保険旬報，2442，22-28，2010 

・ 武藤正樹：TheクスリFor the People ジェネリック医薬品の現状と課題 低分子ジェネリック薬からバイオシミラー

へ，社会保険旬報，2426，18-19，2010 

・ 武藤正樹：Dr.武藤の連携トピックス（第2回）地域医療連携と薬局・薬剤師の役割，地域連携入退院支援，3(2)，4-11，

2010 

・ 武藤正樹：Dr.武藤の連携トピックス（第3回）動きはじめた「介護連携パス」，地域連携入退院支援，3(3)，2-13，

2010 

・ 武藤正樹：Dr.武藤の連携トピックス（第4回）患者の地域移行のための精神科連携パス，地域連携入退院支援，3(4)，

4-12，2010 

・ 武藤正樹：Dr.武藤の連携トピックス（第5回）これからの地域医療を担う在宅療養支援病院，地域連携入退院支援，

3(5)，2-6，2010 

・ 武藤正樹：先手必勝！医療界激変時代の看護マネジメントのトレンド（第30回）呼吸ケアチーム加算と栄養サポート

チーム加算，看護部長通信，8(2)，46-53，2010 

・ 武藤正樹：先手必勝！医療界激変時代の看護マネジメントのトレンド（第31回）がん地域連携クリティカルパス，看

護部長通信，8(3)，103-113，2010 

・ 武藤正樹：動き出した特定看護師 そして日本版ナースプラクティショナー 看護を根本から変える変革の流れを読

み切る！，看護部長通信，8(4)，49-53，2010 
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・ 武藤正樹：先手必勝！医療界激変時代の看護マネジメントのトレンド（第32回）看護と臨床指標，看護部長通信，

8(5)，110-119，2010 

・ 武藤正樹：2010年度診療報酬改定のポイント スキルミックスと医療連携による医療再生，看護部長通信，8(1)， 

21-38，2010 

・ 武藤正樹：Dr.武藤のイザイ安全講座（vol.13）医療機器関連事故報告 注射器事故，イザイ，13，33-35，2010 

・ 武藤正樹：Dr.武藤のイザイ安全講座（vol.14）2010年診療酬改定と人工呼吸器関連肺炎予防，イザイ，14，27-29，

2010 

・ 武藤正樹：Dr.武藤のイザイ安全講座（vol.15）気管チューブ・気管切開チューブ，イザイ，15，28-31，2010 

・ 武藤正樹：真のスキルミクスとは？，日本クリティカルケア看護学会誌，6(3)，4-7，2010 

・ 武藤正樹：がん診療と地域連携，泌尿器外科，23(6)，773-779，2010 

・ 武藤正樹：検証 その評価と課題 2010年度診療報酬改定とDPC病院，新医療，37(6)，84-87，2010 

・ 武藤正樹：医療羅針盤 私の提言（第32回）ジェネリック医薬品シェア率30%達成を目指し医療費・医薬品費の増大

化への歯止めを行うべきだ，新医療，37(9)，22-26，2010 

・ 武藤正樹：医療安全とチーム医療，医療安全，7(2)，9-13，2010 

・ 武藤正樹：事例に学ぶ医療連携 急性期から在宅まで 地域連携クリティカルパスをツールとした医療連携の構築，

日本病院会雑誌，57(4)，434-447，2010 

・ 武藤正樹：プライマリ・ケア薬剤師と薬学 地域医療ネットワークと薬剤師，薬学雑誌，130(12)，1617-1621，2010 

・ 武藤正樹：Dr.武藤の連携トピックス（第6回）連携疾患とは，地域連携入退院支援，3(6)，3-8，2011 

・ 武藤正樹：医師が安心して処方できるGE情報 医師が抱える不安材料とその解決に向けての方策，薬局，62(1)， 

54-57，2011 

・ 山本澄子，糸数昌史：歩行のバイオメカニクス，脊椎脊髄ジャーナル，23(7)，656-661，2010 

・ 飯沼一浩：医療・福祉・介護の現場のニーズ紹介，国際医療福祉大学紀要，15(1)，2，2010 

・ 飯沼一浩：企業における研究開発の魅力，国際医療福祉大学紀要，15(1)，38，2010 

・ 小野寺敦志：妄想と高齢者，援助者との関係－認知症を中心に，精神医療，58，47-53，2010 

・ 小畠秀吾，菅原 歩：病的窃盗（窃盗癖）・病的放火（放火癖），精神科治療学，25増刊号，238-239，2010 

・ 河口洋行，油井雄二：介護保険と高齢者住宅，一橋経済学，4(1)，59-77，2011 

・ 河口洋行，田近栄治，油井雄二：デンマーク及びドイツの医療・介護制度－日本での地域ケアの推進と財政規律の堅

持への示唆，社会保険旬報，2435，2436，2437，2010 

・ 白井明美，中島聡美，真木佐知子，辰野文理，小西聖子：犯罪被害者遺族における続柄の相違が精神健康に与える影

響についての分析，精神保健研究，56，27-33，2010 

 

研究報告 
・ 河口洋行：医療計画の実施及びその評価に関する研究，厚生労働科学研究費報告書，2011 

・ 中島聡美，伊藤正哉，石丸径一郎，白井明美，伊藤大輔，小西聖子，金 吉晴：遷延性悲嘆障害の実態と危険因子に

関する研究－罪責感の与える影響およびソーシャルサポートの役割を中心に－，明治安田生命研究助成論文集，45，

119-126，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 江幡芳枝：助産師教育のイノベーション－これからの助産師教育を考える－，全国助産師教育協議会全国研修会，広

島大学保健福祉学部看護学科，広島県三原市，2011.2.12 
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・ 田中 繁：福祉用具の歴史（ハード編），福祉用具プランナー管理指導者陽性モデル研修，テクノエイド協会，東京

都新宿区，2010.9.14 

・ 田中 繁：人間工学，福祉用具プランナー管理指導者陽性モデル研修，テクノエイド協会，東京都新宿区，2010.9.15 

・ 竹内孝仁：自立支援のポイントと取組み，岩手県社会福祉協議会，いわて県民情報交流センター，岩手県盛岡市，

2010.4.10 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾①，（株）ケア科学研究所，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.4.15-16 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾①，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.4.20 

・ 竹内孝仁：認知症は治せる，社会福祉法人野の花会，鹿児島県民交流センター，鹿児島県鹿児島市，2010.4.24-25 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーション，Asia-Oceanian Conference of Physical and Rehabilitation Medicine，台北国際会議

場，台湾台北市，2010.4.30 

・ 竹内孝仁：介護専門研修①，一般社団法人神戸市老人福祉施設連盟，兵庫県中央労働センター，兵庫県神戸市，

2010.5.7 

・ 竹内孝仁：介護予防推進リーダー研修会，富山市長寿福祉課，富山県富山市，2010.5.8 

・ 竹内孝仁：パワーリハ指導者養成研修会，富山市長寿福祉課，富山県富山市，2010.5.8 

・ 竹内孝仁：第23回日本老年泌尿器科学会，日本老年泌尿器科学会，シャングリラホテル東京，東京都千代田区，

2010.5.14 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾②，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.5.18 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会①，全国老人福祉施設協議会，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.5.20-21 

・ 竹内孝仁：第4回日本自立支援介護学会学術大会，日本自立支援介護学会，銀座ブロッサム，東京都中央区，

2010.5.22-23 

・ 竹内孝仁：自立を目指すケア研修会①，高知市健康福祉部介護保険課，総合あんしんセンター，高知県高知市，

2010.5.27-28 

・ 竹内孝仁：認定ケアマネスーパーバイザー養成講座，日本ケアマネジメント学会，東医健保会館，東京都新宿区，

2010.5.29 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会フォローアップ研修会，全国老人福祉施設協議会，特養しらゆりの園，沖縄県南城市，

2010.5.30 

・ 竹内孝仁：おむつゼロ達成報告会，社会福祉法人立命会，特養しらゆりの園，沖縄県南城市，2010.5.30 

・ 竹内孝仁：富山在宅復帰をすすめる研究会，富山市長寿福祉課，富山市民プラザ，富山県富山市，2010.6.12-13 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾③，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.6.15 

・ 竹内孝仁：大連市高齢者介護セミナー及び中日介護情報交流会，（株）ウイズネット，社会福利院，中国大連市，

2010.6.18 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾②，（株）ケア科学研究所，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.6.24-25 

・ 竹内孝仁：熊本特養研修会，社会福祉法人寿量会，熊本機能病院，熊本県熊本市，2010.6.26-27 

・ 竹内孝仁：市町老人クラブ連合会会長研修会，兵庫県老人クラブ連合会，舞子ビラ神戸，兵庫県神戸市，2010.7.1 

・ 竹内孝仁：認定看護管理者養成コース（ファーストレベル），国際医療福祉大学 看護生涯学習センター，国際医療

福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.7.3 

・ 竹内孝仁：自立支援介護向上研修会，NPO法人長野県高齢者福祉協会，サンパルテ山王，長野県長野市，2010.7.13 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会②，全国老人福祉施設協議会，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.7.15-16 

・ 竹内孝仁：認知症にならないための学習会，恵庭レクリエーション協会，和光会館，北海道恵庭市，2010.7.23 

・ 竹内孝仁：認知症を治すケアを学ぶin札幌，医療法人北昴会，札幌医科大学，北海道札幌市，2010.7.24-25 
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・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾④，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.7.27 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会フォローアップ研修会，全国老人福祉施設協議会，マイホテル竜宮，静岡県静岡市，

2010.8.5 

・ 竹内孝仁：パワーリハの日，富山市長寿福祉課，ファボーレホール，富山県富山市，2010.8.8 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾③，（株）ケア科学研究所，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.8.19-20 

・ 竹内孝仁：熊本県複数事業所連携事業，熊本県庁，八代ロイヤルホテル，熊本県八代市，2010.8.21 

・ 竹内孝仁：認知症研修会，群馬県老人福祉施設協議会，群馬県社会福祉総合センター，群馬県前橋市，2010.8.23 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑤，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.8.24 

・ 竹内孝仁：介護力向上講演会①，社会福祉法人北海長正会，芸術文化ホール，北海道北広島市，2010.8.25 

・ 竹内孝仁：自立を目指すケア研修会②，高知市健康福祉部介護保険課，総合あんしんセンター，高知県高知市，

2010.8.26-27 

・ 竹内孝仁：介護の専門化のためのセミナー，国際医療福祉大学 福岡天神キャンパス，福岡県福岡市，2010.9.4 

・ 竹内孝仁：介護サービスの質の向上について，株式会社ボンセジュール， 国立オリンピック記念青少年総合センタ

ー，東京都渋谷区，2010.9.9 

・ 竹内孝仁：認知症は治せる，NPO法人介護予防・自立支援・パワーリハビリテーション研究会，山形国際交流プラザ，

山形県山形市，2010.9.11-12 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会③，全国老人福祉施設協議会，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.9.16-17 

・ 竹内孝仁：15周年記念講演会，鈴の会，アリーノ，神奈川県川崎市，2010.9.18 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑥，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.9.21 

・ 竹内孝仁：認知症講演会，大阪市東成区地域包括支援センター，東成区民ホール，大阪府大阪市，2010.9.25 

・ 竹内孝仁：福祉人材養成講座，社会福祉法人キリスト教ミード社会舘，社会福祉研修・情報センター，大阪府大阪市，

2010.9.26 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会スキルアップ研修会，全国老人福祉施設協議会，ホテルイースト21東京，東京都江東区，

2010.10.7 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾④，（株）ケア科学研究所，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.10.14-15 

・ 竹内孝仁：認知症は治せる，（株）グリーンケア，博多市民センター，福岡県福岡市，2010.10.16-17 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑦，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.10.19 

・ 竹内孝仁：健康づくり大学校，東京都老人クラブ連合会，中野サンプラザ，東京都中野区，2010.10.20 

・ 竹内孝仁：いきいきリーダー養成講座，川崎市長寿社会部介護保険課，総合自治会館，神奈川県川崎市，2010.10.21 

・ 竹内孝仁：認知症の方の在宅生活を支える支援，市原市ケアマネジャー連絡会，市原市市民会館，千葉県市原市，

2010.10.22 

・ 竹内孝仁：認知症は治せる，医療法人社団青藍会，山口グランドホテル，山口県山口市，2010.10.23-24 

・ 竹内孝仁：研修会，（株）やすらぎ福祉センター，玉姫殿，山形県新庄市，2010.10.26 

・ 竹内孝仁：講演会，社会福祉法人慧誠会，とかち館，北海道帯広市，2010.10.28 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーション指導員研修会，NPO法人介護予防・自立支援・パワーリハビリテーション研究

会，中野サンプラザ，東京都中野区，2010.10.30 

・ 竹内孝仁：介護専門研修②，一般社団法人神戸市老人福祉施設連盟，神戸市総合福祉センター，兵庫県神戸市，

2010.11.5 

・ 竹内孝仁：福祉・介護従事者研修会，学校法人下関学院，シーモールパレス，山口県下関市，2010.11.6 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会フォローアップ研修会，全国老人福祉施設協議会，マリオス，岩手県盛岡市，2010.11.8 
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・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑧，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.11.16 

・ 竹内孝仁：ふれあい文化祭，友だちつくろう会，小岩アーバンプラザ，東京都江戸川区，2010.11.18 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会④，全国老人福祉施設協議会，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.11.18-19 

・ 竹内孝仁：認知症は治せる，社会福祉法人立命会，特養しらゆりの園，沖縄県南城市，2010.11.20-21 

・ 竹内孝仁：健康づくり中央セミナー，全国老人クラブ連合会，ロフォス湘南，神奈川県三浦郡葉山町，2010.11.24 

・ 竹内孝仁：自立を目指すケア研修会③，高知市健康福祉部介護保険課，高知県立ふくし交流プラザ，高知県高知市，

2010.11.25-26 

・ 竹内孝仁：認知症を支えるプロジェクト講座，土佐町社会福祉協議会，保健福祉センター，高知県土佐郡土佐町，

2010.11.27 

・ 竹内孝仁：介護老人保健施設リニューアルオープン記念講演，医療法人社団純心会，全日空ホテルクレメント高松，

香川県高松市，2010.11.28 

・ 竹内孝仁：介護老人保健施設のあり方に関するセミナー，横浜市健康福祉局高齢施設課，健康福祉総合センター，神

奈川県横浜市，2010.12.3 

・ 竹内孝仁：設立記念講演会，パワーリハビリテーション研究会 関東支部，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，

2010.12.4 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーションセミナーin札幌，パワーリハビリテーション研究会 北海道支部，道民活動セ

ンター，北海道札幌市，2010.12.11 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾⑤，（株）ケア科学研究所，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2010.12.16-17 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑨，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2010.12.21 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑩，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2011.1.18 

・ 竹内孝仁：介護力向上講習会⑤，全国老人福祉施設協議会，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2011.1.20-21 

・ 竹内孝仁：自立支援研修会，社会福祉法人さくら会，社会福祉法人さくら会，東京都品川区，2011.1.27 

・ 竹内孝仁：福祉人材養成講座，社会福祉法人キリスト教ミード社会舘，大阪府大阪市，2011.2.6 

・ 竹内孝仁：フォローアップ研修会，全国老人福祉施設協議会，ビエント高崎，群馬県高崎市，2011.2.10 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑪，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2011.2.15 

・ 竹内孝仁：在宅復帰塾⑥，（株）ケア科学研究所，フォーラムエイト，東京都渋谷区，2011.2.17-18 

・ 竹内孝仁：区民公開講座，品川区医師会，品川区医師会館，東京都品川区，2011.2.19 

・ 竹内孝仁：介護力向上講演会②，社会福祉法人北海長正会，札幌北広島クラッセホテル，北海道北広島市，2011.2.20 

・ 竹内孝仁：自立を目指すケア研修会④，高知市健康福祉部介護保険課，高知県立ふくし交流プラザ，高知県高知市，

2011.2.24-25 

・ 竹内孝仁：認知症は治せる，社会福祉法人しんまち元気村，前橋医療福祉専門学校，群馬県前橋市，2011.2.26-27 

・ 竹内孝仁：研修会，横浜市健康福祉局高齢施設課，健康福祉総合センター，神奈川県横浜市，2011.3.3 

・ 竹内孝仁：介護専門研修③，一般社団法人神戸市老人福祉施設連盟，あすてっぷKOBE，兵庫県神戸市，2011.3.4 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーション研究会学術大会，NPO法人介護予防・自立支援パワーリハビリテーション研究

会，タワーホール船堀，東京都江戸川区，2011.3.5-6 

・ 竹内孝仁：研修会，横浜市健康福祉局高齢施設課，健康福祉総合センター，神奈川県横浜市，2011.3.8 

・ 竹内孝仁：世田谷ケアマネ塾⑫，（株）ケア科学研究所，世田谷区立きたざわ苑，東京都世田谷区，2011.3.8 

・ 竹内孝仁：認知症講演会，NPO法人岡山県認知症高齢者 グループホーム協会，三光荘アトリウムホール，岡山県岡

山市，2011.3.12 

・ 竹内孝仁：パワーリハビリテーション研究会指導員研修会，NPO法人介護予防・自立支援パワーリハビリテーション
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研究会，大阪保健福祉専門学校，大阪府大阪市，2011.3.26 

・ 竹内孝仁：ケアマネジャー向け講演会，酒井医療（株），エスペラル城東デイサービスセンター，大阪府大阪市，

2011.3.26 

・ 勝俣暎史：臨床心理学この30年で得たもの，日本心理臨床学会第29回大会，東北大学川内北キャンパス百周年記念会

館，宮城県仙台市，2010.9.3 

・ 勝俣暎史：ありがとう療法－感謝の言葉が人を救う，金沢こころの電話，石川県社会福祉会館，石川県金沢市，

2010.12.12 

・ 勝俣暎史：地域における自殺予防，玉名市精神保健予防課，玉名しらさぎ荘，熊本県玉名市，2011.1.15 

・ 岡野憲一郎：解離性障害の臨床，日本ウェルネス，東京都八王子市，2010.12.14  

・ 岡野憲一郎：解離性障害の臨床，心療内科学会，東京都，2010.12.18  

・ 高橋 泰：2010年診療報酬改定について～改定内容の解説と今後の病院経営について～，医療関連サービス振興会，

がん研究振興財団国際研究交流会館，東京都中央区，2010.4.19 

・ 高橋 泰：在宅介護と医療の連携，民主党社会保障政策研究会，議員会館，東京都千代田区，2010.4.28 

・ 高橋 泰：社会保障国民会議最終報告における医療提供体制シュミレーションに関する提言，東京青年医会，京王プ

ラザホテル，東京都新宿区，2010.5.7 

・ 高橋 泰：実際の臨床と診療報酬の関係を体感する演習，社会保険診療報酬支払基金，社会保険診療報酬支払基金研

修センター，千葉県白井市，2010.5.17 

・ 高橋 泰：人口問題より根本的に高齢者医療介護を考える，民衆党衆参両院厚生議員勉強会，衆議院第2議員会館，

東京都千代田区，2010.6.3 

・ 高橋 泰：人口問題より根本的に高齢者医療介護を考える，高齢者住宅新聞，高齢者住宅フェア，東京都大田区，

2010.6.3 

・ 高橋 泰：今後の医療動向，宇都宮済生会病院，栃木県宇都宮市，2010.6.9 

・ 高橋 泰：診療報酬改定から見えるこれからの医療のあり方と病院運営，栃木県看護部長会，宇都宮コンセーレ，栃

木県宇都宮市，2010.6.26 

・ 高橋 泰：今後10年で日本人の老いの生き方死に方が大きく変わる，経済同友会第1回委員会，経済同友会本部，東

京都千代田区，2010.7.5 

・ 高橋 泰：日本の医療提供体制のあるべき姿－DPCの視点から－，日本DPC協議会東京セミナー，日本DPC協議会，

東京都港区，2010.9.25 

・ 高橋 泰：2012年以降の医療提供体制の展望，茨城県病院局，水戸三の丸ホテル，茨城県水戸市，2010.9.29 

・ 高橋 泰：人口問題から医療介護を根本から考える，医療法人協会，グランドエクシブ軽井沢，長野県北佐久郡軽井

沢町，2010.10.9 

・ 高橋 泰：市民講座 今後10年で日本人の老いの生き方死に方が大きく変わる，徳島県慢性期医療協会，徳島東急イ

ン，徳島県徳島市，2010.10.30 

・ 高橋 泰：地域一般病院の在り方，東海青年医会，名古屋観光ホテル，愛知県名古屋市，2010.11.20 

・ 高橋 泰：高齢社会と医療，兵庫県6病院団体共同 年末特別講演会，兵庫県民会館，兵庫県神戸市，2010.12.2 

・ 鳥羽克子：コーディング勉強会×10 回，日本病院会診療情報管通信教育過程，日本病院会，東京都千代田区，2010.4-

2011.2 

・ 鳥羽克子：疾病コーディング演習 前期（上級コース，中級コースA），国際医療福祉大学大学院 公開講座乃木坂

スクール診療情報管理講座，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.4-2011.8 

・ 鳥羽克子：これからの診療情報管理士に求められるもの，長野県厚生農業協同組合連合会研究会，JA長野県ビル会議
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室，長野県長野市，2010.4.28 

・ 鳥羽克子：第9回コーディング勉強会，長野診療情報管理懇話会，佐久総合病院研修センター，長野県佐久市，

2010.6.12- 13 

・ 鳥羽克子：疾病コーディング演習 後期（中級コースB），国際医療福祉大学大学院 公開講座乃木坂スクール 診療

情報管理講座，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.10-2011.2 

・ 鳥羽克子：診療情報管理士の未来，国際医療福祉大学 医療福祉・マネジメント学科，国際医療福祉大学，栃木県大

田原市，2010.10. 9 

・ 鳥羽克子：今 医療界に求められる診療情報管理士とは－ DPC病院における診療情報管理士の現状と課題－，日本

DPC協議会 乃木坂勉強会，国際医療福祉大学 乃木坂ホール，東京都港区，2010.10.30 

・ 中野重行：創薬育薬医療におけるサイエンスとアート，日本薬学会第130年会（特別講演），岡山コンベンションセ

ンター他，岡山県岡山市，(2010.3.29) 

・ 中野重行：これからのCRC 臨床試験を支援するスタッフの教育－CRCの育成を推進してきた医師の立場から，第31

回日本臨床薬理学会年会（シンポジウム），京都国際会議場，京都府京都市，2010.12.1 

・ 操 華子：研究テーマの絞り込みと研究デザイン 質的研究・量的研究，第15回日本看護研究学会九州・沖縄地方会

学術集会，国際医療福祉大学福岡看護学部，福岡県福岡市，2010.11.20 

・ 操 華子：ガイドラインの質的評価法AGREEによる評価の実際，第26回日本環境感染学会総会，パシフィコ横浜，神

奈川県横浜市，2011.2.18 

・ 操 華子：医療材料公定価格改定における学会の位置づけ，第26回日本環境感染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川

県横浜市，2011.2.19 

・ 操 華子：感染対策のアウトカムを評価する，第1回日本看護評価学会学術集会，東京大学，東京都文京区，2011.3.5 

・ 武藤正樹：医療の最新トレンドとICT，ITヘルスケア学会第4回年次学術大会，東京医科歯科大学，東京都文京区，

2010.5.23 

・ 武藤正樹：チーム医療におけるスキルミクス，第6回日本クリティカルケア看護学会，札幌市教育文化会館，北海道

札幌市，2010.7.16-17 

・ 武藤正樹：真のスキルミクスとは何か? メディカルスタッフが支える病院医療，第6回日本クリティカルケア看護学

会，札幌市教育文化会館，北海道札幌市，2010.7.16-17 

・ 武藤正樹：求められる地域連携・薬薬連携 地域社会で薬剤師業務の展開を 地域連携ネットワークと新たな薬剤師

の役割，第43回日本薬剤師会学術大会，ホクト文化ホール，長野県長野市，2010.10.10-11 

・ 武藤正樹：ケアの質評価 介護サービスの質評価，第48回日本医療・病院管理学会学術総会，広島国際会議場，広島

県広島市，2010.10.15-16 

・ 武藤正樹：クリティカルパスの最新トレンド，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.11.21-23 

・ 山本澄子：歩行のバイオメカニクス，理学療法科学会，東京大学弥生講堂，東京都文京区，2010.4.25 

・ 山本澄子：動作分析基礎コース，文京学院大学ブラッシュアップコース，文京学院大学，東京都文京区，2010.6.26-27 

・ 山本澄子：動作分析実習セミナー，誠愛リハビリテーション病院研修会，誠愛リハビリテーション病院，福岡県大野

城市，2010.8.20-22 

・ 山本澄子：バイオメカニクスの基礎と片麻痺歩行の特徴，理学療法士現職者講習会，京都大学，京都府京都市，

2010.9.4 

・ 山本澄子：Normal and pathological gait，Conference of Sirindhorn Rehabilitation Hospital，Sirindhorn Rehabilitation Hospital，

Bang Kok, Thiland，2010.9.13-17 
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・ 山本澄子：脳血管障害に対する歩行分析，熊本県理学療法士会研修会，熊本保健科学大学，熊本県熊本市，2010.9.25-

26 

・ 山本澄子：健常者の歩行と片麻痺者の歩行，船橋市立リハビリテーション病院研修会，船橋市立リハビリテーション

病院，千葉県船橋市，2010.10.9 

・ 山本澄子：VICONによる各種疾患の動作の理解，VICONユーザーカンファレンス，東京工科大学，東京都大田区，

2010.11.20 

・ 山本澄子：EBMとは何か－歩行分析を用いた短下肢装具の選定を効果判定を例として－，臨床歩行分析研究会定例会，

豊橋創造大学，愛知県豊橋市，2010.11.28 

・ 山本澄子：福祉用具開発と普及のために，栃木県中小企業中央会・産業技術振興交流会，国際医療福祉大学，栃木県

大田原市，2011.1.26 

・ 山本澄子：バイオメカニクスからみた片麻痺者の歩行と短下肢装具，汐田総合病院勉強会，汐田総合病院，神奈川県

川崎市，2011.1.27 

・ 山本澄子：片麻痺者のための短下肢装具の開発と普及における課題，国際医療福祉大学技術情報交流会，国際医療福

祉大学，栃木県大田原市，2011.2.2 

・ 山本澄子：福祉用具開発の留意点－片麻痺者のための装具開発の経験から－，産学交流連携フォーラム，とちぎ産業

創造プラザ，栃木県宇都宮市，2011.3.2 

・ 山本澄子：歩行分析で人の動きをみてみよう，栃木県理学療法士学術大会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，

2011.3.6 

・ 山本澄子：バイオメカニクスの基礎と臨床応用，誠愛リハビリテーション病院研修会，誠愛リハビリテーション病院，

福岡県大野城市，2011.3.12-13 

・ 山本澄子：Current knowledge about ankle-foot orthoses，1st International congress of Scientific Testing of Orthotic Devices，

French Society of Rehabilitation Medicine，Aix les Bains, France，2011.3.24 

・ 湯沢八江：チーム医療を推進する新たしい職種 日本版NP養成，日本病院管理学会，東京女子医科大学講堂，東京都

新宿区，2010.5.29 

・ 湯沢八江：看護師の新しいキャリア，秋田県看護協会，秋田ホテル，秋田県，2010.6.2 

・ 湯沢八江：認定看護師と組織活動，日本看護協会神戸センター，神戸研修センター，兵庫県神戸市，2010.8.26 

・ 湯沢八江：チーム医療と日本版NP，企業法務研究会，ツムラ本社，東京都港区，2010.9.8 

・ 湯沢八江：特定看護師（仮称）と日本版NP導入への期待，JPI，虎ノ門パストラル，東京都港区，2010.10.1 

・ 湯沢八江：日本版NPの養成―期待と展望，第15回日本看護サミットかがわ10，アルファあなぶきホール，香川県高松

市，2010.10.18 

・ 湯沢八江：糖尿病医療における看護師の役割と今後の可能性，北野病院，北野ホール，大阪府大阪市，2010.10.23 

・ 湯沢八江：看護師をめざすあなたに，新宿セミナー，東京都新宿区，2010.12.28 

・ 飯沼一浩：超音波のアーチファクトQ&A，日本消化器癌検診学会関東甲信越地方会，日光東照宮晃陽苑，栃木県日光

市，2010.6.27 

・ 飯沼一浩：国際医療福祉大学産学・医工連携推進室について，平成22年度産学官連携推進ミニフォーラム（医工連

携），カシマウェディングリゾート，栃木県大田原市，2010.11.25 

・ 小畠秀吾：精神医学，矯正研修所中級管理科研修，矯正研修所，東京都府中市，2010.6.23 

・ 小畠秀吾：少年の性的問題行動の要因と対策，横浜市児童生徒指導中央協議会，教育文化センターホール，神奈川県

横浜市，2010.7.2 

・ 小畠秀吾：矯正研修所性犯罪再犯防止指導担当者研修会，矯正研修所，東京都府中市，2010.8.4-5 
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・ 小畠秀吾：家庭裁判所調査官実務研修，埼玉県和光市，2010.9.28 

・ 小畠秀吾：性犯罪者の理解と治療，矯正研修所高等科研修，矯正研修所，東京都府中市，2011.2.2 

・ 河口洋行：医療保険改革，新春 医療経済研究会，医療経済研究機構，東京都港区，2011.1.16 

・ 森田正治：臨床実習の在り方について，国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部 理学療法学科臨床実習指導

者会議，国際医療福祉大学 大川キャンパス，福岡県大川市，2010.9.11 

・ 伊藤由美（コーディング講師）：乃木坂スクール－疾病コーディング－（中級Aコース）演習授業，（中級Bコー

ス）演習授業，国際医療福祉大学大学院 東京青山キャンパス，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港

区，2010.6.26, 10.23 

・ 伊藤由美（シンポジウム座長）：新人 若手診療情報管理士の主張，日本診療情報管理士会第3回地区研修会，昭和

大学病院，東京都品川区，2010.11.14 

・ 伊藤由美：診療情報アナリスト養成分野紹介，診療情報アナリスト養成分野がんプロフェッショナル 養成プランが

ん登録専門コース第3回講演会，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.12.5 

・ 伊藤由美（コーディング講師）：コーディング・コーディングそしてコーディング 今日はコーディング三昧！，日

本診療情報管理士会関東甲信越地区 地域ミーティング，関東労災病院，神奈川県横浜市，2011.1.29 

・ 白井明美：犯罪被害者等の心理と支援，法務省，法務省更生保護局研修平成22年度新任被害者担当官等研修，法務省 

大会議室，東京都千代田区，2010.5.12 

・ 白井明美：犯罪被害者等の心理と支援，法務省，第9回裁判員裁判対象事件担当中核事務官研修，法務省 大会議室，

東京都千代田区，2010.10.5 

・ 白井明美：犯罪被害者等との接し方について，法務省刑事局総務課教養係主催 被害者支援担当者中央研修，法務省

大会議室，東京都千代田区，2011.11.26 

・ 白井明美：被害者遺族の心理と対応，厚生労働省こころの健康づくり補助金事業 PTSD研修事業講習会，厚生労働

省 市ヶ谷アルカディア，東京都千代田区，2010.12.15 

・ 白井明美：自助グループの意義，佐賀VOISS主催 被害者支援サポーター養成講座，佐賀VOISS，佐賀県佐賀市，

2011.1.13 

・ 白井明美：被害者遺族のメンタルヘルス，成人精神保健部第5回犯罪被害者メンタルケア研修，国立精神・神経医療

研究センター精神保健研究所，東京都小平市，2011.1.18 

 

学会発表 
・ 清水幹子，江幡芳枝：子どもが家族として母親の出産に立ち会うことの意義，日本助産学会，名古屋国際会議場，愛

知県名古屋市，2011.3.5-6 

・ 矢島 藍，江幡芳枝：子ども立ち会い出産における準備教育教材としての紙芝居作成および使用効果，日本助産学会，

名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2011.3.5-6 

・ 薄井直美，江幡芳枝：産後8週で職場復帰した継続事例の母乳育児継続への支援，日本助産学会，名古屋国際会議場，

愛知県名古屋市，2011.3.5-6 

・ 木村たき子，勝俣暎史：ありがとう療法の試み，日本心理臨床学会第29回大会，東北大学川内北キャンパス，宮城県

仙台市，2010.9.3 

・ 岡野憲一郎：一般演題（解離性障害），心理臨床学会，東北大学，宮城県仙台市，2010.9.3 

・ 岡野憲一郎：シンポジウム，精神分析学会，オリンピック青年会館，東京都渋谷区，2010.10.23 

・ 高橋 泰（発表者，招待講演）：診療報酬とDPCの現状と今後 呼吸器領域を中心に，日本呼吸器学会，京都国際会

議場，京都府京都市，2010.4.25 
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・ 高橋 泰（発表者，教育講演）：医療制度の今後の展望と診療情報管理士の将来像，第36回日本診療情報管理学会学

術大会，日本診療情報管理学会，長野県北佐久郡，2010.9.16 

・ 高橋 泰（座長）：若手経営者フォーラム，全日本病院学会，ポートピアホテル，兵庫県神戸市，2010.10.10 

・ 高橋 泰（座長）：DPCセッション，日本医療病院管理学会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.10.16 

・ 鳥羽克子（座長）：拡大する診療録管理士の役割，第36回日本診療情報管理学会学術大会，ホクト文化ホール，長野

県長野市，2010.9.16-17 

・ 伊藤由美，外山比南子，鳥羽克子：臨床，病院経営における診療データの有効活用に向けて（第2報），第36回日本

診療情報管理学会学術大会，ホクト文化ホール，長野県長野市，2010.9.17 

・ 坂本千枝子，外山比南子，鳥羽克子：がん登録教育用サマリー様式および登録シートの検討，第36回日本診療情報管

理学会学術大会，ホクト文化ホール，長野県長野市，2010.9.17 

・ 河村保孝，鳥羽克子，外山比南子：医師事務作業補助体制における診療情報管理士の関与の現状，第36回日本診療情

報管理学会学術大会，ホクト文化ホール，長野県長野市，2010.9.17 

・ 大川喜代美，鳥羽克子，外山比南子：筋萎縮性側索硬化症における在宅療養の研究，第36回日本診療情報管理学会学

術大会，ホクト文化ホール，長野県長野市，2010.9.17 

・ 坂本千枝子，外山比南子，鳥羽克子：がん登録教育のためのシステムの構築，第30回医療情報学連合大会，アクトシ

ティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.20 

・ 鳥羽克子（主催者）：DPCで医療の質がどこまで測れるか－がん登録およびDPC分析における診療情報管理士の役割

－，診療情報アナリスト養成分野主催がんプロフェッショナル養成プラン第3回講演会，国際医療福祉大学 東京青

山キャンパス，東京都港区，2010.12.5 

・ 中野重行（会議代表）：第10回CRCと臨床試験のあり方を考える会議，ビーコンプラザ，大分県別府市，2010.10.1-3 

・ 操 華子（座長）：示説 感染・リスクマネジメント，第30回日本看護科学学会学術集会，札幌コンベンションセン

ター，北海道札幌市，2010.12.4 

・ 川西史子，操 華子，高崎晴子：NICUにおけるMRSA定着に影響を及ぼす要因について，第26回日本環境感染学会総

会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.18 

・ 竹村美和，操 華子，高崎晴子：NICU（新生児集中治療室）におけるMRSA検出に影響する因子，第26回日本環境感

染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.18 

・ 蚊野純代，操 華子，高崎晴子：輸液ルート内部死腔と中心静脈カテーテル関連血流感染（CLABSI）の関連，第26

回日本環境感染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.18 

・ 藤本憲明，操 華子，高崎晴子：手指衛生ならびにMRSAサーベイランスデータの現場へのフィードバック効果，第

26回日本環境感染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.18 

・ 家入裕子，操 華子，坂木晴代 他：医療関連感染サーベイランスの効果的な実践への影響要因に関する質問紙の開

発，第26回日本環境感染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.18 

・ 横谷 恵，操 華子，高崎晴子：人工呼吸器関連肺炎のリスク要因に関する検討，第26回日本環境感染学会総会，パ

シフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.18 

・ 赤木節子，操 華子 他：多剤耐性緑膿菌新規検出患者のリスク因子の検討，第26回日本環境感染学会総会，パシフ

ィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.19 

・ 西真由美，操 華子，高崎晴子：中規模病院における食道手術後の手術部位感染のリスク因子の検討，第26回日本環

境感染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.19 

・ 上野一枝，操 華子，高崎晴子：心臓外科手術患者における手術部位感染の危険因子の検討，第26回日本環境感染学

会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.19 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－100－ 

・ 嶋 雅範，操 華子：当院における心臓血管外科SSIサーベイランスデータの検討，第26回日本環境感染学会総会，

パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.19 

・ 児玉弥生，操 華子，前田真之 他：中規模病院における抗菌薬届出制導入による臨床的ならびに経済的効果，第26

回日本環境感染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.19 

・ 李 宗子，荒川創一，操 華子 他：心血管外科手術（開胸術）後の特徴的手術部位感染の比較検討，第26回日本環

境感染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.19 

・ 上野ひとみ，小谷清美，操 華子 他：手指衛生遵守率の施設間比較の試み，第26回日本環境感染学会総会，パシフ

ィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.19 

・ 山本典孝，森下幸子，操 華子 他：椎弓切除術における手術部位感染とそのリスク因子の検討，第26回日本環境感

染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.19 

・ 瀬戸僚馬，石神久美子，山下小百合，若林 進，武藤正樹：外来業務における医療関係職種と事務職員等の役割分担，

第12回日本医療マネジメント学会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.11-12 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん地域連携クリティカルパスの理解度と連携実務者に期待する役割，

第12回日本医療マネジメント学会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.11-12 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん診療連携拠点病院等におけるがん診療の連携の課題，第12回日本

医療マネジメント学会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.11-12 

・ 下村裕見子，池田俊也，武藤正樹，谷水正人：がん診療連携拠点病院等におけるがん地域連携クリティカルパス調査

（第2報），第12回日本医療マネジメント学会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.6.11-12 

・ 糸数昌史，山本澄子：二分脊椎者の歩行分析－運動特性に適合した装具に関する研究－，第45回日本理学療法学術大

会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.28 

・ 武田正則，山本澄子：脊髄損傷者における車椅子上除圧・減圧姿勢の検討（第5報），第45回日本理学療法士学術大

会，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.5.28 

・ 岡田裕太，山本澄子：歩行における骨盤回旋左右差の検討，関東甲信越ブロック理学療法士学会，つくば国際会議場，

茨城県つくば市，2010.9.18 

・ 昆 恵介，山本澄子，杉原俊一，春名弘一：脳卒中片麻痺者に対する足底内部形状による筋緊張抑制効果に関する動

作筋電図学的研究，第26回日本義肢装具学会学術大会，川越プリンスホテル，埼玉県川越市，2010.10.23 

・ 田中孝祥，山本澄子：膝関節固定の切り替えがスムーズに行える立脚期制御長下肢装具の開発－膝関節固定解除の判

別方法の検討－，第32回臨床歩行分析研究会定例会，豊橋創造大学，愛知県豊橋市，2010.11.28 

・ 昆 恵介，山本澄子，杉原俊一，春名弘一：脳卒中片麻痺者に対する足底内部形状による筋緊張抑制効果に関する動

作筋電図学的研究，第32回臨床歩行分析研究会定例会，豊橋創造大学，愛知県豊橋市，2010.11.28 

・ 坪井良子 他：占領期の病院管理政策に関する史的考察，日本看護歴史学会，慶応義塾大学 湘南藤沢キャンパス，

神奈川県藤沢市，2010.9.20 

・ 坪井良子：日本看護歴史学会第Ⅰ群座長，日本看護歴史学会第24回学術集会，慶応義塾大学 湘南藤沢キャンパス，

神奈川県藤沢市，2010.9.20 

・ 久保田隆子：胎児心拍モニタリングをめぐる医療過誤訴訟事件の判例研究，第51回日本母性衛生学会，石川県立音楽

堂，ホテル日航金沢，石川県金沢市，2010.11.6 

・ 遠藤 忠，小野寺敦志：介護職員のバーンアウト傾向の関連要因に関する検討，日本健康心理学会第23回大会，江戸

川大学 駒木キャンパス，千葉県流山市，2010.9.12 

・ 小野寺敦志（座長）：日本デイケア学会第15回年次大会，江陽グランドホテル，宮城県仙台市，2010.9.17 

・ 遠藤 忠，佐々木心彩，村山憲男，蝦名直美，小野寺敦志，内藤佳津雄，長嶋紀一：介護職員のバーンアウト傾向の
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緩衝要因に関する研究，日本心理学会第74回大会，大阪大学 豊中キャンパス，大阪府豊中市，2010.9.20 

・ 蝦名直美，佐々木心彩，遠藤 忠，村山憲男，小野寺敦志，内藤佳津雄，長嶋紀一：介護施設の組織的特性と介護職

員の動機づけに関する研究，日本心理学会第74回大会，大阪大学 豊中キャンパス，大阪府豊中市，2010.9.20 

・ 簑下成子，小畠秀吾，北原 舞：保護責任者遺棄に陥った夫婦のロールシャッハ・テスト比較，第47回日本犯罪学会

総会，慶応義塾大学病院，東京都新宿区，2010.11.27 

・ 小畠秀吾，菅原 歩，北原 舞，簑下成子：保護責任者遺棄の母親にみられた空想虚言，第47回日本犯罪学会総会，

慶応義塾大学病院，東京都新宿区，2010.11.27 

・ 平間さゆり，簑下成子，小畠秀吾 他：鳥獣戯画物語作成課題における被疑者3名の事例検討，第47回日本犯罪学会

総会，慶応義塾大学病院，東京都新宿区，2010.11.27 

・ 菅原 歩，小畠秀吾：摂食障害傾向のある者の盗みと罪悪感および親の養育態度との関連，第47回日本犯罪学会総会，

慶応義塾大学病院，東京都新宿区，2010.11.27 

・ 北原 舞，簑下成子，小畠秀吾，伊藤晋二：司法精神鑑定の結果 詐病が疑われた薬物使用経験者の事例－MMPIに

おける詐病の特徴－，第47回日本犯罪学会総会，慶応義塾大学病院，東京都新宿区，2010.11.27 

・ 小畠秀吾（座長）：第47回日本犯罪学会総会，慶応義塾大学病院，東京都新宿区，2010.11.27 

・ Shinohara N，Sakamoto C，Toyama H，Toba K，Kaihara S：Establishment of an Education System for Working Graduate 

School Students Using a Distance Education System，Medinfo2010，Cape Town International Convention Center，Cape Town, 

South Africa，2010.9.12-15 

・ 篠原信夫，石川 徹，中國秀章，外山比南子：電子カルテ実習教育における講義映像配信環境の整備，第30回医療情

報学連合大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.19-21 

・ 森田正治，荒木真由美，吉村美香：入学後の学業成績に影響を与える要因，日本リハビリテーション学校協会第23回

教育研究大会・教員研修会，ホテル札幌ガーデンパレス，北海道札幌市，2010.8.19 

・ 荒木真由美，森田正治，吉村美香：メンタルヘルスに影響を与える要因，日本リハビリテーション学校協会第23回教

育研究大会・教員研修会，ホテル札幌ガーデンパレス，北海道札幌市，2010.8.19 

・ 吉村美香，森田正治，荒木真由美：非暴力的性格傾向と職業的アイデンティティとの関連，日本リハビリテーション

学校協会第23回教育研究大会・教員研修会，ホテル札幌ガーデンパレス，北海道札幌市，2010.8.19 

・ 周山真武，土井将弘，森田正治：変形性膝関節症と足把持力についての一考察，第20回福岡県理学療法士学会，宗像

ユリックス，福岡県宗像市，2011.2.27 

・ 森田正治（座長）：第20回福岡県理学療法士学会，宗像ユリックス，福岡県宗像市，2011.2.27 

・ 藤 瞳，曽我部美恵子，森越美香：不妊治療後の女性が妊娠・出産するまでの自己受容過程，第51回日本母性衛生学

会学術集会，石川県立音楽堂，金沢市アートホール，石川県金沢市，2010.11.5 

・ Satomi Nakajima，Masaya Ito，Akemi Shirai，Takako Konishi，Yoshiharu Kim：Complicated Grief, Negative Cognition, and 

Secondary Victimization among Japanese Bereaved Families of Crime Victims，6th World Congress of behavioral and cognitive 

therapies，Boston, USA，2010.6.10 

・ 藤井稔也：国際医療福祉大学における授業支援システムの開発と運用，大学eラーニング協議会総会・フォーラム

2010，金沢大学 角間キャンパス，石川県金沢市，2011.3.25 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 鳥羽克子，外山比南子，坂本千枝子：がんプロフェッショナル養成プラン，がん登録 全人的ながん医療の実践者養

成，文部科学省研究科学基金，継続 

・ 中野重行（分担研究者），大橋京一（研究代表者）：ネットワークにおける臨床研究倫理審査委員会のあり方，厚生



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－102－ 

労働科学研究費補助金（医療技術実用化総合研究事業：臨床研究基盤整備推進研究），H22-臨研（機関），一般-003，

継続 

・ 操 華子：医療関連感染サーベイランスの実態と影響要因，文部科学省科学研究費，基盤研究(C)，21592718，継続 

・ 水巻中正：メディカルツーリズムによる患者の国際的流動化，ヘルスリサーチフォーラム研究助成金，採択 

・ 武藤正樹（研究分担者）：全国のがん拠点病院において活用が可能な地域連携クリティカルパスモデルの開発，平成

22年度厚生労働科学研究費（がん臨床研究），採択 

・ 山本澄子：制動装置を使用した長下肢装具膝継手の可能性の検討，文部科学省科学研究費，基盤研究(C)，1303，一般，

採択 

・ 山本澄子：歩行支援ロボットの実用化，トヨタ自動車株式会社，継続 

・ 湯沢八江：修士課程調査試行事業，特定看護師（仮称）養成調査試行事業，A，採択 

・ 坪井良子：占領期の看護管理政策に関する考察－GHQ/SCAP文書による歴史的分析－，科学研究費補助金，基盤研究

(C)，20592493，看護学 

・ 小野寺敦志：BPSDの心理学的要因と社会的要因に焦点化した介護職への認知症ケア研修に関する実践的研究，日本

生命財団平成22年度高齢社会 実践的研究助成，採択 

・ 河口洋行，河原和夫（主任研究者）：医療計画の実施及びその評価に関する研究，厚生労働科学研究費補助金，医療

技術評価総合，継続 

・ 河口洋行，伏見清秀（主任研究者）：診断群分類の精緻化とそれを用いた医療評価の方法論開発に関する研究，厚生

労働科学研究費補助金，政策科学推進研究，採択 

・ 河口洋行，油井雄二（主任研究者）：高齢者の住まい－医療・介護一体改革実現の鍵－，文部科学省研究費補助金，

基盤研究(B)，22330088，採択 

・ 河口洋行，刀根 薫（主任研究者）：動的ネットワーク型包絡分析法の理論と応用に関する研究，文部科学省研究費

補助金，基盤研究(B)，22310092，採択 

・ 白井明美：複雑性悲嘆の認知行動療法の効果の検証およびインターネット治療プログラムの開発，文部科学省，基盤

研究(B)，22330197，採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 江幡芳枝：日本助産学会，日本看護研究学会，日本看護科学学会，日本母性衛生学会，日本小児保健学会，日本性科

学学会，日本思春期学会 

・ 田中 繁：バイオメカニズム学会（評議員），ISPO（国際義肢装具学会）（Fellow（終身）），日本義肢装具学会，

（評議員），日本生活支援工学会（理事） 

・ 兵頭明和：日本統計学会，日本母性衛生学会 

・ 中西睦子：日本看護科学学会（監事），日本看護管理学会（監事），日本看護倫理学会（監事），日本保健医療行動

科学会（評議員），日本生命倫理学会（評議員） 

・ 勝俣暎史：日本心理学会（代議員），日本心理臨床学会（編集委員），日本教育心理学会，日本電話相談学会（理事） 

・ 岩下清子：日本質的心理学会，日本在宅ケア学会 

・ 岡野憲一郎：日本精神分析学会（学会認定スーパーバイザー，学会認定精神療法医，学会認定精神分析家）（運営委

員），日本トラウマティック・ストレス学会（学会誌編集委員）（理事），日本精神神経学会（認定医） 

・ 高橋 泰：日本医療病院管理学会（評議委員），日本医療経営学会（理事） 

・ 鳥羽克子：日本診療情報管理学会（診療情報管理士指導者）（理事），日本POS医療学会（診療情報管理士指導者）

（評議員），日本病院学会（診療情報管理士指導者），日本病院管理学会（診療情報管理士指導者） 
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・ 中野重行：日本臨床薬理学会（専門医，指導医）（評議員），日本臨床精神神経薬理学会（名誉会員），日本心身医

学会（認定医，指導医）（評議員），日本内科学会（認定医） 

・ 野村 歓：日本生活支援工学会（理事），日本福祉のまちづくり学会，日本建築学会，日本火災学会 

・ 操 華子：日本看護科学学会（代議員，研究・学術情報検討委員会委員），日本環境感染学会（評議員，教育委員会

副委員長），日本質的心理学会（第2機関紙編集委員），The Association for Professionals in Infection Control and 

Epidemiology（学会雑誌編集委員，査読委員），日本感染症学会，Sigma Theta Tau International Honor Society of 

Nursing 

・ 武藤正樹：日本医療マネジメント学会（副理事長），日本ジェネリック医薬品学会（理事長），日本疾病管理研究会

（会長），医療の質に基づく支払い（P4P）研究会（代表幹事），介護連携パス研究会（代表幹事），医療材料マネ

ジメント研究会（代表幹事），日本外科学会 

・ 山本澄子：日本義肢装具学会（理事（2010.10.まで）），国際義肢装具連盟（副会長），臨床歩行分析研究会（事務

局），日本福祉工学会（評議員），バイオメカニズム学会（評議員），日本生活支援工学会（評議員），日本リハビ

リテーション工学協会，日本リハビリテーション医学会，日本人間工学会 

・ 湯沢八江：日本在宅ケア学会，日本看護研究学会，日本老年看護学会，日本看護管理学会 

・ 飯沼一浩：日本超音波医学会（名誉会員），日本生体医工学会，日本放射線技術学会 

・ 坪井良子：日本看護歴史学会（理事），日本生活支援工学会（評議員） 

・ 小野寺敦志：日本デイケア学会（事務局長），日本老年社会科学会（評議員），日本認知症ケア学会（評議員），日

本心理学会，日本心理臨床学会，日本健康心理学会，日本老年精神医学会 

・ 小畠秀吾：日本犯罪学会（評議員，編集委員），日本司法精神医学会（評議員），精神神経学会（精神科専門医），

日本病跡学会 

・ 河口洋行：国際医療経済学会，日本経済学会，日本医療・病院管理学会，日本介護経営学会，医療経済学会，日本ヘ

ルスサポート学会 

・ 篠原信夫：日本医療情報学会，情報処理学会，日本教育工学会，American Medical Informatics Association (AMIA) 

・ 森田正治：理学療法科学学会，日本公衆衛生学会，運動疫学研究会 

・ 森越美香：日本助産学会，日本看護科学学会，日本母性衛生学会，日本思春期学会，日本保健科学学会，日本母乳哺

育学会，日本母性看護学学会 

・ 伊藤由美：日本診療情報管理学会（診療情報管理士） 

・ 白井明美：日本心理臨床学会，日本臨床心理士会，神奈川県臨床心理士会，日本トラウマティック・ストレス学会，

International Traumatic Stress Society，日本社会精神医学会，日本被害者学会 

・ 沼澤広子：日本母性衛生学会，日本助産学会 

・ 坂本千枝子：日本医療情報管理学会（診療情報管理士），医療の質・安全学会（診療情報管理士） 

 

 

 

国際医療福祉大学熱海病院 
 

著書 

・ 岩崎博幸 他（分担執筆）：甲状腺腫瘍診療ガイドライン，分化癌進行例の外科治療，172-180，金原出版，2010 

・ 伊藤泰雄（分担執筆）：ERの小児，小児の腹部外傷ってどんな手順で戦えばいいの？，167-169，シービーアール，

2010 
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・ 伊藤泰雄（分担執筆）：小児外来で役立つ外科的処置，停留精巣・移動精巣の鑑別，90-91，中山書店，2010 

・ 神崎 仁（分担）：よくわかる聴覚障害，ステロイド依存性感音難聴，181-189，永井書店，2010 

・ 神崎 仁（編集，分担）：やさしく理解できるメニエール病（めまいと耳鳴り，難聴）の自己管理 改訂版，医薬ジ

ャーナル，2010 

・ 神崎 仁（分担）：新体系看護学全書27巻成人看護学⑭耳鼻咽喉／歯・口腔，耳の構造と機能，8-63，耳疾患，32-34，

耳の検査，49-67, 88-91，耳疾患の主な治療法，88-96，耳疾患の診療，110-126，メヂカルフレンド，2010 

・ 神崎 仁（監修）：EBMによる耳鼻咽喉科領域の漢方の使い方，ライフサイエンス，2010 

・ 北洞哲治（分担執筆）：炎症性腸炎 日比紀文編集，Ⅲ 地域別発病率，254-255，Ⅳ 家族内発病頻度，256-258，医

学書院，2010 

・ 北洞哲治（分担執筆）：図説臨床看護医学 デジタル版19『老年医学』，第8章－疾患／⑤消化器疾患「炎症性腸疾

患」，「偽膜性腸炎」，「大腸腫瘍」，エディターシップ，2010 

・ 栗山 学（分担）：広範囲 血液・尿化学検査，免疫学的検査（第7版）4，前立腺特異抗原（PSA），前立腺特異抗

原・α1-アンチキモトリプシン複合体（PSA-ACT），遊離PSA，F/T比，739-742，前立腺性酸性ホスファターゼ

（PAP），747-749，日本臨牀社，2010 

・ 栗山 学（分担）：改訂版 腫瘍マーカーハンドブック，PAP，99-101，γ-Sm，115-117，医薬ジャーナル社，2009 

・ 金指麦子，佐々木哲雄：皮膚科診療カラーアトラス大系（6），結合織母斑，118，講談社，2010 

・ 篠永正道（分担執筆）：脳脊髄液減少症の診断と治療，脳脊髄液減少症総説，1-5，金芳堂，2010 

・ 篠永正道（監訳）：軽度外傷性脳損傷のためのリハビリテーションワークブック，西村書店，2010 

・ 〆谷直人（分担執筆）：看護大辞典 第2版，プロカルシトニン，2594，医学書院，2010 

・ 〆谷直人（分担執筆）：広範囲 血液・尿化学検査 免疫学的検査（3）－その数値をどう読むか－［第7版］，序文，

1-2，抗原検出用迅速キットの有用性と使用上の留意点， 130-134，日本臨床社，2010 

・ 〆谷直人（分担執筆）：広範囲 血液・尿化学検査 免疫学的検査（4）－その数値をどう読むか－［第7版］，尿中

BTA，821-824，日本臨床社，2010 

・ 〆谷直人（分担執筆）：免疫反応と臨床検査2010，POCT (point of care testing)，773-777，医学書院，2010 

・ 〆谷直人（分担執筆）：これだけは知っておきたい検査のポイント第8集，α1-アンチトリプシン，α1-アンチキモトリ

プシン，126-128，医学書院，2010 

・ 〆谷直人（分担執筆）：パーフェクトガイド検査値事典，α1-ミクログロブリン，α2-マクログロブリン，β2-ミクログ

ロブリン，α1-アンチトリプシン（α1-AT），ハプトグロビン（Hp），ヘモペキシン，ビトロネクチン（VN），熱ショ

ック蛋白（HSP70，HSP60），カルシウム結合蛋白，アネキシンV，17-26，総合医学社，2011 

・ 鈴木映二（分担執筆）：心の治療ハンドブック 第6版，ハロペリドール，130-131，星和書店，2010 

・ 西嶋康一，稲田俊也，稲垣 中，鈴木映二（分担執筆）：重篤副作用疾患別対応マニュアル 第4集，セロトニン症

候群，225-242，財団法人日本医薬情報センター，2010 

・ 永山正雄：救急診療指針 改訂第4版，頭痛，286-289，へるす出版，2010 

・ 甘利和光，永山正雄：救急診療指針 改訂第4版，運動麻痺，感覚消失・鈍麻，286-289，へるす出版，2010 

・ 永山正雄：人間ドック専門医受験のためのセルフトレーニング問題と解説 改訂版 2010年版，脳・神経，サイエン

ティスト社，2010 

・ 永山正雄：高次脳機能障害Q&A，非痙攣性てんかん重積状態とは何ですか？，新興医学出版社，2011 

・ 竹下公矢，関田吉久：人体の構造と機能からみた病態生理ビジュアルマップ2，消化器疾患 胃癌，17-25，医学書院，

2010 

・ 大橋一之（分担）：こんな事故が起こったらポケットブック トラブルVSリカバリー，麻酔時に注射針が破折した，
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84-85，デンタルダイヤモンド社，2010 

・ 星野 誠（分担）：アレルギー疾患イラストレイテッド 第二版，抗アレルギー薬＜トシル酸スプラタスト塩＞， 

220-225，メジカルビュー社，2010 

・ 伊藤 章，古河原やよい，春山幸延，佐々木由香，鈴木高弘：モダンメディア，同規模病院における細菌検査・院内

実施と外注依頼によるMRSA検出状況からみた感染対策への影響，56(8)，177-186，栄研化学株式会社，2010 

 
原著論文 

・ 岩崎博幸，北川 亘：分化癌進行例の外科治療 ガイドライン作成の本音と建前－妥当な治療と厳密な治療，内分泌

外科，27(3)，187-192，2010 

・ 岩崎博幸：甲状腺腫瘍―内科医にとって必要な知識，内科，107(1)，33-37，2011 

・ 伊藤 淳，白井利明，佐藤雅経，金子貫一郎，北川恒実：大腿骨近位部骨折手術患者における歩行訓練と退院時歩行

能力・退院先の関係，骨折，32(4)，849-852，2010 

・ 伊藤 淳，白井利明，北川恒実，藤田英彦：大腿骨近位部骨折手術患者におけるバーセル指数の下肢機能以外の項目

と術後歩行能力との関係，臨床リハ，19(10)，1001-1005，2010 

・ 白井利明，伊藤 淳，伊藤真紀：人工膝関節全置換術後の歩行能力回復に関する予測因子，リハビリテーション医学，

48 (3)，212-217，2011 

・ Oishi N,  Inoue Y，Saito H，Kanzaki S，Kanzaki J，Ogawa K：Long-term prognosis of low-frequency hearing loss and 

predictive factors for the 10-year outcome，Otolaryngol HNS，142，565-569，2010 

・ 神崎 仁，原田竜彦，神崎 晶：統合失調症にみられた一過性聴覚失認の1症例，日本耳鼻咽喉科学会会報，114，

133-138，2011 

・ Tanaka Y，Kirihara T，Kitamura H，Kuriyama M，Hori H，Gorai I：Cytologic detection of recurrence in extramammary 

Paget's disease of the vulva:a report of two cases，Acta Cytol，54(5)，1007-1012，2010 

・ Nagasaka K，Ohta E，Nagasaka T，Togashi S，Miwa M，Nakamura Y，Shindo K，Shiozawa Z：Rhythmic Pupillary 

Oscillation in Creutzfeldt-Jakob Disease Associated With the Glu/Lys Mutation of Prion Protein Codon 200，Movement 

Disorders，25(1)，112-116，2010 

・ 太田恵美子，塩澤全司：Neuroferritinopathyの臨床，神経内科，73(2)，138-146，2010 

・ 小林理恵子，新藤和雅，瀧山嘉久，富樫慎治，塩澤全司：甲府盆地の脳梗塞発症と気象の関連性について，神経内科，

73(3)，310-313，2010 

・ 糟谷 深，重政朝彦，三橋孝之，郷原正臣，小林俊一，峯岸慎太郎，高橋祐己，笹渡幸江，上村さと美：当院におけ

る慢性心房細動患者に対する心臓リハビリテーションの検討，日本心臓リハビリテーション学会誌 心臓リハビリテ

ーション（JJCR），15(2)，323-326，2010 

・ 郷原正臣，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深：BNPを指標として治療経過をみている特発性肺動脈性肺高血圧症の1例，

Therapeutic Research，31(7)，992-997，2010 

・ 加藤和彦，畠山 令，塚田真一，進藤達也，奥村道之，〆谷直人：POCT機器i-STAT 1（CHEM8+）の有用性と性能評

価，医療と検査機器・試薬，33(2)，209-213，2010 

・ 竹下公矢：外科医の内視鏡，消化器内視鏡，23(1)，118，2011 

・ Tsuji A，Sasaki M，Ishii T，Sato S，Kanki H，Suzuki S，Takeuchi S，Fukuda T：Persistent Eosinophilic Infiltration of the 

Myocardium in a Child in Complete Remission of Acute Lymphoblastic Leukemia and Eosinophilia. Potential Role in Late 

Cardiac Disease?，KJM，59(2)，64-68，2010 

・ 早坂純一，佐瀬美和子，上野泰宏，池田 薫，篠崎泰久，宮城徳人，土屋欣之，伊藤弘人，野口忠秀，小佐野仁志，
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大橋一之，神部芳則，草間幹夫：当科における口腔癌紹介患者の臨床的検討，栃木歯医会誌，62，133-137，2010 

・ Ide R，Harada T，Kanzaki S et al.：Physical and Physiological Effects on Otoacoustic Emissions in Hypobaric Hypoxia，

ORL，72，225-232，2010 

・ 神崎 仁，原田竜彦，神崎 晶：統合失調症にみられた一過性聴覚失認の1症例，日本耳鼻咽喉科学会会報，114，

133-138，2011 

・ Hoshino M，Matsuoka S，Handa H，Miyazawa T，Yagihashi K：Correlation between airflow limitation and airway 

dimensions assessed by multidetector CT in asthma，Respir Med，104，794-800，2010 

・ 渡邉直人，星野 誠，中川武正，宮澤輝臣：スギ花粉症合併喘息におけるスギ花粉飛散時期の鼻炎および喘息症状増

悪に対するプランルカストとフェキソフェナシンの効果の比較検討，職業・環境アレルギー誌，17，25-33，2010 

・ Hoshino M，Ohtwa J：Effects of adding salmeterol/fluticasone propionate to tiotropium on airway dimensions in patients with 

chronic obstructive pulmonary disease，Respirology，161，95-101，2011 

・ Takai M，Yamamoto K，Iwamitsu Y，Miyaji S，Yamamoto H，Tatematsu S，Yukawa M，Ide A，Kamijo Y，Soma K，

Miyaoka H：Exploration of factors related to hara-kiri as a method of suicide and suicidal behavior，Eur Psychiatry，25(7)，

409-413，2010 

 

総説 

・ 神崎 仁：私の漢方の取り入れ方とコツ－西洋薬の無効例への使用，JOHNS，26，632-635，2010 

・ 高梨吉則，重政朝彦，湯沢八江：ナースプラクティショナー教育への取り組み NP養成分野初年度を振り返って（座

談会），看護学雑誌，74(6)，34-41，2010 

・ 篠永正道：脳脊髄液減少症の診断，ブレインナーシング，26(6)，87-92，2010 

・ 篠永正道：脳脊髄液減少症，ブレインナーシング，夏季増刊，229-235，2010 

・ 篠永正道：脳脊髄液減少症，ブレイン日本神経財団ニュース，100，8-9，2010 

・ 篠永正道：交通事故との関連－交通外傷後脳脊髄液減少症の診断と治療－，医学のあゆみ，235(7)，775-780，2010 

・ 〆谷直人：血糖のリスクマネジメント－その実現のツールとしてのPOCT－学会としての取り組み，医療と検査機

器・試薬，33(4)，502-504，2010 

・ 〆谷直人：臨床検査の新展開，POCT (point of care testing)の現状と今後の課題，医療機器学，80(4)，317-324，2010 

・ Naoto Shimetani：Changing healthcare delivery across the world；Japan，Point-of-CareTesting (thirdedition)，AACCpress，

10-11，2010 

・ 〆谷直人：“Acute Care”における心疾患マーカー測定の有用性を考える おわりに，医療と検査機器・試薬，33(5)，

603，2010 

・ 〆谷直人：リーダーズオピニオン：わが国におけるPOCTの現状と検査データの保証，臨床検査室グローバルニュー

ス，2(4)，3-5，2010 

・ 〆谷直人：健康評価と臨床化学，予防医学における自己測定（セルフチェック）と郵送検査のピットフォール，臨床

化学，40(1)，23-27，2011 

・ 鈴木映二：Qセロトニンについて，分かりやすく教えてください，こころのりんしょうアラカルト，30(1)，13，2011 

・ 永山正雄：無症候性脳梗塞と大脳白質 病変，Clinical Neuroscience，28(6)，660-661，2010 

・ 永山正雄：脳卒中の病態と治療を理解する，EMERGENCY CARE，23(8)，18-25，2010 

・ 梁 成勲，永山正雄：頭蓋内圧亢進，レジデント，3(12)，42-51，2010 

・ 梁 成勲，永山正雄：Cerebral microbleeds合併脳梗塞への抗血栓療法 積極的な立場から，内科，3(9)，543-546，

2010 
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・ 永山正雄：抗血小板薬による脳梗塞再発予防，成人病と生活習慣病，41(2)，184-189，2011 

・ 永山正雄：脳卒中治療ガイドラインと神経蘇生ガイドライン，診断と治療，99(1)，143-146，2011 

・ 竹下公矢：肥満症例に対する内視鏡的治療法，Gastroenterol Endosc，52(9)，2755，2010 

・ 星野 誠：血管内皮細胞と血管リモデリング，臨床免疫・アレルギー科，3，504-508，2010 

 

研究報告 

・ 〆谷直人：調査の分析：感染症マーカー，免疫グロブリン，尿検査，日本医師会 平成21年度第43回臨床検査精度管

理調査報告書，128-152，2010 

・ 原田竜彦：Stimulus Frequency Otoacoustic Emissionの測定，日本音響学会聴覚研究会資料，38(3)，313-316，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 岩崎博幸（当番世話人，座長）：胃癌，静岡県癌治療研究会，静岡駅パルシェ，静岡県静岡市，2010.10.23 

・ 伊藤泰雄：「エビデンスに基づいた小児腸重積症の診療ガイドライン」の作成に向けて，第3回伊豆小児科臨床研究

会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2011.1.19 

・ 佐々木哲雄：最近の症例から－病診連携例を中心に，東部皮膚科座談会，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，2010.5.19 

・ 佐々木哲雄：乾癬の治療，田辺三菱製薬株式会社社内講演会，田辺三菱製薬株式会社沼津営業所，静岡県沼津市，

2010.5.26 

・ 佐々木哲雄：特別講演 強皮症の治療，第14回横浜デルマカンファレンス，横浜エクセルホテル東急，神奈川県横浜

市，2010.10.28 

・ 佐々木哲雄：乾癬におけるバイオ製剤の使用経験について，Eisai Lecture Meeting，三島コミュニケーションオフィス，

静岡県三島市，2010.11.8 

・ 重政朝彦：日本版NPの教育に携わって シンポジウム－特定看護師と日本版NP－日本におけるナースプラクティシ

ョナー教育の一年間，国際医療福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.8.7 

・ 篠永正道：交通外傷後脳脊髄液減少症の診断と治療，第46回日本交通科学協議会総会，つくば国際会議場，茨城県つ

くば市，2010.6.11 

・ 〆谷直人：POCT（point of care testing）の現状と今後の課題，第34回日本臨床検査医学会東北支部例会，コラッセふ

くしま，福島県福島市，2010.10.30 

・ 鈴木映二：認知症とは，熱海・伊東地区薬剤師会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2010.5.28 

・ 鈴木映二：日常診療で出会ううつ病，賀茂市医師会，下田東急ホテル，静岡県下田市，2010.7.16 

・ 鈴木映二：消化器症状を訴えるうつ病患者の診断と治療，北駿消化器病研究会，御殿場高原リゾートホテル時之すみ

か，静岡県御殿場市，2010.10.28 

・ 鈴木映二：認知症のBPSD対応，第7回伊東市認知症地域ケア研究会，伊東市観光会館別館，静岡県伊東市，2010.11.1 

・ 永山正雄：脳神経救急・脳蘇生における急性脳症の診療最前線，第38回日本救急医学会総会・学術集会教育講演，東

京ビッグサイト，東京都江東区，2010.10.11 

・ 永山正雄：脳卒中急性期における集中治療のあり方，第38回日本集中治療医学会学術集会シンポジウム，パシフィコ

横浜，神奈川県横浜市，2011.2.26 

・ 原田俊一：脳と神経のアンチエイジング，日本抗加齢医学会，千里ライフサイエンスセンター，大阪府豊中市，

2011.2.20 

・ 板倉敬乃（主催）：授乳中の服薬とアルコール摂取について，第11回周産期連絡会，国際医療福祉大学熱海病院，静

岡県熱海市，2010.9.27 
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・ 板倉敬乃（主催）：未受診妊婦と飛び込み分娩，第12回周産期連絡会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，

2011.3.7 

・ 原田竜彦：Stimulus Frequency Otoacoustic Emissionとは何か，日本聴覚医学会ERAOAE研究会，慶應義塾大学，東京都

港区，2010.7.4 

・ 星野 誠：喘息治療における吸入薬の役割と指導方法，静岡県病院薬剤師会東部支部，三島商工会議所，静岡県三島

市，2010.4.27 

・ 星野 誠：成人喘息における治療目標と病診連携，伊豆呼吸器研究会，KKRホテル熱海，静岡県熱海市，2010.5.13 

・ 星野 誠：気管支喘息治療の今後の課題－高齢者喘息を中心に－，沼津医師会学術講演会，沼津東急ホテル，静岡県

沼津市，2010.5.27 

・ 星野 誠：喘息における末梢気道について，静岡東部地区Respiratory seminar，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，

2010.6.12 

・ 星野 誠，松岡 伸，半田 寛，宮澤輝臣，八木橋国博：気管支喘息におけるMultidetector CTによる気道解析と気流

制限との関係，第81回閉塞性肺疾患研究会，大手町サンケイプラザ，東京都千代田区，2010.7.24 

・ 星野 誠：ガイドラインからみた喘息の治療目標，三島市医師会内部会，三島プラザホテル，静岡県三島市，

2010.8.27 

・ 星野 誠：COPD患者の気道dimensionに及ぼす影響－tiotropium (Tio)とsalmeterol/fluticasone propionate combination 

(SFC)+Tioの比較－，第82回閉塞性肺疾患研究会，大手町サンケイプラザ，東京都千代田区，2011.1.22 

・ 星野 誠：気管支喘息の評価方法と治療薬，御殿場市内科医会学術講演会，ホテル御殿場館，静岡県御殿場市，

2011.1.28 

・ 鈴木高弘，佐々木由香，高橋峰子，佐々木隆，篠永正道，伊藤 章：耐性菌サーベイランスの実践～開院後約8年間

の耐性菌検出状況とアウトブレイク事例～，第26回日本環境感染学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2011.2.18 

 

学会発表 

・ Iwasaki H：What is a proper surgical treatment for Graves’ disease?，13th International Thyroid Congress，Convention center，

Paris, France，2010.9.12 

・ 村瀬知男，伊藤 淳，竹元 暁，佐藤雅経：TKA後の大腿骨後顆Overhangの膝可動域に対する影響，第4回東海人工

関節研究会，エイザイ株式会社6Fホール，愛知県名古屋市，2011.1.22 

・ 伊藤 淳，白井利明：大腿骨近位部骨折患者におけるBarthel indexと術後歩行能力との関係（第3報），第47回日本リ

ハビリテーション医学会学術集会，鹿児島サンロイヤルホテル，鹿児島県鹿児島市，2010.5.20-22 

・ 佐藤雅経，伊藤 淳，村瀬知男，竹元 暁：抗生剤の投与期間と人工関節術後炎症反応の推移および合併症の頻度と

の関連，第52回日本臨床リウマチ学会，東京ステーションコンファレンス，東京都千代田区，2010.11.27-28 

・ 竹元 暁，伊藤 淳，村瀬知男，佐藤雅経：下肢人工膝関節置換術後に発生した深部静脈血栓の消失期間についての

検討，第38回日本関節病学会，ウェスティン都ホテル京都，京都府京都市，2010.11.18-19 

・ 伊藤泰雄（座長）：ビデオセッション「小児」，第110回日本外科学会定期学術集会，名古屋国際会議場，愛知県名

古屋市，2010.4.9 

・ 伊藤泰雄：「エビデンスに基づいた小児腸重積症の診療ガイドライン」の目的と作成方法，第24回日本小児救急医学

会，京都テルサ，京都府京都市，2010.5.28 

・ 草川 功，伊藤泰雄：小児腸重積症の疫学，第24回日本小児救急医学会，京都テルサ，京都府京都市，2010.5.28  

・ 村田祐二，伊藤泰雄：小児腸重積症の診断，第24回日本小児救急医学会，京都テルサ，京都府京都市，2010.5.28  
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・ 浮山越史，伊藤泰雄：小児腸重積症の重症度診断，第24回日本小児救急医学会，京都府京都テルサ，京都府京都市，

2010.5.28  

・ 川瀬弘一，伊藤泰雄：小児腸重積症の治療(1)－非観血的整復，第24回日本小児救急医学会，京都テルサ，京都府京都

市，2010.5.28  

・ 鎌形正一郎，伊藤泰雄：小児腸重積症の治療(2)－治療に関する諸問題，第24回日本小児救急医学会，京都テルサ，京

都府京都市，2010.5.28 

・ 伊藤泰雄：卵巣組織を温存し腫瘍核出術を施行した卵巣奇形腫の2例，第1回伊豆小児科臨床研究会，国際医療福祉大

学熱海病院，静岡県熱海市，2010.7.21 

・ 辻本博瑛，伊藤泰雄：耳下腺腫脹を認めなかったムンプス精巣炎の1例，第41回静岡県東部臨床小児懇話会，沼津医

師会館，静岡県沼津市，2010.9.4 

・ 伊藤泰雄：当院における舌小帯短縮症手術例について，第2回伊豆小児科臨床研究会，順天堂大学静岡病院，静岡県

伊豆の国市，2010.10.20 

・ 神崎 仁（座長）：M.Sanna Surgery of the temporal bone and the lateral skull base: Present and future，第111回日本耳鼻

咽喉科学会総会・学術大会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.5.20 

・ 神崎 仁：めまい・耳鳴り患者に対する心身医学的配慮，第2回耳鼻咽喉科心身医学研究会，慶應大学病院，東京都

新宿区，2010.10.30 

・ 神崎 仁，原田竜彦，神崎 晶：統合失調症にみられた一過性聴覚失認，第2回耳鼻咽喉科心身医学研究会，慶應大

学病院，東京都新宿区，2010.10.30 

・ 神崎 仁（座長）：第6群突発性難聴，第55回日本聴覚医学会総会・学術集会，奈良県新公会堂，奈良県奈良市，

2010.11.11 

・ 輿石義彦（座長）：縦隔腫瘍，第27回日本呼吸器外科学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.5.13 

・ 輿石義彦（座長）：特別シンポジウム 他分野の内視鏡最前線，第33回日本呼吸器内視鏡学会学術集会，パシフィコ

横浜，神奈川県横浜市，2010.6.9 

・ 輿石義彦（座長）：肺・気管支・胸壁・縦隔，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.11.22 

・ 提坂敏昭（座長）：思春期疾患，第29回日本思春期学会総会・学術集会，グランドパーク小樽，北海道小樽市，

2010.8.28 

・ 佐々木哲雄，佐々木桃子，三津山信治，竹下芳裕，前田修子，池田信昭，藤田浩之，小野田雅仁，高橋一夫，池澤善

郎：手指潰瘍に対してボセンタンを使用した全身性強皮症2症例の検討，第109回日本皮膚科学会総会，堂島リバーフ

ォーラム，大阪府大阪市，2010.4.16-18 

・ 三津山信治，佐々木桃子，竹下芳裕，佐々木哲雄，北村 創，西村哲夫：Unilesional mycosis fungoidesの1例，第109回

日本皮膚科学会総会，堂島リバーフォーラム，大阪府大阪市，2010.4.16-18 

・ 高橋一夫，池田信昭，小野田雅仁，近藤 恵，山口由衣，佐々木哲雄，池澤善郎：シェーグレン症候群での結節性紅

斑様皮疹の臨床的・皮膚病理組織学的検討，第54回日本リウマチ学会総会・学術集会，神戸ポートピアホテル，兵庫

県神戸市，2010.4.22-25 

・ 佐々木哲雄（司会）：一般演題，第32回県央皮膚科アレルギー懇話会，小田急ホテルセンチュリー相模大野，神奈川

県相模原市，2010.6.30 

・ 佐々木哲雄（座長）：講演 アレルギー疾患に潜む法的リスクとその対策，静岡県東部皮膚疾患セミナー，沼津東急

ホテル，静岡県沼津市，2010.7.17 

・ 佐々木哲雄（座長）：講演 私の発明・私の発見，第6回環相模湾皮膚の会，KKRホテル熱海，静岡県熱海市，
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2010.7.31 

・ 佐々木哲雄（座長）：特別講演 帯状疱疹後神経痛の治療現状と展望，リリカ発売記念講演会，沼津キャッスル，静

岡県沼津市，2010.8.4 

・ 酒井文子，松本 桂，竹下芳裕，佐々木哲雄：足縁に生じたclear cell hidradenoma，第98回日本皮膚科学会静岡地方会，

三島市民文化会館，静岡県三島市，2010.10.2 

・ 佐々木哲雄（座長）：特別講演 ディフェリンのエビデンスに基づく抗菌薬との併用療法，ディフェリンゲル0.1％静

岡県東部発売2周年記念講演会，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，2010.10.8 

・ 佐々木哲雄：膠原病に続発した肺高血圧症の治療経験，第2回静岡東部肺高血圧症フォーラム，沼津東急ホテル，静

岡県沼津市，2010.10.14 

・ 佐々木哲雄（座長）：特別講演 乾癬に関する最新の話題・知見，乾癬治療を考える会，沼津東急ホテル，静岡県沼

津市，2010.10.27 

・ 佐々木桃子，杉山由華，佐々木哲雄：成人Still病の2例，第34回皮膚脈管膠原病研究会，宮日会館，宮城県宮崎市，

2010.1.21-22 

・ 稲川紀章，池田信昭，竹林英理子，山口由衣，近藤 恵，高橋一夫，岳野光洋，佐々木哲雄，池澤善郎：非定型疹を

呈し，自然寛解している成人Still病の1例，第34回皮膚脈管膠原病研究会，宮日会館，宮崎県宮崎市，2010.1.21-22 

・ 竹林英理子，稲川紀章，池田信昭，小野田雅仁，山口由衣，高橋一夫，近藤 恵，佐々木哲雄，池澤善郎：サルコイ

ドーシスの合併と考えたシェーグレン症候群の1例，第34回皮膚脈管膠原病研究会，宮日会館，宮崎県宮崎市，

2010.1.21-22 

・ 酒井文子，佐々木桃子，竹下芳裕，三津山信治，佐々木哲雄：カルバマゼピンによるDIHSの2例，第99回日本皮膚科

学会静岡地方会，アクトシティ浜松コングレスセンター，静岡県浜松市，2011.2.19 

・ 佐々木哲雄（座長）：特別講演 アトピー性皮膚炎のトータルケア，第16回東部臨床皮膚科研究会，国際医療福祉大

学熱海病院，静岡県熱海市，2011.3.5 

・ 佐藤正昭：小児の循環器疾患の見つけ方，第1回伊豆小児臨床研究会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，

2010.7.21 

・ 板倉敬乃（主催，座長），伊藤泰雄，佐藤正昭，辻 敦敏：発熱12日目に頸部リンパ節腫脹を認めた汎血球減少を合

併した1例，第1回伊豆小児臨床研究会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2010.7.21 

・ 西畠瑞希，佐藤正昭，山田大悟，板倉敬乃，伊藤泰雄，辻 敦敏：初発時尿所見に異常を認めなかった急性巣状細菌

性腎炎の1例，第3回伊豆小児臨床研究会，国際医療福祉大学熱海病院，静岡県熱海市，2011.1.19 

・ 重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：64列MDCTにて確認した感染性心内膜炎の1例，第3回静岡心血管イメー

ジング研究会，三島商工会議所，静岡県三島市，2010.5.13 

・ 井上のぞみ，三橋孝之，織田寛子，桐原真梨子，渡部まき，金子貫一郎，佐藤雅経，白井利明，伊藤 淳，重政朝彦：

整形外科術後深部静脈血栓症の予測因子の検討，日本超音波医学会第83回学術集会，国立京都国際会館，京都府京都

市，2010.5.31 

・ 西畠瑞希，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：腸腰筋血腫を合併した不安定狭心症の1例，第211回日本内科

学会東海地方会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.6.12 

・ 三橋孝之，郷原正臣，糟谷 深，重政朝彦：慢性腎臓病と深部静脈血栓症の関係，第135回日本循環器学会東海地方

会，愛知県産業労働センター ウインクあいち，愛知県名古屋市，2010.7.3 

・ 上村さと美，重政朝彦，高橋祐己，笹渡幸江，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：附属病院との連携による理学療法学

科生を対象とした心臓リハビリテーション教育の要点の検討，第16回日本心臓リハビリテーション学会学術集会，か

ごしま県民交流センター，鹿児島県鹿児島市，2010.7.18 
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・ 高橋祐己，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，笹渡幸江，上村さと美：当院における心臓リハビリテーショ

ンの継続率の傾向，第16回日本心臓リハビリテーション学会学術集会，かごしま県民交流センター，鹿児島県鹿児島

市，2010.7.18 

・ 浦川英樹，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，渡部まき，桐原真梨子，井上のぞみ，織田寛子，鍔本奈央：

超音波検査が診断に有用であった孤立性上腸間膜動脈解離の1例，日本超音波医学会第30回中部地方会学術集会，愛

知県産業労働センター ウインクあいち，愛知県名古屋市，2010.9.12 

・ 高橋祐己，重政朝彦，上村さと美，笹渡幸江，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：理学療法学科生および看護学科生を

対象とした心臓リハビリテーション認定施設での見学の有用性，第58回日本心臓病学会学術集会，東京国際フォーラ

ム，東京都千代田区，2010.9.17 

・ 三橋孝之，郷原正臣，糟谷 深，金子貫一郎，佐藤雅経，白井利明，伊藤 淳，重政朝彦：人工股関節，膝関節置換

術後の深部静脈血栓症発症と慢性腎臓病の関係，第58回日本心臓病学会学術集会，東京国際フォーラム，東京都千代

田区，2010.9.18 

・ 岡田興造，小林俊一，清水智明，清水 誠，重政朝彦，姫野秀朗，岩橋徳明，内野和顕，木村一雄，梅村 敏：冠動

脈疾患患者に対するロスバスタチン・エゼチミブ併用療法の有用性，第58回日本心臓病学会学術集会，東京国際フォ

ーラム，東京都千代田区，2010.9.18 

・ 五島桂子，福井和樹，清水智明，森田有紀子，和田 篤，重政朝彦，澤田玲民，武居崇浩，岩橋徳明，木村一雄， 

梅村 敏：メタボリック症候群患者においてスタチン＋エゼチミブ併用療法派脂質代謝，インスリン抵抗性に影響を

与えるか，第58回日本心臓病学会学術集会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.9.18 

・ 福岡 拓，漢那雅彦，姫野秀朗，小林俊一，清水 誠，猿渡 力，岩澤祐二，清水智明，森田有紀子，和田 篤， 

重政朝彦，岩橋徳明，梅村 敏，木村一雄：コレステロール吸収，合成からみたスタチン治療，エゼチミブ追加治療

のLDL-C低下効果についての検討，第58回日本心臓病学会学術集会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2010.9.19 

・ 郷原正臣，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深：一酸化炭素中毒により虚血性心電図変化が増強した1例，第212回日本内

科学会東海地方会，愛知県産業労働センター ウインクあいち，愛知県名古屋市，2010.10.9 

・ 郷原正臣，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深：うっ血性心不全例における深部静脈血栓症合併の現状と危険因子につい

ての検討，日本循環器学会第136回東海・第121回北陸合同地方会，金沢エクセルホテル東急，石川県金沢市，

2010.11.7 

・ Mitsuhashi T，Gohbara M，Kasuya F，Shigemasa T：Impact of chronic kidney disease on deep vein thrombosis after total hip 

and total knee arthroplasty，83rd Scientific Sessions 2010，American Heart Association，Chicago, USA，2010.11.13-17 

・ 桐原真梨子，重政朝彦，山田佳彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，渡部まき，井上のぞみ，織田寛子，鍔本奈央，

浦川英樹：先端肥大症に心不全を合併した1例，第41回静岡心エコー図セミナー，ニッセイ静岡駅前ビル2F，静岡県

静岡市，2011.1.29 

・ 重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：徐脈と左上大静脈遺残を合併した僧帽弁閉鎖不全の1例，第4回静岡県東

部心臓外科循環器科連携の会，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，2011.2.4 

・ 重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣，唐澤英偉，渡部まき，桐原真梨子，井上のぞみ，織田寛子，鍔本奈央，

浦川英樹：孤立性上腸間膜動脈解離の3例，第30回日本画像医学会，東京ステーションコンファレンス，東京都千代

田区，2011.2.18-19 

・ 齊木 巌，重政朝彦，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：心停止から救命し得た低カリウム性ミオパチーの1例，第213

回日本内科学会東海地方会，三重県医師会館，三重県津市，2011.2.19 

・ 上村さと美，重政朝彦，高橋祐己，笹渡幸江，三橋孝之，糟谷 深，郷原正臣：理学療法士を対象とした心臓リハビ
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リテーションに関する卒前から卒後教育における学習内容の要点，第75回日本循環器学会総会・学術集会，パシフィ

コ横浜，横浜市西区，2011.3.18 

・ 篠永正道：特発性脳脊髄液減少症vs外傷後脳脊髄液減少症，日本脳神経外科学会第69回学術総会，福岡コンベンショ

ンセンター，福岡県福岡市，2010.10.27 

・ 篠永正道：脳脊髄液減少症の治療戦略，第9回脳脊髄液減少症研究会，日本メジフィジックス株式会社東京本部，東

京都江東区，2011.2.27 

・ 加藤和彦，畠山 令，進藤達也，〆谷直人：AQT90FLEXにおけるD-ダイマーの基礎的検討，第59回日本医学検査学

会，神戸コンベンションセンター，兵庫県神戸市，2010.5.22 

・ 鈴木高弘，高橋峰子，佐々木由香，岡田麻紀子，種市敏子，星野 誠，板倉敬乃，〆谷直人，篠永正道：病棟におけ

る結核菌排菌患者の発生事例と対策，第7回静岡東部感染症診断・治療・制御研究会，静岡県立がんセンター研究所

内しおさいホール，静岡県駿東郡長泉町，2010.5.29 

・ 進藤達也，加藤和彦，塚田真一，〆谷直人：当院の人間ドックにおける，タイプ別脂質異常患者のアディポネクチン

と危険因子の関係について，第57回日本臨床検査医学会学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.9.10 

・ 周東磨理江，山崎 円，〆谷直人，提坂敏昭：当院での産科危機的出血への対応，平成22年度静岡県輸血懇話会秋季

例会，日本赤十字社静岡県支部大会議室，静岡県静岡市，2010.10.2 

・ 菊池春人，木村 聡，岡 尚人，東野功嗣，小林 隆，櫛引健一，今福裕司，細萱茂美，〆谷直人，松尾収二：

POCTのネットワーク接続に関する実態調査，日本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，

2010.10.9 

・ 塚田真一，加藤和彦，進藤達也，〆谷直人，石田一真：深部静脈血栓症が疑われた症例におけるAQT90FLEXによる

D-ダイマー測定について，日本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.9 

・ 加藤和彦，〆谷直人：アイ・スタットシステムの性能と特長について，第53回日本臨床検査医学会近畿支部総会，奈

良県文化会館，奈良県奈良市，2010.12.12 

・ 〆谷直人（座長）：第57回日本臨床検査医学会学術集会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.9.10 

・ 〆谷直人（座長）：日本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.9 

・ 永山正雄，宮地伸吾，鈴木映二，塩澤全司：長期におけるkluver-Bucy症候群を呈し，薬物治療により消失をみた非痙

攣性てんかん重責状態の65歳男性例，第194回日本神経学会関東・甲信越地方会，砂防会館，東京都千代田区，

2010.9.4 

・ 鈴木映二，渡辺 滋，山森早織，東 貞宏，片岡正和，小久保宏俊，大塚信太朗，宮岡 等，高橋正身：SNAP-25変

異マウスの行動異常に対する各種向精神薬の効果，第20回日本臨床精神神経薬理学会，第40回日本神経精神薬理学会

合同年会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.9.16 

・ 永山正雄，宮地伸吾，鈴木映二，斎木 厳，塩澤全司：複雑部分発作型非痙攣性てんかん重責状態に対する薬物療法

に伴い，高度の過食から拒食に転じた症例，第196回日本神経学会関東・甲信越地方会，砂防会館，東京都千代田区，

2011.3.5 

・ 永山正雄（座長）（一般演題発表省略）：脳血管障害，第35回日本脳卒中学会総会，岩手県民会館，岩手県盛岡市，

2010.4.15 

・ 竹下公矢（座長）：一般口演 腫瘍病理，第110回日本外科学会総会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，

2010.4.10 

・ 竹下公矢（座長）：要望演題 胃癌に対する機能温存機能再建術，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィコ横浜，

神奈川県横浜市，2010.11.22 

・ 竹下公矢（司会）：上部消化管出血に対する内視鏡止血術，第22回日本消化器内視鏡学会関東地方会セミナー，都市
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センターホテル，東京都千代田区，2011.1.23 

・ 原田俊一：脳卒中様症状にて発症したPRESSの1例，第35回日本脳卒中学会総会，岩手県民会館，岩手県盛岡市，

2010.4.15 

・ 原田俊一（座長）：第46回日本交通科学協議会総会，つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.6.11 

・ 原田俊一：脳ドックにおけるアディポネクチン測定の意義，第51回日本人間ドック学会総会，旭川市民文化会館，北

海道旭川市，2010.8.26 

・ 原田俊一：温泉市街地における救急患者の検討，第38回日本救急医学会総会，東京ビックサイト，東京都江東区，

2010.10.11 

・ 原田俊一（座長）：第16回日本脳神経外科救急学会，ウエスティンナゴヤキャッスル，愛知県名古屋市，2011.1.30 

・ 辻本博瑛，板倉敬乃（座長），伊藤泰雄：反復性耳下腺炎の3例，第41回静岡県東部臨床懇話会，沼津医師会館，静

岡県沼津市，2010.9.4 

・ 佐藤清二，板倉敬乃（幹事，座長）：低身長の診療のポイント，第41回静岡県東部臨床懇話会，沼津医師会館，静岡

県沼津市，2010.9.4 

・ 板倉敬乃：熱性けいれんによる入院の際に陳急性脳挫傷が偶然発見された一女児例，第57回日本小児保健学会，朱鷺

メッセ（新潟コンベンションセンター），新潟県新潟市，2010.9.18 

・ 中山竜司，神部芳則，大橋一之，高橋 淳，草間幹夫：放線菌を伴った含歯性のう胞の1例，第189回日本口腔外科学

会関東地方会，獨協医科大学，栃木県下都賀郡壬生町，2010.6.19 

・ 内藤浩美，山本亜紀，三田村治郎，大橋一之，草間幹夫：経管栄養者における歯周病原性細菌の存在に関する検討，

第16回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会，朱鷺メッセ，新潟県新潟市，2010.9.3-4 

・ 中山竜司，丹羽嘉一郎，高橋 淳，渡辺秀紀，岡田成生，山下雅子，鹿志村圭，大橋一之，伊藤弘人，野口忠秀， 

小佐野仁志，神部芳則，草間幹夫：顎口腔領域悪性腫瘍患者の終末期症状コントロールに関する検討，第48回日本癌

治療学会学術集会，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.10.28-30 

・ 早坂純一，小澤通子，仙名あかね，井岡友梨，大橋一之，小佐野仁志，伊藤弘人，野口忠秀，神部芳則，草間幹夫：

当科におけるビスフォスフォネート製剤投与中患者の臨床的検討，第63回栃木県歯科医学会，栃木県歯科医師会館，

栃木県宇都宮市，2010.11.3 

・ 草間幹夫，中山竜司，神部芳則，高橋 淳，上野泰宏，菊地公治，大橋一之，鹿志村圭，土屋欣之：ペットボトル症

候群の1例，第63回栃木県歯科医学会，栃木県歯科医師会館，栃木県宇都宮市，2010.11.3 

・ 原田竜彦（口演）：慢性平衡障害の訓練機器Vertigardの使用経験，耳鼻咽喉科リハビリテーション医学研究会，第一

三共製薬，東京都中央区，2010.4.24 

・ 原田竜彦（口演）：Stimulus Frequency Otoacoustic Emissionの測定，日本音響学会聴覚研究会，同志社大学医心館，京

都府京田辺市，2010.5.14 

・ 原田竜彦（口演），五島史行，北川恒実，伊藤 淳：平衡リハビリテーションにおける振動刺激によるバイオフィー

ドバック装置（Vertigard）の使用経験，日本リハビリテーション医学会総会，鹿児島市民文化ホール，鹿児島県鹿児

島市，2010.5.20 

・ 原田竜彦（座長）：総合討論，日本聴覚医学会・内耳ひずみ研究会，慶應義塾大学大会議室，東京都港区，2010.7.2 

・ 原田竜彦（座長）：第一群，日本耳鼻咽喉科学会静岡県地方部会，三島プラザホテル，静岡県三島市，2010.7.11 

・ 原田竜彦（英語口演）：Vibrotactile neurofeedback for vestibular rehabilitation in patients with presbyvertigo，Barany 

Society Meeting，Iceland University，アイスランド・レイキャビク，2010.8.19 

・ 原田竜彦（口演）：雑音同時刺激におけるnSFOAE (nonlinear version of SFOAE)の時間変動の観察，第55回日本聴覚医

学会総会・学術講演会，奈良県新公会堂，奈良県奈良市，2010.11.12 
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・ 原田竜彦（Poster発表（英語））：Nonliear version of SFOAE does not show overshoot to noise composed of multiple 

random-phased tone，Assosiation for Research in Otolaryngology，Marriot Baltimore Inner Harbor，米国, ボルチモア，

2011.2.19 

・ 原田竜彦（座長）：第二部，静岡県耳鼻咽喉科手術手技研究会，グランシップ，静岡県静岡市，2011.3.26 

・ 星野 誠：軽症喘息患者におけるシクレソニドとフルチカゾンの末梢気道に及ぼす影響について，第50回日呼吸器学

会学術講演会，国際京都会館，京都府京都市，2010.4.24 

・ Hoshino M，Matsuoka S，Handa H，Miyazawa T，Yagihashi K：Correlation between airflow limitation and airway 

dimensions assessed by multidetector CT in asthma，The 20th Congress of INTERASMA Japan/North Asia，Toshi center hotel，

東京都千代田区，2010.7.3 

・ Hoshino M：Airway Dimensions on Computed Tomography in Asthma: Correlation with Airflow Limitation，Annual Congress 

CHEST 2010，Conventional center，Vancouver, Canada，2010.11.3 

・ 星野 誠（座長）：第60回日本アレルギー学会秋季学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.11.25 

・ 星野 誠：気管支喘息におけるCTによる3次元的気道解析と気流制限との関係，第60回日本アレルギー学会秋季学術

大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.11.26 

・ 松坂昌宏，雲野元実，相本恒陽，松岡弘子，長瀬未季，芹澤哲郎，熊谷里衣，鈴木 寧，鈴木高弘，佐々木隆， 

星野 誠：国際医療福祉大学熱海病院のおける吸入再指導の有用性について，日本病院薬剤師会東海ブロック・日本

薬学会東海支部合同学術大会2010，静岡県立大学，静岡県静岡市，2010.11.28 

・ Mitsuhashi T，Gohbara M，Kasuya F，Shigemasa T：Impact of Chronic Kidney Disease on Deep Vein Thrombosis after Total 

Hop and Total Knee Anthroplasty，American Heart Association scientific sessions 2010，McCormick Place，Chicago, Illinois, 

USA，2010.11.12-16 

・ Yamamoto K，Kamiya-Takai M，Yamamoto H，Tatematsu S，Inui-Yukawa M，Miyaji S，Iwamitsu Y，Miyaoka H：

Recent characteristics of suicide and suicidal behavior in patient with schizophrenia，2nd Schizophrenia International Research 

Society Conference，Florence, Italy，2010.4.10-14 

・ Yamamoto H，Yamamoto K，Miyaji S，Inui-Yukawa M，Kamiya-Takai M，Tatematsu S，Yutani M，Miyaoka H：Physical 

activity level of daily living in patients with schizophrenia，2nd Schizophrenia International Research Society Conference，

Florence, Italy，2010.4.10-14 

・ 乾 真美，山本賢司，宮地英雄，宮地伸吾，山本宏明，湯川泰一，宮岡 等：うつ病の身体症状と精神症状との関連

について，第106回日本精神神経学会学術総会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.5.21-23 

・ 鈴木高弘（主催者）：認知症の診断と治療について，第15回熱海伊東地区薬剤師勉強会，国際医療福祉大学熱海病院，

静岡県熱海市，2010.5.28 

・ 鈴木高弘（主催者）：甲状腺疾患の診断と治療，第16回熱海伊東地区薬剤師勉強会，国際医療福祉大学熱海病院，静

岡県熱海市，2010.8.26 

・ 鈴木高弘（世話人）：このような患者さん，あなたならどう指導しますか？，第24回薬剤師糖尿病研究会－静岡－，

沼津薬剤師会医薬分業推進支援センター講堂，静岡県沼津市，2010.9.9 

・ 鈴木高弘（主催者）：知られざる病－脳脊髄液減少症－，第17回熱海伊東地区薬剤師勉強会，国際医療福祉大学熱海

病院，静岡県熱海市，2010.11.25 

・ 鈴木高弘（主催者）：慢性腎臓病（CKD）の診断と治療，第18回熱海伊東地区薬剤師勉強会，国際医療福祉大学熱海

病院，静岡県熱海市，2011.2.23 

・ 鈴木高弘（議長）：静岡県病院薬剤師会 臨時総会・評議委員会，静岡県病院薬剤師会，ホテルセンチュリー静岡，

静岡県静岡市，2011.3.13 
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研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 篠永正道：脳脊髄液減少症の診断・治療の確立に関する調査研究，平成22年度厚生労働科学研究費補助金，H22－神

経・筋，一般-018，採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 

・ 永山正雄：日本神経学会関東・甲信越地方会優秀演題，複雑部分発作型非痙攣性てんかん重積状態に対する薬物治療

に伴い，高度の過食から拒食に転じた2例，2011.3 

・ 原田竜彦：日本聴覚医学会奨励賞，低周波音刺激に伴う歪成分耳音響放射の音圧変動の観察，2010.11.11 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 岩崎博幸：日本内分泌外科学会（専門医）（評議員，ガイドライン委員，内分泌外科編集委員），日本外科学会（指

導医，専門医）（試験委員，Surgery Today 査読委員），日本臨床外科学会（指導医）（評議員） 

・ 伊藤 淳：日本整形外科学会（専門医，リウマチ医，脊椎脊髄病医），日本リウマチ学会（指導医，専門医）（評議

員），日本リハビリテーション医学会（指導医，専門医），日本手の外科学会（専門医） 

・ 伊藤泰雄：日本外科学会（指導医，専門医）（特別会員），日本小児外科学会（指導医，専門医）（特別会員），日

本腹部救急医学会（名誉会員），日本小児救急医学会（監事，ガイドライン作成委員長），日本臨床外科学会（評議

員），日本救急医学会，日本医学教育学会，Pacific Association of Pediatric Surgery 

・ 神崎 仁：日本耳鼻咽喉科学会（監事），日本聴覚医学会（顧問） 

・ 北洞哲治：日本内科学会，日本大腸肛門病学会，日本癌治療学会，日本ヘリコバクター学会，日本消化器病学会（専

門医，指導医）（評議員），日本消化器内視鏡学会（専門医，指導医）（評議員），日本消化器免疫学会（評議員），

日本臨床栄養学会（指導医）（評議員），日本消化器病学会東海支部会（評議員），日本内視鏡学会関東地方支部会

（評議員），日本機能水学会（監査） 

・ 北村 創：日本病理学会（指導医，専門医）（評議員） 

・ 栗山 学：日本泌尿器科学会（指導医，専門医），日本透析医学会（専門医），日本腎臓医学会 

・ 輿石義彦：日本外科学会（指導医），日本胸部外科学会（指導医），日本肺癌学会（評議員），日本呼吸器内視鏡学

会（評議員），日本呼吸器外科学会（評議員） 

・ 提坂敏昭：日本思春期学会（常務理事） 

・ 佐々木哲雄：日本皮膚科学会（認定専門医），日本研究皮膚科学会（評議員），日本結合組織学会（評議員），日本

臨床免疫学会（評議員），日本リンパ網内系学会（評議員），皮膚脈管膠原病研究会（世話人），日本リウマチ学会，

日本アレルギー学会，日本乾癬学会，マトリックス研究会，神奈川県皮膚科医会，静岡県皮膚科医会，横浜市皮膚科

医会，環相模湾皮膚の会（副会長） 

・ 佐藤正昭：日本小児科学会（専門医），日本小児循環器学会（暫定指導医） 

・ 塩澤全司：日本自律神経学会（理事），日本神経感染症学会（評議員），日本時間生物学会（評議員），日本末梢神

経学会（評議員），日本てんかん学会（評議員），日本内科学会（認定医）（評議員），日本温泉気候物理医学会

（認定医），日本神経学会（指導医，認定医，専門医），日本人間ドック学会（認定医，専門医），日本脳卒中学会

（認定医），日本リハビリテーション医学会（認定医），日本臨床神経生理学会（認定医，専門医），日本臨床内科

医会（認定医），MDSJ，日本嚥下学会，日本磁気共鳴医学会，日本神経治療学会，日本神経病理学会，日本神経放

射線学会，日本睡眠学会，日本脳ドック学会 

・ 重政朝彦：日本内科学会（認定内科医，総合内科専門医，指導医）（病院教育責任者，東海地方会評議員），日本循

環器学会（循環器専門医），日本心臓病学会（特別正会員（FJCC）），日本高血圧学会（特別正会員（FJSH），専
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門医，指導医）（専門医制度委員会，試験小委員会委員），日本老年医学会（老年病専門医，老年病指導医），日本

内分泌学会（内分泌代謝科（内科）専門医，内分泌代謝科（内科）指導医），日本超音波医学会（超音波専門医，超

音波指導医），日本画像医学会（評議員），日本心臓リハビリテーション学会（心臓リハビリテーション指導士），

日本心血管インターベンション治療学会，日本心血管内分泌代謝学会，日本不整脈学会，日本心エコー図学会，日本

臨床検査医学会，米国内科学会（American College of Physicians），米国高血圧学会（American Society of 

Hypertension），日本医師会（認定産業医，認定健康スポーツ医），日本体育協会（公認スポーツドクター） 

・ 篠永正道：脳神経外科学会（専門医）（評議員），日本脳卒中学会（専門医），日本頭痛学会（専門医，指導医），

日本脊髄外科学会（専門医），日本ニューロモデュレーション学会（評議員） 

・ 〆谷直人：日本臨床検査医学会（臨床検査専門医，臨床検査管理医）（理事，評議員，東海・北陸支部幹事），日本

臨床検査自動化学会（POCコーディネータ）（評議員，POC推進委員会副委員長），日本内科学会（認定内科医），

日本感染症学会（ICD），日本産業衛生学会，日本輸血・細胞治療学会，日本臨床免疫学会，日本臨床血液学会，日

本臨床化学会（東海・北陸支部幹事），日本静脈経腸栄養学会，日本栄養改善学会，神奈川県臨床検査医学会（常任

幹事） 

・ 鈴木映二：Collegium Internationale Neuro- Psychopharmacologicum（フェロー），International Society for Bipolar 

Disorders，日本精神神経学会（認定医，指導医），日本うつ病学会（双極性障害委員会委員，評議員），日本ストレ

ス学会（評議員），日本精神科診断学会，日本神経化学会，日本生物学的精神医学会（国際会員），躁うつ病の薬理

生化学的研究懇話会（幹事），神奈川県精神医学会（編集委員），日本臨床精神神経薬理学会，日本社会精神医学会，

日本精神科救急学会，静岡県総合病院精神医学研究会（世話人），東部臨床精神科懇話会（世話人），伊豆・高齢者

医療懇話会（世話人） 

・ 永山正雄：日本蘇生協議会（常任理事，脳卒中小委員会委員長），日本神経学会（指導医，専門医）（代議員），日

本脳卒中学会（専門医）（評議員，専門医試験問題作成委員），日本生活習慣病学会（評議員），日本臨床救急医学

会（評議員），日本POS医療学会（評議員），日本脳循環代謝学会（評議員），日本神経治療学会（評議員），日本

神経救急学会（世話人），蘇生ガイドライン作成合同委員会（共同座長），5学会合同脳卒中ガイドライン委員会

（事務局責任者），日本内科学会（総合内科専門医）（専門医認定委員会病歴要約評価委員），日本集中治療医学会

（心肺蘇生ガイドライン2010改定作業委員会委員），日本人間ドック学会（専門医試験問題作成協力委員），米国内

科学会（American College of Physicians）（日本支部学術企画委員会委員），米国神経学会（American Academy of 

Neurology）（上級会員（FAAN）（Corresponding Fellow），Neurocritical Care Society（創設会員），世界脳卒中学会

（World Stroke Organaization），島根大学医学部内科学講座（嘱託講師） 

・ 竹下公矢：日本消化器外科学会（指導医，専門医）（特別会員），日本外科学会（指導医，専門医），日本消化器内

視鏡学会（指導医，専門医），日本内視鏡外科学会（特別会員），日本消化器病学会（指導医，専門医）（評議員），

日本消化管学会（胃腸科認定医）（巧労会員），日本胃癌学会（特別会員） 

・ 原田俊一：日本救急医学会（評議員），日本脳神経外科救急学会（評議員），日本脳神経外傷学会（学術評議員），

日本救急医学会（指導医，救急専門医）（関東地方会幹事），日本脳卒中学会（専門医），日本脳神経外科学会（専

門医），日本人間ドック学会（指導医，専門医），日本抗加齢医学会（専門医），日本旅行医学会（専門医），日本

高気圧環境・潜水医学会（高気圧酸素治療専門医） 

・ 辻 敦敏：日本小児科学会（専門医），日本循環器学会（専門医），日本核医学会（専門医，功労会員），日本小児

循環器学会（功労会員） 

・ 板倉敬乃：日本小児科学会（小児科専門医），日本周産期・新生児医学会，日本小児感染症学会（インフェクション

コントロールドクター），日本小児科医会（こどもの心相談医），日本小児集中治療研究会（PALS Provider（AHA認

定）） 
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・ 石和 大：日本麻酔科学会（指導医），日本抗加齢医学会 

・ 大橋一之：日本口腔診断学会（指導医，認定医）（評議員），日本小児口腔外科学会（指導医，認定医）（評議員），

日本歯科医療福祉学会（評議員），日本口腔外科学会，日本法歯科医学会，日本障害者歯科学会 

・ 原田竜彦：日本耳鼻咽喉科学会（認定専門医），日本気管食道科学会（認定専門医），日本リハビリテーション医学

会（認定臨床医），日本聴覚医学会（編集部会委員，難聴対策委員会委員） 

・ 星野 誠：日本内科学会（認定医），日本呼吸器学会（指導医，専門医），日本アレルギー学会（指導医，専門医）

（評議員），米国胸部疾患学会（専門医），日本呼吸器内視鏡学会，世界気管支学会，日本肺癌学会 

・ 北川恒実：日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション医学会認定専門医） 

・ 三橋孝之：日本内科学会，日本心臓病学会，日本循環器学会，American Heart Association 

・ 宮地伸吾：日本精神神経学会（専門医，指導医），日本臨床精神神経薬理学会，日本総合病院精神医学会，日本生物

学的精神医学会 

・ 鈴木高弘：日本化学療法学会（抗菌化学療法認定薬剤師），日本医療情報学会（医療情報技師），日本医療薬学会，

日本臨床薬理学会，日本癌治療学会，日本緩和医療薬学会，日本環境感染学会，日本静脈経腸栄養学会 

 

 

 

国際医療福祉大学三田病院 
 
著書 
・ 安斉俊久：循環器病学 基礎と臨床，慢性心不全の分類と診断，328-337，西村書店，2010 

・ 大東貴志，河邉博史，辻岡三南子：系統看護学講座 専門Ⅱ腎・泌尿器，第5章疾患の理解，121-198，医学書院，

2011 

・ 太田惠一朗（編集）：がん緩和ケアにおける胸水・腹水管理，序文，i，真興交易，2010 

・ 松野 彰，寺本 明，長村義之：Clinical Neuroscience，28(12)，分子マーカーの基礎と臨床，神経疾患と分子マーカ

ー 下垂体腺腫，1426-1428，中外医学社，2010 

・ 井野元智恵，長村義之：病理と臨床28巻臨時増刊【病理形態学キーワード】，内分泌 多ホルモン産生能，290-291，

文光堂，2010 

・ 佐久間肇（分担）：平成22年度版 障害者職業性活動団員資格認定講習・障害者雇用推進者講習テキスト，内部障害

者，118-124，独立行政法人 高齢・障害者雇用支援機構，2010 

・ 福田誠一，佐藤敦久：新しい診断と治療のABC，高血圧；新しい降圧薬；鉱質コルチコイド受容体拮抗薬，130-139，

最新医学社，2010 

・ 佐藤敦久：原発性アルドステロン症診療マニュアル（第2版），薬物治療；アルドステロン拮抗薬の適応，123-126，

診断と治療社，2010 

・ 佐藤敦久，福田誠一：見逃さない！悪化させない！心不全の日常診療Q&A，高血圧の何が悪いのですか？，南山堂，

2011 

・ 佐藤敦久，福田誠一：見逃さない！悪化させない！心不全の日常診療Q&A，ACE阻害薬による咳の対策を教えて下さ

い，南山堂，2011 

・ 佐藤敦久，福田誠一：見逃さない！悪化させない！心不全の日常診療Q&A，ARBとACE阻害薬の効果は同等でしょう

か？，南山堂，2011 

・ 佐藤敦久，福田誠一：新・心臓病診療プラクティス16，冠動脈疾患予防にはACE阻害薬？ARB？，50-51，文光堂，
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2011 

・ 佐藤哲夫，岡村樹里，上田竜大，井上 寧，望月太一：呼吸器内科，胸水 胸水の発生機序，323-326，科学評論社，

2010 

・ 武田克彦：小児科臨床ピクシス ここまでわかった小児の発達，視覚障害における言語発達，200-203，中山書店，

2010 

・ 武田克彦：シリーズ朝倉 言語の可能性5 言語と医学，失語症II 流暢性失語，39-69，朝倉書店，2010 

・ 矢﨑貴仁：系統看護学講座 臨床外科看護各論，脳および神経－脳の疾患－基礎知識，医学書院，2011 

・ 矢﨑貴仁：系統看護学講座 臨床外科看護各論，脳および神経－脳の疾患－頭部外傷，医学書院，2011 

・ 矢﨑貴仁：系統看護学講座 臨床外科看護各論，脳および神経－脳の疾患－脳血管障害，医学書院，2011 

・ 矢﨑貴仁：系統看護学講座 臨床外科看護各論，脳および神経－脳の疾患－脳腫瘍，医学書院，2011 

・ 矢﨑貴仁：系統看護学講座 臨床外科看護各論，脳および神経－小児の脳・神経疾患－，医学書院，2011 

・ 朝本俊司（共著，監修）：脊椎脊髄疾患 診断と治療ガイド，監修，MEDICAL VIEW社，2010 

・ 奥田逸子，中島康雄：症状から引く胸部画像診断，Section 1胸部画像診断 初めの一歩，2-9，中山書店，2010 

・ 栗田康生（分担執筆）：循環器研修医ノート，救急時の心電図モニター，349-351，診断と治療社，2010 

・ 栗田康生（分担執筆）：日本医事新報，心房細動の検査治療のフロー 初診時に実施すべき検査，29-31，日本医事新

報社，2010 

・ 栗田康生（分担執筆）：ペースメーカーICDポケット改訂第2版，1-158，メディカ出版，2010 

・ 栗田康生（分担執筆）：ハートナーシング2010年秋季増刊，洞性不整脈，心房性期外収縮，非伝導性心房性期外収縮，

心房頻拍，46-53，メディカ出版，2010 

・ 栗田康生（監修）：改訂2版心電図Nursing Note，1-128，メディカ出版，2011 

・ 三浦弘規（分担執筆）：JOHNS，気管傍および上縦隔リンパ節，215-219，東京医学社，2011 

・ 矢野正一郎：皮膚疾患最新の治療2011-2012，慢性色素性紫斑，77，南江堂，2010 

 

原著論文 
・ Ogawa S，Aizawa Y，Atarashi H，Inoue H，Kamakura S，Koretune Y，Kumagai K，Mitamura H，Okumura K，Sugi K，

Yamashita T，Yasuda M：Guidelines for pharmacotherapy of Atrial Fibrillation (JCS2008)-Digest Version-，Japanese 

Circulation Journal，74(11)，2479-2500，2010 

・ Hakuno D，Kimura N，Yoshioka M，Mukai M，Kimura T，Okada Y，Yozu R，Shukunami C，Hiraki Y，Kudo A，

Ogawa S，Fukuda K：Periostin advances atherosclerotic and rheumatic cardiac valve degeneration by inducing angiogenesis and 

MMP production in humans and rodents，The Journal of Clinical Investigation，120(7)，2292-2306，2010 

・ Takahashi T，Anzai T，Kaneko H，Mano Y，Anzai A，Nagai T，Kohno T，Maekawa Y，Yoshikawa T，Fukuda K，

Ogawa S：Increased C-reactive protein expression exacerbates left ventricular dysfunction and remodeling after myocardial 

infarction，Heart and Circulatory Physiology，299，1795-1804，2010 

・ Sugano Y，Anzai T，Yagi T，Noma S：Impact of high-density lipoprotein cholesterol level in patients with variant angina 

pectoris，International Journal of Cardiology，140，175-181，2010 

・ Anzai A，Anzai T，Kaneko H，Jo Y，Ueno K，Kohno T，Maekawa Y，Yoshikawa T，Ogawa S：Prognostic significance 

of acute kidney injury after reperfused ST-elevation myocardial infarction: synergistic acceleration of renal dysfunction and left 

ventricular remodeling，Journal of Cardiac Failure，16，381-389，2010 

・ Koide K，Yoshikawa T，Nagatomo Y，Kohsaka S，Anzai T，Meguro T，Ogawa S：Elevated troponin T on discharge 

predicts poor outcome of decompensated heart failure，Heart & Vessels，25，217-222，2010 
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・ Ito H，Nagatomo Y，Kohno T，Anzai T，Meguro T，Ogawa S，Yoshikawa T：Differential effects of carvedilol and 

metoprolol on renal function in patients with heart failure，Circulation Journal，74，1578-1583，2010 

・ Nagai T，Anzai T，Kaneko H，Anzai A，Mano Y，Nagatomo Y，Kohsaka S，Maekawa Y，Kawamura A，Yoshikawa T，

Ogawa S：Impact of systemic acidosis on the development of malignant ventricular arrhythmias after reperfusion therapy for ST-

elevation myocardial infarction，Circulation Journal，74，1808-1814，2010 

・ Jo Y，Anzai T，Ueno K，Kaneko H，Kohno T，Sugano Y，Maekawa Y，Yoshikawa T，Shimizu H，Yozu R，Ogawa S：

Re-elevation of D-dimer as a predictor of re-dissection and venous thromboembolism after Stanford type B acute aortic dissection，

Heart & Vessels，25，509-514，2010 

・ Nagai T，Anzai T，Kaneko H，Mano Y，Anzai A，Maekawa Y，Takahashi T，Meguro T，Yoshikawa T，Fukuda K：C-

reactive protein overexpression exacerbates pressure overload-induced cardiac remodeling through enhanced inflammatory 

response，Hypertension，57，208-215，2011 

・ Ohigashi T，Kanao K，Mizuno R，Kikuchi E，Nakashima J，Oya M：Predicting the probability of significant prostate cancer 

in Japanese men with serum prostate-specific antigen less than 10 ng/mL: Development of a novel pre-biopsy nomogram，

International Journal of Urology，17(3)，274-280，2010 

・ Miyazawa M，Yasuda M，Fujita M，Hirabayashi K，Hirasawa T，Kajiwara H，Muramatsu T，Miyazaki S，Harasawa M，

Matsui N，Osamura RY et al.：Granulosa cell tumor with activated mTOR-HIF-1alpha-VEGF pathway，J Obstet Gynaecol 

Res，36，448-453，2010 

・ Miyajima K，Takekoshi S，Itoh J，Kakimoto K，Miyakoshi T，Osamura RY：Inhibitory Effects of Anti-VEGF Antibody on 

the Growth and Angiogenesis of Estrogen-induced Pituitary Prolactinoma in Fischer 344 Rats: Animal Model of VEGF-targeted 

Therapy for Human Endocrine Tumors，Acta Histochem Cytochem，43，33-44，2010 

・ Mizutani R，Takeuchi A，Uesugi K，Takekoshi S，Osamura RY，Suzuki Y：Microtomographic Analysis of Neuronal 

Circuits of Human Brain，Cereb Cortex，20，1739-1748，2010 

・ Sato H，Kajiya H，Kanai G，Hirukawa T，Tanaka H，Kakuta T，Inomoto C，Osamura RY：Atypical Thymic Carcinoid 

Associated with Cushing's Syndrome，Tokai J Exp Clin Med，35，78-84，2010 

・ Kato N，Itoh H，Serizawa A，Hatanaka Y，Umemura S，Osamura RY：Evaluation of HER2 gene amplification in invasive 

breast cancer using a dual-color chromogenic in situ hybridization (dual CISH)，Pathol In，60，510-515，2010 

・ Sato H，Kanai G，Hirabayshi K，Kajiwara H，Itoh J，Osamura RY：L157X nonsense mutation of the succinate 

dehydrogenase subunit B gene in a Japanese patient with right paraaortic paraganglioma，Endocrine，38，18-23，2010 

・ Itoh H，Miyajima Y，Kato N，Serizawa A，Machida T，Umemura S，Osamura RY：Fine needle aspiration cytology of 

ductal adenoma of the breast with intracellular mucin: a report of three cases，Acta Cytol，54，753-758，2010 

・ Tsuda H，Kurosumi M，Umemura S，Yamamoto S，Kobayashi T，Osamura RY：HER2 testing on core needle biopsy 

specimens from primary breast cancers: interobserver reproducibility and concordance with surgically resected specimens，BMC 

Cancer，10，534，2010 

・ Tang X，Takekoshi S，Itoh J，Umemura S，Shoji S，Terachi T，Osamura RY：Somatostatin analogue inhibits the mobility 

of prostate carcinoma cells: a new therapeutic method for advanced prostate carcinoma，Int J Oncol，37，1077-1083，2010 

・ 町田知久，安田政実，清水道生，望月紀英，川井健司，伊藤 仁，梶原 博，中村直哉，長村義之：体腔液中の腫瘍

細胞におけるHNF-1β発現に関する検討，日本臨床細胞学会雑誌，49(4)，242-247，2010 

・ 金 成実，村松俊成，信田政子，塚田ひとみ，伊藤 仁，池田仁惠，平澤 猛，梶原 博，長村義之，三上幹男： 

子宮頸部上皮内腫瘍（CIN）に対する蒸散術の検討，日本臨床細胞学会神奈川県支部会誌，15(1)，21-29，2010 

・ 信田政子，村松俊成，伊藤 仁，池田仁惠，平澤 猛，梶原 博，長村義之，三上幹男：急速な腹膜播種を呈した20
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代卵巣成熟嚢胞性奇形腫悪性転化の1例，日本臨床細胞学会神奈川県支部会誌，15(1)，71-75，2010 

・ 澤井高志，長村義之，吉見直己，中尾正博，小川恵美子，松尾 聡，熊谷一広，笠井啓之：注目の領域 超高速イン

ターネット衛星"きずな"（WINDS）を用いた遠隔病理診断（テレパソロジー）の実証実験（第2報）岩手－東京－沖

縄の3地点を結んでのバーチャルスライドによる遠隔カンファランス，医学のあゆみ，235(2)，204-212，2010 

・ 松井成明，涌井架奈子，伊藤 仁，北村隆司，梶原 博，村上 優，佐藤慎吉，光谷俊幸，安田政実，長村義之：腹

腔内における子宮体部原発類内膜腺癌の細胞所見 細胞学的特徴と病理学的背景について，日本臨床細胞学会雑誌，

49(6)，400-405，2010 

・ 海野聡子，武田克彦，草野修輔：象徴機能が保持されていると考えられた全失語について，リハビリテーション医学，

47，S350，2010 

・ 海野聡子，石川幸伸，草野修輔，水野智之，武田克彦：後大脳動脈領域の脳梗塞により前向性健忘，作話を呈した1

例，高次脳機能研究，30，201，2010 

・ 石川幸伸，菅野倫子，相川 倫，草野修輔，武田克彦：言語性保続の発現条件 刺激語の特性，刺激提示のタイミン

グ，刺激の繰り返しによる検討，高次脳機能研究，30，189-190，2010 

・ 横瀬道絵，角田伸代，加園恵三，佐久間肇，樋口幸治，稲山貴代：在宅脊髄損傷者の食生活と食行動・食態度の指標

との関連についての検討，栄養学雑誌，68(4)，183-192，2010 

・ 内山久子，角田伸代，横瀬道絵，佐久間肇，繁田文子，岡 純，稲山貴代，加園恵三：脊髄損傷者の栄養・食事計画

における安静時代謝量測定意義の検討，栄養学雑誌，68(4)，911-918，2010 

・ 海野聡子，水野智之，武田克彦，井上 寧，佐藤哲夫，北山康彦：多発脳神経麻痺で発症したMPO-ANCA陽性

Wegener肉芽腫症（WG）の43歳男性例，臨床神経学，51(1)，62，2011 

・ Yutaka Takayama：A delayed Recall Battery as a Sensitive Screening for Mild Cognitive Impairment: Follow-up Study of 

Memory Clinic Patients after 10 years，Journal of Medical and Dental Sciences，57(2)，177-184，2010 

・ Ohba S，Hirose Y，Yoshida K，Yazaki T，Kawase T：Inhibition of 90-kD heat shock protein potentiates the cytotoxicity of 

chemotherapeutic agents in human glioma cells，J Neurosurg，112(1)，33-42，2010 

・ Nagasao T，Miyamoto J，Sasaki H，Yazaki T：Capsules can replace the dura mater after cranial infection，Acta Neurochir 

(Wien)，152(4)，735-736，2010 

・ Okabe T，Kawamura A，Maekawa Y，Anzai T，Iwanaga S，Yoshikawa T，Ogawa S：Can Intravascular ultrasound 

guidance modify the efficacy of drug-eluting stent over bare-metal stent in an aorto-ostial kesion?，Cardiovascular 

revascularization medicine，12，105-110，2011 

・ Itsuko Okuda，Yoshifumi Ubara，Chikao Okuda，Takeshi Fujii，Tatsuya Suwabe，Takashi Kokubo，Yasio Nakajima，

Masaji Hashimoto：A large calcified retroperitoneal mass in a patient with chronic renal failure: liposarcoma with ossification A 

large calcified retroperitoneal mass in a patient with chronic renal failure: liposarcoma with ossification，Clin Exp Nephrol，

14(2)，185-189，2010 

・ Itsuko Okuda，Yasuo Nakajima，Daishu Miura，Hirotaka Maruno，Tadasu Kohno，Kazuaki Hirata：Diagnostic Localization 

of Ectopic Parathyroid Lesions: Developmental Consideration，Jpn J Radiol，28(10)，707-713，2010 

・ Itsuko Okuda，arushi Udagawa，Kazuaki Hirata，Yasuo Nakajima：Depiction of the thoracic duct by magnetic resonance 

imaging: comparison between magnetic resonance imaging and the anatomical literature，Jpn J Radiol，29(1)，39-45，2010 

・ 三浦弘規：遊離皮弁再建術後の合併症とその対応，頭頸部癌，36(4)，400-405，2010 

・ Inoue Y，Aizaki H，Hara H，Matsuda M，Ando T，Shimoji T，Murakami K，Masaki T，Shoji I，Homma S，Matsuura Y，

Miyamura T，Wakita T，Suzuki T：haperonin TRiC/CCT participates in replication of hepatitis C virus genome via interaction 

with the viral NS5B protein，Virology，410(1)，38-47，2011 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－121－ 

・ 前田真之，兒玉弥生，川原千香，三浦遼子，上島健太郎，田隝博樹，井上忠夫：後発医薬品導入による注射抗菌薬使

用量の変化と院内分離菌への影響，日本病院薬剤師会雑誌，46(7)，939-943，2010 

・ 田隝博樹，上島健太郎，佐藤大輔，細山寛代，中島輝一，井上忠夫：デュロテップ®MTパッチ2.1mgの処方状況調査，

国際医療福祉大学紀要，15(1)，54-58，2010 

・ 田隝博樹，上島健太郎，三浦遼子，井上忠夫：がん化学療法注射せんにおける疑義照会の分析，日本医療マネジメン

ト学会雑誌，11(2)，130-133，2010 

・ 栗原綾子，田隝博樹，上島健太郎，井上忠夫：血液凝固に影響を与える薬剤を服用中の患者に対する検査・手術前の

服用薬管理，日本医療マネジメント学会雑誌，11(3)，201-204，2010 

 

総説 
・ 荒川 孝：体外衝撃砕石術（ESWL）とクリニカルパス，泌尿器科ケア，15(11)，32-39，2010 

・ 荒川 孝：The Current State of Lithotripsy in Japan，Recent Advances in Endourology，12，1-5，2010 

・ 荒川 孝，越田竹朗，山下英之，大東貴志：尿路結石治療の新しい流れ beyond ESWL『JUA，EAU，AUAの結石治

療ガイドライン』，Urology View，8(6)，89-95，2010 

・ 山下英之，越田竹朗，大東貴志，荒川 孝：【泌尿器科検査のここがポイント】X線検査 逆行性腎盂造影CTやMRI，

内視鏡検査の診断技術が向上した現在，逆行性腎盂造影の適応，方法のコツ，基本的読影法について教えてください，

臨床泌尿器科，64(4)，161-164，2010 

・ 越田竹朗，山下英之，大東貴志，荒川 孝：【泌尿器科検査のここがポイント】X線検査 経皮的順行性腎盂造影 経

皮的順行性腎盂造影の適応,方法,基本的読影法について教えてください，臨床泌尿器科，64(4)，165-166，2010 

・ 太田惠一朗，北島政樹：消化管手術と漢方，G.I.Research，18(4)，306-312，2010 

・ 太田惠一朗，黒田純子，久保田啓介，小島正之，首村智久，吉田 昌：消化器癌の緩和医療，消化器の臨床，13(5)，

497-504，2010 

・ 太田惠一朗：漢方診療・再発見8 消化器外科と漢方，DOJIN NEWS，137，8-10，2010 

・ 佐藤敦久：脂肪細胞とアルドステロン；新たな展開，医学のあゆみ，233，221-226，2010 

・ 佐藤敦久，福田誠一：アルドステロンブロッカーの降圧機序と降圧薬としての展望，血圧，17，515-522，2010 

・ 佐藤敦久，福田誠一：心不全とACE阻害薬，Circulation Up-to-Date，6，56-67，2011 

・ 佐藤敦久：高齢者高血圧はACE阻害薬か？ARBか？，臨床と研究，87，1143-1150，2010 

・ 福田誠一，佐藤敦久：高血圧の管理と脳卒中，肥満と糖尿病，9，935-937，2010 

・ 福田誠一，佐藤敦久：高血圧とRAS，呼吸と循環，58，267-274，2010 

・ 佐藤敦久，福田誠一：ACE阻害薬：咳の出るARB？，MEDICINA，47，1227-1232，2010 

・ 高山 豊：薬剤による認知機能障害，日本薬剤師会雑誌，62(8)，65-68，2010 

・ 武田克彦：脳卒中 そのときどうする，港区医師会報，122，91-93，2010 

・ 武田克彦：神経診察法の基本とピットフォール 読み書き，Clinical Neuroscience，28(6)，596-599，2010 

・ 武田克彦：神経診察法の基本とピットフォール 失行，Clinical Neuroscience，28(7)，724-725，2010 

・ 武田克彦：神経診察法の基本とピットフォール 視覚失認，Clinical Neuroscience，28(8)，844-845，2010 

・ 武田克彦：神経診察法の基本とピットフォール 触覚失認，Clinical Neuroscience，28(9)，964-965，2010 

・ 縄野 繁，小野木雄三，奥田逸子，前原忠行：ハードとソフトの両面から見たデジタルマンモグラフィの進歩，新医

療，37(12)，84-87，2010 

・ 平田和明，奥田逸子：内分泌腺の解剖学と生理学分泌機構と解剖学的特徴上皮小体（副甲状腺），日本臨床， 

69(増刊号2)，56-58，2010 
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・ 折口信人：医療コストと血管外科（下肢静脈領域），血管外科，29(1)，22-24，2010 

・ 北島政樹，吉田 昌，久保田啓介，加藤悠太郎，黒田純子，似鳥修弘，出口倫明：我が国における内視鏡・内視鏡外

科治療の歴史，日本臨床，68(7)，1215-1223，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 小川 聡：不整脈治療の進歩，第107回日本内科学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.4.10 

・ 小川 聡：心房細動治療の最新の動向，港区内科医会，港区医師会館，東京都港区，2010.5.20 

・ 小川 聡：突然死をどう防ぐか～あなたの心臓大丈夫ですか？，港区芝・麻布赤坂歯科医師会合同学術講演会，港勤

労福祉会館，東京都港区，2010.6.29 

・ 小川 聡：New Direction in the Management of Atrial Fibrillation，Asia Pacific Heart Rhythm Society 2010，ICC Jeju，韓国

済州島，2010.10.28 

・ 荒川 孝：パネルディスカッション4『サンゴ状結石の最新治療』ESWL主体のサンゴ状結石の治療，第98回日本泌尿

器科学会総会，盛岡市民文化ホール，岩手県盛岡市，2010.4.28 

・ 安斉俊久：心血管リモデリングにおける炎症と免疫応答，第7回八国山循環器カンファレンス，所沢パークホテル，

埼玉県所沢市，2010.9.16 

・ 安斉俊久：イバブラジンー選択的心拍数低下薬，第14回日本心不全学会学術集会，新宿京王プラザホテル，東京都新

宿区，2010.10.8 

・ 安斉俊久：急性冠症候群における炎症の関与－メタボリック症候群と慢性腎臓病，港心臓病セミナー，ANAインター

コンチネンタルホテル，東京都港区，2010.10.25 

・ 安斉俊久：心腎保護と長期予後を考慮した急性心不全治療－CCUから退院まで，佐賀心不全セミナー，ホテルニュー

オータニ佐賀，佐賀県佐賀市，2010.11.30 

・ 安斉俊久：急性期治療のフロントライン－利尿薬とナトリウムペプチドをどう使いこなすか，心不全UP-TO-DATE in 

札幌，札幌グランドホテル，北海道札幌市，2011.1.15 

・ 安斉俊久：心腎保護と長期予後を考慮した急性心不全治療，心不全UP-TO-DATE in東北，仙台プラザホテル，宮城県

仙台市，2011.1.29 

・ 岩崎康夫：「奇跡の脳」を読んで，高次脳機能障害者のつどい「調布ドリーム」，調布市総合福祉センター，東京都

調布市，2010.7.11 

・ 岩崎康夫：脳梗塞の診断と治療－クリニックでどう対応するか－，港区三田地区学術講演会，ホテルインターコンチ

ネンタル東京ベイ，東京都港区，2010.11.24 

・ 太田惠一朗：NSTチームにおける看護職の役割，活動，国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科4年在宅看護

管理学実習 多職種連携，国際医療福祉大学三田病院，東京都港区，2010.5.24 

・ 太田惠一朗：補完代替医療の理解，ナースのための医学・看護教育セミナー，板橋区立文化会館，東京都板橋区，

2010.6.27 

・ 太田惠一朗：チームによる緩和ケアの実践，ナースのための医学・看護教育セミナー，板橋区立文化会館，東京都板

橋区，2010.6.27 

・ 太田惠一朗：NSTチームにおける看護職の役割，活動，国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科4年在宅看護

管理学実習 多職種連携，国際医療福祉大学三田病院，東京都港区，2010.6.28 

・ 太田惠一朗：あなたとあなたの大切な方のために，平成22年度大成ロテック株式会社中部支社安全大会，名古屋市工

業研究所，愛知県名古屋市，2010.7.1 

・ 太田惠一朗：補完代替医療と漢方薬，同志社大学生命医科学部公開講義 臨床医学概論，同志社大学京田辺校地，京
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都府京田辺市，2010.7.8 

・ 太田惠一朗：臨床薬理学 抗悪性腫瘍薬，国際医療福祉大学大学院ナースプラクティッショナー養成分野，国際医療

福祉大学 東京青山キャンパス，東京都港区，2010.7.22 

・ 太田惠一朗：同心の友とその親しい皆様へ～がん専門医からのメッセージ～，第53回濟々黌福岡同窓会特別講演会，

ホテルニューオータニ博多，福岡県福岡市，2010.7.24 

・ 太田惠一朗：緩和ケア研修会にあたって，がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会（国際医療福祉大学三田病

院），乃木坂ホール，東京都港区，2010.9.11 

・ 太田惠一朗：ロールプレイと講義 がん診療におけるコミュニケーション技術，がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会（国際医療福祉大学三田病院），乃木坂ホール，東京都港区，2010.9.11 

・ 太田惠一朗：補完代替療法と漢方，星薬科大学生涯教育講座，星薬科大学百年記念館，東京都品川区，2010.9.19 

・ 太田惠一朗：消化器癌の漢方薬治療，KAMPO EBM研究会，金沢都ホテル，石川県金沢市，2010.10.23 

・ 太田惠一朗：ロールプレイと講義 がん診療におけるコミュニケーション技術，がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会（東京都済生会中央病院），済生会中央病院第一会議室，東京都港区，2010.11.14 

・ 太田惠一朗：ロールプレイと講義 がん診療におけるコミュニケーション技術，がん診療に携わる医師に対する緩和

ケア研修会（北里大学北里研究所病院），北里大学北里本館，東京都港区，2011.1.15 

・ 長村義之：Plenary Lecture 3 Pathology for Tomorrow in Personalized Medicine，XXVIIIth International Congress of the 

International Academy of Pathology，Transamerica Hotel Cenference Center，São Paulo, SP-Brazil，2010.10.13 

・ 長村義之：Symposium 19 Endocrine Pathology Familial Endocrine Syndromes and Molecular Markers，XXVIIIth 

International Congress of the International Academy of Pathology，Transamerica Hotel Cenference Center，São Paulo, SP-

Brazil，2010.10.13 

・ 長村義之：教育講演 下垂体疾患の内分泌病理，第14回日本内分泌病理学会学術集会，ハイアットリージェンシー京

都，京都府京都市，2010.10.29 

・ 長村義之：20周年記念特別セミナー講演 国際競争における日本勝利の方程式ーその取り組みと成果，第20回国際ミ

ーティング・エキスポ（IME2010），東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.12.8 

・ 長村義之：特別講演 下垂体前葉と下垂体腫瘍発生のメカニズム－下垂体炎も含めて－，第73回宮城内分泌研究会，

良陵会館，宮城県仙台市，2010.12.8 

・ 長村義之：Pathology and Therapeutic Approach in Neuroendocrine tumors，The 6th Asia-Pacific Society for Molecular 

Immunohistology (APSMI) annual meeting，SWAN Convention Center in Sunway Medical Center，Petaling Jaya, Malaysia，

2011.1.9 

・ 長村義之：治療-2 膵･消化管神経内分泌腫瘍GEPNETにおけるソマトスタチンレセプターSSTR2aの局在とソマトス

タチンアナローブ（SA）との反応性の関連について 受託症例133例の集計による解析，第6回NET Work Japan，品川

プリンスホテル，東京都港区，2011.1.22 

・ 長村義之：乳癌の診断・治療における免疫組織化学の役割 最近の話題，第22回お茶の水乳腺研究会，東京ガーデン

パレス，東京都文京区，2011.2.1 

・ 佐久間肇：内部障害とスポーツ，障害者スポーツトレーナー養成研修会，横浜ラ・ポール，神奈川県横浜市，

2010.10.29 

・ 佐久間肇：障害者と就労，障害者職業生活相談員資格認定講習会（第3回），飯田橋レインボービル，東京都新宿区，

2010.12.10 

・ 佐久間肇：障害者と就労，障害者職業生活相談員資格認定講習会（第4回），飯田橋レインボービル，東京都新宿区，

2011.1.14 
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・ 佐久間肇：内部障害の病理とスポーツ，障害者スポーツ医養成研修会，国立障害者リハビリセンタ，埼玉県所沢市，

2011.2.27 

・ 上田竜大，福田誠一，佐藤敦久：薬剤性腎障害の一例～文献的考察を含めて～，第22回愛宕山腎疾患カンファレンス，

東京プリンスホテル，東京都港区，2010.7.9 

・ 上田竜大，福田誠一，佐藤敦久：臨床所見に乏しく，高度腎機能障害で診断されたANCA関連腎炎の1例，第23回愛宕

山腎疾患カンファレンス，ザ・プリンスパークタワー，東京都港区，2011.2.25 

・ 高山 豊：脳の老化に伴う認知機能障害および老年期精神障害，国立リハビリテーションセンター言語聴覚士学科，

国立リハビリテーションセンター学院，埼玉県所沢市，2011.1.21，2011.2.24 

・ 高山 豊：脳の老化と認知機能障害の多様性，群馬大学保健医学学科認知症予防研究会，群馬大学，群馬県前橋市，

2011.2.24 

・ 武田克彦：高次脳機能障害について，日本外傷歯学会，アクロス福岡，福岡県福岡市，2010.11.13 

・ 武田克彦：認知リハビリテーションの定義と実態，計測自動制御学会，東北大学 川内キャンパス，宮城県仙台市，

2010.12.25 

・ 武田克彦：健常と思われる人の中から認知症の方を見いだす試み，千代田区生活習慣病研究会，ホテルグランドパレ

ス，東京都千代田区，2010.9.15 

・ 武田克彦：前頭葉・側頭葉の臨床神経学的診断，Neurology SPECT定量研究会，東京ステーションコンファレンス，

東京都千代田区，2010.10.30 

・ 武田克彦：回復期の高次脳機能リハビリテーション，市民シンポジウム 今話題の脳炎脳症について，東京ステーシ

ョンコンファレンス，東京都千代田区，2010.11.20 

・ 縄野 繁：臨床が希望するCAD，予防医工学研究会，名古屋大学，愛知県名古屋市，2010.5.29 

・ 矢﨑貴仁：脳腫瘍の診断と治療，第10回三田がんフォーラム，国際医療福祉大学三田病院，東京都港区，2011.2.4 

・ 朝本俊司：腰部脊柱管狭窄症に対する外科的治療，東東京順天堂整形セミナー，東京都，2010.4.13 

・ 朝本俊司：腰部脊柱管狭窄症の治療，アンプラーグユーザーミーティング，東京都，2010.7.20 

・ 朝本俊司：腰部脊柱管狭窄症に対するMinimum invasive Space-Shuttle Laminotomy，第3回Neuro-spinalセミナー，岡山

県，2010.7.31 

・ 朝本俊司：腰部脊柱管狭窄症に対する薬物療法と外科的治療，Spinal Wave 2010，東京都，2010.9.20 

・ 奥田逸子，中島康雄，縄野 繁，川村洋一，煎本正博：遠隔画像診断によるマンモグラフィ検診画像－DICOMタグ問

題による遠隔障害について－，第20回日本乳癌検診学会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.11.20 

・ 奥田逸子：Facial Imaging: 画像の向こうにロマンが見える，Radiology Seminar 2011，横浜プリンスホテル，神奈川県

横浜市，2011.1.8 

・ 奥田逸子：川崎市放射線医会講演会 レントゲンクイズ，川崎市放射線医会講演会，川崎市医師会，神奈川県川崎市，

2011.2.4 

・ 奥田逸子：Facial Muscles Affect Facial Aging. Does Imaging allow diagnosis of Facial Aging?，第2回イリモトメディカル画

像セミナー，イリモトメディカル，東京都文京区，2011.2.7 

・ 奥田逸子，中島康雄：顔面加齢，それは画像でも説明できる，第30回日本画像医学会，東京ステーションコンファレ

ンス，東京都千代田区，2011.2.18 

・ 栗田康生：ペースメーカー心拍応答機能－透析中の徐拍への対応－，第20回日本臨床工学会，パシフィコ横浜，神奈

川県横浜市，2010.5.22 

・ 栗田康生：不整脈の診療－待ってよいか急ぐべきか－，港区医師会心電図講演会，東京都，2010.6.22 

・ 栗田康生：ペースメーカーICD，CRTのしくみと心電図のみかた，メディカ出版心電図セミナー，私学会館，京都府
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京都市，2010.9.12 

・ 栗田康生：ペースメーカーICD，CRTのしくみと心電図のみかた，メディカ出版心電図セミナー，損保会館，東京都

千代田区，2010.10.31 

・ 栗田康生：ペースメーカの基礎と心拍応答機能－徐脈性透析患者の透析中の血圧低下に対するCLS機能の有用性－，

第21回北海道臨床工学会，札幌コンベンションセンター，北海道札幌市，2010.12.5 

・ 古川佳子：『歯科医が知っておきたい有病者の薬の話』6.循環器疾患治療薬－高血圧症，虚血性心疾患（心筋梗塞，

狭心症），不整脈の患者が来院した場合－，日本有病者歯科医療学会 第1回学術教育セミナー，東京グランドホテ

ル，東京都港区，2011.1.29 

・ 三浦弘規：遊離皮弁再建後合併症とその対応，第34回頭頸部癌学会 シンポジウム，京王プラザホテル，東京都新宿

区，2010.6.10 

・ 三浦弘規：喉頭がんの標準治療と個別治療，第49回頭頸部癌治療カンファランス，ホテルメトロポリタン，東京都豊

島区，2010.7.23 

・ 三浦弘規：進行咽頭・頸部食道癌に対する治療戦略，第62回日本気管食道科学会総会・学術講演会 シンポジウム，

別府国際コンベンションセンター，大分県別府市，2010.11.4 

・ 三浦弘規（司会）：扁桃癌，第50回頭頸部癌治療カンファランス，ホテルメトロポリタン，東京都豊島区，

2010.11.19 

・ 三浦弘規：頭頸部癌手術後の経過不良症例に学ぶ，第21回日本頭頸部外科学会 シンポジウム，栃木県総合文化セン

ター，栃木県宇都宮市，2011.1.28 

・ 三浦弘規：咽喉食摘・遊離空腸再建術，第21回日本気管食道科学会認定気管食道科専門医大会，リーガロイヤルホテ

ル，大阪府大阪市，2011.2.26 

・ 似鳥修弘：Current status of minimally invasive surgery for early-stage colorectal cancer in Japan，第4回日本ハンガリー外科

学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.11.19 

・ 田隝博樹：経口抗がん剤の処方鑑査と服薬指導の実際と問題点，都道府県・地域がん診療連携拠点病院および東京都

認定がん診療病院研修会，癌研有明病院，東京都江東区，2010.6.12 

・ 田隝博樹：薬剤師外来とチーム医療－外来化学療法への薬剤師参画－，星薬科大学薬剤師生涯学習支援室・生涯教育

講座，星薬科大学，東京都品川区，2011.2.27 

 

学会発表 
・ 小川 聡（座長）：Evidence-based catheter ablation strategy for atrial fibrillation:trigger,substrate or both?，World Congress 

of Cardiology 2010，China National Convention Center，中国北京，2010.6.17 

・ 小川 聡（座長）：PhysicalExaminationを学ぶ 基礎編1，第58回日本心臓病学会学術集会 教育委員会，東京国際フ

ォーラム，東京都千代田区，2010.9.18 

・ 小川 聡（座長）：心不全にともなう不整脈の薬物療法，第27回日本心電学会学術集会，iichiko総合文化センター，

大分県大分市，2010.10.8 

・ 小川 聡（座長）：Device：Heart Faliure and Syncope，Asia Pacific Heart Rhythm Society 2010，ICC Jeju，韓国済州島，

2010.10.30 

・ 相田真介：高分化乳頭状中皮腫14例の検討，日本病理学会総会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.4.27 

・ 相田真介：喀痰中に多数の大型腫瘍細胞が出現したB細胞性リンパ腫の一例，第51回日本臨床細胞学会総会（春期大

会），パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.5.29 

・ 荒川 孝（座長）：一般演題，臨床Ⅰ，第20回日本尿路結石症学会学術集会，シティープラザ大阪，大阪府大阪市，
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2010.8.27 

・ 荒川 孝（座長）：教育プログラム1『Endourology: ESWL国内導入25年－今ESWLを検証する』，第24回Endourology 

& ESWL学会総会，京都国際会議場，京都府京都市，2010.10.21 

・ 荒川 孝（座長）：ハンズオントレーニング『f-TUL』，第24回Endourology & ESWL学会総会，京都国際会議場，京

都府京都市，2010.10.22 

・ 安斉俊久（座長）：虚血再灌流，第58回日本心臓病学会学術集会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.9.19 

・ 岩崎康夫（座長）：第38回日本小児神経外科学会，富山国際会議場，富山県富山市，2010.6.5 

・ 岩崎康夫：無症候性クモ膜嚢胞に対するprophylactic surgeryはエビデンスがあるか，第28回日本こども病院神経外科医

会，千葉大学，千葉県千葉市，2010.11.20 

・ 越田竹朗，山下英之，大東貴志，荒川 孝，大澤秀一：馬蹄腎に合併した多発腎結石に対して腹腔鏡及び軟性膀胱鏡

を併用してstone freeを得られた症例，第24回日本Endourology・ESWL学会総会，京都国際会館，京都府京都市，

2010.10.22 

・ 大東貴志，越田竹朗，山下英之，荒川 孝：神経温存腹腔鏡下前立腺全摘術施行症例の病理学的検討，第23回日本内

視鏡外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.10.19 

・ 山下英之，越田竹朗，荒川 孝，大東貴志：神経温存体腔鏡下前立腺全摘術を行った症例に対する病理学的検討，第

75回日本泌尿器科学会東部総会，栃木県総合文化センター，栃木県宇都宮市，2010.9.16 

・ 大東貴志（座長）：前立腺癌Ⅱ，第75回日本泌尿器科学会東部総会，栃木県総合文化センター，栃木県宇都宮市，

2010.9.16 

・ 大東貴志（座長）：結石2（TUL），第24回日本Endourology・ESWL学会総会，京都国際会館，京都府京都市，

2010.10.22 

・ 太田惠一朗（司会）：一般演題 口演 腹膜転移，第110回日本外科学会定期学術集会，名古屋国際会議場，愛知県

名古屋市，2010.4.10 

・ 太田惠一朗（司会）：ランチョンセミナー 腹水は抜いたら元気になる！－新開発KM-CART（腹水濾過濃縮再静注

法）による癌性腹水に対する積極的症状緩和－，第15回日本緩和医療学会学術集会，東京国際フォーラム，東京都千

代田区，2010.6.18 

・ 太田惠一朗：緩和ケア地域連携パス，2010年度日本クリニカルパス学会 医学書院 第6回クリニカルパス教育セミ

ナー，学術総合センター一橋記念講堂，東京都千代田区，2010.7.3 

・太田惠一朗（座長）：要望演題 高齢者手術のインフォームドコンセントの問題点，第65回日本消化器外科学会総会，

海峡メッセ下関，山口県下関市，2010.7.16 

・ 太田惠一朗（座長）：Gastric Cancer:LN dissection，No.9 ACOS，長良川国際会議場，岐阜県岐阜市，2010.8.26 

・ 太田惠一朗（司会）：在宅緩和ケア～私たちにできること～，疼痛緩和セミナー，ベルサール神保町，東京都千代田

区，2010.10.21 

・ 太田惠一朗（座長）：学術セミナー 癌性腹膜炎に対する新たな治療戦略，第48回日本癌治療学会学術集会，国立京

都国際会館，京都府京都市，2010.10.28 

・太田惠一朗（座長）：一般演題口演 胃 診断，第48回日本癌治療学会学術集会，国立京都国際会館，京都府京都市，

2010.10.29 

・ 太田惠一朗（座長）：事例検討 ある夫婦の闘病生活を振り返って～介入を拒み続けた患者と妻への情緒的サポート

について～，第34回日本死の臨床研究会年次大会，いわて県民情報交流センター，岩手県盛岡市，2010.11.6 

・ 太田惠一朗（座長）：主題関連演題口演 外科医の立場で考える緩和ケア，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィ

コ横浜，神奈川県横浜市，2010.11.21 
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・ 柳田邦男（ノンフィクション作家），長村義之（座長）：特別講演 科学の一般性，物語の一般性－『2.5人称の視

点』が拓くもの－，第99回日本病理学会総会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.4.28 

・ 笹野公伸，廣川満良，岩渕三哉，長村義之（座長）：コンパニオンミーティング6 内分泌腫瘍のクルーとピットフ

ォール，第99回日本病理学会総会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.4.28 

・ 坂本穆彦（座長），長村義之：会長講演 癌取扱い規約と細胞診，第51回 日本臨床細胞学会総会（春期大会），パ

シフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.5.30 

・ 長村義之（座長）：口演54 バイオマーカー2，第18回日本乳癌学会学術総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.6.25 

・ 長村義之（座長）：chair the scientific session entitled: “Neuroendocrine tumours of digestive tract”，The Intercongress 

Meeting of the European Society of Pathology，Helsinki Exhibition & Convention Centre，Kraków, Poland，2010.8.27 

・ 長村義之（座長）：resent a lecture on “Pathology of neuroendocrine tumours-Diagnosis, prognosis and therapy”，The 

Intercongress Meeting of the European Society of Pathology，Helsinki Exhibition & Convention Centre，Kraków, Poland，

2010.8.27 

・ 長村義之（座長）：Slide Seminar 5 Thyroid, Adrenal, Pituitary and Neuroendocrine Pathology，XXVIIIth International 

Congress of the International Academy of Pathology，Transamerica Hotel Cenference Center，São Paulo, SP-Brazil，

2010.10.11 

・ 長村義之（発表）：Symposium 13 Immunohistochemistry IHQ，XXVIIIth International Congress of the International 

Academy of Pathology，Transamerica Hotel Cenference Center，São Paulo, SP- Brazil，2010.10.12 

・ 長村義之（発表，座長）：Symposium 31 Practical Roles of Pathologists for Molecular Targeted Cancer Therapy，

XXVIIIth International Congress of the International Academy of Pathology，Transamerica Hotel Cenference Center，São Paulo, 

SP-Brazil，2010.10.13 

・ 長村義之（座長）：OSNA: Applications in Breast and Gastric Cancers，第7回センチネルノード国際会議（ISNS2010），

パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.11.19 

・ 長村義之（座長）：Recent Advances in Nasopharyngeal Carcinoma，The 6th Asia-Pacific Society for Molecular 

Immunohistology (APSMI) annual meeting，SWAN Convention Center in Sunway Medical Center，Petaling Jaya, Malaysia，

2011.1.9 

・ 長村義之（座長）：Molecular Pathogenesis of Glucotoxicity in Diabetes Mellitus，The 6th Asia-Pacific Society for Molecular 

Immunohistology (APSMI) annual meeting，SWAN Convention Center in Sunway Medical Center，Petaling Jaya, Malaysia，

2011.1.9 

・ 長村義之（座長）：Session 2 診断，第6回NET Work Japan，品川プリンスホテル，東京都港区，2011.1.22 

・ 長村義之（座長，コメンテーター）：GIST FORUM，第一ホテル東京，東京都港区，2011.2.4 

・ 小野木雄三：医学用語辞典和英版におけるWEBを介した編集システムの構築，第30回医療情報学連合大会（第11回日

本医療情報学会学術大会），アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.20 

・ 稲山貴代，角田伸代，樋口幸治，佐久間肇：在宅脊髄損傷者における生活習慣病・メタボリックシンドロームのリス

ク，第57回日本栄養改善学会学術集会，女子栄養大学，埼玉県坂戸市，2010.9.10 

・ 角田伸代，横瀬道絵，繁田文子，内山久子，樋口幸治，佐久間肇，加園恵三，稲山貴代：在宅脊髄損傷者の朝食の食

事バランスと身体計測値および臨床検査値との関連についての検討，第57回日本栄養改善学会学術集会，女子栄養大

学，埼玉県坂戸市，2010.9.10 

・ 佐藤敦久（座長）：臨床・高血圧，副腎，第33回日本高血圧学会総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.15 

・ 佐藤敦久：選択的アルドステロンブロッカー（SAB）エプレレノン；本態性高血圧患者での単剤療法と併用療法の24
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時間血圧に及ぼす影響，第33回日本高血圧学会総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.15 

・ 佐藤敦久：ACE阻害薬の特徴を見直し臨床に応用する（学会指定ディベート），第33回日本高血圧学会総会，福岡国

際会議場，福岡県福岡市，2010.10.17 

・ 佐藤敦久：治療抵抗性高血圧におけるアルドステロンの関与，第47回日本臨床生理学会総会，前橋テルサ，群馬県前

橋市，2010.11.19 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：イムノカードマイコプラズマ抗体についての検討，第50回呼

吸器学会総会，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.4.25 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：Case report of a successful treatment of relapsing polychondritis 

with CPAP，第16回世界気管支学会，ヒルトンホテル，ハンガリーブタペスト，2010.6.14 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：重症インフルエンザ肺炎にペラミビルが奏効した1例，第190

回日本呼吸器学会関東地方会，エーザイホール，東京都文京区，2010.7.17 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：当院におけるマスク人工呼吸使用症例についての検討，第20

回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会，長崎国際会議場，長崎県長崎市，2010.10.1 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：胸水からMycobacterium aviumが検出された非結核性抗酸菌症

の1例，第192回日本呼吸器学会関東地方会，エーザイホール，東京都文京区，2010.11.20 

・ 佐藤哲夫（座長）：セッションVIII，第192回日本呼吸器学会関東地方会，エーザイホール，東京都文京区，

2010.11.20 

・ 杉山公太，望月太一，上田竜大，岡村樹里，井上 寧，佐藤哲夫：腹部大動脈瘤破裂による出血が死因と考えられた

1剖検例，第577回日本内科学会関東地方会，日本都市センター，東京都千代田区，2010.12.11 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：診断に苦渋したニューモシスチス肺炎の1例，U40，日本都市

センター，東京都文京区，2011.2.3 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：皮膚筋炎経過中に胸水をきたした1例，第3回南東京呼吸器疾

患勉強会，都ホテル，東京都港区，2011.2.16 

・ 上田竜大，岡村樹里，井上 寧，望月太一，佐藤哲夫：診断に苦渋したニューモシスチス肺炎の1例，東京肺フォー

ラム，ホテルメトロポリタンエドモント，東京都千代田区，2011.3.8 

・ 高山 豊，植田 恵，小山美恵，津野田聡子：MCIの検出に有効な記憶検査の検討～もの忘れ外来における10年間の

追跡より～，第25回日本老年精神医学会，KKRホテル熊本，熊本県熊本市，2010.6.24 

・ 武田克彦，海野聡子，水野智之，久徳弓子，園生雅弘：中心後回の症候学，第51回日本神経学会総会，東京国際フォ

ーラム，東京都千代田区，2010.5.21 

・ 武田克彦（座長）：第51回日本神経学会総会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.5.21 

・ 東山雄一，海野聡子，水野智之，岩田信恵，武田克彦：右前頭葉脳梗塞で外国人様アクセント症候群を呈した60歳右

利き女性例，第194回日本神経学会関東・甲信越地方会，砂防会館別館，東京都千代田区，2010.9.4 

・ 武田克彦（座長）：第194回日本神経学会関東・甲信越地方会，砂防会館別館，東京都千代田区，2010.9.4 

・ 吉田 瑞，林 俊宏，海野聡子，武田克彦：生物カテゴリー特異的意味記憶障害を呈した辺縁系脳炎後の一例，第34

回日本高次脳機能障害学会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.18 

・ 東山雄一，水野智之，海野聡子，武田克彦：緩徐進行性の発語失行を呈した80歳男性例，第34回日本高次脳機能障害

学会学術総会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.18 

・ 武田克彦，水野智之 他：緩除進行性の発語失行を呈した80歳男性例，第34回日本高次脳機能障害学会学術総会，大

宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.18 

・ 吉田 瑞，林 俊宏，海野聡子，武田克彦，辻 省次：生物カテゴリー特異的意味記憶障害を呈した辺縁系脳炎後の
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一例，第34回日本高次脳機能障害学会学術総会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.11.19 

・ 田中雅貴，西山和利，岡野晴子，千葉厚郎，武田克彦：交叉性Gerstmann症候群を呈した右頭頂葉皮質下出血の74歳

女性例，第195回日本神経学会関東・甲信越地方会，砂防会館別館 シェーンバッハ・サボー，東京都千代田区，

2010.11.27 

・ 東山雄一，津本 学，岩田信恵，武田克彦：右同名半盲に対してパソコンを用いた視機能回復訓練を実施した，右視

床AVM術後の24歳男性例，第196回日本神経学会関東・甲信越地方会，砂防会館別館 シェーンバッハ・サボー，東

京都千代田区，2011.3.5 

・ Nagatomi k，Narihira T，Shimizu A，Nawano S：Shape prior based segmentation of organs in a 3DCT volume with graph cut，

Computer Assisted Radiology and Surgery 2010，Geneva Medical center，Geneva, Switzerland，2010.6.23 

・ Mori K，Nakamura Y，Kitasaka T，Ito M，Nawano S：Automated detection and display of abdominal lymph nodes from CT 

volumes based on local intensity structure analysis，Computer Assisted Radiology and Surgery 2010，Geneva Medical center，

Geneva, Switzerland，2010.6.24 

・ Uchida Y，Shimizu A，Kobatake H，Nawano S：A comparative study of statiscal shape models of the pancreas，Computer 

Assisted Radiology and Surgery 2010，Geneva Medical center，Geneva, Switzerland，2010.6.25 

・ 進藤季世，清水昭伸，小畑秀文，縄野 繁，篠崎賢治：形状情報を利用可能な新しいアンサンブル学習に基づくセグ

メンテーションの提案と3次元CTからの脾臓抽出処理への応用，第29回日本医用画像工学会大会，東海大学，神奈川

県伊勢原市，2010.7.30 

・ 中田美沙希，清水昭伸，小畑秀文，縄野 繁：複数臓器に対する統計的形状モデルの開発と評価，第29回日本医用画

像工学会大会，東海大学，神奈川県伊勢原市，2010.7.30 

・ 中村嘉彦，北坂孝幸，縄野 繁，森 健策：3次元腹部CT像からのリンパ節抽出手法の改良，第29回日本医用画像工

学会大会，東海大学，神奈川県伊勢原市，2010.7.30 

・ 山川隼輝，松原宏晃，長谷川純一，篠崎賢治，縄野 繁：腹部造影CT像からの転移性肝がん自動検出手順の基礎的検

討，第29回日本医用画像工学会大会，東海大学，神奈川県伊勢原市，2010.7.30 

・ 内田悠司，清水昭伸、小畑秀文，縄野 繁，篠崎賢治：膵臓の統計的形状モデルのための統計解析法に関する比較研

究，JAMIT Frontier 2011，那覇市ぶんかテンブス館，沖縄県那覇市，2011.1.19 

・ 木下輝彦，木村翔太，長谷川純一，篠崎賢治，縄野 繁：肝臓CT比較読影のための肝臓血管領域位置合わせ手法の開

発，JAMIT Frontier 2011，那覇市ぶんかテンブス館，沖縄県那覇市，2011.1.19 

・ 落合啓明，清水昭伸，小畑秀文，縄野 繁，篠崎賢治：条件付確率アトラスの提案と腹部CT像からの膵臓抽出への応

用，JAMIT Frontier 2011，那覇市ぶんかテンブス館，沖縄県那覇市，2011.1.19 

・ 進藤季世，清水昭伸，小畑秀文，縄野 繁，篠崎賢治：大局的形状を考慮可能な新しいBoostingアルゴリズムの提案

と評価，JAMIT Frontier 2011，那覇市ぶんかテンブス館，沖縄県那覇市，2011.1.19 

・ Mori K，Nimura Y，Suenaga Y，Kitasaka Y，Mekada Y，Hasegawa J，Nawano S：Fusional-Aid for Diagnosis and Surgery 

Based on Computational anatomy models，The second International Symposium on the project Computational Anatomy，名古

屋大学，愛知県名古屋市，2011.3.6 

・ 矢﨑貴仁，武藤 淳，高橋里史，佐々木光，吉田一成：中枢神経原発悪性リンパ腫に対するテモゾロミドの治療効果，

第69回日本脳神経外科学会学術総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.28 

・ 佐々木光，矢﨑貴仁，廣瀬雄一，吉田一成：神経膠腫に対するneoajuvant approach，第69回日本脳神経外科学会学術総

会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.27 

・ 武藤 淳，朝本俊司，土井 浩，矢﨑貴仁：DFDDを用いての頸椎前方除圧固定術（適正な前彎とその限界），第69

回日本脳神経外科学会学術総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.28 
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・ 朝本俊司，中村 聡，土井 浩，矢﨑貴仁：腰椎変性側弯症に対するinstrumentation surgeryの可能性と限界，第69回

日本脳神経外科学会学術総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.28 

・ 朝本俊司：腰椎基本手術，第25回日本脊髄外科学会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.6.10 

・ 朝本俊司：頭蓋頸椎移行部の外科戦略，第25回日本脊髄外科学会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.6.10 

・ 朝本俊司（座長）：第25回日本脊髄外科学会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.6.10 

・ 朝本俊司：Possibility and a limit of instrumentation surgery for degenerative lumbar scoliosis （シンポジウム），第69回日

本脳神経外科学会総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.28 

・ 奥田逸子，中島康雄，岡崎寛子，嶋本 裕，岡本恭子，印牧義英，煎本正博：マンモグラフィ検診におけるハードコ

ピー読影と遠隔画像診断によるソフトコピー読影の不一致理由の検討，第18回日本乳癌学会学術総会，ロイトン札幌，

北海道札幌市，2010.6.25 

・ 奥田逸子，宇田川晴司，河野 匡，平田和明，中島康雄：Magnetic Resonance-Thoracic Ductography (MRTD)－新たな

MRI検査技術による胸管の描出－，第34回日本リンパ学会総会，東京大学，東京都文京区，2010.6.26 

・ 奥田逸子，中島康雄，川村洋一，煎本正博：遠隔画像診断によるマンモグラフィ健診画像－DICOMタグの問題による

読影障害について－，第18回日本がん検診・診断学会総会，日本大学会館，東京都千代田区，2010.7.16 

・ Itsuko Okuda，Masahiro Irimoto，Shigeru Ogawa，Kazuaki Hirata，Yukio Shirakabe，Yasuo Nakajima：Facial Muscles 

Affect Facial Aging: Does Imaging allow diagnosis of Facial Aging?，Radiological Society of North America, 96th Scientific 

Assembly and Annual Meeting，McCormick Place，Chicago, USA，2010.11.28-12.3 

・ Itsuko Okuda，Tsuguo Iwatani，Daishu Miura，Masahiro Irimoto，Hiroko Okazaki，Yasuo Nakajima：Surgical 

Manifestations of the Breast on Chest Radiograph: Pictorial Review of Common and Uncommon Radiological Findings，

Radiological Society of North America, 96th Scientific Assembly and Annual Meeting，McCormick Place，Chicago, USA，

2010.11.28-12.3 

・ 折口信人：小伏在静脈瘤はいかに治療すべきか？，第30回日本静脈学会総会，フェニックス・シーガイア・リゾート，

宮崎県宮崎市，2010.6.17-18 

・ 折口信人：下肢静脈瘤と医療安全 血栓塞栓症の予防と対策，第51回日本脈管学会総会，旭川グランドホテル，北海

道旭川市，2010.10.14-16 

・ 首村智久（座長）：Hepatobiliary/Retroperitoneum，第4回日本ハンガリー外科学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.11.20 

・ 久保田啓介：ヘルニア手術の採算性と包括医療導入による医療経済効果の検討（シンポジウム），第8回日本ヘルニ

ア学会学術集会，東京ベイホテル東急，千葉県浦安市，2010.4.17 

・ 久保田啓介（座長）：ポートサイトヘルニアの予防法とその治療法（パネルディスカッション），第8回日本ヘルニ

ア学会学術集会，東京ベイホテル東急，千葉県浦安市，2010.4.17 

・ 久保田啓介：食道癌根治手術後の再発に対する治療法の検討，第64回日本食道学会学術集会，石橋文化会館，福岡県

久留米市，2010.8.31 

・ Keisuke Kubota：Outcomes of neoadjuvant chemotherapy and preoperative supplementation for patients with esophageal 

squamous cell carcinoma，The 12th ISDE，Castle Park Hotel，Kagoshima，2010.9.4 

・ 久保田啓介（座長）：胃・十二指腸 胃婁・バイパス，第23回日本内視鏡外科学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜

市，2010.10.19 

・ Keisuke Kubota：A novel technique for postoperative perianal hernia repair，4th JHSS，Pacifico Yokohama，Yokohama，

2010.11.20 

・ 久保田啓介（座長）：腹壁・ヘルニア，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，
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2010.11.21 

・ 久保田啓介：術後会陰ヘルニアの1治療経験，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.11.23 

・ 橋田匡史，栗田康生，石川則夫，井上淳也：Successful prevention of drug-refractory orthostatic hypotension by CLS cardiac 

pacing: A case report，第49回日本生体医工学会大会，大阪国際交流センター，大阪府大阪市，2010.6.26 

・ 石川則夫，栗田康生，橋田匡史，井上淳也，岡村真也：Effectiveness of Cardiac Pacing with CLS Function Treat 

Bradycardia Patient’s Hypotension During Dialysis，第49回日本生体医工学会大会，大阪国際交流センター，大阪府大阪

市，2010.6.26 

・ 赤池智子，栗田康生，大橋成孝，菅野康夫，岡部輝雄，古川佳子，安斉俊久，小川 聡：乳がんへのtrastuzumab投与

により急激な心機能障害を認めた一例，第579回日本内科学会関東地方会，日内会館，東京都文京区，2011.3.12 

・ 栗田康生（座長）：基礎から学ぶ心電図の読み方，第75回日本循環器学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜

市，2011.3.19 

・ 多田雄一郎，鎌田信悦，三浦弘規，増淵達夫，中村成弘，伏見千宙，丸屋信一郎，五月女隆，山田修平，朝井洋晶，

坂下智博，門馬 勉，永藤 裕：進行・再発頭頸部扁平上皮癌に対するDOC・CDDP・S-1（DCS）併用療法の臨床第

II相試験 中間報告，第34回日本頭頸部癌学会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.6.9-11 

・ 多田雄一郎，鎌田信悦，三浦弘規，増淵達夫，中村成弘，丸屋信一郎，永藤 裕，岡本伊作：左眼失明患者に発生し

た右眼窩内浸潤上顎洞癌に対し根治動注化学放射線治療を施行した1例，第189回日本耳鼻咽喉科学会 東京都地方部

会，明治製菓ビル，東京都中央区，2010.7.10 

・ 多田雄一郎，鎌田信悦，三浦弘規，増淵達夫，中村成弘，伏見千宙，丸屋信一郎，岡本伊作，坂下智博，永藤 裕：

上顎洞癌に対する根治的動注化学放射線療法の治療成績，第21回日本頭頸部外科学会，栃木県総合文化センター，栃

木県宇都宮市，2011.1.27-28 

・ 古川佳子（座長）：感染性心膜炎，第6回Heart and Kidney Conference，渋谷エクセルホテル東急，東京都渋谷区，

2010.6.30 

・ 古川佳子（特別講演座長）：慢性腎臓病の基盤病態の理解と予防と治療の考え方，第7回Heart and Kidney Conference，

ロイヤルパーク汐留タワー，東京都港区，2010.11.18 

・ 杉山公太，古川佳子 他：腹部大動脈瘤破裂による出血が死因と考えられた1剖検例，第577回日本内科学会関東地方

会，日内会館，東京都文京区，2011.12.11 

・ 赤池智子，古川佳子 他：乳癌へのtrastuzumab投与により急激な心機能障害を認めた1例，第579回日本内科学会関東

地方会，日内会館，東京都文京区，2011.3.12 

・ 三浦弘規：咽頭後間隙のlymphoepithelial cystの1症例，第111回日本耳鼻咽喉科学会，仙台国際センター，宮城県仙台

市，2010.5.20 

・ 小郷桃子，上田竜大，福田誠一，望月太一，佐藤敦久：診断に苦渋したCampylobacter fetus敗血症の一例，第579回日

本内科学会関東地方会，日内会館4階会議室，東京都文京区，2011.3.12 

・ 似鳥修弘，出口倫明，安達実樹，折口信人，吉田 昌，久保田啓介，首村智久，黒田純子，小島正之，岡田章佑， 

北島政樹：当院での大腸手術における単孔式腹腔鏡下手術の導入，第23回日本内視鏡外科学会総会，パシフィコ横浜，

神奈川県横浜市，2010.10.20 

・ 似鳥修弘，吉田 昌，加藤悠太郎，中村哲也，松原健太郎，佐藤隆幸，小林道也，黒田純子，久保田啓介，太田惠一

朗，齋藤淳一，安達実樹，杉浦芳章，北島政樹：カラー視野とICG蛍光を同時に描出できる高感度CCDカメラのセン

チネルリンパ節生検への応用の可能性，第12回SNNS研究会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.11.17 

・ 似鳥修弘（座長）：一般演題1 基礎研究，第12回SNNS研究会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，
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2010.11.17 

・ 似鳥修弘，出口倫明，岡田章佑，首村智久，安達実樹：市中病院における大腸ESDの現状と短期成績，第65回日本大

腸肛門病学会学術大会，アクトシティ浜松，静岡県浜松市，2010.11.27 

・ 上島健太郎，太田惠一朗，田隝博樹，平良利矢子，井上忠夫：外来診療に参画した薬剤師による疼痛評価と処方への

影響，第15回日本緩和医療学会学術大会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.6.18-19 

・ 山西由里子，田隝博樹，上島健太郎，登坂千聖，栗原綾子，佐藤大輔，井上忠夫：入院時持参薬の当院における取り

組みと看護師からの評価について，日本病院薬剤師会関東ブロック第40回学術大会，東京ファッションタウンビル，

TOC有明コンベンションホール，東京都江東区，2010.8.28-29 

・ 上島健太郎，太田惠一朗，田隝博樹，井上忠夫：Paclitaxelにおける末梢神経障害に対してSarpogrelate Hydrochlorideが

著効を示した一例，第4回日本緩和医療薬学会年会，鹿児島市民文化ホール他，鹿児島県鹿児島市，2010.9.25-26 

・ 中島輝一，岩田杏子，登坂千聖，熊岡麻衣子，渋江理恵，題府由吏，田隝博樹，井上忠夫：「薬剤師外来」の取り組

み－外来服薬指導の充実を目指して－，第20回日本医療薬学会年会，幕張メッセ，アパホテル＆リゾート，千葉県千

葉市，2010.11.13-14 

・ 渋江理恵，岩田杏子，山本泰子，中島輝一，熊岡麻衣子，題府由吏，田隝博樹，井上忠夫：薬剤師外来の取り組み 

－検査・手術前の持参薬確認－，第20回日本医療薬学会年会，幕張メッセ，アパホテル＆リゾート，千葉県千葉市，

2010.11.13-14 

・ 山西由里子，田隝博樹，池田俊也，山田治美，旭満里子，井上忠夫，武田弘志：臨床判断分析を用いた5-HT3受容体

拮抗薬の薬剤経済評価と臨床的有用性，日本薬学会第131年会，静岡県立大学他，静岡県静岡市，2011.3.28-31 

・ 前田恵里子，田隝博樹，池田俊也，山田治美，旭満里子，武田弘志，井上忠夫：非小細胞肺がんにおける化学療法レ

ジメンの費用対効果の評価，日本薬学会第131年会，静岡県立大学他，静岡県静岡市，2011.3.28-31 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 縄野 繁（分担）：乳癌，消化器癌に対する診断支援システムの開発と利用に関する研究，がん研究開発費，21分指-

5-③，採択 

・ 縄野 繁（分担）：複数画像情報の統合に基づく大腸ポリープ診断治療の融合的支援，文部科学省科学研究費，基盤

研究(B)， 21300065，採択 

・ 縄野 繁（分担）：次世代医用画像処理技術基盤としての「ダイナミック人体アトラス」の実現，文部科学省科学研

究費，挑戦的萌芽研究，21650037，採択 

・ 縄野 繁（分担）：医用画像に基づく計算解剖学の創成と診断・治療支援の高度化，文部科学省科学研究費，新学術

領域研究，21103001，採択 

・ 縄野 繁（分担）：計算解剖モデルに基づく診断・治療の融合的支援，文部科学省科学研究費，新学術領域研究，

21103006，採択 

・ 三浦弘規：口腔癌に対するセンチネルリンパ節ナビゲーション頸部郭清術の研究 多施設共同研究－臨床第2相試験－，

平成21年度厚生省労働科学研究費補助金がん臨床研究事業研究班「センチネルリンパ節理論による頭頸部微小転移の

解明と個別的治療法の開発」，H21-がん臨床-一般，継続 

・ 矢野正一郎：振動・伸展刺激が皮膚に及ぼす影響についての研究，文部科学省科学研究費，若手研究(B)，21791110，

継続 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 高山 豊：東京医科歯科大学大学院 医学博士，A delayed Recall Battery as a Sensitive Screening for Mild Cognitive 
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Impairment: Follow-up Study of Memory Clinic Patients after 10 years，2010.12.15 

・ 大橋成孝：医学博士，心房電気細動リモデリングにおけるT型とL型カルシウム遮断薬の比較，2010.9.17 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 小川 聡：日本循環器学会（理事），日本内科学会（評議員），日本心臓病学会（理事） 

・ 相田真介：日本病理学会（病理専門医，指導医）（学術評議委員），日本臨床細胞学会（細胞診専門医） 

・ 荒川 孝：日本泌尿器科学会（指導医，専門医）（保険委員），日本腎臓病学会，日本癌治療学会，日本尿路結石症

学会（理事），日本EE学会（保険委員） 

・ 安斉俊久：日本内科学会（指導医，専門医，認定医），日本循環器学会（専門医），日本心不全学会（幹事），日本

医師会（認定産業医），日本心臓病学会，米国心臓学会（AHA），米国心臓病学会（ACC）（Fellow），欧州心臓学会 

・ 岩崎康夫：日本脳神経学会（専門医），日本小児神経外科学会（世話人，機関紙査読委員，学術集会プログラム委

員），日本こども病院神経外科医会（元会長，世話人），日本脳神経外科コングレス，日本小児神経外科学会，日本

二分脊椎研究会 

・ 大東貴志：日本泌尿器科学会（指導医，専門医）（専門医制度地区委員），日本透析医学会（専門医），日本腎臓学

会（指導医，専門医），日本Endourology ESWL学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医，評議員），日本内視鏡外科学会（技

術認定医），日本癌学会，日本癌治療学会，日本がん治療認定医機構（がん治療認定医，暫定指導医），国際泌尿器

科学会，アメリカ泌尿器科学会 

・ 太田惠一朗：日本外科学会（指導医，専門医，認定医）（専門医試験委員），日本消化器外科学会（指導医，専門医，

認定医，消化器がん外科治療認定医）（専門医試験委員），日本胃癌学会（評議員），日本臨床外科学会（評議員），

日本外科系連合学会（フェロー会員，評議員），日本緩和医療学会（暫定指導医）（理事，代議員，ガイドライン作

成委員），日本リンパ学会（評議員），日本東洋医学会（指導医，専門医），日本癌治療学会（臨床試験登録医），

日本死の臨床研究会（世話人），癌とリンパ節研究会（幹事），胃外科・術後障害研究会（施設代表者），日本がん

治療認定医機構（暫定教育医，認定医），日本音楽医療研究会（世話人），外科漢方研究会（世話人），胃癌漢方研

究会（代表幹事），CART研究会（代表世話人），日本静脈経腸栄養学会（TNT研修修了），日本癌学会，日本消化

器内視鏡学会，日本音楽療法学会，癌緩和支持療法研究会（世話人） 

・ 奥田博明：日本内科学会（指導医，認定内科医），日本消化器病学会（指導医，専門医）（評議員），日本肝臓学会

（指導医，専門医）（評議員），日本消化器内視鏡学会，日本人間ドック学会（認定医），日本消化器がん検診学会，

日本静脈経腸栄養学会，日本消化吸収学会（評議員），日本胆道学会，日本ビタミン学会，日本癌学会，日本癌治療

学会，日本肝癌研究会，アルコール医学生物学研究会，日本医師会（認定産業医），世界消化器病学会（OMGE），

国際肝臓学会（IASL），米国肝臓学会（AASLD），アジア太平洋肝臓学会（APASL） 

・ 長村義之：日本臨床細胞学会（指導医，専門医）（理事長），日本病理学会（専門医）（前理事長），日本内分泌学

会（監事），日本内分泌病理学会（元理事長，現理事），日本組織細胞化学会（元理事長，現理事），国際病理アカ

デミー（IAP）（Vice President (Asia)），国際細胞学会（IAC）（Vice President），国際組織細胞化学会連合

（IFSHC）（President），Endocrine Pathology Society（内分泌病理学会）（Past President），The Histochemical Society

（USA）（Councilor（2002-2008）），日本乳癌学会（評議員） 

・ 小野木雄三：日本医学放射線学会（放射線科専門医（診断）） 

・ 草野修輔：日本リハビリテーション医学会（専門医，認定医），日本脊髄障害学会（評議員），日本リハ・ネットワ

ーク研究会（評議員，事務局長），生活支援工学会（理事），日本ライフ・サポート学会，日本運動器学会，日本海

洋療法研究会（理事） 

・ 佐久間肇：日本内科学会（認定医，専門医），日本リハビリテーション医学会（認定医，専門医），日本神経学会
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（専門医），日本消化器内視鏡学会（専門医） 

・ 佐藤敦久：日本内科学会（指導医，専門医，認定医，認定内科医，認定内科専門医）（資格認定試験問題作成委員），

日本腎臓学会（指導医，専門医）（学術評議員），日本内分泌学会（指導医，専門医）（代議員），日本高血圧学会，

（専門医，高血圧認定施設指導医）（学術評議員），日本心血管内分泌代謝学会（学術評議員），日本結合組織学会

（学術評議員） 

・ 佐藤哲夫：日本呼吸器学会（専門医，指導医）（評議員），日本内科学会（認定医，専門医，指導医），日本呼吸器

内視鏡学会（専門医，指導医）（評議員） 

・ 高山 豊：日本精神神経学会（精神科専門医），日本老年精神医学会（認定専門医），日本神経心理学会，日本高次

脳機能学会 

・ 武田克彦：日本神経内科学会（専門医，指導医）（評議員），日本リハビリテーション学会（専門医），日本内科学

会（認定内科医），日本認知症学会（専門医，指導医） 

・ 棚田修二：日本核医学会（専門医，PET核医学認定医）（評議員），日本医学放射線学会（専門医），BFIC研究会

（事務局長），関東脳核医学研究会（世話人） 

・ 縄野 繁：日本医学放射線学会（放射線診断専門医），日本磁気共鳴医学会（代議員），日本核医学会（専門医），

日本医用画像工学会（常任幹事），日本乳癌画像研究会（世話人） 

・ 矢﨑貴仁：日本脳神経外科学会（脳神経外科専門医）（代議員，学術評議員），日本脳神経外科コングレス，日本分

子脳神経外科学会（世話人），日本がん治療認定機構（がん暫定教育医，がん治療認定医），日本神経化学学会（評

議員），日本神経内視鏡学会（神経内視鏡技術認定医），日本癌学会，日本癌治療学会，日本脳腫瘍学会，日本神経

病理学会，日本再生医療学会，日本神経科学学会，日本医学教育学会，日本頭蓋底外科学会，JCOG脳腫瘍グループ

（オブザーバー） 

・ 朝本俊司：日本脊髄外科学会（Infection Control Doctor） 

・ 岡部輝雄：日本内科学会（内科認定医），日本循環器学会（循環器専門医），日本心血管インターベンション治療学

会（認定医） 

・ 奥田逸子：日本医学放射線学会（放射線専門医），日本核医学会（核医学専門医，PET認定医），日本人間ドック学

会（認定医），日本医師会（認定産業医），日本抗加齢学会（専門医），日本美容外科学会（Medical Skin Care 

Specialist Doctor），乳腺画像勉強会（世話人），胸部放射線研究会（世話人），日本乳癌検診学会（乳癌検診遠隔診

断検討委員会，MRI検診検討委員会） 

・ 折口信人：日本脈管学会（専門医）（評議員），日本血管外科学会，日本外科学会（専門医），日本静脈学会，日本

心臓血管外科学会（国際会員），日本消化器外科学会，日本リンパ学会 

・ 首村智久：日本外科学会（認定医（暫定専門医）） 

・ 久保田啓介：日本外科学会（指導医，専門医，認定医），日本消化器外科学会（指導医，専門医，認定医），日本消

化器内視鏡学会（指導医，認定専門医），日本消化器病学会（専門医），日本食道学会（認定医）（評議員），日本

ヘルニア学会（評議員） 

・ 栗田康生：日本内科学会（認定内科医），日本循環器学会（循環器専門医），日本不整脈学会／心不全学会（植込み

型除細動器（ICD）／ペーシングによる心不全治療（CRT）研修修了医） 

・ 多田雄一郎：日本頭頸部外科学会（頭頸部がん専門医） 

・ 林 和：日本外科学会（専門医，指導医），日本胸部外科学会（認定医），日本呼吸器外科学会（専門医，評議員），

日本呼吸器内視鏡学会（専門医，指導医），日本肺癌学会，日本呼吸器学会，日本癌学会，日本癌治療学会，日本気

管食道科学会，日本臨床外科学会，日本レーザー医学会，日本内視鏡外科学会，日本臨床細胞学会，日本乳癌学会，

日本外科感染症学会，日本臨床腫瘍学会，日本緩和療法学科，日本がん治療認定医機構（がん治療認定医，暫定教育
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医），肺がんCT検診認定機構（肺がんCT検診認定医師） 

・ 三浦弘規：日本頭頸部外科学会（日本頭頸部癌専門医），日本がん治療認定医機構（日本がん治療認定医），日本頭

頸部癌学会（教育委員実務担当） 

・ 望月太一：日本呼吸器学会（専門医，指導医），日本内科学会（専門医），日本アレルギー学会（専門医），日本睡

眠学会（認定医），日本医師会産業医（認定医） 

・ 井上 寧：日本呼吸器学会（専門医，指導医），日本内科学会（認定医，専門医，指導医），日本睡眠学会（専門医），

ICD制度協議会（ICD（インフェクションコントロールドクター）） 

・ 大橋成孝：日本医師会（認定産業医） 

・ 似鳥修弘：日本外科学会（専門医），日本消化器外科学会（専門医），日本消化器内視鏡学会（専門医），日本内視

鏡外科学会（技術認定），日本大腸肛門病学会（専門医），日本がん治療認定医機構（がん治療認定医） 

・ 矢野正一郎：日本皮膚科学会（専門医，指導医） 

・ 田隝博樹：日本臨床腫瘍学会，日本薬学会，日本医療薬学会（認定薬剤師），日本緩和医療薬学会，日本医療マネジ

メント学会，日本薬剤師研修センター（認定実務実習指導薬剤師），日本病院薬剤師会（がん薬物療法認定薬剤師，

日病薬認定指導薬剤師） 

 

 

 

国際医療福祉大学病院 
 
著書 

・ 橋本雅章：わたしのここから第12号，脳と眼との密接な関係，28-29，オフィス東和，2010 

・ 橋本雅章：わたしのここから第13号，治療可能な認知症，28-29，オフィス東和，2011 

・ 岡﨑 勲：公衆衛生，大日本百科事典，Yahoo百科事典，小学館，2010 

・ Kato H，Izumiyama M：Del-Ben CM, ed, Neuroimaging，Restorative and compensatory chaneges in the brain during early 

motor recovery from hemiparetic stroke: a functional MRI study，125-135，SCIYO, Croatia，2010 

・ 蔵谷紀文（監訳）：小児の麻酔，小児の麻酔，1-864，メディカルサイエンスインターナショナル，2011 

・ 髙見澤聡，柴原浩章，鈴木光明：2010治療薬・治療指針ポケットマニュアル，更年期障害，529-533，羊土社，2010 

・ 柴原浩章，永山志穂，徳永 誠，島田和彦，郡山純子，平野由紀，鈴木達也，髙見澤聡，鈴木光明：ホルモンと臨床 

57，生殖器疾患のホルモン療法，IVFにおける排卵誘発，939-947，医学の世界社，2010 

・ 髙見澤聡：講義録 産科婦人科学，無月経，218-223，MEDICAL VIEW社，2010 

・ 髙見澤聡：Newロングライフ6，女性なら誰でも経験する更年期を快適に過ごすために，30-31，ニューロングライフ

発行所，2010 

・ 栁田 薫：生殖医療ガイドブック2010，顕微授精，239-241，金原出版，2010 

・ 栁田 薫：生命の誕生に向けて，顕微授精法，138-144，近代出版，2011 

・ 黒田 一（分担執筆）：乳癌 腫瘍病理鑑別診断アトラス，腺筋上皮腫，33-36，文光堂，2010 

 

原著論文 

・ Onuki T，Ishikawa S，Iguchi K，Goto Y，Sakai M，Inagaki M，Yamamoto T，Onizuka M，Sato Y，Ohara K，Sakakibara 

Y：Limited thymectomy for stage I or II thymomas，Lung Cancer，68(3)，460-465，2010 

・ Makidono A，Matsusako M，Oikado K，Saida Y，Otsuji M，Otawa M，Suzuki K，Inai K，Ishikawa S：Malignant pleural 
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mesothelioma detected by spontaneous pneumothorax，Jpn J Radiol，28(7)，547-551，2010 

・ Nakayama H，Sugahara S，Tokita M，Satoh H，Tsuboi K，Ishikawa S，Tokuuye K：Proton beam therapy for patients with 

medically inoperable stage I non-small-cell lung cancer at the university of tsukuba，Int J Radiat Oncol Biol Phys，78(2)， 

467-471，2010 

・ Onuki T，Ishikawa S：Reply to Anile et al.，Lung Cancer，70(1)，117，2010 

・ 大塩猛人：極低出生体重児，チアノーゼ性心疾患における鎖肛と尿道下裂の診断に苦慮した症例の経験，周産期医学，

40(11)，1685-1688，2010 

・ 大塩猛人，羽金和彦：本邦における乳幼児臍ヘルニアの診療方針に対するアンケート調査報告，日本小児外科学会雑

誌，47(1)，47-53，2011 

・ Saito J，Imamura Y，Itoh J，Matsuyama S，Maruta A，Hayashi T，Sato A，Wada N，Kashiwazaki K，Inagaki Y，

Watanabe T，Kitagawa Y，Okazaki I：ELISA measurement for urinary 3-hydroxyproline-containing peptides and its 

preliminary application to healthy persons and cancer patients，Anticancer Research，30(3)，1007-1014，2010 

・ Okazaki I，Sugita M，Matsuki H，Billah SMB，Watanabe T：Additional candidates to conventional genes susceptible for lung 

cancer and changing trend in Japan，Oncology Reports，23(4)，1493-1500，2010 

・ Aoki E，Yokoyama H，Kimoto H，Yano R，Kato H，Araki T：Chronic administration with rotenone does not enhance 

MPTP nerotoxicity in C57BL/6 mice，J Mol Neurosci，41(1)，17-24，2010 

・ Yokoyama H，Kuroiwa H，Tsukada T，Uchida H，Kato H，Araki T：Poly(ADP-ribose)polymerase inhibitor can attenuate 

the neuronal death after 1-methyl-4-phenyl-1, 2, 3, 6-tetrahydropyridine-induced neurotoxicity in mice，J Neurosci Res，88(7)，

1522-1536，2010 

・ Uchida H，Yokoyama H，Kimoto H，Kato H，Araki T：Long-term changes in the ipsilateral substantia nigra after transient 

focal cerebral ischemia in rats，Int J Exp Pathol，91(3)，256-266，2010 

・ Yokoyama H，Yano R，Kuroiwa H，Tsukada T，Uchida H，Kato H，Araki T：Therepeutic effect of a novel anti-

parkinsonian agent zonisamide against MPTP (1-methyl-4-phenyl-1, 2, 3, 6-tetrahydropyridine) neurotoxicity in mice，Metab 

Brain Dis，25(2)，135-143，2010 

・ Kuroiwa H，Yokoyama H，Kimoto H，Kato H，Araki T：Biochemical alterations of the striatum in an MPTP-treated mouse 

model of Parkinson’s disease，Metab Brain Dis，25(2)，177-183，2010 

・ Eto R，Abe M，Kimoto H，Imaoka E，Kato H，Kasahara J，Araki T：Alterations of interneurons in the striatum and frontal 

cortex of mice during postnatal development，Int J Dev Neurosci，28(5)，359-370，2010 

・ Abe M，Kimoto H，Eto R，Sasaki T，Kato H，Kasahara J，Araki T：Postnatal development of neurons, interneurons and 

glial cells in the substantia nigra of mice，Cell Mol Neurobiol，30(6)，917-928，2010 

・ Yokoyama H，Yano R，Kuroiwa H，Tsukada T，Uchida H，Kato H，Kasahara J，Araki T：Therapeutic effect of a novel 

anti-parkinsonian agent zonisamide against MPTP (1-methyl-4-phenyl-1, 2, 3, 6- tetrahydropyridine) neurotoxicity in mice，

Metab Brain Dis，25(3)，305-313，2010 

・ Uchida H，Fujita Y，Matsueda M，Umeda M，Matsuda S，Kato H，Kasahara J，Araki T：Damage to neurons and 

oligodendrocytes in the hippocampal CA1 sector after transient focal ischemia in rats，Cell Mol Neurobiol，30(7)，1125-1134，

2010 

・ Adachi M，Abe M，Sasaki T，Kato H，Kasahara J，Araki T：Role of inducible or neuronal nitric oxide synthase in 

neurogenesis of the dentate gyrus in aged mice，Metab Brain Dis，25(4)，419-424，2010 

・ Arakawa N，Eguchi K，Ogawa T，Hashimoto R，Kato H：Primary aldosteronism complicated by severe hypokalemic 

myopathy，Endocrinologist，20(6)，298-300，2010 
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・ 小川朋子，田川朝子，橋本律夫，加藤宏之：炭酸リチウムが奏功した反復性過眠症の1例，臨床神経学，50，700-703，

2010 

・ 竹内梨紗，蔵谷紀文，星島 宏，菊地博達：小児の歯科治療における精神鎮静法実地状況－全国大学病院アンケート

調査，麻酔，59，1529-1533，2010 

・ 近澤研朗，髙見澤聡，徳永 誠，島田和彦，平野由紀，鈴木達也，柴原浩章，鈴木光明：ART反復不成功症例に対す

るSEET法の臨床的有効性の検討，日本受精着床学会雑誌，28(1)，109-113，2011 

・ 髙見澤聡，鈴木はる奈，岡島 毅，徳永 誠，島田和彦，平野由紀，鈴木達也，柴原浩章，鈴木光明：クエン酸クロ

ミフェンを基本とするART誘発周期におけるGnRHアンタゴニスト併用の必要性について，日本受精着床学会雑誌，

28(1)，155-159，2011 

・ 島田宣弘，平林由広，多賀直行，竹内 護，瀬尾憲正：小児用エアトラックによる気管挿管 手術症例100症例の検

討，麻酔，60，168-172，2011 

・ 篠原貴子，多賀直行，平林由広，瀬尾憲正：Forestier病症例の気管挿管にエアウェイスコープ®が有効であった1症例，

麻酔，60，186-188，2011 

・ 岩井英隆，金井理一郎，高久裕子，平林由広：Airtraq® Optical Laryngoscopeが有効であったRobin sequenceの1症例，麻

酔，60，189-191，2011 

・ 大塚洋司，平林由広，藤田晃史，杉本英治，瀬尾憲正：グライドスコープ®による頸椎運動と喉頭移動，麻酔，60，

361-366，2011 

・ Yoshida K，Yokoyama H，Oteki T，Matsumoto G，Aizawa K，Inakuma T：Evaluation of the effect of dietary lycopene, the 

main carotenoid in tomato (lycopersicon esculentum), on the in vivo renal reducingability by a radiofrequency electron 

paramagnetic resonance method，J Agric Food Chem.，Mar 7，Epub ahead of print，2011 

・ 小川朋子，田川朝子，橋本律夫，加藤宏之：炭酸リチウムが奏功した反復性過眠症の1例，臨床神経学，50(10)， 

700-703，2010 

・ N Arakawa，K Eguchi，T Ogawa，R Hashimoto，H Kato：Primary aldosteronism complicated by severe hypokalemic 

myopathy，The Endocrinologist，20(6)，298-300，2010 

・ Kuroda H，Saito K，Kuroda M，Suzuki Y：Differential expression of glu-tubulin in relation to mammary gland disease，

Virchows Arch.，457(4)，477-482，2010 

・ Kuroda H，Nakai M，Ohnisi K，Ishida T，Kuroda M，Itoyama S：Vascular invasion in triple-negative carcinoma of the 

breast identified by endothelial lymphatic and blood vessel markers，Int J Surg Pathol.，18(5)，324-329，2010 

・ Ohdaira H，Suzuki Y，Tsutsui M，Iwasaki T，Arita M，Noro T，Kawasaki N，Ohara T，Yoshino K，Kuroda H，Kitajima 

M：Laparoscopy-assisted total gastrectomy for advanced gastric cancer with carcinomatous ascites after S1 plus cisplatin 

chemotherapy: a case report，Surg Laparosc Endosc Percutan Tech.，20(6)，206-210，2010 

・ Shizuma T，Kuroda H：A case of primary biliary cirrhosis which developed eight years after diagnosis of systemic lupus 

erythematosus，Intern Med.，50(4)，321-324，2011 

・ 石田洋一，高橋佳容子，大和田倫孝，若佐谷敦，厚木右介，山田哲夫，黒田 一，佐藤郁夫：高齢者に発症した子宮

頸部絨毛腺管状腺癌の1例，産婦人科の実際，59(8)，1283-1285，2010 

 

総説 

・ 蘇原泰則：呼吸器外科学，日本医事新報，4476，33-39，2010 

・ 岡崎 勲，小田義英，齋藤淳一：ハイドロキシプロリン 広範囲血液・尿化学検査－その数値をどう読むか，日本臨

床，68(1)，225-228，2010 
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・ 加藤宏之：脳機能再構築に関する脳機能画像診断，臨床脳波，52(5)，275-281，2010 

・ 加藤宏之：進行性核上性麻痺の長期医療，Current Insights in Neurological Science，18(2)，5，2010 

・ Kuratani N：Anesthetic management of minimal access surgery for neonates and infants，Clin Peditr Anesth，16，160-164，

2010 

・ 片寄治男，栁田 薫：内外同時妊娠，臨床婦人科産科，64，1134-1137，2010 

・ 栁田 薫：顕微授精，MyMed（医療電子教科書），2010 

・ 小川朋子：多系統萎縮症（MSA）の対処情報，呼吸障害とその対処法，難病とケア，16(2)，11-13，2010 

・ 小川朋子：薬剤性髄膜炎，神経内科，72(4)，366-370，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 蘇原泰則：肺癌診療の現況，那須郡市医師会学術講演会，栃木県大田原市，2011.3.24 

・ 橋本雅章：脳卒中治療の現状と問題点，那須郡市医師会，乃木魚楽，栃木県那須塩原市，2010.7.28 

・ 大塩猛人：一般外科医が知っておくべき小児外科的疾患，第22回香川県外科医会，ホテルリーガゼスト高松，香川県

高松市，2010.11.6 

・ 加藤宏之：脳梗塞慢性期の抗血栓療法，サノフィ・アベンティス社内レクチャー，サノフィ・アベンティス宇都宮ス

テーション・カスタマー・サポートセンター，栃木県宇都宮市，2010.6.2 

・ 加藤宏之：脳卒中治療ガイドライン2009に基づいた再発予防戦略，県北地区脳卒中カンファレンス，栃木県大田原市，

2010.6.16 

・ 加藤宏之：シンポジウム・リハビリテーションにおける脳機能マッピングの応用，脳卒中後の運動機能の回復過程と

脳機能マッピング，第12回日本ヒト脳機能マッピング学会，東京大学工学部先端知ビル5階武田ホール，東京大学，

東京都文京区，2010.6.19 

・ 加藤宏之：平成22年度東北大学医学部4年次神経内科通論講義，脳血管障害，東北大学，宮城県仙台市，2010.9.9 

・ 加藤宏之：脳梗塞急性期の画像診断，田辺三菱製薬ラジカット・スライド検討会，栃木県那須塩原市，2010.9.28 

・ 加藤宏之：球脊髄性筋萎縮症，脊髄性筋萎縮症，慢性炎症性脱髄性多発神経炎に関する疾患の理解と最新治療，平成

22年度難病患者地域支援従事者研修会，栃木県矢板健康福祉センター，栃木県矢板市，2010.11.18 

・ 加藤宏之：脳卒中治療ガイドライン2009に基づいた再発予防戦略，持田製薬社員教育講演会，栃木県那須塩原市，

2010.12.1 

・ 加藤宏之：認知症の診断と治療，第一三共医師招聘研修会，栃木県宇都宮市，2010.12.15 

・ 加藤宏之：人工呼吸器の装着が必要になる疾患とその進行経過，神経難病医療ネットワーク推進事業，平成22年度た

ん吸引に関する研修会，栃木県那須塩原市，2011.2.16 

・ 加藤宏之：認知症の診断と治療，鹿沼市薬剤師研修会，栃木県鹿沼市，2011.3.8 

・ 蔵谷紀文：シンポジウム（小児麻酔と研究）エヴィデンスに基づいた小児麻酔診療，日本麻酔科学会第57回学術集会，

福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.6.3 

・ Kuratani N：Emergence Agitaion in Pediatric Anesthesia, in symposium “Update on Pediatric Anesthesia”，13th Asian 

Australasian Congress of Anesthesiologists，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.6.4 

・ 蔵谷紀文：特別講演 小児麻酔における覚醒時興奮，第23回近畿麻酔研究会，ホテルグランビア大阪，大阪府大阪市，

2010.8.20 

・ Kuratani N (Faculty Speaker)：Safety of Anaesthesia for neonates and infants-What the developed world expects，Combined 

meeting of ASPA-SPANZA meeting，Millennium Hotel，Queenstown, New Zealand，2010.9.3 

・ 髙見澤聡：不妊相談に必要な生殖医学 生殖器の構造，妊娠のしくみ，生殖に関わるホルモン，日本生殖医療心理カ
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ウンセリング学会，東邦大学医学部看護学科，東京都大田区，2010.9.26 

・ 髙見澤聡：不妊相談に必要な生殖医学 不育症・生殖遺伝の基礎，日本生殖医療心理カウンセリング学会，東邦大学

医学部看護学科，東京都大田区，2010.10.17 

・ 髙見澤聡：不妊症・ART，自治医科大学6年生総括講義，自治医科大学，栃木県下野市，2010.11.1 

・ 髙見澤聡：PCOS・性周期とホルモン・性感染症，自治医科大学6年生総括講義，自治医科大学，栃木県下野市，

2010.11.4 

・ 髙見澤聡：最新不妊治療のトピックス 不妊外来で行われる超音波検査，栃木県超音波研究会，自治医科大学，栃木

県下野市，2011.1.10 

・ 村上厚文：腹部大動脈瘤に対するステントグラフト治療，西那須野医師会定例会，栃木県那須塩原市，(2010.1.21) 

・ 村上厚文：下肢閉塞性動脈硬化症に対する治療法の変化，Fighting vascular events in SHIOYA，黒須病院，栃木県さく

ら市，(2010.2.4) 

・ 村上厚文：透析患者と末梢血管疾患治療，栃木バスキュラーアクセス研究会，バスキュラーアクセス研究会，栃木県

宇都宮市，(2010.2.25) 

・ 村上厚文：末梢血管病の診断と治療，共同研究，国際医療福祉大学病院，栃木県那須塩原市，(2010.3.12) 

・ 村上厚文：How to learn EVS，血管外科学会ランチョンセミナー，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.5.21 

・ 村上厚文：静脈血栓・塞栓症，持田製薬，栃木県宇都宮市，2010.7.1 

・ 村上厚文：Endovascular Surgeryが切り開く新時代，デイーラートレーニング，ボストントレーニングセンター，宮崎，

2010.11.6 

・ 栁田 薫：シンポジウム 受精障害への対処，第142回日本生殖医学会関東地方部会，自治医大研修センター，栃木

県下野市，2010.6.12 

・ 栁田 薫：特別講演 ICSIの進歩とリスク，第6回受精胚発生研究会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2010.7.11 

・ Kaoru Yanagida：Fertilization failure in ICSI (symposium)，International Federation of Fertility Societies 2010，Kulturzentrum 

Gasteig，Munich, Germany，2010.9.15 

・ 栁田 薫：シンポジウム 男性不妊治療の今後，第55回日本生殖医学会総会，ホテルクレメント徳島，徳島県徳島市，

2010.11.11 

・ 栁田 薫：卵活性化のすべて（教育講演），第16回日本臨床エンブリオロジスト学会，小名浜オーシャンホテル，福

島県いわき市，2011.1.9 

・ 小川朋子：筋ジストロフィーの遺伝子検査と遺伝子治療について，栃木県筋ジストロフィー協会講演会，とちぎ福祉

プラザ，栃木県宇都宮市，2010.11.21 

・ 小川朋子：栃木県北部における，脊髄小脳変性症について，県北健康福祉センター研修会，県北健康福祉センター，

栃木県大田原市，2010.12.15 

 

学会発表 

・ 蘇原泰則（座長）：肺癌治療のスタンダード，第110回日本外科学会定期学術集会，名古屋国際会議場，愛知県名古

屋市，2010.4.10 

・ 蘇原泰則（司会）：肺癌CT検診認定医講習会，第27回日本呼吸器外科学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，

2010.5.14 

・ 手塚康裕，石川成美，福留 潤，遠藤俊輔，蘇原泰則：当院における非小細胞肺癌患者に対する定位放射線治療の検

討，第27回日本呼吸器外科学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.5.13 
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・ 中野智之，遠藤俊輔，光田清佳，遠藤哲哉，山本真一，大谷真一，手塚康裕，石川成美，蘇原泰則，金井義彦，手塚

憲志：心臓血管外科手術後の肺癌症例の検討，第51回日本肺癌学会総会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.11.3 

・ 山本真一，光田清佳，遠藤哲哉，手塚康裕，長谷川剛，金井義彦，手塚憲志，大谷真一，斎藤紀子，塚田 博，中野

智之，石川成美，蘇原泰則，遠藤俊輔：高齢者肺癌に対する手術症例の検討，第51回日本肺癌学会総会，広島国際会

議場，広島県広島市，2010.11.3 

・ 中村亮太，稲毛芳永，櫻井啓文，中澤健介，箭内英俊，遠藤健夫，大谷明夫，石川成美：胸腺カルチノイドの1手術

例，第51回日本肺癌学会総会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.11.4 

・ 大塩猛人：乳児臍ヘルニアの診療について，第110回日本外科学会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.4.10 

・ 大塩猛人（座長）：ヘルニアの治療，第47回日本小児外科学会，愛知県産業労働センター，愛知県名古屋市，

2010.6.17-19 

・ 石橋宏樹，大塩猛人，曽我美朋子：胃潰瘍穿通から幽門閉閉塞を来たし，手術を施行したcampomelic dysplasiaの1乳児

例，第47回日本小児外科学会，愛知県産業労働センター，愛知県名古屋市，2010.6.17-19 

・ 大塩猛人：乳幼児臍ヘルニアに対するアンケート調査報告，第47回日本小児外科学会，愛知県産業労働センター，愛

知県名古屋市，2010.6.17-19 

・ 小松崎尚子，大塩猛人，石橋宏樹，曽我美朋子：当院における小児臍部異常手術症例の検討，第47回日本小児外科学

会，愛知県産業労働センター，愛知県名古屋市，2010.6.17-19 

・ 曽我美朋子，石橋宏樹，大塩猛人，小松崎尚子：レックリングハウゼン病にともなう胸壁神経線維腫に対して胸腔鏡

下摘出術を行った1例，第47回日本小児外科学会，愛知県産業労働センター，愛知県名古屋市，2010.6.17-19 

・ 緒方宏美，大塩猛人，花崎和弘：壊死性腸炎穿孔後に臍小腸瘻を形成した極低出生体重児の1例，第47回日本小児外

科学会，愛知県産業労働センター，愛知県名古屋市，2010.6.17-19 

・ 石橋宏樹，大塩猛人，曽我美朋子，小松崎尚子：再発性小児鼠径ヘルニアに対する腹腔鏡下手術の有用性，第47回日

本小児外科学会，愛知県産業労働センター，愛知県名古屋市，2010.6.17-19 

・ 石橋宏樹，大塩猛人，曽我美朋子，小松崎尚子：小児内鼠径ヘルニアに対して腹腔鏡下修復術を行った3例，第47回

日本小児外科学会，愛知県産業労働センター，愛知県名古屋市，2010.6.17-19 

・ 曽我美朋子，大塩猛人，石橋宏樹：急性虫垂炎術後に後腹膜遺残膿瘍を合併した1例，第6回日本小児放射線学会，栃

木県総合文化センター，栃木県宇都宮市，2010.6.26 

・ 大塩猛人，石橋宏樹，曽我美朋子：小児の水頭症に対する脳室•腹腔シャント術後のシャントチューブの腹膜鞘状突

起内迷入について，第19回日本小児泌尿器科学会，北海道大学医学部，北海道札幌市，2010.7.1.2 

・ 石橋宏樹，曽我美朋子，新居 章，大塩猛人：内視鏡下切開術を施行した十二指腸膜様狭窄の1例，第37回日本小児

内視鏡研究会，キャンパス•イノベンションセンター東京，東京都港区，2010.7.3 

・ 大塩猛人：当院の小児外科疾患について，栃木県小児外科カンファレンス，国立栃木病院，栃木県宇都宮市，

2010.9.3 

・ 谷口周平，大塩猛人，宮内彰彦，倉田和美，沼崎 啓，田中吾朗，桃井真里子，郡司勇治：左頸部腫瘤を主訴に受診

した梨状窩瘻の1例，日本小児科学会栃木地方会，栃木県宇都宮市，2010.11.14 

・ 大塩猛人：完全型側頸瘻に対するナイロン糸ガイド下摘出術，第72回日本臨床外科学会，パシフィコ横浜，神奈川県

横浜市，2010.11.21-22 

・ 大塩猛人：下咽頭梨状窩瘻に対する化学的焼却術による外科的摘出術の回避について，栃木県小児外科カンファレン

ス，獨協医科大学，栃木県下都賀郡壬生町，2011.3.4 

・ 小田義英，西澤俊宏，南雲大暢，小松英嗣，藤山洋一，古宮憲一，金子 博，高橋正彦，田中 伸，岡崎 勲，織田

正也：Child-PughCでRFA困難と思われるHCCの初発，再発にPEIT及び経皮熱湯注入療法を3回施行した一症例，第96
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回日本消化器病学会総会，新潟県民会館，新潟県新潟市，2010.4.24 

・ 小田義英，西澤俊宏，南雲大暢，小松英嗣，藤山洋一，金子 博，高橋正彦，田中 伸，寺田総一郎，岡崎 勲， 

織田正也：11年間15回の初発，再発HCCをTACE，PEIT，経皮熱湯注入療法，RFA等で治療している症例，第46回日

本肝癌研究会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.7.10 

・ 岡崎 勲（コメンテーター）：肝線維化，第24回肝類洞壁細胞研究会，コラッセ福島，福島県福島市，2010.11.27 

・ 黒岩勇人，横山宏典，塚田竜矢，笠原次郎，加藤宏之，荒木 勉：MPTP誘発パーキンソン病モデルマウスに対する

PARP阻害薬及びPPAR作動薬の神経細胞保護効果に関する研究－zonimamideとの比較研究－，第18回カテコールアミ

ンと神経疾患研究会，東京都，2010.4.24 

・ 小川朋子，田川朝子，橋本律夫，加藤宏之，鈴木 裕：神経難病患者の胃ろう造設合併症と予後についての検討，第

51回日本神経学会総会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.5.21 

・ 田川朝子，小川朋子，橋本律夫，加藤宏之，山田哲夫：MRAにて経過を観察し得た，Reversible cerebral 

vasoconstriction syndrome（RCVS）の1例，第193回日本神経学会関東甲信越地方会，東京都，2010.6.5 

・ 染谷祐司，宮崎朋美，五味幸寛，前田真治，加藤宏之：当院におけるALSおよびMSA患者のスイッチ使用状況調査，

第44回日本作業療法学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.6.12 

・ 和田聖哉，小川朋子，田川朝子，橋本律夫，加藤宏之：発熱時に不随意運動を認めた74歳，男性例，第577回日本内

科学会関東地方会，日本都市センター，東京都千代田区，2010.12.11 

・ 下田信明，武田湖太郎，小賀野操，加藤宏之：脳卒中片麻痺患者における手の心的回転課題遂行時の脳活動－近赤外

分光法（NIRS）により検討－，第2回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会，名古屋国際会議場，愛知県名

古屋市，2011.2.12 

・ 今井 樹，須藤裕美，加藤宏之：脳出血による感覚障害が対側での脳梗塞により増悪し，運動機能は向上した一症例，

第2回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2011.2.12 

・ 加藤宏之（当番幹事，座長）：第11回県北脳卒中研究会，栃木県那須塩原市，2010.9.29 

・ 加藤宏之（当番世話人，座長）：第5回下野神経疾患研究会，栃木県宇都宮市，2010.11.25 

・ 相田純久，蔵谷紀文，輪嶋善一郎，天笠澄夫：末梢動脈閉塞症に対する脊髄刺激療法の阻害因子，第24回ニューロデ

ュレーション学会，都市センターホテル，東京都千代田区，2010.5.22 

・ 小原由起子，蔵谷紀文：小児でのプロポフォール麻酔はセボフルレン麻酔に比べて覚醒時興奮が少ないか？：メタア

ナリシスによる検討，日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.6.3 

・ Hoshijima H，Kuratani N，Takeuchi L，Kikuchi H：Effect of oral hygiene using chlorhexidine on preventing ventilator-

associated pneumonia，Annual meeting of The International Association for Dental Research，Barcelona, Spain，2010.7.15 

・ Ohara Y，Kuratani N：Lower incidence of emergence agitation in children after propofol anesthesia as compared with 

sevoflurane: a meta-analysis of randomized controlled trials，Combined meeting of ASPA-SPANZA meeting，Millennium 

Hotel，Queenstown, New Zealand，2010.9.3 

・ 小原由起子，蔵谷紀文，車 有紀，宇佐美晶子，小林光太郎，高橋宏行：小児でのプロポフォール麻酔はセボフルレ

ン麻酔に比べて覚醒時興奮が少ないか？：メタアナリシスによる検討（学会最優秀演題賞），日本小児麻酔学会第16

回大会，岡山コンベンションセンター，岡山県岡山市，2010.9.18 

・ 蔵谷紀文（世話人）：第二回Evidence-based Anesthesia研究会，アスティとくしま，徳島県徳島市，2010.11.6 

・ Hoshijima H，Kuratani N，Kikuchi H：Effect of oral hygiene using chlorhexidine on preventing ventilator-associated 

pneumonia in critical care settings: a meta-analysis randomized controlled trial，第二回Evidence-based Anesthesia研究会，ア

スティとくしま，徳島県徳島市，2010.11.6 

・ 小原由起子，蔵谷紀文：小児でのプロポフォール麻酔はセボフルレン麻酔に比べて覚醒時興奮が少ないか？：メタア
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ナリシスによる検討，第二回Evidence-based Anesthesia研究会，アスティとくしま，徳島県徳島市，2010.11.6 

・ 相田純久，蔵谷紀文，小原由起子，天笠澄夫，輪嶋善一郎：FBSSにおける下肢痛に対し，骨穿孔術が有効であった3

症例，第5回椎体・骨髄減圧術研究会，東京都，2011.1.22 

・ 蔵谷紀文（座長）：麻酔科領域のエビデンスを発信する，第二回Evidence-based Anesthesia研究会，アスティとくしま，

徳島県徳島市，2010.11.6 

・ 蔵谷紀文（座長）：シンポジウム 小児麻酔と研究，日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡国際会議場，福岡県福岡

市，2010.6.3 

・ 池田伴衣，柴原浩章，近澤研郎，徳永 誠，島田和彦，平野由紀，鈴木達也，髙見澤聡，鈴木光明：Mild ovarian 

stimulation（MOS）によるART治療成績の検討，第62回日本産科婦人科学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2010.4.23 

・ 平野由紀，柴原浩章，橘 直之，白石康子，菊池久美子，徳永 誠，島田和彦，郡山純子，鈴木達也，髙見澤聡， 

鈴木光明：多嚢胞性卵巣症候群（PCOS）の不妊女性に対する非薬物療法の有用性，第62回日本産科婦人科学会，東

京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.4.24 

・ 郡山純子，柴原浩章，徳永 誠，平野由紀，髙見澤聡，鈴木光明：血中に抗透明帯抗体を保有する免疫学的不妊女性

の卵胞液中抗体の検討，第62回日本産科婦人科学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.4.25 

・ 徳永 誠，髙見澤聡，今吉真由美，猿山美幸，平野由紀，鈴木達也，柴原浩章，鈴木光明：ART調節卵巣刺激におい

てGnRHアゴニスト法とGnRHアンタゴニスト法では卵胞発育に対するエストラジオール産生動態が異なる，第62回日

本産科婦人科学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.4.25 

・ 永山志穂，徳永 誠，島田和彦，平野由紀，鈴木達也，髙見澤聡，柴原浩章，鈴木光明：単一胚移植導入による周産

期および新生児予後の改善，第62回日本産科婦人科学会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.4.25 

・ 徳永 誠，柴原浩章，島田和彦，平野由紀，鈴木達也，髙見澤聡，山口千恵子，角田啓道，泉 章夫，鈴木光明：単

一胚盤胞移植後の一卵性二絨毛膜二羊膜性双胎妊娠の経験，第51回日本哺乳動物卵子学会，朱鷺メッセ，新潟県新潟

市，2010.5.30 

・ 髙見澤聡（座長）：カウンセリング（心理・遺伝），第142回日本生殖医学会関東地方部会，自治医科大学，栃木県

下野市，2010.6.12 

・ 近澤研郎，髙見澤聡，徳永 誠，島田和彦，平野由紀，鈴木達也，柴原浩章，鈴木光明：ART反復不成功症例に対す

るSEET（Stimulation of Endometrium-Embryo Transfer）法の有効性の検討，第28回日本受精着床学会，パシフィコ横浜，

神奈川県横浜市，2010.7.28-29 

・ 大井朝子，髙見澤聡，近澤研朗，徳永 誠，島田和彦，平野由紀，鈴木達也，柴原浩章，鈴木光明：hCG投与日血中

LH値によるGnRHアンタゴニスト併用ART調節卵巣刺激法の検討，第28回日本受精着床学会，パシフィコ横浜，神奈

川県横浜市，2010.7.29 

・ 髙見澤聡，柴原浩章，岡島 毅，徳永 誠，島田和彦，平野由紀，鈴木達也，鈴木光明：排卵誘発に抵抗性を示す多

嚢胞性卵巣症候群（PCOS）不妊患者に対する経膣的腹腔鏡下卵巣焼灼術（THLOD）の治療効果，第50回日本産科婦

人科内視鏡学会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.7.30 

・ 島田和彦，小林真美，淺田京子，池田伴衣，徳永 誠，平野由紀，鈴木達也，髙見澤聡，柴原浩章，鈴木光明：超急

速冷却法（vitrification）による胚移植成績，第72回日産婦栃木地方部会，宇都宮市医師会館，栃木県宇都宮市，

2010.9.5 

・ Koriyama J，Shibahra H，Tokunaga M，Hirano Y，Takamizawa S，Suzuki M：Analysis of the anti-zona pellucida (ZP) 

antibodies in follicular fluids (FF) from patients treated by in vitro fertilization (IVF)，IFFS 20th World Congress on Fertility and 

Sterility，Munich, Germany，2010.9.14 
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・ 平野由紀，柴原浩章，髙見澤聡，鈴木光明：22番染色体癒合に起因する絶対不育症例の経験－本邦における今後の生

殖再生医療の展望－，第55回日本生殖医学会，あわぎんホールホテルクレメント徳島，徳島県徳島市，2010.11.11 

・ 池田伴衣，平野由紀，徳永 誠，島田和彦，鈴木達也，髙見澤聡，柴原浩章，鈴木光明：細胞質内精子注入法

（ICSI）適応のあるARTにおける卵巣刺激法の検討，第55回日本生殖医学会，あわぎんホールホテルクレメント徳島，

徳島県徳島市，2010.11.11 

・ 髙見澤聡（座長）：一般演題第2群，第73回日産婦栃木地方部会，宇都宮市医師会館，栃木県宇都宮市，2010.12.19 

・ 厚木右介，髙見澤聡，室井美樹，茂木美恵，藤倉洋子，岩本晃明，栁田 薫：ICSI受精障害への対応－rescue oocyte 

activation－，第143回日本生殖医学会関東地方部会，ルークホール，東京都新宿区，2011.2.19 

・ 緒方孝治，村上厚文（共同演者）：足背仮性動脈瘤の1例，第28回北関東血管外科研究会，済生会宇都宮病院，栃木

県宇都宮市，(2010.3.11) 

・ 村上厚文（座長）：静脈疾患，第38回日本血管外科学会学術総会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，

2010.5.21 

・ 村上厚文：重症下肢虚血に対する集学的治療，第38回日本血管外科学会学術総会 シンポジウム，大宮ソニックシティ，

埼玉県さいたま市，2010.5.22 

・ 洞口 哲，村上厚文（共同演者）：高度石灰化を伴ったルーリッシュ症候群に対してaorto-bi external iliac artery bypass

を施行した1例，第38回日本血管外科学会学術総会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，2010.5.22 

・ 緒方孝治，村上厚文（共同演者）：下肢静脈瘤再手術例の検討，第38回日本血管外科学会学術総会，大宮ソニックシ

ティ，埼玉県さいたま市，2010.5.22 

・ 村上厚文：深部静脈血栓症に対する血管内治療と遠隔成績，第30回日本静脈学会総会 シンポジウム，宮崎ワールド

コンベンションセンター・サミット，宮崎県宮崎市，2010.6.17 

・ 村上厚文（座長）：IVCフィルター，第30回日本静脈学会総会 シンポジウム，宮崎ワールドコンベンションセンタ

ー・サミット，宮崎県宮崎市，2010.6.18 

・ 村上厚文：アンギオシールの合併症，血管内治療学会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.7.24 

・ 緒方孝治，村上厚文（共同演者）：Distal byoass の3症例，第29回北関東血管外科研究会，済生会宇都宮病院，栃木県

宇都宮市，2010.9.9 

・ 洞口 哲，村上厚文（共同演者）：フットケアー，第29回北関東血管外科研究会，済生会宇都宮病院，栃木県宇都宮

市，2010.9.9 

・ 佐藤信子，村上厚文（共同演者）：CVTナースの役割，第29回北関東血管外科研究会，済生会宇都宮病院，栃木県宇

都宮市，2010.9.9 

・ 洞口 哲，村上厚文（共同演者）：参照，症例検討会，東京都新宿区，2010.10.2 

・ 村上厚文：Percutaneous Transluminal Angioplasty for Peripheral Artery Diease Immidiately Confers Cardioprotection，AHA 

2010, SCIENTIFIC SESSEION，マコーミックセンター，Chicago, USA，2010.11.17 

・ 佐藤信子，村上厚文（共同演者）：慢性下肢閉塞性動脈硬化症患者において下肢の血流障害が強いと慢性的不安障害

が強い，日本循環器心身医学会，自治医科大学，栃木県下野市，2010.11.27 

・ 洞口 哲，村上厚文（共同演者）：慢性下肢閉塞性動脈硬化症患者における経皮膚的血管形成術により不安障害が改

善する，日本循環器心身医学会，自治医科大学，栃木県下野市，2010.11.27 

・ 栁田 薫（座長）：教育講演:エンブリオロジスト必要なエピジェネティクスとIVMの知識，第28回日本受精着床学会，

パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.7.28 

・ 藤倉洋子，室井美樹，茂木美恵，岩本晃明，栁田 薫：IVFにおける卵丘細胞早期裸化の胚発生への影響，第55回日

本生殖医学会，ホテルクレメント徳島，徳島県徳島市，2010.11.12 
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・ 小川朋子：神経難病患者の胃瘻造設合併症と予後についての検討，第51回日本神経学会総会，東京国際フォーラム，

東京都千代田区，2010.5.21 

・ 和田聖哉，小川朋子，田川朝子，橋本律夫，加藤宏之：発熱時に不随意運動を認めた74歳男性例，日本内科学会第

577回関東地方会，日本都市センター，東京都千代田区，2010.12.11 

・ 中井麻木，石田文孝，大西 清，糸山進次，黒田 一：当院におけるLapatinibの使用経験，第18回日本乳癌学会総会，

ロイトン札幌，北海道札幌市，2010.6.25 

・ 大西 清，石田文孝，中井麻木，花見恭太，糸山進次，黒田 一：ラジオ波凝固（RFA）療法による乳癌組織の病理

組織学的変化，第18回日本乳癌学会総会，ロイトン札幌，北海道札幌市，2010.6.25 

・ 高橋佳容子，大和田倫孝，渡辺紘子，萩原紘子，平野泰子，黒田 一：卵巣明細胞腺癌の再発に対してドキソルビシ

ン塩酸塩リポソーム注射剤が奏効した1例，第48回日本産婦人科腫瘍学会，つくば国際会議場，茨城県つくば市，

2010.7.8-10 

・ 静間 徹，黒田 一：SLEの診断から8年後に，原発性胆汁性肝硬変と診断された若年女性の1例，第575回日本内科学

会関東地方会，日内会館4階会議室，東京都文京区，2010.10.10 

・ 黒田 一（座長）：乳腺疾患症例発表，第7回日本乳癌学会関東地方会，大宮ソニックシティ，埼玉県さいたま市，

2010.12.4 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 加藤宏之：脳卒中急性期リハビリによる大脳運動ネットワーク再構築の促進 fMRIによる研究，科学研究費補助金，

基盤研究(C)，22500473，採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 蘇原泰則：日本呼吸器外科学会（指導医，専門医）（会長，理事，監事），日本胸部外科学会（指導医，認定医），

日本外科学会（指導医，専門医） 

・ 橋本雅章：日本脳神経外科学会（専門医），日本脳神経外科コングレス（評議員），栃木県医師会（医療安全対策委

員），那須郡市医師会（理事） 

・ 石川成美：日本外科学会（専門医，指導医），日本呼吸器外科学会（呼吸器外科専門医，指導医）（総合診療対策委

員会委員，評議員），日本呼吸器内視鏡学会（気管支鏡専門医，指導医）（保険委員会委員，評議員），日本肺癌学

会（評議員），肺がんCT検診認定機構（肺がんCT検診認定医師），日本がん治療認定医機構（暫定教育医），外科

系学会初回保険委員会連合（実務委員会委員） 

・ 大塩猛人：日本小児外科学会（指導医，認定医）（評議員），日本外科学会（指導医，認定医，専門医），日本臨床

外科学会（評議員），日本小児放射線学会（代議員），日本小児がん学会（評議員），日本小児外科学会中国四国地

方会（特別会員），日本小児泌尿器科学会（認定医），日本がん治療認定医機構（暫定教育医） 

・ 岡﨑 勲：日本内科学会（認定医），日本消化器病学会（専門医），日本肝臓学会（専門医），日本アルコール・薬

物医学会（名誉会員），日本医師会（認定スポーツ医），日本公衆衛生学会（認定専門医） 

・ 加藤宏之：日本神経学会（専門医，指導医）（代議員），日本脳卒中学会（専門医）（代議員），日本脳循環代謝学

会（評議員），日本内科学会（認定内科医，指導医），日本神経治療学会，日本認知症学会（専門医，指導医），

International Society of Cerebral Blood Flow and Metabolism（Editorial board），Society for Neuroscience，県北脳卒中研究

会（世話人），下野神経疾患研究会（世話人），脳梗塞フォーラム栃木（世話人），栃木県脳神経疾患研究会（世話

人），高血圧と脳心腎フォーラム（世話人） 

・ 蔵谷紀文：日本麻酔科学会（指導医）（学術集会企画専門部会委員），日本小児麻酔学会（評議員） 
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・ 髙見澤聡：日本産科婦人科学会（産科婦人科専門医），日本生殖医学会（生殖医療専門医），日本生殖医療心理カウ

ンセリング学会（理事），日本哺乳動物卵子学会（評議員），日本生殖免疫学会（評議員），日本産科婦人科内視鏡

学会，日本受精着床学会，日本新生児学会，日本エンドメトリオーシス学会，日本IVF学会 

・ 村上厚文：日本外科学会（指導医，専門医），日本血管外科学会（ステントグラフト指導医） 

・ 栁田 薫：日本産科婦人科学会（専門医），日本生殖医学会（生殖医療専門医）（評議員），日本受精着床学会（常

務理事），日本哺乳動物卵子学会（副理事長），日本IVF学会（理事），日本生殖外科学会，日本アンドロロジー学

会（評議員），日本産科婦人科内視鏡学会（評議員） 

・ 小川朋子：日本内科学会（認定専門医，指導医），日本神経学会（認定専門医，指導医），日本認知症学会 

・ 黒田 一：日本病理学会（病理専門医，専門医研修指導医）（評議員），日本臨床細胞学会（専門医），日本乳癌学

会，日本検査学会 

 

 

 

国際医療福祉大学 塩谷病院 
 
著書 
・ 加藤 徹：ライフスタイルメディシン，喫煙は血管内皮機能にどのように障害を与えるか？，100-105，先端医学社，

2010 

・ 加藤 徹：ライフスタイルメディシン，喫煙と不整脈 喫煙はどのように不整脈を引き起こすのか？，337-340，先端

医学社，2010 

・ 加藤 徹：ライフスタイルメディシン，食事療法と不整脈 不整脈を予防するために食事療法はどのようにすればよ

いか？，348-353，先端医学社，2010 

・ 加藤 徹：月刊糖尿病，食後高血糖を予防する食事療法，118-122，医学出版，2011 

・ 輪嶋善一郎（分担執筆）：周術期超音波診断・治療ガイド，第11章 集中治療室と手術室における経頭蓋超音波ドプ

ラ法，102-110，エルゼビア･ジャパン，2010 

・ 田中 聡（編集，分担執筆）：脳腫瘍実践ケーススタディ第2巻，グリオーマ手術における術中MEPモニタリング，

67-70，小脳星細胞腫の診断と治療，130-133，脊髄原発中枢神経系悪性リンパ腫，134-137，小脳橋角部腫瘍の鑑別診

断，138-141，エサップ，2010 

 

原著論文 
・ 加藤 徹：Postprandial endothelial dysfunction in subjects with new-onset type 2 diabetes: an acarbose and nateglinide 

comparative study，Cardiovasc Diabetol，9，2010 

・ Iseki H，Takeda A：Human arm protein lost in epithelial cancers, on chromosome X 1 gene is transcriptionally regulated by 

CREB and Wnt/β-catenin signaling，Cancer Science，101(6)，1361-1366，2010 

・ 山根建樹：結核性十二指腸主乳頭炎の1例，日本消化器病学会雑誌，107，248-256，2010 

・ Tateki Yamane：A case of granulomatous gastritis showing discoloration after Hp eradication，Digestive Endoscopy，22， 

140-143，2010 

・ Wajima Z，Shiga T，Imanaga K，Inoue T：Prophylactic continuous administration of landiolol, a novel β1blocker, blunts 

hyperdynamic responses during electroconvulsive therapy without altering seizure activity，International Journal of Psychiatry in 

Clinical Practice (Int J Psychiatry Clin Pract)，14(2)，132-136，2010 
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・ Wajima Z，Shiga T，Imanaga K，Inoue T：Assessment of the effect of rapid crystalloid infusion on stroke volume variation 

and pleth variability index after a preoperative fast，Journal of Clinical Monitoring and Computing (J Clin Monit Comput)，

24(5)，385-389，2010 

・ 田中 聡，川崎嶺夫，木村 功，高梨淳子，加藤宏一，氏家 弘：脳神経外科手術における術中経頭蓋MEPモニタリ

ングのアラームポイント，脳神経外科ジャーナル，19(1)，57-65，2010 

 

総説 
・ 家入蒼生夫：序文，日本臨牀，68(suppl.7)，1-3，2010 

・ 家入蒼生夫：総トリヨードサイロニン(TT3)，有利トリヨードサイロニン(FT3)，リバースT2(γT3)，日本臨牀，

68(suppl.7)，284-289，2010 

・ 家入蒼生夫：TSH（甲状腺刺激ホルモン），Medicina，47(11)，309-311，2010 

・ 家入蒼生夫：TG（サイログロブリン），TBG（サイロキシン結合グロブリン），Medicina，47(11)，325-328，2010 

・ Bando K：Importance of Multi-Disciplinary Approach in Diabetic Patients Undergoing Coronary Revascuralization，Circulation 

Journal，75，266-267，2011 

・ Bando K，Ware et al.：Invited Commentary for Left atrial ganglion ablation as an adjunct to atrial fibrillation surgery in valvular 

heart disease，Ann Thorac Surg，91，97-103，2011 

 

研究報告 
・ 坂東 興 他：糖尿病患者における心血管イベントに関する後ろ向きコホート研究，厚生労働省 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 家入蒼生夫，堀内裕次：ホルモン検査の異常値とピットホール，日本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸国際会議

場，兵庫県神戸市，2010.10.7-9 

・ 梅田 啓：心エコー図動画デジタルファイリングシステム構築について ベンチャー企業との協力の経験，第2回国

際医療福祉大学技術情報交流会，国際医療福祉大学，栃木県大田原市，2011.2.2 

・ 坂東 興：Preliminary Report of JMAP study - Step to Prospective Study，JMAP Symposium 2010，リーガロイヤルホテル 

大阪，大阪府大阪市，2010.10.27  

 

学会発表 
・ 家入蒼生夫：栃木県臨床検査精度管理事業から見た県内臨床検査の現状と問題点，第50回栃木県総合医学会，とちぎ

健康の森，栃木県宇都宮市，2010.6.20 

・ 家入蒼生夫（座長）：シンポジウム 免疫学的検査－異常値の謎を解く，日本臨床検査自動化学会第42回大会，神戸

国際会議場，兵庫県神戸市，2010.10.7-8 

・ 家入蒼生夫：経済的理由で受信が遅れ甲状腺グリーゼに陥ったバセドウ病の1例，第27回甲状腺病態生理研究会，弘

済会館，東京都千代田区，2011.1.22 

・ 梅田 啓，近江史人，大原千知，池野義彦，﨑尾浩由，眞塩一樹，阿久津郁夫，米丸 亮，岡田泰昌：睡眠時無呼吸

症候群患者の耐糖能に関する検討，第50回日本呼吸器学会学術講演会，京都国際会議場，京都府京都市，2010.4.23 

・ 﨑尾浩由，大原千知，五十嵐祐介，梅田 啓：当科における超音波ガイド下中心静脈穿刺の試み，第83回日本超音波

医学会学術集会，京都国際会議場，京都府京都市，2010.5.29  

・ 梅田 啓，山本和男，峰岸裕司，小斉平聖治，須藤淳子，宮永晃彦，本間浩一：ウェゲナー肉芽腫症治療後に大細胞
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肺癌が発症した1剖検例，第190回日本呼吸器学会関東地方会，エーザイホール，東京都文京区，2010.7.17 

・加藤 徹：新規発症2型糖尿病患者の食後血管内皮機能不全に対するアカルボースとナテグリニドの効果の比較検討，

第108回日本内科学会総会・講演会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.4.17 

・ Takeda A：Gene expression profile related to cisplatin intrinsic resistance using our established anal canal squamous cell lines，

SSO2010，St. Louis コンベンションセンター，St.Louis, USA，(2010.3) 

・ Takeda A：Human arm protein lost in epithelial cancers, on chromosome X 1 gene is transcriptionally regulated by CREB and 

Wnt/β-catenin signaling，EACR21，Oslo, Norway，2010.6.26-29 

・ 坂東 興（座長）：ACCP日本部会賞受賞講演，American College of Chest Physicians日本部会，ウィンクあいち，愛知

県名古屋市，2010.10.16 

・ 山根建樹：Hp除菌後のisolated granulomatous gastritisの形態および色調変化について，第96回日本消化器病学会総会，

新潟大学，新潟県新潟市，2010.4.22-24 

・ 相田純久，蔵谷紀文，輪嶋善一郎，天笠澄夫：末梢動脈閉塞症に対する脊髄刺激療法の阻害因子，日本ニューロモデ

ュレーション学会，都市センターホテル，東京都千代田区，2010.5.22 

・ 今永和幸，輪嶋善一郎，志賀俊哉，大江克憲，小松大芽，世良田和幸：ロクロニウム静注時の痛みに対するレミフェ

ンタニルの効果，日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡国際会議場，マリンメッセ福岡，福岡県福岡市，2010.6.3 

・ 輪嶋善一郎，志賀俊哉，今永和幸，天笠澄夫，相田純久，井上哲夫：麻酔後ベッド移動の循環動態に及ぼす影響 第

3報，日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡国際会議場，マリンメッセ福岡，福岡県福岡市，2010.6.3 

・ 輪嶋善一郎（座長）：P2-14 術後合併症 04腎障害，日本麻酔科学会第57回学術集会，福岡国際会議場，マリンメッ

セ福岡，福岡県福岡市，2010.6.4 

・ 輪嶋善一郎，相田純久，志賀俊哉：脊髄くも膜下腔の薬剤誤投与例，日本ペインクリニック学会第44回大会，国立京

都国際会館，京都府京都市，2010.7.3 

・ Wajima Z，Shiga T，Imanaga K，Amagasa S，Aida S：Does Spinal Anesthesia Impact Hemodynamics in Post-Anesthesia 

Bed Transfer?，American Society of Anesthesiologists 2010 Annual Meeting，San Diego Convention Center，San Diego, 

California, USA，2010.10.17 

・ Wajima Z，Shiga T，Imanaga K，Amagasa S，Aida S：Does Epidural Anesthesia Have the Impact of Post-Anesthesia Bed 

Transfer on Hemodynamics?，American Society of Anesthesiologists 2010 Annual Meeting，San Diego Convention Center，

San Diego, California, USA，2010.10.17 

・ Shiga T，Saito T，Shinoda S，Wajima Z，Kuratani N：Does ultrasound guidance improve the success rate of peripheral nerve 

blocks? A meta-analysis，American Society of Anesthesiologists 2010 Annual Meeting，San Diego Convention Center，San 

Diego, California, USA，2010.10.19 

・ 輪嶋善一郎，志賀俊哉，今永和幸：中心静脈カテーテル先端位置決定にはいかなる方法が有効か？－心内心電図法の

可能性－，日本臨床麻酔学会第30回大会，アスティとくしま、徳島グランヴィリオホテル，徳島県徳島市，2010.11.4 

・ 輪嶋善一郎（座長）：特別講演 メタアナリシスの基礎と応用「エビデンスと診療ガイドライン:最近の動向」，第2

回Evidence-based Anesthesia研究会，アスティとくしま，徳島県徳島市，2010.11.6 

・ 田中 聡，川崎嶺夫，加藤宏一，氏家 弘：HA spacerとTitanium miniplateによる片開き式頚椎椎弓形成術，第25回日

本脊髄外科学会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.6.11 

・ 田中 聡，五味 玲，加藤宏一，氏家 弘：HA spacerとTitanium miniplateによる片開き式頚椎椎弓形成術，第17回日

本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会，横浜国際会議場，神奈川県横浜市，2010.9.18 

・ 田中 聡，田代 隆，高梨淳子，木村 功，氏家 弘，五味 玲：術中経頭蓋MEPモニタリングのアラームポイント

と限界，日本脳神経外科学会第69回学術総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.28 
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・ 田中 聡，田代 隆，橋本雅章，氏家 弘，秋元治朗，井内俊彦，泉山 仁，岩立康男，植木敬介，岡 秀宏， 

五味 玲，佐々木光，高野晋吾，永根基雄，成田善孝，村垣善浩，山口文雄，吉野篤緒，渡邉学郎：東京脳腫瘍治療

懇話会における多施設共同研究としてのglioma内MGMTmRNA測定，第28回日本脳腫瘍学会学術集会，軽井沢プリン

スホテル，長野県北佐久郡軽井沢町，2010.11.28 

・ 田中 聡，江藤一仁，川俣貴一，氏家 弘，川崎嶺夫：脊髄原発中枢神経系悪性リンパ腫の1例，第40回ニューロオ

ンコロジーの会，東京女子医科大学健保会館，東京都新宿区，2010.12.4 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 坂東 興：糖尿病患者における心血管イベント発症に関する後ろ向きコホートに関する研究，厚生労働科学研究費補

助金，採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 
・ 高橋範夫，竹田明彦：東京大学医学博士，Reconstruction system of rat lymphatic tracts after total iliac lymphadenectomy，

2011.3 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 江口光興：日本小児科学会（学会認定専門医） 

・ 家入蒼生夫：日本内分泌学会（指導医），日本甲状腺学会（指導医）（理事），日本糖尿病学会（指導医） 

・ 梅田 啓：日本内科学会（認定内科医，総合内科専門医），日本呼吸器学会（呼吸器専門医），日本呼吸器内視鏡学

会（気管支鏡専門医，気管支鏡指導医），日本化学療法学会（抗菌化学療法認定医，インフェクションコントロール

ドクター（ICD）），日本禁煙学会（禁煙専門指導者），人間ドック学会（人間ドック健診情報管理指導士），日本

肺癌学会，日本臨床腫瘍学会，日本感染症学会，日本環境感染学会，日本結核病学会，日本アレルギー学会，日本超

音波医学会，American Thoracic Society 

・ 加藤 徹：日本内科学会（総合内科専門医），日本循環器学会（専門医），日本冠疾患学会（評議員），日本心臓病

学会，日本抗加齢医学会 

・ 竹田明彦：日本癌学会（評議員），日本消化器病学会（関東支部評議員） 

・ 坂東 興：心臓血管外科専門医機構（専門医），日本胸部外科学会（指導医），日本外科学会（専門医，指導医），

関西胸部外科学会（評議員），Society of Thoracic Surgeons（International Member）（Editorial Board），American 

Association for Thoracic Surgery（Active Member），American Heart Association（FAHA）（Council of Thoracic and 

Cardiovascular Surgery），American College of Cardiology（FACC），American College of Chest Physicians（FCCP）

（Governor），European Association for Cardiothoracic Surgery（Active Menber） 

・ 山根建樹：日本消化器病学会（専門医）（評議員），日本消化器内視鏡学会（指導医）（関東支部評議員），日本ヘ

リコバクター学会（認定医），日本内科学会（認定医） 

・ 輪嶋善一郎：日本麻酔科学会（指導医），日本ペインクリニック学会（認定医），日本臨床麻酔学会，Evidence-based 

Anesthesia研究会（世話人），American Society of Anesthesiologists，International Anesthesia Research Society，

International Association of Study of Pain 

・ 田中 聡：日本脳神経外科学会（専門医），日本臨床神経生理学会（認定医），日本がん治療認定医機構（がん治療

認定医） 
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介護老人保健施設 マロニエ苑 
 
著書 

・ 篠澤洋太郎：経静脈治療オーダーマニュアル，腹膜炎，消化管穿孔，148-154，159-162，メディカルレビュー社，

2011 

・ 篠澤洋太郎：救急・集中治療医学レビュー2010，熱傷・電撃症・化学熱傷，206-213，総合医学社，2011 

 

原著論文 

・ Yamanouchi S，Kudo D，Endo T，Kitano Y，Shinozawa Y：Blood N-terminal proBNP as a potential indicator of cardiac 

preload in patients with high volume load，Tohoku Journal of Experimental Medicine，221(3)，175-180，2010 

・ Yamanouchi S，Kobayashi M，Abe Y，Goto E，Sato D，Nomura R，Shinozawa Y：Preparation for medical transportation 

to be provided for the Miyagiken-oki Earthquake，Japanese Journal of Disaster Medicine，15(2)，165-170，2010 

・ 工藤大介，佐々木淳一，田熊清継，山内 聡，遠藤智之，野村亮介，小林道生，赤坂純逸，斎木佳克，篠澤洋太郎：

多発外傷における鈍的胸部大動脈損傷待機手術の検討，日本外傷学会雑誌，24(3)，327-334，2010 

・ 佐藤武揚，阿部忠義，土屋朗之，藤原 耕，赤石 敏，篠澤洋太郎：2年間に3度の手術を行った多発性小腸憩室症の

1例，日本救急医学会雑誌，21(5)，252-256，2010 

・ 本間信之，工藤大介，湯澤寛尚，佐藤武揚，山内 聡，篠澤洋太郎：腹部刺創による尿管断裂の1例，日本腹部救急

医学会雑誌，30(7)，957-960，2010 

・ 小圷知明，野村亮介，山内 聡，田牧聡志，小林道生，篠澤洋太郎：下肢壊死性軟部組織感染症の2例－酸化・抗酸

化動態と生命予後－，整形・災害外科，53(9)，1115-1119，2010 

・ 工藤大介，山内 聡，遠藤智之，池田雄一郎，野村亮介，小林道生，篠澤洋太郎：当院高度救命救急センターICUに

おける抜管失敗が予後に及ぼした影響，日集中医誌，18(1)，57-62，2011 

 

総説 

・ 篠澤洋太郎：侵襲と臓器障害，活性酸素とその制御，東北医誌，122，1-4，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ Shinozawa Y：(Scientific Symposium) Pathophysiology and current treatment of inhalation injuries，The 15th Meeting of the 

International Society for Burn Injuries，Swissôtel The Bosphorus，Istanbul, Turkey，2010.6.21-25 

・ 佐々木淳一，篠澤洋太郎：シンポジウム 関東の救急搬送体制と熱傷診療 重度熱傷患者の集約化と初療標準化の必

要性，第19回日本熱傷学会関東地方会，スクワール麴町，東京都千代田区，2011.1.29 

・ 工藤大介，篠澤洋太郎，山内 聡，遠藤智之，佐藤武揚，野村亮介，久志本成樹：ミニシンポジウム トロンボモジ

ュリン 敗血症性DICに対する遺伝子組換えトロンボモジュリンの抗炎症効果－historical cohort study，第38回日本集

中治療医学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2011.2.24-26 

・ 篠澤洋太郎：トロンボモジュリンの抗炎症効果（教育講演）救急医療体制における救急隊員の重要性，第21回那須・

南那須地域分科会，KATSUTAYA，栃木県大田原市，2011.3.9 

 

学会発表 

・ 工藤大介，佐々木淳一，山内 聡，遠藤智之，野村亮介，小林正和，篠澤洋太郎：重症外傷に対する高FFP/PRBC比

輸血療法は予後を改善するか？，第24回日本外傷学会，ホテルニューオータニ幕張，千葉県千葉市，2010.5.27-28 
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・ 山内 聡，工藤大介，湯澤寛尚，野村亮介，遠藤智之，佐々木淳一，氏家 勝，篠澤洋太郎：仙台市病院群当番制事

業と「救急搬送・受入の実施基準の策定」，第13回日本臨床救急医学会，幕張メッセ，千葉県千葉市，2010.5.31-6.1 

・ 野村亮介，小林正和，本間信之，工藤大介，湯澤寛尚，遠藤智之，山内 聡，佐々木淳一，赤石 敏，篠澤洋太郎：

傷急性期循環動態と酸化抗酸化動態，第36回日本熱傷学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.6.4-5 

・ 遠藤智之，篠澤洋太郎，佐々木淳一，山内 聡，工藤大介，野村亮介：広範囲熱傷急性期低体温に対する体温管理シ

ステム「ArcticSun」の使用経験，第36回日本熱傷学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.6.4-5 

・ 佐々木淳一，工藤大介，野村亮介，遠藤智之，山内 聡，岸野吏志，篠澤洋太郎：熱傷患者におけるCandin系抗真菌

薬（Micafungin）の血漿中濃度推移，第36回日本熱傷学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.6.4-5 

・ 篠澤洋太郎（座長）：全身管理・感染，第36回日本熱傷学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.6.4-5 

・ 野村亮介，小圷知明，本間信之，工藤大介，湯澤寛尚，北野夕佳，佐藤武揚，遠藤智之，山内 聡，赤石 敏，篠澤

洋太郎：重症セプシスにおける酸化抗酸化動態とサイトカイン変動：軟部組織感染症における検討，第38回日本救急

医学会，東京ビッグサイト，東京都江東区，2010.10.9-11 

・ 本間信之，山内 聡，篠澤洋太郎：敗血症に対する長時間エンドトキシン吸着療法の効果：PiCCO plus（肺経由動脈

熱希釈法）による検討，第38回日本救急医学会，東京ビッグサイト，東京都江東区，2010.10.9-11 

・ 山内 聡，本間信之，工藤大介，湯澤寛尚，野村亮介，佐藤武揚，遠藤智之，小圷知明，赤石 敏，篠澤洋太郎：

PiCCO plusを用いた呼吸不全の検討，第38回日本救急医学会，東京ビッグサイト，東京都江東区，2010.10.9-11 

・ 工藤大介，山内 聡，遠藤智之，佐藤武揚，野村亮介，湯澤寛尚，本間信之，小圷知明，赤石 敏，佐々木淳一， 

篠澤洋太郎：敗血症性DICに対する遺伝子組換えトロンボモジュリンの効果の検討，第38回日本救急医学会，東京ビ

ッグサイト，東京都江東区，2010.10.9-11 

・ 篠澤洋太郎（座長）：感染症・敗血症，第38回日本救急医学会，東京ビッグサイト，東京都江東区，2010.10.9-11 

・ 篠澤洋太郎（座長）：食事（栄養）ケア，第21回全国介護老人保健施設大会，ホテルグランヴィア岡山，岡山県岡山

市，2010.11.10-12 

・ 佐々木淳一，岸野吏志，篠澤洋太郎：熱傷患者におけるCandin系抗真菌薬であるMicafunginの血漿中濃度推移，第23

回日本外科感染症学会，京王プラザ，東京都新宿区，2010.11.18-19 

・ 篠澤洋太郎（司会），遠藤重厚：イブニングセミナー エンドトキシンを通して学んだこと，第23回日本外科感染症

学会，京王プラザ，東京都新宿区，2010.11.18-19 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 篠澤洋太郎：抗酸化物質蘇生開始前投与による良質な心肺脳蘇生の実験的検討，科学研究費，基盤C，22592007，採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 篠澤洋太郎：日本救急医学会（指導医，専門医）（評議員，指導医認定委員会委員長，倫理委員会委員長，制度委員

会委員），日本熱傷学会（専門医）（理事，評議員，倫理委員会委員長），日本救命医療学会（理事，評議員，編集

委員会委員），日本腹部救急医学会（評議員，編集委員会委員長，あり方委員会委員，ガイドライン作成委員会委

員），日本臨床救急医学会（評議員），日本外科代謝栄養学会（評議員），日本創傷治癒学会（評議員，評議員選考

委員会，国際委員会，将来構想検討委員会，広報・編集委員会），日本組織移植学会（評議員），日本外科学会（指

導医，認定登録医），日本胸部外科学会（指導医，認定医），日本外科感染症学会（評議員），日本集団災害医学会

（評議員），International Society for Burn Injuries（Burns Editorial Board Member, Program Committee, Research 

Committee），日本消化器外科学会，日本臨床外科学会，日本集中治療学会，日本外傷学会（査読委員），日本Shock

学会，日本外科系連合学会，日本感染症学会，日本血液代替物学会，日本中毒学会，American Burn Association，
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International College of Surgeons，International Society of Surgery 

 

 

 

クリニック 健康管理センター 
 
原著論文 

・ Suzuki G，Yamaguchi I，Ogata H，Sugiyama H，Yonehara H，Kasagi F，Fujiwara S，Tatsukawa Y，Mori I，Kimura S：

A nation-wide survey on indoor radon from 2007 to 2010 in Japan，J. Radiat. Res.，51，683-689，2010 

 

総説 

・ 鈴木 元：ダーティ爆弾に対する国民保護法訓練の課題，保健物理，45(2)，127-131，2010 

・ 稲葉洋平，鈴木 元，欅田尚樹：タバコ煙の曝露評価法，臨床化学，39(2)，117-122，2010 

 

研究報告 

・ 鈴木 元：屋内ラドンによる健康影響評価および対策に関する研究（H19・健危・一般016），厚生労働省（国立保健

医療科学院），総合研究報告書および平成21年度総括・分担研究報告書，2010 

・ 稲葉洋平，鈴木 元：たばこ規制枠組み条約に基づく有害化学物質等の国際標準化試験法および受動喫煙対策を主軸

とした革新的な癌予防に関する研究，厚生労働省（国立がんセンター），平成21年度総括・分担研究報告書，2010 

 

講演 

・ 鈴木 元：低線量・低線量率被ばくの生物・人体影響，医療放射線防護連絡協議会第21回年次大会シンポジウム，国

立がんセンター国際研究交流センター，東京都中央区，2010.12.10 

 

学会発表 

・ 鈴木 元 他2名：全国屋内ラドン調査，第69回日本公衆衛生学会総会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，

2010.10.28 

・ 欅田尚樹，鈴木 元 他：電子たばこの安全性評価，第69回日本公衆衛生学会総会，東京国際フォーラム，東京都千

代田区，2010.10.29  

・ 大久保忠利，鈴木 元 他：メンソール等配合市販たばこの化学分析および変異原性，日本環境変異原学会第39回大

会，つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.11.17 

・ 稲葉洋平，鈴木 元 他：国産たばこのたばこ葉抽出物の化学分析及び変異原性，日本環境変異原学会第39回大会，

つくば国際会議場，茨城県つくば市，2010.11.17 

 

研究助成金 

・ 稲葉洋平，鈴木 元：たばこ規制枠組み条約に基づく有害化学物質等の国際標準化試験法および受動喫煙対策を主軸

とした革新的な癌予防に関する研究，厚生科学研究費，第3次対がん総合戦力研究事業，H21-3次がん-一般-005，継続 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 鈴木 元：日本放射線影響学会（副編集長），米国放射線研究学会，日本癌学会，日本公衆衛生学会，日本放射線事
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故医療研究会（幹事，編集長） 

 

 

 

臨床医学研究センター 
国際医療福祉リハビリテーションセンター 
 
著書 
・ 下泉秀夫（分担執筆）：病弱・虚弱児の医療・療育・教育（改訂2版），4章現代のトピック 3．子ども虐待，154-

163，金芳堂，2010 

・ 下泉秀夫（分担執筆）：ポケットプラックティス「小児神経・発達診断」，1章月例・年齢別の神経診察と発達診断

テーマ11 5歳児，36-38，中山書店，2010 

・ 下泉秀夫（分担執筆）：小児神経学用語集（改訂第3版），診断と治療社，2010 

 

総説 
・ 下泉秀夫：児童生徒の虐待とネグレクトの現状と課題，日本学校歯科医会会誌，108，2011 

・ 下泉秀夫：5歳の頃，小児科，51(11)，1391-1396，2010 

・ 下泉秀夫：子どもの虐待と発達障害は関係があるのでしょうか？，教育と医学，58(8)，40-44，2010 

・ 下泉秀夫：国際医療福祉リハビリテーションセンターなす療育園の活動，とちぎ精神衛生，37，2011 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 下泉秀夫：地域の子どもたちの発達支援のための5歳児健診，中国四国小児心身医学会，サンポートホール高松，香

川県高松市，2010.5.30 

・ 内藤浩美：重症心身障害者施設における口腔ケア，口腔ケア研修会，自治医科大学，栃木県下野市，2010.9.17 

 

学会発表 
・ 下泉秀夫（座長）：第52回日本小児神経学会総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.5.20 

・ 桑島真理，滝口慎一郎，下泉秀夫：栃木県大田原市で行っている訪問型5歳児健診，第52回日本小児神経学会総会，

福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.5.20 

・ 滝口慎一郎，桑島真理，下泉秀夫：当初発達障害が疑われ後に若年型DRPLAと診断した3例，第52回日本小児神経学

会総会，福岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.5.20 

・ 下泉秀夫：5歳児健診から早期総合支援発達障害児事業へ，日本児童青年精神医学会，ベイシアホール，群馬県前橋

市，2010.10.30 

・ 下泉秀夫（座長）：日本子ども虐待防止学会第16回学術集会くまもと大会，熊本県立劇場，熊本県熊本市，

2010.11.28 

・ 内藤浩美，山本亜紀，三田村治郎，大橋一之，草間幹夫：経管栄養者（児）における歯周病原性細菌の存在に関する

検討，第16回日本摂食嚥下リハビリテーション学会，朱鷺メッセ，新潟県新潟市，2010.9.3-4 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 下泉秀夫：日本小児科学会（専門医），日本小児神経学会（専門医）（評議員，用語委員会委員），日本子ども虐待
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防止学会（評議員，評議員会議長，ニューズレター編集委員会委員長） 

・ 内藤浩美：日本口腔診断学会（指導医，認定医），日本障害者歯科学会，日本口腔科学会，日本摂食嚥下リハビリテ

－ショ学会，International Association for Dental Research 

 

 

 

臨床医学研究センター 
山王病院 
 
著書 

・ 堤 治（著者，執筆）：産婦人科手技シリーズ・腹腔鏡下手術，3-141，診断と治療社，2010 

・ 堤 治（担当編集者，監修，執筆）：産婦人科内視鏡下手術スキルアップ／ガイドライン・用語集 改訂版2版，序

文ほか，メジカルビュー社，2010 

・ 堤 治（編集）：生殖医療ガイドブック2010，金原出版，2010 

・ 堤 治（執筆，監修）：母性看護学各論・母性看護学1 改訂版，医学書院，2011 

・ 堤 治（執筆，監修）：母性看護学各論・母性看護学2 改訂版，医学書院，2011 

・ 堤 治（分担執筆）：生命の誕生に向けて生殖補助医療（ART）胚培養の理論と実際 第二版，ヒトの排卵機構と卵

巣刺激法，近代出版，2010 

・ 奥仲哲弥（分担執筆）：第104回医師国家試験問題解説集，医学評論社，2010 

・ 奥仲哲弥，土屋了介：がん治療を受ける前に知っておきたい55のこと，エクスノレッジ，2010 

・ 北林 耐（分担執筆）：小児の診断技法，小児の評価のためのアプローチ法，2-7，メジカルビュー社，2010 

・ 森野眞由美（著），石井裕正（監修），堀江義則（3刷校閲）：NHK今日の料理 生活習慣病の食事シリーズ⑥ 肝

臓の食事，日本放送出版協会，2010 

・ 小飼英紀，髙久史麿，自治医科大学学長 他：家庭医学大全科，歯の外傷，株式会社法研，2010 

・ 猪鼻達仁（分担執筆）：ヒト精液検査と手技～WHO・ラボマニュアル 第5版 翻訳～，顕微鏡－保存液，274-285，

高度生殖医療研究所，2011 

 

原著論文 

・ 奥仲哲弥：がんにおける光線力学的療法（PDT）の現状，日本レーザー学会誌，39(2)，101-105，2010 

・ 星野顕宏，阿部祥英，冨家俊弥，校條愛子，中村俊紀，斎藤多賀子，酒井菜穂，伊藤良子，神谷太郎，北林 耐， 

板橋家頭夫：硫酸マグネシウム点滴静注が有効と考えられた気管支喘息呼吸不全の一女児例，日本小児アレルギー学

会誌，24(2)，217-224，2010 

・ Nakajima T，Kurano M，Hasegawa T，Takano H，Iida H，Yasuda T，Fukuda T，Madarame H，Uno K，Meguro K，Shiga 

T，Sagara M，Nagata T，Maemura K，Hirata Y，Yamasoba T，Nagai R：Pentraxin3 and hsCRP are independent 

inflammatory markers released during high-intensity exercise，Eur J Appl Physiol，110，905-913，2010 

・ Nakajima T，Kurano M，Sakagami F，Iida H，Fukumura K，Fukuda T，Takano H，Madarame H，Yasuda T，Nagata T，

Sato Y，Yamasoba T，Morita T：Effects of low-intensity KAATSU resistance training on skeletal muscle size/strength and 

endurance capacity in patients with ischemic heart disease，Int J KAATSU Training Res，6，1-7，2010 

・ 須藤英一，永田泰自，坂庭信行，奥仲哲弥：ACT(asthma control test)を用いた気管支喘息におけるブデソニド／ホルモ

テロール配合剤の効果の検討，Progress in Medicine，31，141-145，2011 
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・ 堀江義則，山岸由幸，海老沼浩利，日比紀文：わが国における肝細胞癌合併アルコール性肝硬変患者の特徴，肝臓，

52，70-73，2011 

・ Sugimoto T，Ohta M，Ikenoue T，Yamada A，Tada M，Fujishiro M，Ogura K，Yamaji Y，Okamoto M，Kanai F，

Kawabe T，Omata M：Macroscopic morphologic subtypes of laterally spreading colorectal tumors showing distinct molecular 

alterations，Int J Cancer，127(7)，1562-1569，2010 

・ Isomura Y，Yamaji Y，Ohta M，Seto M，Asaoka Y，Tanaka Y，Sasaki T，Nakai Y，Sasahira N，Isayama H，Tada M，

Yoshida H，Kawabe T，Omata M，Koike K：A genetic polymorphism of CYP2C19 is associated with susceptibility to biliary 

tract cancer，J Gastroenterol.，45(10)，1045-1052，2010 

・ Yoshida S，Watabe H，Akahane M，Kyoden Y，Ishikawa H，Yamada A，Sugimoto T，Ohta M，Ogura K，Yamaji Y，

Ohtomo K，Kokudo N，Koike K，Omata M：Usefulness of multi-detector helical CT with multiplanar reconstruction for 

depicting the duodenal varices with multiple collateral shunt vessels，Hepatol Int.，4(4)，775-778，2010 

・ Seto M，Ohta M，Ikenoue T，Sugimoto T，Asaoka Y，Tada M，Mohri D，Kudo Y，Ijichi H，Tateishi K，Otsuka M，

Hirata Y，Maeda S，Koike K，Omata M：Reduced expression of RAS protein activator like-1 in gastric cancer，Int J Cancer，

128(6)，1293-1302，2011 

・ Kimura M，Mau T，Chan RW：Rheometric properties of canine vocal fold tissues: Variation with anatomic location.，Auris 

Nasus Larynx，38(3)，367-372，2011 

・ Kimura M，Nito T，Imagawa H，Sakakibara K，Chan RW，Tayama N：Collagen injection for correcting vocal fold 

asymmetry. High-speed imaging，Ann Otol Rhinol Laryngol，119(6)，359-368，2010 

・ Kimura M，Imagawa H，Nito T，Sakakibara K，Chan RW，Tayama N：rytenoid adduction for correcting vocal fold 

asymmetry. High-speed imaging，Ann Otol Rhinol Laryngol，119(7)，439-446，2010 

・ Kimura M，Mau T，Chan RW：Viscoelastic Properties of Phonosurgical Biomaterials at Phonatory Frequencies，

Laryngoscope，120(4)，764-768，2010 

 

総説 

・ 堤 治：良性卵巣腫瘍に対する腹腔鏡下手術，産婦人科治療，100(3)，282-287，2010 

・ 堤 治：子供の健康と環境－エコチル調査に期待する，日本内分泌攪乱化学物質学会News Letter，12(4)，巻頭言，

2010 

・ 堤 治：年代別の子宮内膜症に対する考え方，FUJI Infertility&Menopause News，4，1-3，2010 

・ 土屋富士子，野間 桃，菊地真理子，渡邊倫子，保母るつ子，両角和人，黒澤貴子，仲田正之，藤原敏弘， 

堤 治（共著）：当科における腹腔鏡下手術の検討，日本産科婦人科学会東京地方部会会誌，59(3)，420-423，2010 

・ 堤 治：内分泌攪乱物質と母乳，小児内科，42(10)，1669-1672，2010 

・ 堤 治：不妊・内分泌「原発性無月経」，産婦人科の実際，59(11)，1657-1664，2010 

・ 堤 治：体外受精技術が提起したもの，現代化学，477，38-40，2010 

・ 保母るつ子，菊地真理子，根津幸保，西尾元宏，勢多真理子，山田昌代，子安保喜，藤原敏弘，堤 治（共著）：バ

ソプレッシン子宮内筋層注入時における心機能抑制作用，産婦人科の実際，60(2)，239-242，2011 

・ 永田泰自：これだけは知っておきたい検査のポイント CYFRA, SCC抗原，Medicina，47，542-544，2010 

・ 永田泰自：診断力をみがくイメージトレーニング 誤診しそうな検診胸部X線の3症例，内科，105，701-706，2010 

・ 永田泰自：X線検査，からだの科学，268，22-26，2011 

・ 須藤英一，永田泰自，坂庭信行，奥澤 健，奥仲哲弥：“かぜ”はもちろん“引きこもり”も肺炎や慢性閉塞性肺疾

患（COPD）の兆候！，内科，107，339-342，2011 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－155－ 

・ 堀江義則，山岸由幸，梅田瑠美子，菊池真大，吉田英雄，海老沼浩利，斎藤英胤，加藤眞三，石井裕正，日比紀文：

血漿交換は重症型アルコール性肝炎の治療に有効か？，アルコールと医学生物学，29，33-40，2010 

・ 堀江義則：性差からみたアルコール性肝疾患，肝胆膵，60(5)，765-774，2010 

・ 堀江義則，山岸由幸，日比紀文：アルコール性肝炎，別冊日本臨床 新領域別症候群シリーズ，13，肝・胆道系症候

群 I. 肝臓編（上），186-190，2010 

・ 堀江義則：飲酒と関連する内科的疾患，診断と治療，98，1921-1927，2010 

・ 堀江義則：アルコール性肝障害，消化器疾患の最新治療2007-2008，313-314，2011 

 

研究報告 

・ 堀江義則：わが国における飲酒の実態ならびに飲酒に関連する生活習慣病，公衆衛生上の諸問題とその対策に関する

総合的研究 重症型アルコール性肝炎の実態と予後についての研究，厚生労働科学研究費補助金（環器疾患等生活習

慣病対策総合研究事業）平成21年度終了報告書，74-90，2010 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 堤 治：術後静脈血栓症予防におけるエノキサパリンの位置づけ，第62回 日本産科婦人科学会・サノフィアベンテ

ィスランチョンセミナー，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.4.23 

・ 堤 治：化学物質をめぐる子供の環境が危ない，公明党・化学物質問題対策PT合同会議，参議院議員会館・特別会議

室，東京都千代田区，2010.6.7 

・ 堤 治：生殖医療の現状とその問題点，長崎医師会生涯教育学術講演会，ホテルニュー長崎，長崎県長崎市，

2010.7.2 

・ 堤 治：不妊と生殖医療，母子保健研修センター助産師学校，東京都文京区，2010.7.9 

・ 堤 治：婦人科内視鏡について，母子保健研修センター助産師学校，東京都文京区，2010.7.9 

・ 堤 治：有害物質とヘルスカーボンの関係について，ヘルスカーボン研究会，ホテルグリーンパーク津，三重県津市，

2010.8.27 

・堤 治：婦人科腹腔鏡下手術の現況と問題点，第1回大分産科婦人科内視鏡研究会，大分東洋ホテル，大分県大分市，

2010.10.8 

・ 堤 治：生殖補助医療の現状と今後の課題について，生殖補助医療をめぐる法整備についての勉強会，衆議院第二議

員会館・第5会議室，東京都千代田区，2010.11.30 

・ 堤 治：子宮内膜症，外科系学会社会保険委員会連合・市民公開シンポジウム，東商ホール，東京都千代田区，

2011.3.5 

・ 堤 治：生殖医療と腹腔鏡，第17回鳥取生殖セミナー，米子ワシントンホテル，鳥取県米子市，2011.3.17 

・ 安斉俊久，山沖和秀（座長）：急性冠症候群における炎症の関与－メタボリック症候群と慢性腎臓病－，港心臓病セ

ミナー，ANAインターコンチネンタルホテル東京，東京都港区，2010.10.25 

・ 奥仲哲弥：PDTの適応拡大，第32回日本光医学・光生物学会，東京慈恵会医科大学講堂，東京都港区，2010.7.30-31 

・ Tetsuya Okunaka：Clinical application of PDT for lung cancer，13th Asian Pacific Association for Laser Medicine and Surgery，

Rako華の井ホテル，長野県諏訪市，2010.10.8 

・ 奥仲哲弥：光線力学的療法の適応拡大の現状と将来，第31回日本レーザー医学会，ウインク愛知，愛知県名古屋市，

2010.11.13 

・ 菊池 潔：乳癌について，山王健康講座，山王病院 山王ホール，東京都港区，2010.10.21 

・ 北林 耐：これだけは知っておきたい小児アレルギー，第28回日本小児歯科学会北日本地方会，郡山市民文化センター，
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福島県郡山市，2010.12.3 

・ 堀江義則，山岸由幸，日比紀文：ワークショップ1「肝炎以外の急性肝不全の実態と予後」アルコール性 重症型ア

ルコール性肝炎の実態と予後，第36回日本急性肝不全研究会，山形テルサ，山形県山形市，2010.5.26 

・ 堀江義則：アルコール内科学及び生化学，厚生労働省指定 アルコール専門医研修会 講義（90分），久里浜アルコ

ール症センター，神奈川県横須賀市，2010.6 

・ 堀江義則，山岸由幸，日比紀文：ワークショップ2 非B非C型肝癌の現状と問題点 アルコール性肝硬変からの肝発

癌における生活習慣病の影響についての検討，第46回日本肝癌研究会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.7.8-9 

・ 堀江義則：アルコール内科学及び生化学，厚生労働省指定 アルコール専門医研修会 講義（90分），久里浜アルコ

ール症センター，神奈川県横須賀市，2010.8 

・ 堀江義則，山岸由幸，海老沼浩利，日比紀文：シンポジウム9 生活習慣病と多量飲酒－地域と職場での対応－アル

コール性肝硬変の進展における生活習慣病の関与，第45回日本アルコール薬物医学会総会，リーガロイヤルホテル小

倉，福岡県北九州市，2010.10.7-9 

・ Miwako Kimura：Rheology of vocal fold，Voice symposium，Kyoto university，Kyoto-shi, Kyoto，2010.9.10 

・ 木村美和子：声帯の粘弾性の検討，平声会，東京都，2011.3.2 

・ 猪鼻達仁：ICSIデモンストレーション，日本臨床エンブリオロジスト学会，いわき明星大学／小名浜オーシャンホテ

ル，福島県いわき市，2011.1.8-9 

 

学会発表 

・ 堤 治（座長）：次世代のART・新たな技術・素材の実用化Ⅱ 胚に対する微細環境の影響，第28回日本受精着床学

会総会・学術講演会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.7.28 

・ 堤 治（座長）：難治性不妊患者における無～低刺激排卵誘発の工夫，第28回日本受精着床学会総会・学術講演会，

パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.7.28 

・ 堤 治（座長）：生殖医療における内視鏡手術の現状と展望，第56回日本生殖医学会学術講演会・総会，パシフィコ

横浜，神奈川県横浜市，2010.11.12 

・ 堤 治（座長）：腹腔鏡における視野維持のための工夫とその成績，第23回日本内視鏡外科学会，パシフィコ横浜，

神奈川県横浜市，2010.10.18 

・ 堤 治（座長）：女性の病気が教えてくれたこと，外科系学会社会保険委員会連合・市民公開シンポジウム，東商ホ

ール，東京都千代田区，2011.3.5 

・ 奥田 誠（座長）：口演 大腸22 O-1217－O-1226，第72回日本臨床外科学会総会，パシフィコ横浜 会議センター

4F 第13会場，神奈川県横浜市，2010.11.23 

・ 奥田 誠（座長）：一般演題ポスター 大腸癌8 P2-025－P2-030，第65回日本大腸肛門病学会総会，アクトシティ浜

松3F31会議室，静岡県浜松市，2010.11.27 

・ 奥仲哲弥（座長）：PDTの適応拡大と問題点，第32回日本光医学・光生物学会，東京慈恵会医科大学講堂，東京都港

区，2010.7.30-31 

・ Tetsuya Okunaka（座長）：Presidential Lecture，13th Asian Pacific Association for Laser Medicine and Surgery，Rako華の井

ホテル，長野県諏訪市，2010.10.8 

・ 奥仲哲弥（座長）：呼吸器領域におけるレーザー診断・治療の現況と展望，第31回日本レーザー医学会，ウインクあ

いち，愛知県名古屋市，2010.11.13 

・ 斎藤多賀子，中村俊紀，伊藤良子，酒井菜穂，神谷太郎，北林 耐，板橋家頭夫：当院におけるインフルエンザ陽性

の肺炎に対するイソプロテレノール持続吸入の使用経験，第22回日本アレルギー学会春季臨床大会，国立京都国際会
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館，京都府京都市，2010.5.8 

・ 伊藤良子，中村俊紀，斉藤多賀子，酒井菜穂，神谷太郎，北林 耐，板橋家頭夫：TARCは低年齢層におけるアトピ

ー性皮膚炎の診断に利用できるか，第22回日本アレルギー学会春季臨床大会，国立京都国際会館，京都府京都市，

2010.5.8 

・ Ito R，Nakamura T，Saito T，Sakai N，Kamiya T，Kitabayashi T，Itahashi K：Usefulness of the serum TARC levels as an 

objective diagnostic marker for infantile atopic dermatitis，29th Congress of the European Academy of Allergy and Clinical 

Immunology，Excel London，London, England，2010.6.6 

・ 星野顕宏，三川武志，森田孝次，酒井菜穂，北林 耐，板橋家頭夫：G6PD酵素異常症の1例，第575回日本小児科学

会東京地方会講話会，野口英世記念会館講堂，東京都新宿区，2010.6.12 

・ 北林 耐（座長），増田 敬：喘息疫学，第60回日本アレルギー学会秋季学術大会，東京国際フォーラム，東京都千

代田区，2010.11.26 

・ 北林 耐（座長）：経口負荷試験（1），第47回日本小児アレルギー学会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.12.4 

・ 豊寺 舞，村瀬正彦，加賀美武飛，山川琢司，田中 裕，永原敬子，高橋兼一郎，中野有也，宮沢篤生，櫻井基一郎，

相澤まどか，岩崎順弥，水野克己，板橋家頭夫，北林 耐：診断に苦慮した先天性血小板減少性紫斑病の1例，第581

回日本小児科学会東京地方会講話会，野口英世記念会館講堂，東京都新宿区，2011.2.12 

・ 三川武志，森田孝次，北林 耐，板橋家頭夫：自己免疫性肝炎に甲状腺機能亢進症・耐糖能異常を合併し多腺性自己

免疫症候群Ⅲ型と考えられた1例，第20回日本小児リウマチ学会総会・学術総会，沖縄県市町村自治会館，沖縄県那

覇市，2011.2.12 

・ 北林 耐，斉藤多賀子，伊藤良子，北條菜穂，板橋家頭夫：口腔アレルギー症候群と考えられたピーナッツアレルギ

ー，第11回食物アレルギー研究会，昭和大学上条講堂，東京都品川区，2011.2.19 

・ 中嶋緑郎，堀江義則，足立雅之，吉田英雄，日比紀文：当院における重症型アルコール性肝炎症例11例の検討，第96

回日本消化器病学会総会，朱鷺メッセ，新潟県新潟市，2010.4.22-24 

・ 堀江義則，山岸由幸，足立雅之，吉田英雄，海老沼浩利，斎藤英胤，加藤眞三，石井裕正，日比紀文：年齢ならびに

性差別に見たアルコール性肝硬変の進展における糖尿病，肥満の影響，第46回日本肝臓学会総会，山形テルサ，山形

県山形市，2010.5.27-28 

・ Horie Y，Yamagishi Y，Ebinuma H，Saito H，Kato S，Ishii H，Hibi T：CURRENT STATUS OF ALCOHOLIC LIVER 

CIRRHOSIS IN JAPAN -GENDER DIFFERENCE AND FACTORS INVOLVED IN THE PROGRESSION -，Digestive 

Disease Week (DDW) 米国消化器病学会，New Orleans, LA, USA，2010.5.1-5 

・ 堀江義則，山岸由幸，海老沼浩利，石井裕正，日比紀文：重症型アルコール性肝炎の性差と治療戦略，第6回消化器

病における性差医学医療研究会，東京ガーデンパレス，東京都文京区，2010.7.23 

・ 堀江義則（座長）：一般演題，アルコールと健康研究会，サントリー白州蒸留所カンファレンスルーム，山梨県北杜

市，2010.8 

・ Horie Y，Yamagishi Y，Kato S，Ishii H，Hibi T：Severe Alcoholic Hepatitis In Japan，The 15th Congress of the 

International Society for Biomedical Research on Alcoholism，Parie, France，2010.9 

・ 堀江義則（座長）：若手奨励シンポジウム アルコール医療の未来，第45回日本アルコール薬物医学会総会 シンポ

ジウム，リーガロイヤルホテル小倉，福岡県北九州市，2010.10.7-9 

・ 堀江義則，山岸由幸，海老沼浩利，日比紀文：重症型アルコール性肝炎の診断基準案（高田班）の問題点と改訂案，

第30回日本アルコール医学生物学研究会，翆香園，福岡県久留米市，2010.11.26-27 

・ 堀江義則，山岸由幸，海老沼浩利，日比紀文：重症型アルコール性肝炎の性差と治療についての検討，第38回日本肝
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臓学会東部会，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.12.2-3 

・ 美馬達夫：低髄液圧症候群に対するブラッドパッチ治療の2年間フォローアップ成績，日本脳神経外科学会総会，福

岡国際会議場，福岡県福岡市，2010.10.28 

・ 美馬達夫：脳脊髄液減少症の治療の難治症例の検討，第9回脳脊髄液減少症研究会，日本メジフィジックス東京会議

室，東京都江東区，2011.2.27 

・ 小飼英紀：先天欠損を伴った反対咬合に対する包括治療の一例，第18回日本成人矯正歯科学会，東京ステーションコ

ンファレンス サピアタワー，東京都千代田区，2010.6.27 

・ 坂庭信行：乳癌及び甲状腺腫瘍合併の肺腺癌で，術後早期に急激な頚部リンパ節転移を来たした一例，日本呼吸器外

科学会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.5.14 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 

・ 北林 耐（分担）：小児気管支喘息重症発作に対するイソプロテレノール持続吸入療法の検討 サルブタモール持続

吸入を対照とした多施設共同盲検ランダム化比較試験，厚生労働省科学研究補助金 医療技術実用化総合研究事業，

H20-臨床試験-一般-010，継続 

・ 北林 耐（分担）：食物アレルギーにおける経口免疫療法の確立と治癒メカニズムの解明に関する研究，厚生労働科

学研究費補助金 免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業，採択 

・ 永田泰自：COPD患者の呼吸リハビリテーションにおける加圧筋力トレーニングの応用，文部科学省科学研究費補助金，

基盤研究(C)，21500465，継続 

・ 保科 清：小児救急電話相談の実施体制及び相談対応の充実に関する研究，平成22年度厚生労働科学研究費補助金，

H21-医療-一般-010，継続 

・ 樋口 進（主任研究者），堀江義則（研究協力者）：わが国における飲酒の実態把握およびアルコールに関連する生

活習慣病とその対策に関する総合的研究，平成22年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病

対策総合研究事業），ライフサイエンス，H22-循環器等（生習）-一般-013，採択 

 

学位取得・研究業績に対する受賞 

・ Horie Y，Kikuchi M，Yamagishi Y，Rumiko R，Ebinuma H，Saito H，Kato S，Ishii H，Hibi T，and Han JY：日本アル

コール薬物医学会平成21年度優秀論文賞，Effect of a herbal medicine on fatty liver in rats fed ethanol chronically，Jpn. J. 

Alcohol & Drug Dependence 2009，44，636-648，2010.10 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 堤 治：日本産科婦人科学会（専門医），日本内分泌学会（専門医）（代議員），日本産科婦人科内視鏡学会（技術

認定医）（理事長），日本内視鏡外科学会（技術認定医）（評議員，技術認定委員会委員），日本生殖医学会（生殖

医療専門医）（幹事，代議員），アジアパシフィック婦人科内視鏡学会（理事長），環境ホルモン学会（副会長，理

事），日本哺乳動物卵子学会（常任理事），日本受精着床学会（常務理事），東京母性衛生学会（理事），日本新生

児学会（評議員），日本産科婦人科腫瘍学会（評議員），日本更年期医学会（評議員），産婦人科の実際（編集委員），

医学のあゆみ（編集協力者），Reproductive Medicine and Biology（エグゼクティブエディター），中日友好病院（名

誉教授） 

・ 奥田 誠：日本大腸肛門病学会（指導医，専門医）（評議員），日本外科学会（指導医，専門医，認定医），日本消

化器外科学会（指導医，専門医，認定医，消化器がん外科治療認定医），日本大腸検査学会（評議員），日本消化器

内視鏡学会（指導医，認定専門医），日本消化器病学会（専門医），日本臨床外科医学会，日本癌治療学会，日本内
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視鏡外科学会，日本サイコオンコロジー学会，The American Society of Colon & Rectal Surgeons 

・ 山沖和秀：日本循環器学会（循環器専門医）（関東甲信越地方会評議員），日本内科学会（内科認定医），日本心臓

病学会，日本高血圧学会，日本老年病学会，日本脈管学会，Heart Journal（編集委員） 

・ 奥仲哲弥：日本外科学会（指導医，認定医，専門医）（外科専門医認定試験委員），日本呼吸器外科学会（指導医，

専門医）（評議員），日本レーザー医学会（指導医，専門医）（理事，安全委員会委員長，編集委員），日本呼吸器

内視鏡学会（指導医，専門医）（評議員，編集委員），日本肺癌学会（評議員），日本外科系連合学会（評議員），

日本臨床細胞学会（専門医），日本臨床腫瘍学会（指導医），日本光線力学会（理事），J.Thoracic and Cardiovascular 

Surgery（Associate editor），Photodiagnosis and Photodynamic therapy（Associate editor） 

・ 北林 耐：日本小児科学会（専門医），日本小児科学会東京地方会（運営委員），日本アレルギー学会（指導医）

（代議員），日本小児アレルギー学会（評議員），日本小児難治喘息アレルギー疾患学会，食物アレルギー研究会，

日本がん治療機構（暫定教育医），日本血液学会，日本小児血液学会，日本小児リウマチ学会，The European 

Academy of Allergy and Clinical Immunology 

・ 永田泰自：日本内科学会，認定内科医，日本呼吸器学会（専門医，指導医），日本呼吸器内視鏡学会（気管支鏡専門

医），日本呼吸器学会・日本胸部外科学会・日本麻酔科学会（三学会合同呼吸療法認定士認定試験委員会委員） 

・ 保科 清：日本小児科学会（専門医），日本感染症学会（指導医，専門医）（評議員），日本内分泌学会（専門医） 

・ 堀江義則：日本内科学会（認定医，指導医），日本消化器病学会（専門医，指導医）（関東支部評議員），日本肝臓

学会（専門医）（東部会評議員），日本消化器内視鏡学会（専門医），日本アルコール・薬物医学会（学会監事，学

会評議員，渉外委員，教育委員），日本微小循環学会，アルコール医学生物学研究会（運営委員），国際アルコール

学会，米国アルコール学会 

・ 美馬達夫：日本脳神経外科学会（専門医）（評議員），日本正常圧水頭症研究会（世話人），脳脊髄液減少症研究会

（世話人，事務局長） 

・ 柳原 泰：日本整形外科学会（専門医，認定スポーツ医，認定リウマチ医，認定運動器リハビリテーション医），日

本リウマチ学会（専門医），日本手の外科学会（専門医）（代議員），日本医師会（認定産業医，健康スポーツ医），

日本リウマチ財団（リウマチ登録医） 

・ 小飼英紀：日本歯周病学会（専門医取得） 

・ 倉島一浩：日本耳鼻咽喉科学会（認定専門医），日本耳科学会，日本めまい平衡医学会 

・ 木村美和子：日本アレルギー学会（専門医） 

・ 坂庭信行：日本外科学会（外科専門医），日本呼吸器内視鏡学会（呼吸器内視鏡専門医） 

・ 猪鼻達仁：日本臨床エンブリオロジスト学会（理事），日本哺乳動物卵子学会（生殖補助医療胚培養士），日本受精

着床学会，日本生殖医学会 

 

 

 

臨床医学研究センター 
山王メディカルセンター 
 
著書 

・ 織田正也，中村正彦（分担執筆）：YEAR NOTE SERIES, SELECTED ARTICLES 2011，主要病態・主要疾患の論文集，

急性胃粘膜病変（AGML），51-70，メディックメディア，2010 

・ 織田正也，中村正彦（分担執筆）：Self Assessment，A. 消化管・腹壁・腹膜疾患 A-5急性胃粘膜病変（AGML）， 
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31-32，メディックメディア，2010 

・ 北島政樹，織田正也（編集）：Progress in Medicine，消化器疾患の病態生理，31(3)，7-39，ライフ・サイエンス，2011 

・ 太田博明（分担執筆）：NEWエッセンシャル産科学・婦人科学，更年期障害，266-270，医歯薬出版，2010 

・ 太田博明（分担執筆）：ビスフォスフォネートの有用性と顎骨壊死，各科におけるビスフォスフォネートの有用性 

3. 産婦人科，13-16，大阪大学出版会，2010 

・ 太田博明，尾上佳子，黒田龍彦（分担執筆）：骨粗鬆症のマネジメント，運動と日常生活，61-67，医薬ジャーナル社，

2010 

・ 太田博明（分担執筆）：骨粗鬆症のマネジメント，SERM，139-151，医薬ジャーナル社，2010 

・ 太田博明，吉形玲美（分担執筆）：骨代謝マーカー 改訂版，女性ホルモン剤，128-131，医薬ジャーナル社，2010 

・ 谷 禮夫：老年医学（第2版），消化器疾患，139-154，中外医学社，2010 

・ 谷 禮夫：臨床検査データブック，2011-2012，検査計画の進め方－消化管疾患，42-44，医学書院，2011 

 

原著論文 

・ 天野隆弘：神経内科の教育プログラムはいかにあるべきか 神経内科教育にICTは使えるか？－その方法と問題点，

臨床神経学，50(11)，1034-1036，2010 

・ Yokomori H，Oda M，Yoshimura K，Watanabe S，Hibi T：Aberrant expressions of aquaporin-1 in association with 

capillarized sinusoidal endothelial cells in cirrhotic rat liver，Med. Mol. Morphol.，43，6-12，2010 

・ Yokomori H，Oda M，Kaneko F，Kawachi S，Tanabe M，Yoshimura K，Hibi T：Lymphatic marker podoplanin/D2-40 in 

human advanced cirrhotic liver-Re-evaluations of microlymphatic abnormalities，BMC Gastroenterol.，10，131-140，2010 

・ Yokomori H，Oda M，Yoshimura K，Machida S，Kaneko F，Hibi T：Overexpression of Apelin receptor (APJ/AGTRL1) on 

hepatic stellate cells and sinusoidal angiogenesis in human cirrhotic liver，J. Gastroenterol.，46，222-231，2011 

・ Toshiyuki Yoneda，Hiroshi Hagino，Toshitsugu Sugimoto，Hiroaki Ohta，Shunji Takahashi，Satoshi Soen，Akira Taguchi，

Satoru Toyosawa，Toshihiko Nagata，Masahiro Urade：Bisphosphonate-related osteonecrosis of the jaw: position paper from 

the Allied Task Force Committee of Japanese Society for Bone and Mineral Research, Japan Osteoporosis Society, Japanese 

Society of Periodontology, Japanese Society for Oral and Maxillofacial Radiology, and Japanese Society of Oral and 

Maxillofacial Surgeons，Journal of Bone and Mineral Metabolism，28(4)，365-383，2010 

・ Hiroaki Ohta，Tatsuhiko Kuroda，Yoshiko Onoe，Chie Nakano，Remi Yoshikata，Ken Ishitani，Kazunori Hashimoto，

Miyoko Kume：Familial correlation of bone mineral density, birth data and lifestyle factors among adolescent daughters, mothers 

and grandmothers，Journal of Bone and Mineral Metabolism，28(6)，690-695，2010 

・ 太田博明，黒田龍彦，尾上佳子：若年女性における高骨密度獲得のための生活習慣管理の重要性，Osteoporosis Japan，

18(2)，43-47，2010 

・ 太田博明：東京女子医大から発信した女性医療，東京女子医科大学雑誌，80(9)，259-270，2010 

・ 太田博明，板橋 明，梅村 俊，上崎利昭，西川正彦，白井克明：男性骨粗鬆症患者を含む日常診療レベルにおける

リセドロネート錠2.5mgの安全性と有効性の検討，Osteoporosis Japan，18(4)，131-139，2010 

・ Masataka Shiraki，Tatsuhiko Kuroda，Nobuaki Miyakawa，Naohito Fujinawa，Kazamasa Tanzawa，Akiko Ishizuka，Shiro 

Tanaka，Yukari Tanaka，Takayuki Hosoi，Eiji Itoi，Shigeto Morimoto，Akira Itabashi，Toshitsugu Sugimono，Toshihiko 

Yamashita，Itsuo Gorai，Satoshi Mori，Hideaki Kishimoto，Hideki Mizunuma，Naoto Endo，Yoshiki Nishizawa，Kunio 

Takaoka，Yasuo Ohashi，Hiroaki Ohta，Masao Fukunaga，Toshitaka Nakamura，Hajime Orimo：Design of a pragmatic 

approach to evaluate the effectiveness of concurrent treatment for the prevention of osteoporotic fractures: rationale, aims and 

organization of a Japanese Osteoporosis Intervention Trial (JOINT) initiated by the Research Group of Adequate Treatment of 
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Osteoporosis (A-TOP)，Journal of Bone and Mineral Metabolism，29(1)，37-43，2011 

・ Akira Itabashi，Kousei Yoh，Arkadi A.Chines，Takami Miki，Masahiko Takada，Sato Hiroshi，Gorai Itsuo，Toshitsugu 

Sugimoto，Hiroaki Ohta：Effects of bazedoxifene on bone mineral density, bone turnover, and safety in postmenopausal 

Japanese women with osteoporosis，Journal of Bone and Mineral Research，26(3)，519-529，2011 

 

総説 

・ 宮田靖志，野村英樹，尾藤誠司，河本慶子，朝比奈真由美，阪井孝壱郎，浅井 篤，天野隆弘，大生定義，後藤英

司：提言 医師養成課程におけるプロフェッショナリズム教育の導入と具体化について，医学教育，42(2)，123，

2011 

・ 太田博明：女性の健康を守っているのはエストロゲン，ばらんす，29(7)，14-15，2010 

・ 太田博明，尾上佳子，黒田龍彦：発育期の運動と骨（運動と骨Ⅱ），THE BONE，24(2)，71-75，2010 

・ 太田博明：骨代謝マーカー，産科と婦人科，77(増刊)，320-328，2010 

・ 嶋田悦子，石谷 健，中島宏美，佐々木かりん，由井瞳子，松浦広明，吉形玲美，橋本和法，太田博明：術前に診断

し得た子宮体部漿液性腺癌Ivb期の1例，日本産科婦人科学会東京地方部会雑誌，59(1)，68-71，2010 

・ 太田博明：健康な体は毎日の生活から，日本経済新聞（2010年4月24日（土）），2010 

・ 太田博明：ウェルエイジングと女性医療，産婦人科治療，100(4)，356-362，2010 

・ 太田博明：重症骨粗鬆症に対する併用療法の新たなエビデンス－A-TOP研究JOINT-02より－，日本更年期医学会ニュ

ーズレター，16(1)，6，2010 

・ 太田博明：心の持ち方を変えて女性の更年期障害に対処する，まいんど，22，9-11，2010 

・ 太田博明：骨密度およびライフスタイルからみた骨粗鬆症における家族要因～2世代および3世代の検討～，

CLINICAL CALCIUM，20(6)，82-94，2010 

・ 太田博明：骨量が増えれば，動脈硬化も予防できる！？（Health Café），ミセス，666，269，2010 

・ 野村秀高，中野千枝，吉形玲美，石谷 健，橋本和法，太田博明：手術創の縫合と管理－ドレナージを中心に－，産

婦人科の実際，59(8)，1183-87，2010 

・ 太田博明：エストロゲンを使う（エストロゲンを使う？使わない？誌上ディベート），アンチ・エイジング医学，

6(4)，56-60，2010 

・ 太田博明：中高年女性の健康スポーツ(1)，臨床スポーツ医学，27(7)，751-760，2010 

・ 太田博明：若年期からの骨粗鬆症予防，牛乳栄養学術研究会第24回国際学術フォーラム報告書，31-45，2010 

・ 太田博明：山王メディカルセンターに誕生した「女性医療センター」（施設研究室訪問），Medical Tribune，43(28)，

48，2010 

・ 太田博明：骨コラーゲンサビつき予防法，Nikkei Health Premie 2010-2011，46-51，2010 

・ 太田博明：ラロキシフェン（エビスタ）の臨床使用における安全性と有効性，SERM，8，12-17，2010 

・ 太田博明：骨粗鬆症，産婦人科の実際，59(11)，1947-1955，2010 

・ 太田博明：女性ホルモンのアンチエイジング，Medical Rehabilitation，124，77-83，2010 

・ 太田博明：子宮頸がん（今こそ知っておきたい感染症対策），冬のけんこう，12，2010 

・ 太田博明：「骨粗鬆症の予防と治療のガイドライン」改訂版の基本的な考え方，Medical Tribune，43(48)，14-15，

2010 

・ 太田博明：バゼドキシフェン酢酸塩，CLINICAL CALCIUM，21(1)，34-42，2011 

・ 太田博明：骨粗鬆症と栄養，Functional Food，4(13)，208-215，2011 

・ 太田博明：大活躍する「女性の守護神」～女性ホルモンの話 その1～，週刊新潮，4，63，2011 
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・ 太田博明：60歳で男女逆転！？～女性ホルモンの話 その2～，週刊新潮，5，61，2011 

・ 太田博明：セックスしたくなくなる女たち～女性ホルモンの話 その3～，週刊新潮，6，61，2011 

・ 太田博明：春だから，活発に動ける体が欲しい！骨と血管のW強化作戦！，春のけんこう，3-6，2011 

・ 太田博明：だから女性は生活習慣病になりにくい！女性の守護神“女性ホルモン”の働きとは？，ばらんす，30(5)，

6-7，2011 

・ 太田博明：骨粗鬆症の予防と治療ガイドラインUpdate，骨粗鬆症をめぐる最新のトピックス，3, 8，2011 

・ 太田博明：日常診療とpractice based medicine－JOINT-02を踏まえて－，THE BONE，25(1)，69-73，2011 

・ 折茂 肇，中村利孝，斎藤 充，細井孝之，太田博明，白木正孝，杉本利嗣：骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン

Update 2011年6月の改訂版発表に向けて，Osteoporosis Japan，18(4)，5-8，2011 

・ 太田博明：生活習慣病に見る男女の差 女性ホルモンが要因で，くらしとからだ，17(4)，10-11，2011 

・ 太田博明：不定愁訴を訴える女性の骨粗鬆症対策，Osteoporosis Japan，19(1)，29-32，2011 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 天野隆弘：神経内科教育にICTは使えるか－その方向と問題点，第51回日本神経学会，東京国際フォーラム，東京都

千代田区，2010.5.22 

・ 天野隆弘：海外におけるシミュレーション教育，第42回日本医学教育学会大会，都市センターホテル，東京都千代田

区，2010.7.30 

・ 天野隆弘：新しいシミュレーション教材の開発：ルンバールと胸腔穿刺，第42回日本医学教育学会大会，都市センタ

ーホテル，東京都千代田区，2010.7.31 

・ Noriko Okuyama，Takahiro Amano：What is a “Good Doctor”? A conjoint analysis of medical students' preferences，AMEE 

2010，Scottish Exhibition and Conference Centre，Glasgow, Scotland，2010.9.7 

・ Y Tamura，K Yasui，M Hirakata，T Amano，K Fukuda，H Kashima：Video teaching material brings synergetic effects in 

simulation training，AMEE 2010，Scottish Exhibition and Conference Centre，Glasgow, Scotland，2010.9.7 

・ 天野隆弘：Medical Professionalismの定義とその教育，大阪大学医学科FD（医学教育セミナー），大阪大学医学部講義

棟，大阪府吹田市，2011.3.28 

・ Oda M，Yokomori H：Different expressions of Caveolin-1 and Aquaporin-1 between normal and capillarized hepatic sinusoidal 

endothelium-changes in fenestral pores，Symposium: SY14-Microvascular Endothelium-New Insights into Molecular 

Mechanisms of Transendothelial Transport，9th World Congress for Microcirculation，Paris, France，2010.9.26-28 

・ Han JY，Oda M，Liu YH，Pan CS，Liu YY，Hu BH，Wang F，Fan JY：In vivo and electron microscopic computerized 

analysis of microvascular permeability in normal and pathological state，Symposium: SY14-Microvascular Endothelium-New 

Insights into Molecular Mechanisms of Transendothelial Transport，9th World Congress for Microcirculation，Paris, France，

2010.9.26-28 

・ 太田博明：AI剤による骨代謝への影響～Aromatase inhibitors induced osteoporosis～，第13回神奈川AI研究会，横浜エク

セルホテル東急，神奈川県横浜市，2010.4.17 

・ 太田博明：直近の10年間に東京女子医大・河田町から発信した予防医療としての女性医療，ファンケル綜合研究所・

予防医療セミナー，ファンケル綜合研究所，神奈川県横浜市，2010.6.16 

・ 太田博明：骨粗鬆症ガイドライン2011改訂のポイント，富山県骨粗鬆症学術講演会 特別講演Ⅲ，ANAクラウンプラ

ザホテル富山，富山県富山市，2010.9.15 

・ 太田博明：骨粗鬆症治療における併用療法の新たなエビデンス－A-TOP/JOINT（介入）研究より－，鹿屋市医師会学

術講演会 特別講演，鹿屋市医師会館，鹿児島県鹿屋市，2010.9.16 
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・ 太田博明：骨粗鬆症勉強会 骨粗鬆症の最新の話題と各治療薬の位置付け，骨粗鬆症勉強会，ファイザー株式会社本

社会議室，東京都渋谷区，2010.9.22 

・ 太田博明：ウェルエイジングと女性医療，平成22年度慶應義塾大学薬学部 公開講座B，慶應義塾大学 芝共立キャ

ンパス，東京都港区，2010.10.17 

・ 太田博明：がん治療中に合併する骨量減少と骨折およびその対応，第10回愛知骨粗鬆症研究会 特別講演Ⅱ，ヒルト

ン名古屋，愛知県名古屋市，2010.10.30 

・ 太田博明：閉経後女性のヘルスケア－新規SERMによる骨折予防への期待－，ビビアント新発売記念講演会 演題2 ，

リーガロイヤルホテル小倉，福岡県北九州市，2010.11.3 

・ 太田博明：健康長寿と骨粗鬆症診療の重要性－新規SERMへの期待－，骨粗鬆症学術講演会，アークホテル岡山，岡

山県岡山市，2010.11.10 

・ 太田博明：生活習慣病としての骨粗鬆症を改めて考える，第15回兵庫県骨・カルシウムを語る会 特別講演，ANAク

ラウンプラザホテル，兵庫県神戸市，2010.11.11 

・ 太田博明：若年期における骨粗鬆症の発症予防対策，第21回婦人科骨粗鬆症研究会 特別講演2（臨床），経団連会

館 国際会議場，東京都千代田区，2010.11.13 

・ 太田博明：新規SERMと骨折予防－閉経後女性の健康長寿のために－，ビビアント新発売記念講演会 特別講演2，ホ

テルクレメント徳島，徳島県徳島市，2010.11.17 

・ 太田博明：骨粗鬆症とQOL－Well agingのためになすべきことは？－，第9回新潟運動器QOL研究会 特別講演，新潟

グランドホテル，新潟県新潟市，2010.11.25 

・ 太田博明：超高齢社会における骨粗鬆症診療の重要性，第8回骨粗鬆症フォーラム 特別講演，福井商工会議所，福

井県福井市，2010.11.26 

・ 太田博明（座長）：がんと骨転移，第11回東京骨・カルシウム・ホルモン代謝研究会，アルカディア市ヶ谷，東京都

千代田区，2010.12.11 

・ 太田博明：骨粗鬆症の病態と治療－最近の進歩－，板橋区薬剤師会 板薬イブニングセミナー 骨粗鬆症の基礎知識

－服薬指導を中心として－特別講演，板橋区立グリーンホール，東京都板橋区，2011.2.16 

・ 太田博明（座長）：骨髄異形成症候群・不応性貧血におけるビタミンK2 (VK2)単独療法とVk2とビタミンD3併用療法

－第Ⅱ相多施設共同臨床，第14回Vitamin K&Aging研究会 セッション5，経団連会館，東京千代田区，2011.2.19 

・ 太田博明：骨粗鬆症の日常診療における今後の課題，玉川砧薬剤師会研修会 講演2，渋谷フォーラムエイト，東京

都渋谷区，2011.2.20 

・ 太田博明：骨粗鬆症治療薬の有害事象を改めて考える，平成22年度第6回北区薬剤師会学術講演会 臨床薬学講習，

北とぴあ，東京都北区，2011.3.3 

・ 太田博明：骨格の健康とSERM～初発椎体骨折予防の重要性～，整形外科ネットワーク筑波～骨の健康を考える会～ 

特別講演，ホテルグランド東雲，茨城県つくば市，2011.3.4 

・ 太田博明：サクセスフル・エイジングとSERM，沼津骨粗鬆症セミナー 特別講演，沼津東急ホテル，静岡県沼津市，

2011.3.9 

・ 太田博明：Well Agingウエル･エイジング－若さと健やかさを保つ女性検診－，山王けんこう講座，山王病院山王ホー

ル，東京都港区，2011.3.30 

・ 片瀬功芳：Human Papillomavirus，港区産婦人科医会，東京ミッドタウン，東京都港区，2010.6.13 

 

学会発表 

・ 森實敏夫，天野隆弘，岩尾總一郎：帯電話を用いた学生の出席管理システム，第42回日本医学教育学会大会，都市セ
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ンターホテル，東京都千代田区，2010.7.30 

・ 森實敏夫，天野隆弘，岩尾總一郎：携帯電話を情報端末として利用したTeam-based Learningの実施，第42回日本医学

教育学会大会，都市センターホテル，東京都千代田区，2010.7.30 

・ 田村雄一，小林和馬，林 啓太，瀬上和貴，太田裕一朗，安井清孝，山崎元靖，平形道人，天野隆弘，鹿島晴雄， 

堀 進悟：慶應義塾大学における学生ACLS普及団体の8年間の活動報告と成功の秘訣，第42回日本医学教育学会大会，

都市センターホテル，東京都千代田区，2010.7.31 

・ 田村雄一，安井清隆，中島理加，鶴田ひかる，門川俊明，平形道人，天野隆弘，佐藤 徹，福田恵一，鹿島晴雄：慶

應義塾大学におけるアドバンスド医療面接実習から医学生に求められる事，第42回日本医学教育学会大会，都市セン

ターホテル，東京都千代田区，2010.7.31 

・ 奥山訓子，伊賀隆史，中島理加，松本守雄，天野隆弘，戸山芳昭：医学生における「よい医師像」を決定する要因の

コンジョイント分析調査，第42回日本医学教育学会大会，都市センターホテル，東京都千代田区，2010.7.31 

・ 中島理加，奥山訓子，伊賀隆史，天野隆弘，寺山靖夫，平形道人，門川俊明，鹿島晴雄：良い医師の重要因子の層別

比較，第42回日本医学教育学会大会，都市センターホテル，東京都千代田区，2010.7.31 

・ 織田正也（代表世話人）：第29回消化器病態生理勉強会，東京都，(2009.7.31-8.1) 

・ 織田正也（世話人）：第24回肝類洞壁細胞研究会学術集会，コラッセふくしま，福島県福島市，(2010.1.27-28) 

・ 小田義英，西澤俊宏，南雲大暢，小松英嗣，藤山洋一，古宮憲一，金子 博，高橋正彦，田中 伸，岡崎 勲，織田

正也：Child-PuhCでRFA困難と思われるHCCの初発，再発にPEIT及び経皮熱湯注入療法を3回施行した一症例．第96回

日本消化器病学会総会，朱鷺メッセ，新潟県新潟市，2010.4.22-24 

・ Yokomori H，Oda M，Kaneko F，Hibi T：Aberrant expressions of Aquaporin-1 in association with capillarized endothelial 

cells in cirrhotic rat liver. AASLD Research Forum (Oral Session): Complications of Cirrhosis，110th Digestive Disease Week 

(DDW)，New Orleans, U.S.A.，2010.5.1-5 

・ 横森弘昭，織田正也，日比紀文：肝硬変における微小リンパ管構築の変化-腹水生成機構に関連して，セッション47肝

硬変1，第46回日本肝臓学会総会，山形テルサ，山形県山形市，2010.5.27-28 

・ Oda M，Michel C (Chairpersons)：Symposium: SY14-Microvascular Endothelium-New Insights into Molecular Mechanisms of 

Transendothelial Transport，9th World Congress for Microcirculation，Paris, France，2010.9.26-28 

・ Pohl U，Oda, M (Chairpersons)：OC1 Free Oral Communications，9th World Congress for Microcirculation，Paris, France，

2010.9.26-28 

・ Oda M (Chairperson)：Poster Session PS2: Permeability and Glycocalyx，9th World Congress for Microcirculation，Paris, 

France，2010.9.26-28 

・ Oda M (Organizer)：Symposium: SY14-Microvascular Endothelium-New Insights into Molecular Mechanisms of 

Transendothelial Transport，9th World Congress for Microcirculation，Paris, France，2010.9.26-28 

・ Oda M (Organizer)：The 4th IUHW International Liver Seminar at Sanno Hospital，Tokyo，2010.11.17 

・ 横森弘昭，織田正也，日比紀文：ヒト硬変肝におけるアペリンとオーファン受容体APJとの発現機構に関して，第24

回肝類洞壁細胞研究会学術集会，コラッセふくしま，福島県福島市，2010.11.27-28 

・ 織田正也（コメンテーター）：セッションⅢ バイオマーカー・マクロファージ，第24回肝類洞壁細胞研究会学術集

会，コラッセふくしま，福島県福島市，2010.11.27-28 

・ 太田博明（座長）：ウィメンズヘルスの視点からみた“がん診断とがん治療”，第99回日本病理学会総会ランチョン

セミナー，京王プラザホテル，東京都新宿区，2010.4.29 

・ H. Orimo，T. Nakamura，M. Shiraki，H. Ohta，M. Fukunaga，A-TOP research group：Alendronate with alfacalcidol yields 

greater effectiveness than monotherapy whth alendronate in postmenopausal elderly patients with osteoporosis: results from the 



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－165－ 

JOINT-02 randomized controlled trial，IOF World Congress on Osteoporosis & 10th European Congress on Clinical and 

Economic Aspects of Osteoporosis and Osteoarthriti，Italy，2010.5.5-8 

・ 尾上佳子，黒田龍彦，中野千枝，春名由美子，折戸征也，吉形玲美，石谷 健，橋本和法，太田博明：骨型酒石酸抵

抗性酸性フォスファターゼ（TRACP-5b）の臨床的意義について，第30回日本骨形態計測学会，米子コンベンション

センター，鳥取県米子市，2010.5.13-15 

・ 劉 樺，牧野康男，嶋田悦子，吉井明日香，秋澤叔香，三谷 穣，松田義雄，太田博明：子宮温存が可能であった帝

王切開瘢痕部妊娠2例の検討，第354回日本産科婦人科学会東京地方部会例会，東医健保会館，東京都新宿区，

2010.5.15 

・ 太田博明（座長）：臨床-1，第6回SERM学術研究会学術集会，東京コンファレンスセンター・品川，東京都品川区，

2010.5.22 

・ 太田博明：2.SERMによる骨折予防－骨質劣化型骨脆弱性に対して－，第83回日本整形外科学会学術総会シンポジウ

ム 31骨粗鬆症における骨折予防法－最近の進歩－，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.5.29 

・ 大原麻美，石谷 健，中野千枝，春名由美子，折戸征也，吉形玲美，尾上佳子，橋本和法，太田博明：BIA法による

体成分分析装置を用いたメタボリックスクリーニングの有用性－BMI，体脂肪率と内臓脂肪面積からの検討，第10回

日本抗加齢医学会総会 ポスターセッション ホルモン3，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.6.11 

・ 石谷 健，中野千枝，春名由美子，折戸征也，吉形玲美，清水聖子，橋本和法，太田博明：子宮内膜症の黄体ホルモ

ン療法による腰椎骨密度に対する安全性に関する検討，第10回日本抗加齢医学会総会 ポスターセッション，国立京

都国際会館，京都府京都市，2010.6.11 

・ 清水聖子，庄司真弓，浜谷敏生，久慈直昭，吉村泰典，太田博明：不妊外来通院者における加齢及び性別によるセク

シャリティの評価，第10回日本抗加齢医学会総会 ポスターセッション，国立京都国際会館，京都府京都市，

2010.6.11 

・ 太田博明（座長）：GH・エストロゲン・メラトニンの意義，第10回日本抗加齢医学会総会（シンポジウム8），国立

京都国際会館，京都府京都市，2010.6.12 

・ 太田博明：高齢者におけるエストロゲン療法の可否，第10回日本抗加齢医学会総会（シンポジウム8），国立京都国

際会館，京都府京都市，2010.6.12 

・ 太田博明：天然SERM様物質「エクオール」はWell-Agingのための新たなSolutionの1つに!!，第10回日本抗加齢医学会

総会 ランチョンセミナー9，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.6.12 

・ 吉形玲美，中野千枝，春名由美子，折戸征也，尾上佳子，石谷 健，橋本和法，太田博明：SERMのFSHを介する骨

代謝作用に関する探究的臨床研究，第10回日本抗加齢医学会総会 一般口演5，国立京都国際会館，京都府京都市，

2010.6.12 

・ 秋澤叔香，川道弥生，槍澤大樹，菅野 仁，藤井寿一，斎藤加代子，太田博明：細胞治療としての早産胎盤由来 間

葉系幹細胞の骨格筋分化に関する研究，第10回日本抗加齢医学会総会 ポスターセッション，国立京都国際会館，京

都府京都市，2010.6.12 

・ 尾上佳子，中野千枝，春名由美子，折戸征也，吉形玲美，石谷 健，橋本和法，黒田龍彦，太田博明：通常老化から

生活習慣病への進展に関わる探索研究，第10回日本抗加齢医学会総会 ポスターセッション，国立京都国際会館，京

都府京都市，2010.6.12 

・ 尾上佳子，吉形玲美，石谷 健，黒田龍彦，竹内正義，山岸昌一，太田博明：メタボリックシンドロームから生活習

慣病への進展過程におけるAGE，esRAGEおよびPEDFの関与について，第10回日本抗加齢医学会総会 ポスターセッ

ション，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.6.12 

・ 橋本和法，中野千枝，折戸征也，春名由美子，大原麻美，吉形玲美，尾上佳子，石谷 健，太田博明：中高年肥満女
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性に対する体成分分析のよる漢方療法における肥満改善効果の検討，第10回日本抗加齢医学会総会 ポスターセッシ

ョン，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.6.12 

・ 橋本和法，中野千枝，春名由美子，折戸征也，大原麻美，吉形玲美，尾上佳子，石谷 健，太田博明：骨折予防効果

向上のための骨粗鬆症治療薬の服用アドヒアランスの検討，第10回日本抗加齢医学会総会 ポスターセッション，国

立京都国際会館，京都府京都市，2010.6.12 

・ 折戸征也，黒田龍彦，尾上佳子，中野千枝，春名由美子，吉形玲美，石谷 健，橋本和法，太田博明：新規骨代謝マ

ーカーTRAP-5bの年齢分布と腰椎骨密度および他の骨代謝マーカーとの相関性，第10回日本抗加齢医学会総会 ポス

ターセッション骨・関節1，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.6.12 

・ 太田博明：今後の骨粗鬆症治療－新たな戦略として－，第35回柏市整形外科医会学術講演会 演題2，ザ・クレスト

ホテル柏，千葉県柏市，2010.6.18 

・ 太田博明（座長）：Bisphosphonateによる骨粗鬆症治療，第138回日本医学会シンポジウム，日本医師会館，東京都文

京区，2010.7.29 

・ 太田博明：エストロゲンとSERMによる骨粗鬆症治療，第138回日本医学会シンポジウム・総合討論，日本医師会館，

東京都文京区，2010.7.29 

・ 吉形玲美，武者稚枝子，太田博明：婦人科術後患者におけるメンタルの問題点とサポートの必要性についての検討，

第39回日本女性心身医学会学術集会 ワークショップ，大宮ソニックシティホール，埼玉県さいたま市，2010.8.6 

・ 太田博明（座長）：女性心身医学をめぐる新しい取り組み，第39回日本女性心身医学会学術集会 シンポジウム，大

宮ソニックシティホール，埼玉県さいたま市，2010.8.6 

・ 菅野 仁，石谷 健，相崎潤子，濱田貴子，内山智貴，浦野真理，近藤恵里，松井英雄，藤井寿一，太田博明，斎藤

加代子：薬物トランスポーター遺伝子多型を用いた薬理遺伝子学的検査～ドセタキセル投与における好中球減少症予

測，第17回日本遺伝子診療学会 口演O-44，三重県医師会館，三重県津市，2010.8.7 

・ 吉形玲美，折戸征也，中野千枝，尾上佳子，黒田龍彦，太田博明：若年女性における高骨密度獲得のための目標とす

べき体格指標について，第34回日本産科婦人科栄養・代謝研究会，志摩観光ホテル，三重県志摩市，2010.9.3 

・ 尾上佳子，黒田龍彦，中野千枝，折戸征也，吉形玲美，太田博明：若年女性のライフスタイル管理におけるBMI 22の

意義と重要性，第34回日本産科婦人科栄養・代謝研究会，志摩観光ホテル，三重県志摩市，2010.9.3 

・ 太田博明：骨粗鬆症ガイドライン2011改訂のポイント，富山県骨粗鬆症学術講演会 特別講演Ⅲ，ANAクラウンプラ

ザホテル富山，富山県富山市，2010.9.15 

・ 太田博明：高齢者にも安全で有効なHRTのオプション，第25回日本更年期医学会学術集会 ランチョンセミナー(1)，

城山観光ホテル，鹿児島県鹿児島市，2010.10.2 

・ 太田博明：（1）日常生活におけるトータルヘルスケアのためのsolutionsとして，エクオールへの期待，第25回日本更

年期医学会学術集会イブニングセミナー 女性のヘルスケアに果たすエクオールの役割，城山観光ホテル，鹿児島県

鹿児島市，2010.10.2 

・ 吉形玲美，太田博明：婦人科術後患者におけるメンタルな問題点の経時的変化とサポートの必要性－トータルヘルス

ケアから－，第25回日本更年期医学会学術集会 一般演題 女性医学全般2，城山観光ホテル，鹿児島県鹿児島市，

2010.10.2 

・ 尾上佳子，吉形玲美，黒田龍彦，山岸昌一，太田博明：メタボリックシンドロームから生活習慣病への進展過程にお

けるAGEs，esRAGEおよびPEDFの関与，第25回日本更年期医学会学術集会 一般演題 疫学，城山観光ホテル，鹿

児島県鹿児島市，2010.10.2 

・ 尾上佳子，黒田龍彦，中野千枝，春名由美子，吉形玲美，太田博明：新規骨吸収マーカーTRAP-5bと他の骨代謝マー

カーおよび腰椎骨密度との相関性，第25回日本更年期医学会学術集会 一般演題 疫学，城山観光ホテル，鹿児島県
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鹿児島市，2010.10.2 

・ 太田博明（座長）：女性医療の処方箋を読み解く－医師と薬剤師の連携教材の活用－，第25回日本更年期医学会学術

集会 医師と薬剤師をつなぐワークショップ（2010），城山観光ホテル，鹿児島県鹿児島市，2010.10.3 

・ 太田博明，折戸征也，中野千枝，吉形玲美，尾上佳子，黒田龍彦：2. 若年女性における高骨密度獲得のための体格指

標の理想値について，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科会 一般演題，大阪国際会議場，大阪府大阪市，

2010.10.21 

・ 太田博明（座長）：骨粗鬆症における発症と骨折予防，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科会 シンポジウ

ム2，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.10.21 

・ 尾上佳子，黒田龍彦，太田博明：若年者における骨密度獲得のために，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科

会 シンポジウム2，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.10.21 

・ 太田博明：3. JOINT-02の追加解析，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科会 A-TOP研究会Annual meeting，大

阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.10.21 

・ 太田博明（座長）：女性のヘルスケアにおけるSERMの位置づけ，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科会 

イブニングセミナー2，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.10.21 

・ 中野千枝，折戸征也，吉形玲美，尾上佳子，黒田龍彦，太田博明：特発性骨粗鬆症である妊娠後骨粗鬆症に関する検

討－自験例4症例から－，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科会 一般演題，大阪国際会議場，大阪府大阪

市，2010.10.21 

・ 吉形玲美，中野千枝，尾上佳子，黒田龍彦，太田博明：塩酸ラロキシフェンによるFSHを介する骨代謝作用の検討，

第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科会 一般演題，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.10.21 

・ Akizawa Y，Kanno H，Kawamichi Y，Hamada T，Matsuda Y，Ohta H，Matsui H，Fujii H，Saito K：MYOD1-transduced 

placental MSCs:The feasible cell therapy of neuromuscular disorders，the XVⅢth Annual Congress of the European Society of 

Gene and Cell Therapy，Milano, Italy，2010.10.22-25 

・ 太田博明，板橋 明，梅村 俊，上崎利昭，西川正彦，白井克明：72. 男性患者を含む日常診療レベルにおけるリセ

ドロネート錠2.5mgの安全性と有効性－製造販売後調査から性差を含めた検討－，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドッ

ク・健診分科会 一般演題，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.10.22 

・ 太田博明：2. 骨粗鬆症の発症予防対策としての発育期の日常生活管理について，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・

健診分科会 骨粗鬆症教育セミナー2010，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.10.23 

・ 太田博明：4. 骨粗鬆症の薬物療法－エストロゲンの取扱いを含めて－，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科

会 メインシンポジウム 骨粗鬆症の予防と治療ガイドラインupdate，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.10.23 

・ 尾上佳子，黒田龍彦，中野千枝，折戸征也，吉形玲美，太田博明：若年女性におけるBMIは骨密度や血清脂質および

不飽和脂肪酸摂取の管理指標となる，第12回日本骨粗鬆症学会骨ドック・健診分科会 一般演題，大阪国際会議場，

大阪府大阪市，2010.10.23 

・ Satoshi Mori，Hajime Orimo，Toshitaka Nakamura，Masao Fukunaga，Hiroaki Ohta，Takayuki Hosoi，Yukari Uemura，

Tatsuhiko Kuroda，Nobuaki Miyakawa，Yasuo Ohashi，Masataka Shiraki：Alendronate plus alfacalcidol decrease versus 

alendronate alone in postmenopausal women with osteoporosis: Japanese Osteoporosis Intervention Trial (JOINT) - 02，Annual 

autumn congress of the Korean society of osteoporosis, training lecture & international symposium，Grand Hilton Hotel in Seoul， 

Seoul, Korea，2010.12.4-5 

・ H. Orimo，T. Nakamura，H. Ohta，M. Fukunaga，T. Hosoi，Y. Uemura，Y. Ohashi，M. Shiraki，A-TOP research grou：

Prevention of new osteoporotic fractures for postmenopausal women treated with the combination therapy (alendronate with 

alfacalcidol): the Japanese Osteoporosis Intervention Trial (JOINT) - 02，IOF Regionals - 1st Asia-Pacific Osteoporosis Meeting，



国際医療福祉大学研究活動報告 平成 22 年度 

－168－ 

Shingapore，2010.12.10-13 

・太田博明：骨粗鬆症の病態と治療－性差の観点から－，日本性差医学・医療学会第4回学術集会ランチョンセミナー1，

海峡メッセ下関，山口県下関市，2011.2.5 

・ 小田義英，西澤俊宏，南雲大暢，小松英嗣，藤山洋一，金子 博，高橋正彦，田中 伸，寺田総一郎，岡崎 勲， 

織田正也：11年間，15回の初発，再発HCCをTACE，PEIT，経皮熱湯注入療法，RFA等で治療している症例，第46回

日本肝癌研究会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.7.9 

・ 寺田総一郎（座長）：第42回日本臨床分子形態学会総会・学術集会，東レ総合研修センター，静岡県三島市，

2010.9.24 

・ 村上文祥，片瀬功芳：PET-CTは子宮頚癌，子宮体癌，卵巣癌のリンパ節転移診断に有用か，第48回日本癌治療学会

学術集会，国立京都国際会館，京都府京都市，2010.10.29 

・ 近藤慎太郎：DIAGNOSTIC DISCREPANCY BETWEEN ENDOSCOPIC BIOPSY AND SUBMUCOAL DISSECTION，

UEGW2010，CCIB，Barcelona, Spain，2010.10.26 

・ 高橋洋子：当院におけるLuminalAサブタイプ乳癌に対する術前化学療法の検討，第72回日本臨床外科学会総会，パシ

フィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.11.21 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 

・ 天野隆弘：日本医学教育学会（理事，法人化検討特別委員会委員長，倫理・プロフェッショナリズム委員会委員），

日本脳卒中学会（専門医）（理事（総務担当），運営委員会委員，システム委員会委員長），日本神経学会（指導医，

専門医）（卒前教育小委員会委員），日本内科学会（認定医），日本ドック学会（ドック認定指定医），日本総合健

診医学会（専門医）（理事，編集委員長），日本医師会（認定産業医），日本頭痛学会（専門医），日本脳循環代謝

学会（功労会員），日本脳ドック学会（評議員） 

・ 織田正也：日本内科学会（認定内科医），日本肝臓学会（認定肝臓専門医），日本自律神経学会（評議員），ヨーロ

ッパ微小循環学会（ESM）（Excecutive Committee Member（Delegate of Asian-Pacific Region）），日本消化器病学会

（認定消化器病専門医）（功労会員），アメリカ微小循環学会，日本臨床分子形態学会（評議員），日本微小循環学

会（理事），アメリカ肝臓病学会（AASLD），国際肝臓病学会（IASL），アメリカ消化器病学会（AGA），Asian 

Union of Microcirculation（AUM）（Executive Member），日本潰瘍学会（評議員），アメリカ消化器病学会（ACG），

日本医師会（認定産業医），日本脈管学会（評議員） 

・ 太田博明：日本産科婦人科学会（専門医）（代議員），日本骨粗鬆症学会（副理事長），日本骨代謝学会（監事），

日本骨形態計測学会（理事），日本更年期医学会（認定医）（理事），日本女性心身医学会（認定医師）（理事），

日本抗加齢医学会（専門医）（常務理事），日本婦人科腫瘍学会（暫定指導医）（評議員），日本思春期学会（評議

員），日本内分泌学会（専門医，指導医）（功労評議員），日本予防医学会（評議員），日本心身医学会（評議員），

日本臨床細胞学会（専門医），日本東洋医学会（漢方専門医），日本産科婦人科栄養・代謝研究会（顧問），日本エ

ンドメトリオーシス学会（顧問），日本産科婦人科内視鏡学会（評議員） 

・ 寺田総一郎：日本臨床分子形態学会（理事），日本肝臓学会（専門医）（東部肝臓学会評議員），日本消化器免疫学

会（評議員），日本内科学会（認定内科医），日本消化器病学会（専門医）（関東地方会評議員），日本消化器内視

鏡学会（専門医，指導医）（関東地方会評議員），日本感染症学会（専門医，指導医），日本人間ドック学会（人間

ドック認定医，専門医），日本医師会（認定産業医） 

・ 石谷敬之：日本産科婦人科学会（認定医），日本臨床細胞学会（細胞診専門医） 

・ 高橋洋子：日本外科学会（認定医，専門医），日本乳癌学会（認定医），NPO法人マンモグラフィ精度管理中央委員

会（読影認定医）（講習会講師），乳房超音波委員会（読影認定医） 
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臨床医学研究センター 
化学療法研究所附属病院 
 
著書 
・ 板橋正幸：消化管がん：臨床医に必要な画像～病理診断の知識と見方，胃癌取扱い規約（第14版）の解説，2-4 その

他全般，日本医事新報社，2011 

・ 国枝武義（分担執筆）：循環器治療薬ハンドブック，急性肺血栓塞栓症の治療戦略，547-560，中外医学社，2010 

・ 国枝武義（分担執筆），北風政史 他（編集）：循環器治療薬ハンドブック，120ヘパリン，561-563，121モンテプラ

ーゼ，564-566，122ウロキナーゼ，567-569，中外医学社，2010 

・ 国枝武義（分担執筆）：2009年度全国PH大会講演抄録，肺高血圧症の薬物治療の将来展望，3-7，NPO法人PAHの会，

2010 

・ 高橋 豊（単著）：高橋豊の今あるがんを眠らせておく治療，1-191，主婦の友社，2010 

・ 吉田雅博（分担執筆）：今すぐ実践したい周術期管理と抗菌薬適正使用，腹腔内感染症，胆道感染，314-322，医薬ジ

ャーナル社，2011 

・ 日本糖尿病学会糖尿病学用語集編集委員会，福田 元（用語解説者）他：糖尿病用語集 第3版，Krüppel-like factor 

11, KLF 11，101，文光堂，2011 

・ Shinoda S，Shiga T：LiSA，出血が止まらないのは理由がある！？，750-754，MEDSi，2010 

・ Shiga T，Saito T，Shinoda S：整形・災害外科，最適な麻酔方法と手術時期－麻酔科医の視点から－，911-917，金原

出版，2010 

 
原著論文 
・ 松本卓也，大西五三男，別所雅彦，金子雅子，大橋 暁，飛田健治，山本哲生，苅田達郎，近藤泰児，中村耕三： 

CT／有限要素法による骨強度評価の臨床応用－癌骨転移例に対する治療方針の検討－，日本コンピュータ外科学会誌，

12(3)，344-345，2010 

・ 別所雅彦，大西五三男，松本卓也，金子雅子，大橋 暁，飛田健治，松山順太郎，中村耕三：CT／非線形有限要素法

を用いた大腿骨近位部と腰椎の骨強度評価について－大腿骨近位部と腰椎の骨強度の相関について－，日本コンピュ

ータ外科学会誌，12(3)，410-411，2010 

・ 別所雅彦，大西五三男，松本卓也，金子雅子，大橋 暁，飛田健治，松山順太郎，中村耕三：定量的CTを用いた有限

要素法による大腿骨近位部の予測骨強度と大腿骨頸部の骨密度による大腿骨近位部骨折の識別力ついての検討，日本

整形外科学会雑誌，84(4)，S469，2010 

・ 大橋 暁，大西五三男，松本卓也，別所雅彦，金子雅子，飛田健治，松山順太郎，岡崎裕司，佐藤和強，中村耕三：

CT／有限要素法解析を用いた創外固定抜去後骨欠損例の経時的骨強度予測（会議録／症例報告），日本整形外科学会

雑誌，84(4)，S539，2010 

・ 金子雅子，大西五三男，別所雅彦，松本卓也，大橋 暁，飛田健治，中村耕三：CT有限要素法による大腿骨近位部の

骨強度評価 年齢別骨強度値の作成と大腿骨近位部骨強度値に影響する因子の解析，日本整形外科学会雑誌，84(4)，

S711，2010 

・ 大西五三男，別所雅彦，松本卓也，金子雅子，大橋 暁，今井一博，中村耕三：骨粗鬆症における画像診断有限要素

法による骨強度評価の臨床応用，Osteoporosis Japan，18(2)，192-196，2010 

・ 別所雅彦，大西五三男，金子雅子，大橋 暁，飛田健治，中村耕三：定量的CT画像を用いた大腿骨近位部の骨強度評

価－有限要素法による予測骨強度と大腿骨頸部の骨密度による大腿骨近位部骨折の識別力についての検討－，
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Osteoporosis Japan，18(増刊1)，190，2010 

・ 金子雅子，大西五三男，別所雅彦，大橋 暁，飛田健治，中村耕三：CT有限要素法による大腿骨近位部の骨強度評価

－年齢別骨強度値の作成と大腿骨近位部骨強度値に影響する因子の解析－，Osteoporosis Japan，18(増刊1)，190，

2010 

・大西五三男：骨粗鬆症診断・治療の新展開 定量的CTを用いた有限要素法による骨強度評価，臨床整形外科，45(10)，

887-892，2010 

・ 大西五三男：脊椎・脊髄のバイオメカニクス 椎骨（椎体）の力学的特性 骨密度と椎体骨折の力学解析，脊椎脊髄

ジャーナル，23(8)，785-789，2010 

・ 大西五三男：ロコモティブシンドローム 高齢社会における運動器障害の予防 運動器医療の応用研究 有限要素法

による骨粗鬆症（骨強度）評価，治療学，44(7)，778-781，2010 

・ 大西五三男：最新用語解説 臨床（第31回）三次元有限要素法，骨粗鬆症治療，9(2)，181-184，2010 

・ 大西五三男：運動と骨II 基礎 骨のバイオメカニクス（有限要素法も含めて），THE BONE，24(2)，143-150，2010 

・ Bessho Masahiko，Ohnishi Isao，Matsumoto Takuya，Kaneko Masako，Ohashi Satoru，Tobita Kenji，Nakamura Kozo：

Strength index by quantitative computed tomographybased finite element method offers higher discriminatory power for hip 

fractu re than areal bone mineral density of the femoral neck，Transactions of 56th Annual Meeting of the Orthopaedic Research 

Society，35，604，2010 

・ Matsumoto Takuya，Ohnishi Isao，Bessho Masahiko，Ohashi Satoru， Kaneko Masako，Tobita Kenji，Nakamura Kozo：

Prediction of Vertebral Strength Under Loading Conditions of Daily Life Using a CT-Based Finite Element Method，

Transactions of 56th Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society，35，656，2010 

・ Tobita Kenji，Ohnishi Isao，Matsumoto Takuya，Ohashi Satoru，Bessho Masahiko，Kaneko Masako：- Effect of low-

intensity pulsed ultrasound stimulation on gap healing in a rabbit osteotomy model evaluated by micro computed to mography-

based 3-dimensional cross-sectional moment and cross-sectional moment of inertia，Transactions of 56th Annual Meeting of the 

Orthopaedic Research Society，35，695，2010 

・ Kaneko Masako，Ohnishi Isao，Bessho Masahiko，Matsumoto Takuya，Ohashi Satoru，Tobita Kenji，Nakamura Kozo：

Prediction of proximal femur strength by a quantitative computed tomography-based finite element method -Creation of predicted 

strength data of the proximal femur according to age range in a normal population and analysis of risk factors for hip fracture-，

Transactions of 56th Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society，35，596，2010  

・ Ohashi Satoru，Ohnishi Isao，Matsumoto Takuya，Bessho Masahiko，Matsuyama Juntaro，Tobita Kenji，Kaneko Masako，

Nakamura Kozo：Evaluation of the Accuracy of Articular Cartilage Thickness Measurement by Conventional and Real-time 

Spatial Compound Ultrason ography，Transactions of 56th Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society，35，1364，

2010 

・ 飛田健治，大西五三男，松本卓也，大橋 暁，別所雅彦，金子雅子，中村耕三：創外固定を用いたウサギ脛骨骨切モ

デルにおける低出力超音波パルスの効果－マイクロCTを用いた3次元的Bone Strength Indices評価－，日本創外固定・

骨延長学会雑誌，21，78，2010 

・ 大橋 暁，大西五三男，松本卓也，別所雅彦，飛田健治，金子雅子，岡崎祐司，佐藤和強，松山順太郎，中村耕三：

CT／有限要素法を用いた創外固定抜去後骨欠損例の経時的骨強度予測，日本創外固定・骨延長学会雑誌，21，81，

2010 

・ K. Tobita，I. Ohnishi，T. Matsumoto，S. Ohashi，M. Bessho，M. Kaneko，J. Matsuyama，K. Nakamura：Effect of low-

intensity pulsed ultrasound stimulation on callus remodelling in a gaphealing model, EVALUATION BY BONE 

MORPHOMETRY USING THREEDIMENSIONAL QUANTITATIVE MICRO-CT，J Bone Joint Surg [Br]，93-B，2011 
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・ Bessho Masahiko，Ohnishi Isao，Kaneko Masako，Matsumoto Takuya，Ohashi Satoru，Tobita Kenji，Nakamura Kozo：

CT-based finite element method for predicting the strength of the proximal femur in patients with postmenopausal osteoporosis 

- Evaluation of inter- and intra-observer reliabilities and reproducibility-，Transactions of 2011 Annual Meeting of the 

Orthopaedic Research Society，36，2275，2011 

・ Wajima Z，Shiga T，Imanaga K，Inoue T：Assessment of the effect of rapid crystalloid infusion on stroke volume variation 

and pleth variability index after a preoperative fast，J Clin Monit Comput，24，385-389，2010 

・ 服部知洋，馬島 徹，橋本 修：浸透圧変化によるモルモット気道上皮イオントランスポートの反応性の検討，アレ

ルギー，59(8)，974-983，2010 

・ 吉田雅博：診療ガイドラインの作成方法論的評価についての研究，化学療法研究所紀要，40，2-14，2010 

・ 吉田雅博：急性胆道炎の診療ガイドラインの検証－大規模アンケート調査－，日本外科感染症学会雑誌，7(6)，613-

619，2010 

・ 横江正道，真弓俊彦，吉田雅博：Tokyo Guidelines for the management of acute cholangitis and cholecystitisの国際的検証

について，日本外科感染症学会雑誌，7(6)，627-632，2010 

・ Yokoe M，Takada T，Yoshida M：Accuracy of the Tokyo Guidelines for the diagnosis of acute cholangitis and cholecystitis 

taking into considerration the clinical practice pattern in Japan，Jounal of Hepato-Biliary-Pancreatic Sciences，18(2)，250-257，

2011 

 

総説 
・ 国枝武義：肺高血圧症の治療研究の歴史と進歩，化学療法研究所紀要，40，15-25，(2009) 

・ 国枝武義：日本における肺高血圧症治療を振り返って，Progress in Medicine，30(2)，597-605，2010 

・ 佐久間聖仁，京谷晋吾，国枝武義 他：エポプロステノール使用指針の検討，Progress in Medicine，30(2)，608-618，

2010 

・ 国枝武義：閉会の辞 エポプロステノール臨床フォーラム2009，Progress in Medicine，30(2)，625，2010 

・ 国枝武義，今泉孝敬，多田博子，松濱 稔：血栓溶解薬の効果からみた急性肺塞栓症の病態，心臓，42(7)，1013-

1016，2010 

・ 国枝武義，京谷晋吾：肺高血圧症治療の新たな選択肢（日本新薬株式会社提供），内科，106(2)，pI-V，2010 

・ 佐藤 徹，京谷晋吾，松原広己，国枝武義：座談会 肺高血圧症の進歩 治療，治療学，44(8)，921-929，2010 

・ 国枝武義：治療の歴史 肺高血圧症，治療学，44(8)，940-948，2010 

・ 国枝武義：第11回肺高血圧症治療研究会を迎えて，Therapeutic Research，31(10)，1379-1380，2010 

・ 篠田重男，志賀俊哉：遺伝子多型と麻酔 遺伝子多型と出血・凝固 出血が止まらないのは理由がある！？，LiSA，

17(8)，750-754，2010 

・ 志賀俊哉，齋藤 剛，篠田重男：大腿骨頸部／転子部骨折をめぐる諸問題 最適な麻酔方法と手術時期 麻酔科医の

視点から，整形・災害外科，53(8)，911-917，2010 

・ 齋藤 剛，志賀俊哉：術後合併症を起こした患者の麻酔 回盲部切除後の縫合不全 再手術に至るまでの“ストーリ

ー”を把握したうえで麻酔にのぞめ，LiSA，17(5)，464-467，2010 

・ Yutaka Takahashi，Kenji Nishioka：Therapeutic approaches targeting tumor vasculature in gastrointestinal cancers，Front 

Biosci，3(1)，541-548，2011 

・ 吉田雅博：透析患者と感染症－肺炎を中心に－，腎と透析，68 (4)，巻頭特集，2010 

・ 吉田雅博：国内版・国際版急性胆道感染症ガイドラインについて，胆と膵，31(9)，887，2010 

・ 福間陽子，吉田雅博：透析患者のフットケアに対するスタッフの意識向上～透析センターにおけるフットケアへの取
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り組み～，化学療法研究所紀要，40，41-45，2010 

・ 吉田雅博：日本における市民向けがん診療ガイドライン作成の方向性について，化学療法研究所紀要，40，6-29，

2010 

・ 真弓俊彦，吉田雅博，平田公一，高田忠敬：胆道炎ガイドラインの普及と診療の変化，日本外科感染症学会雑誌，

7(6)，45-53，2011 

 

研究報告 
・ 大西五三男：日本コンピュータ外科学会誌，CT／有限要素法による骨強度評価の臨床応用－癌骨転移例に対する治療

方針の検討－，12(3)，344-345，2010 

・ 大西五三男：日本コンピュータ外科学会誌，CT／非線形有限要素法を用いた大腿骨近位部と腰椎の骨強度評価につい

て－大腿骨近位部と腰椎の骨強度の相関について－，12(3)，410-411，2010 

・ 大西五三男：日本整形外科学会雑誌，定量的CTを用いた有限要素法による大腿骨近位部の予測骨強度と大腿骨頸部の

骨密度による大腿骨近位部骨折の識別力ついての検討，84(4)，S469，2010 

・ 大西五三男：日本整形外科学会雑誌，CT／有限要素法解析を用いた創外固定抜去後骨欠損例の経時的骨強度予測（会

議録／症例報告），84(4)，S539，2010 

・ 大西五三男：低侵襲・高精度骨折整復・治療支援システムの開発，厚生労働省科学研究費補助金医療機器開発推進事

業（ナノメディシン研究），平成22年度総括・分担研究報告書，11，2011 

・ 高橋 豊：高齢者癌患者の化学療法における当院の工夫，市川市医師会，132，8，2011 

・ 吉田雅博：診療ガイドライン・専門系学会における患者視点情報について，厚生労働科学研究費補助金22年度報告書

（中山班報告書），2011 

・ 吉田雅博：がん診療ガイドライン作成グループとの連携体制におけるMindsの役割，厚生労働科学研究費補助金22年

度報告書（平田班報告書），2011 

・ 山口直人，佐藤康仁，吉田雅博：在宅がん患者・家族を支える医療・福祉の連携向上のためのシステム構築に関する

研究，厚生労働科学研究費補助金22年度報告書（山口班報告書），2011 

・ 金澤 昭，楊 傑仲，田辺 節，黒田直孝，荒井康弘，高橋英理，志熊淳平，熊倉 淳，伊藤禄郎，小林高明， 

福田 元，高橋友乃，三輪 隆，小田原雅人：GlargineからDetemirへの投与インスリン変更で生じた検査値の変動 

軽度のHbA1c上昇とeGFR上昇が観察された，糖尿病，53(Suppl.1)，S-110，2010 

・ 楊 傑仲，小林高明，加藤紀和，簡 健志，武田御里，黒田直孝，荒井康弘，熊倉 淳，伊藤禄郎，高橋友乃， 

福田 元，三輪 隆，金澤 昭，小田原雅人：糖尿病患者におけるグラルギン（G）からデテミル（D）変更による

血糖コントロールの比較，糖尿病，53(Suppl.1)，S-126，2010 

・ 田辺 節，福田 元，粂川真里，今野一誠，野田絵美子，Nurgul Ali，伊藤禄郎，三輪 隆，金沢 昭，小田原雅人：

血管内皮MCP-1産生の新規調節機構に対するrosuvastatinの抑制的pleiotropic effect，糖尿病，53(Suppl.1)，S-293，2010 

・ 福田 元，宮﨑裕子，宮川 薫，本告成淳，鵜梶 実：糖尿病を合併した超高齢複数入院例の病態と予防，市川市医

師会雑誌，132，14-15，2011 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 
・ 小中千守：肺癌の細胞診，第35回細胞診断学セミナー，日本教育会館，東京都千代田区，2010.8.6 

・ 板橋正幸：Difference in Histological Criteria for Dysplasia and Early GI-tract Carcinoma between Western and Japanese 

Pathologists，Pathology Society of Poland, International Association of Pathology, Polish Branch，National Cancer Center of 

Poland，Warszawa, Poland，2010.6.18-19 
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・ 板橋正幸：胃癌取扱い規約（第14版）の解説，東部消化器研究会，第一ホテル両国，東京都墨田区，2010.11.20 

・ 大西五三男：定量的CTを用いた有限要素法による骨強度診断－臨床応用への展開－，第23回長崎骨粗鬆症研究会，長

崎県医師会館，長崎県長崎市，2010.4.14 

・ 大西五三男：CT／有限要素法を用いた骨強度評価－実用化に向けた取り組み－，第30回日本骨形態計測学会イブニン

グセミナー，米子コンベンションセンター，鳥取県米子市，2010.5.13 

・ 大西五三男：定量的CTを用いた有限要素法による骨強度診断－臨床応用への展開－，札幌骨粗鬆症フロンティア講演

会，ホテルロイトン札幌，北海道札幌市，2010.7.9 

・ 大西五三男：Evaluation of Bone Strength Using Quantitative Computed Tomography Based Finite Element Method-Clinical 

Application for the Diagnosis of Osteoporosis，The 7th Combined Meeting of the Orthopaedic Research Societies Luncheon 

Seminar，京都国際会議場，京都府京都市，2010.10.18 

・ 大西五三男：Computer-Aided Bone Fracture reduction and Bone Deformity Correction under External Fixation，The 4th 

International Symposium and Workshop on Virtual Interactive Musculoskeletal System，National Cheng Kung University，台湾

台南市，2010.10.28 

・ 大西五三男：創外固定を用いた四肢再建外科－最近の進歩－，瑞穂医科工業新潟五泉工場講演会，新潟県五泉市五泉

工場，新潟県五泉市，2010.11.26 

・ 大西五三男：CT有限要素法による骨強度評価－骨粗鬆症診断への臨床応用－，第23回北海道骨粗鬆症研究会，札幌市

教育文化会館，北海道札幌市，2011.1.15 

・ 大西五三男：CT有限要素法による骨強度評価－予備的な臨床応用の結果から－，第14回多摩骨代謝研究会，吉祥寺第

一ホテル，東京都武蔵野市，2011.1.22 

・ 大西五三男：油断大敵！隠れ骨粗鬆症，化研病院けんこう教室講演会，化研病院会議室，千葉県市川市，2011.1.29 

・ 大西五三男：CT有限要素法による骨強度評価の骨粗鬆症診断への応用－有用性と課題－，第9回山陰Boneフォーラム 

講演会，ホテルサンルート米子，鳥取県米子市，2011.2.10 

・ 国枝武義（座長）：ランチョンセミナー58 肺高血圧症の新たな選択肢，第74回日本循環器学会総会，国立京都国際

会館，京都府京都市，(2010.3.7) 

・ 国枝武義，佐藤 徹（座長）：シンポジウム 肺高血圧症治療におけるPGI 2経口薬の位置付け，第11回肺高血圧症治

療研究会，東京国際フォーラム，東京都千代田区，2010.6.5 

・ 篠山重威，中川雅夫，後藤勝年，国枝武義（座長）：シンポジウム アクテリオン・アカデミックアワード，第7回

サイエンティフィックシンポジウム，セルリアンタワー東京，東京都渋谷区，2010.7.3 

・ 国枝武義，中西宣文（座長）：パネルディスカッション PAH治療－明日のために－，PAHを考えるフォーラム，六

本木アカデミーヒルズ40，東京都港区，2010.10.30 

・ 志賀俊哉：統計ソフトのニュースタンダード STATAの使い方，Evidence-based Anesthesia研究会，アスティ徳島，徳

島県徳島市，2010.11.6 

・ 高橋 豊：Tailored dose化学療法，千葉県がんセンター，千葉県千葉市，2010.4.28 

・ 馬島 徹：気管支喘息治療の最新の知見，アステラス喘息研究会 ，山崎年金会館，千葉県市川市，(2010.1.12) 

・ 馬島 徹：気管支喘息治療の最新の考え方，アストラ喘息勉強会，千葉県市川市，2010.4.6 

・ 馬島 徹：喘息死ゼロを目指す治療の実際，日本大学医学部同窓会千葉県支部総会，市川グランドホテル，千葉県市

川市，2010.6.20 

・ 馬島 徹：COPDの診断と治療，第4回東葛呼吸器カンファレンス，三井ガーデンホテル船橋ららぽーと，千葉県船橋

市，2010.9.3 

・ 馬島 徹：喘息治療の最新の知見－最適な喘息治療を目指して－，呼吸器疾患学術講演会，聖徳大学，千葉県松戸市，
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2010.10.19 

・ 馬島 徹：喘息の病薬診連携は患者教育から～患者の自己管理と薬剤の選択～，Asthma Workshop 2010 in市川，市川

グランドホテル，千葉県市川市，2010.11.29 

・ 馬島 徹：2010年気管支喘息の疫学・診断・治療勉強会，グラクソ・スミスクライン勉強会，山崎年金会館，千葉県

市川市，2010.12.1 

・ 増山英則：BCG直接接種研修会，横浜市医師会学術講演会，横浜市健康福祉総合センター，神奈川県横浜市，

2010.6.11 

・ 増山英則：BCG接種及び結核について，豊川市医師会学術講演会，豊川市医師会館，愛知県豊川市，2010.8.6 

・ 増山英則：結核の診断と治療 最近の結核の特徴とQFT，呼吸器疾患学術講演会，聖徳大学，千葉県松戸市，

2010.10.19 

・ 増山英則：結核の診断と治療について，日本医科大学千葉北総病院研修会，日本医科大学千葉北総病院災害研修セン

ター，千葉県印旛市，2010.10.22 

・ 増山英則：結核の診断 最近の結核の特徴とQFT，市川市医師会学術講演会，順天堂大学医学部付属浦安病院，千葉

県市川市，2010.11.15 

・ 増山英則：結核の診断と治療について，小張総合病院研修会，小張総合クリニック，千葉県野田市，2010.11.18 

・ 増山英則：結核症及びQFT検査について，初石病院院内感染対策研修会，同病院体育館，千葉県柏市，2011.2.14 

・ 増山英則：結核の診断 最近の結核の特徴とQFT，松戸市医師会学術講演会，聖徳大学，千葉県松戸市，2011.3.9 

・ 山田英夫：消化器疾患における腹腔鏡手術の現況，松戸消化器疾患研究会，千葉県松戸市，2010.6.18 

・ 山田英夫：Laparoscopic colorectal surgery, Live demonstration surgery，Laparoscopic colorectal surgery symposium, Korea，

Pullman Ambassador Changwon City 7 Hotel and Hanmaeum hospital，Changwon, Korea，2010.7.3 

・ 吉田雅博：診療ガイドラインとMindsについて，日本歯科系学会協議会第4回シンポジウム，昭和大学 旗の台キャン

パス，東京都品川区，2010.5.29 

・ 吉田雅博：診療ガイドラインの国内外の潮流，日本歯科保存学会2010年度春季学術大会，崇城大学市民ホール（市民

会館），熊本県熊本市，2010.6.5 

・ 吉田雅博：診療ガイドラインの作り方・使い方，薬剤師スキルアップセミナー，森のホール21（松戸市文化会館），

千葉県松戸市，2010.7.23 

・ 吉田雅博：透析患者と感染症治療 ～肺炎を中心として～，第18回東葛腎と代謝性疾患懇話会，浦安ブライトンホテ

ル東京ベイ，千葉県浦安市，2010.11.12 

・ 吉田雅博：検証試験の背景 方法 経過，第23回日本外科感染症学会，京王プラザホテル，東京都新宿区，

2010.11.19 

・ 吉田雅博：診療ガイドラインをめぐる最近の話題－医療訴訟を含めて－，第4回整形外科ガイドラインと国際学会を

語る会，霞ヶ関コモンゲート西館，東京都千代田区，2010.11.20 

・ 福田 元：グルコース変動惹起KLF5-MCP-1活性化機構を介した動脈硬化，グルコーススパイクと動脈硬化セミナー 

in高松，ロイタルパークホテル高松，香川県高松市，2010.7.30 

・ 福田 元：スタチンによる脂質管理と糖代謝パラメータへの影響，東葛脂質と糖尿病を考える会，市川グランドホテ

ル，千葉県市川市，2010.11.9 

・ 福田 元，宮﨑裕子，宮川 薫，本告成淳，鵜梶 実：糖尿病を合併した超高齢複数入院例の病態と予防，市川医学

会，市川市医師会館，千葉県市川市，2010.11.13 

・ 福田 元：食事と睡眠による糖尿病予防と健康長寿，市川雑学大学悠々会，市川市公民館，千葉県市川市，2011.2.8 
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学会発表 
・ 税所宏光：PD消化器内視鏡教育のあり方；特別発言，第79回日本内視鏡学会総会，グランドプリンス新高輪ホテル，

東京都港区，2010.5.13 

・ 税所宏光（司会）：胆膵緊急内視鏡，第34回日本消化器内視鏡学会教育セミナー，グランドプリンス新高輪ホテル，

東京都港区，2010.5.16 

・ 税所宏光（司会）：早期がん制圧に向けての歩み 胆膵疾患の内視鏡診療，JDDW 2010，パシフィコ横浜，神奈川県

横浜市，2010.10.15 

・ 小中千守（座長）：肺癌8，第27回日本呼吸器外科学会総会，仙台国際センター，宮城県仙台市，2010.5.14 

・ 小中千守（座長）：呼吸器8，第51回日本臨床細胞学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.5.30 

・ 小中千守（座長）：気道塞栓術，第33回日本呼吸器内視鏡学会学術集会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，

2010.6.9 

・ 小中千守，今井健太郎，守尾 篤，片場寛明，池田徳彦：指導医とともに行なえる胸腔鏡下肺癌手術のこころみ， 

第23回日本内視鏡外科学会総会，パシフィコ横浜，神奈川県横浜市，2010.10.20 

・ 小中千守（座長）：再発肺癌の治療，第51回日本肺癌学会総会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.11.3 

・ 小中千守，今井健太郎，守尾 篤，片場寛明，池田徳彦：指導医の指導下に行なう胸腔鏡下肺癌手術（ビデオ）， 

第51回日本肺癌学会総会，広島国際会議場，広島県広島市，2010.11.3 

・ 大西五三男（座長）：The 4th International Symposium and Workshop on Virtual Interactive Musculoskeletal System，

National Cheng Kung University，台湾台南市，2010.10.29 

・ 大西五三男（座長）：第19回日本コンピュータ外科学会大会，九州大学百年講堂，福岡県福岡市，2010.11.3 

・ 大西五三男（座長）：第24回日本創外固定・骨延長学会，札幌パークホテル，北海道札幌市，2011.2.12 

・ 志賀俊哉（座長）：整形外科手術の麻酔，日本麻酔科学会第57回学術集会，マリンメッセ福岡，福岡県福岡市，

2010.6.3 

・ 輪嶋善一郎，相田純久，志賀俊哉：脊髄くも膜下腔の薬剤誤投与例，日本ペインクリニック学会，国立京都国際会館，

京都府京都市，2010.7.2 

・ Shiga T，Saito T，Shinoda S，Wajima Z，Kuratani N：Does ultrasound guidance improve the success rate of peripheral nerve 

blocks? - A meta-analysis -，TheAnnual Meeting of the American Society Anesthesiologists，San Diego Convention center，

San Diego, USA，2010.10.18 

・ Wajima Z，Shiga T，Imanaga K，Amagasa S，Aida S：Does epidural anesthesia have the impact of post-anesthesia bed 

transfer on hemodynamics?，TheAnnual Meeting of the American Society Anesthesiologists，San Diego Convention center，

San Diego, USA，2010.10.19 

・ Wajima Z，Imanaga K，Shiga T，Amagasa S，Aida S：Does spinal anesthesia impact hemodynamics in post-anesthesia bed 

transfer?，TheAnnual Meeting of the American Society Anesthesiologists，San Diego Convention center，San Diego, USA，

2010.10.19 

・ 輪嶋善一郎，志賀俊哉，今永和幸：中心静脈カテーテル先端位置決定にはいかなる方法が有効か？心内心電図法の可

能性，日本臨床麻酔科学会，アスティ徳島，徳島県徳島市，2010.11.5 

・ 高橋 豊（座長）：胃癌の分子生物，第110回日本外科学会総会，名古屋国際会議場，愛知県名古屋市，2010.4.3 

・ 高橋 豊（座長）：血管新生，第19回がん転移学会，金沢市文化ホール，石川県金沢市，2010.6.16 

・ 高橋 豊（座長）：胃癌腹膜播種，第65回日本消化器外科学会，山口文化ホール，山口県下関市，2010.7.14 

・ 高橋 豊（座長）：胃癌の化学療法，第9回アジア臨床腫瘍学会，岐阜グランドホテル，岐阜県岐阜市，2010.8.25 

・ 高橋 豊（座長）：腹膜播種の分子生物，第69回日本癌学会，大阪国際会議場，大阪府大阪市，2010.9.22 
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・ 高橋 豊（座長）：大腸癌の化学療法，第48回日本癌治療学会，京都国際会館，京都府京都市，2010.10.28 

・ 高橋 豊（座長）：胃癌腹膜播種の治療，第72回日本臨床外科学会，横浜国際会議場，神奈川県横浜市，2010.11.23 

・ 馬島 徹：気管支喘息ガイドラインとエビデンス，第20回日本気管食道科学会専門医大会セミナー2，東京ガーデン

パレス，東京都文京区，(2010.2.14) 

・ 山口賢二，服部知洋，伊藤玲子，平沼久人，関山忠孝，松本 健，橋本奈緒美，植松昭仁，清藤晃司，赤星俊樹， 

馬島 徹，赤柴恒人，橋本 修：気管支喘息とアディポサイトカインの関連について，第22回日本アレルギー学会春

季臨床大会，京都国際会議場，京都府京都市，2010.5.8 

・ 山口賢二，服部知洋，伊藤玲子，平沼久人，関山忠孝，永岡賢一，植松昭仁，清藤晃司，赤星俊樹，松本 健， 

馬島 徹，橋本 修：当院における百日咳症例の検討，第60回日本アレルギー学会秋季学術大会，東京国際フォーラ

ム，東京都千代田区，2010.11.25 

・ 堀場優樹，長久保一朗：PGE海綿体自己注射が長期間有効であった2症例の検討，第20回日本性機能学会西部総会，

香川国際会議場，香川県高松市，(2010.1.9) 

・ 堀場優樹：過活動膀胱に対する牛車腎気丸の治療効果，第28回泌尿器科漢方研究会学術集会，岩手県民情報交流セン

ター，岩手県盛岡市，2010.4.27 

・ 堀場優樹，吉田雅博：当院にて日常復帰しえた重症透析1症例の検討，第55回日本透析医学会総会，神戸国際会議場，

兵庫県神戸市，2010.6.18-20 

・ 堀場優樹，桑原勝孝：PGE海綿体自己注射が有効であった4症例の検討，第21回日本性機能学会学術総会，名鉄ニュ

ーグランドホテル，愛知県名古屋市，2010.8.27-29 

・ 堀場優樹，加藤 忍：当院におけるHoLEP初期経験例の検討，第24回日本EE学会総会，国立京都国際会館，京都府京

都市，2010.10.21-23 

・ 堀場優樹：排尿障害（前立腺疾患を中心に），市川市医師会講演会，市川市医師会，千葉県市川市，2010.10 

・ 増山英則（座長）：シンポジウム 結核退院基準について，第85回日本結核病学会総会，京都テルサ，京都府京都市，

2010.5.21 

・ 山田英夫（コメンテーター）：ヘルニア・トレーニング・手術法，第2回小切開・鏡視外科学会，秋葉原コンベンシ

ョンホール，東京都千代田区，2010.9.10 

・ 山田英夫（主催）：第16回千葉内視鏡外科研究会，千葉・三井ガーデンホテル船橋ららぽーと，千葉県船橋市，

2011.1.29 

・ 吉田雅博，高田忠敬，平田公一：急性胆道炎診療ガイドラインの臨床医療への影響（パネルディスカッション）， 

第96回日本消化器病学会総会，新潟市民芸術文化会館，新潟県新潟市，2010.4.23 

・ 吉田雅博，松岡孝枝，福間陽子，鈴木輝幸，日高明美，杉原麻耶，伊藤貞朗，林 和城，堀場優樹，田畑陽一郎：透

析患者の胆道感染症治療（口演，ポスター），第55回日本透析医学会，神戸国際展示場，兵庫県神戸市，2010.6.18 

・ 吉田雅博 （司会）：胆膵癌の補助療法，第65回日本消化器外科学会，海峡メッセ下関，山口県下関市，2010.7.15 

・ 吉田雅博，福間陽子，嶋 幸子，松岡孝枝，鈴木輝行，葛生恵子，日高明美，伊藤禎朗，杉原真耶，林 和城， 

堀場優樹，鵜梶 実：（口演，スライド）進行膵癌を発症した慢性腎不全維持透析患者に対して抗癌剤化学療法を施

行した一例，第38回千葉県透析研究会，かずさアカデミアホール，千葉県木更津市，2010.11.28 

・ 鈴木輝行，嶋 幸子，松岡孝枝，福間陽子，葛生恵子，日高明美，伊藤禎朗，杉原真耶，林 和城，吉田雅博， 

堀場優樹：患者受け入れクリニカルパスを作成して～安心信頼される透析室を目指して～（口演，スライド），第38

回千葉県透析研究会，かずさアカデミアホール，千葉県木更津市，2010.11.28 

・ 吉田雅博 （司会）：症例検討 胆道，第39回千葉消化器疾患研究会，三井ガーデンホテル千葉，千葉県千葉市，

2011.2.25 
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・ 吉田雅博：胆道感染症に対する抗菌薬治療 日本ガイドラインと米国IDSAガイドライン，第41回日本嫌気性菌感染症

研究会，兵庫医科大学平成記念会館，兵庫県西宮市，2011.3.11 

・ 山口峰一，山田英夫，奥隅廣人，山口 晋，近藤樹里：早期胃癌に対する腹腔鏡下幽門側胃切除（LADG）の手技，

第16回千葉県内視鏡外科研究会，三井ガーデンホテル船橋ららぽーと，千葉県船橋市，2011.1.29 

・ 田辺 節，福田 元，粂川真里，田口彩子，今野一誠，野田絵美子，伊藤禄郎，三輪 隆，小田原雅人：血管内皮

MCP-1産生の新規調節機構に対するrosuvastatinの抑制的pleiotropic effect，日本糖尿病学会，岡山コンベンションセン

ター，岡山県岡山市，2010.5.29 

・ 福田 元（座長）：糖尿病における病診連携，東葛南部糖尿病懇話会，ホテル・ザ・マンハッタン，千葉県千葉市，

2010.6.21 

・ 櫻井健一，福田 元（コメンテータ）：糖尿病とスタチンの新たな可能性，糖尿病アドバイザリーボードin浦安，オ

リエンタルホテル東京ベイ，千葉県浦安市，2011.1.26 

・ 鈴木洋通，福田 元（コメンテータ）：エピジェネティックから見た日本の糖尿病腎症の変遷，市川糖尿病研究会，

市川市医師会館，千葉県市川市，2011.2.2 

・ Shiga T，Saito T，Shinoda S，Wajima Z：Does ultrasound guidance improve the success rate of peripheral nerve blocks? -A 

meta-analysis，The Annual Meeting of the American Society，San Diego, USA，2010.10.9 

 

研究助成金（文部科学省，厚生労働省，公的研究費，その他研究助成金） 
・ 大西五三男：低侵襲・高精度骨折整復・治療支援システムの開発，厚生労働省科学研究費補助金医療機器開発推進事

業（ナノメディシン研究），継続 

・ 大西五三男：先天性脛骨偽関節症の偽関節部分の骨癒合・骨癒合強度評価可能な装置の開発，厚生労働科学研究費補

助金（難治性疾患克服研究事業）分担研究分担研究報告書，継続 

・ 大西五三男：定量的CTを用いた有限要素法による骨強度診断法の実用化に関する研究，厚生労働科学研究費補助金

（長寿科学総合研究事業），継続 

・ 高橋 豊：大腸癌におけるベバシズマブの耐性機序の解明とその克服，平成22年度科学研究費（文科省），基盤研究

(C)，22591478，採択 

・ 吉田雅博（研究分担者）：がん診療ガイドラインの作成（新規・更新）と公開の維持及びその在り方に関する研究 

（平田班），厚生労働科学研究費補助金，継続 

・ 吉田雅博（研究分担者）：国民のがん情報不足感の解消に向けた（患者視点情報）のデーターベース構築とその活

用・影響に関する研究（中山班），厚生労働科学研究費補助金，採択 

・ 吉田雅博（研究協力者）：在宅がん患者・家族を支える医療・福祉の連携向上のためのシステム構築に関する研究

（山口班），厚生労働科学研究費補助金，採択 

・ 吉田雅博（研究協力者）：国民に役立つ情報提供のためのがん情報データベースや医療機関データベースの質の向上

に関する研究（若尾班），厚生労働科学研究費補助金，採択 

 

所属学会・学会認定資格・学会役員等 
・ 税所宏光：日本内科学会（認定医），日本消化器病学会（指導医，専門医）（名誉会員），日本消化器内視鏡学会

（指導医，専門医）（幹事），日本肝臓学会（専門医），日本超音波学会（指導医，専門医）（功労会員），日本癌

学会，日本癌治療学会（日本がん治療認定医機構暫定教育医），日本膵臓学会（名誉会員），日本胆道学会（名誉会

員），日本画像医学会（名誉会員） 

・ 小中千守：日本外科学会（専門医，指導医），日本胸部外科学会（専門医，指導医）（評議員），日本呼吸器外科学
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会（専門医，指導医）（評議員），日本呼吸器内視鏡学会（専門医，指導医）（評議員），日本呼吸器学会（専門医，

指導医），日本臨床細胞学会（専門医，指導医），日本レーザー学会（指導医）（理事），日本肺癌学会，日本気管

食道科学会（評議員），日本臨床外科学会，日本癌治療学会，日本外科系連合学会（評議員，fellow会員），日本内

視鏡外科学会，日本乳癌学会（認定医），日本サイトメトリー学会（評議員），米国胸部疾患学会（FCCP），国際

臨床細胞学会（Cy topathologyst）（FLAC），世界肺癌学会，国際気管支学会，国際レーザー医学会，国際光線力学

学会 

・ 大西五三男：日本整形外科学会（専門医，脊椎専門医），日本脊椎・脊髄病学会（指導医），日本創外固定・骨延長

学会（幹事），日本臨床バイオメカ二クス学会（評議員），日本骨粗鬆症学会（評議員，学会誌査読委員），日本整

形外科学会（情報管理委員），日本コンピュータ外科学会（理事） 

・ 国枝武義：日本循環器学会（専門医），日本心臓病学会（FJCC），日本呼吸器学会（指導医，専門医），日本内科学

会（認定内科医），米国胸部疾患学会会員（FCCP），日本医師会認定産業医，日本脈管学会（評議員），日本臨床

生理学会（評議員），肺高血圧治療研究会（代表世話人），肺塞栓症研究会（世話人），アクテリオン・アカデミッ

クアワード選考委員 

・ 志賀俊哉：日本麻酔科学会（指導医），日本ペインクリニック学会（専門医） 

・ 高橋 豊：日本外科学会（指導医），日本消化器外科学会（指導医，専門医）（評議員），日本消化器病学会（専門

医），日本消化器内視鏡学会（指導医，認定専門医）（評議員），日本がん治療認定機構（指導医，認定医），日本

癌学会（評議員），日本がん転移学会（評議員），日本消化器病発生学会（評議員） 

・ 馬島 徹：日本内科学会（認定医），日本呼吸器学会（専門医，指導医）（代議員），日本アレルギー学会（専門医，

指導医）（代議員），日本気管食道科学会（専門医）（理事，代議員，編集委員，専門医制度委員），日本結核病学

会（理事，代議員），The Asian Pacific Society of Respirology，国際喘息学会 

・ 堀場優樹：日本泌尿器科学会（指導医，専門医），日本性機能学会（専門医）（評議員），日本EE学会（評議員），

日本透析医学会，日本老年泌尿器科学会 

・ 増山英則：American College of Chest Physicians（Fellow College of Chest Physicians），日本結核病学会（評議員），日

本呼吸器学会（指導医），日本内科学会（認定内科医） 

・ 山田英夫：日本消化器内視鏡学会（専門医，指導医）（評議員，和文誌査読委員，英文誌Digestive Endoscopy 

assistant editor），日本外科学会（専門医，指導医），日本消化器外科学会（認定医），日本内視鏡外科学会（評議員，

広報委員，教育委員，用語集改訂委員），American college of surgeons（fellow），American Society for Gastrointestinal 

Endoscopy（fellow），小切開鏡視外科学会（理事） 

・ 吉田雅博：日本外科学会（指導医，専門医，認定医），日本消化器外科学会（指導医，専門医）（評議員，資格認定

委員），日本消化器病学会（専門医，認定医）（ガイドライン統括委員），日本臨床外科学会（評議員），日本外科

感染症学会（ICD）（評議員，編集委員，ガイドライン委員），日本肝胆膵外科学会（理事，評議員，編集委員，財

務委員），日本腹部救急医学会（幹事，評議員，財務委員，ガイドライン作成委員），日本胆道学会（評議員），日

本乳癌学会（認定医），日本癌治療学会（がん治療認定医，教育医），日本小児救急学会（ガイドライン評価委員），

日本歯科医学会（ガイドラインライブラリ委員），日本透析学会，日本化学療法学会，日本膵臓学会 

・ 清水貴子：日本リウマチ学会（専門医），日本内科学会（認定内科医） 

・ 山口峰一：日本外科学会（認定医，専門医），日本消化器外科学会（専門医，消化器がん治療認定医），日本肝臓学

会（肝臓専門医），日本がん治療認定医機構（暫定教育医，がん治療認定医），日本感染症学会（ICD） 

・ 福田 元：アメリカ内科学会（専門医，上級会員），日本糖尿病学会（認定専門医）（評議員），日本内科学会（総

合内科専門医，認定医），日本糖尿病協会（認定専門医） 
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臨床医学研究センター 
福岡山王病院 
 
原著論文 

・ Baumgärtner U，Vogel H，Ohara S，Treede RD，Lenz FA：Dipole Source Analyses of Early Median Nerve SEP Components 

Obtained From Subdural Grid Recordings，J Neurophysiol.，104(6)，3029-3041，2010 

・ Anderson WS，Weiss N，Lawson HC，Ohara S，Rowland L，Lenz FA：Demonstration of motor imagery movement and 

phantom movement-related neuronal activity in human thalamus，Neuroreport，22(2)，88-92，2011 

・ Liu CC，Veldhuijzen DS，Ohara S，Winberry J，Greenspan J，Lenz FA：Spatial attention to thermal pain stimuli in subjects 

with visual spatial hemi-neglect: extinction, mislocalization and misidentification of stimulus submodality，Pain，152(3)， 

498-506，2011 

・ Liu CC，Ohara S，Franaszczuk P，Lenz FA：Attention to painful cutaneous laser stimuli evokes directed functional 

connectivity between activity recorded directly from human pain-related cortical structures，Pain，152(3)，664-675，2011 

・ Liu CC，Shi CQ，Franaszczuk PJ，Crone NE，Schretlen D，Ohara S，Lenz FA：Painful laser stimuli induce directed 

functional interactions within and between the human amygdala and hippocampus，Neuroscience，1778，208-217，2011 

 

講演（学会，研究会，分科会，シンポジウム等の講演） 

・ 大原信司：パーキンソン病に対する脳深部刺激療法，脳深部刺激療法懇話会，滋賀県近江八幡市，2010.7.9 

・ 大原信司：パーキンソン病の深部脳刺激治療，パーキンソン病治療の市民フォーラム，北九州市立総合保健福祉セン

ター，福岡県北九州市，2010.11.3 

・ 大原信司：頭痛，こんな兆候が怖い！～さまざまな痛みに対する最新治療～，なるほど健康アカデミー第2期第2回，

読売新聞西部本社，福岡県福岡市，2010.12.15 

 

学会発表 

・ 大原信司，大村忠寛：脊髄刺激療法により歩行が改善した脳卒中後疼痛の1例，第18回九州・山口機能神経外科セミ

ナー，レイクサイドホテル久山，福岡県糟屋郡久山町，2010.8.21 


